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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　鳳ほう城じよう学園キャンパスは、祭りの後の静けさに包まれていた。

　あわや中止かと危あやぶまれた、学園祭二日目の戦国ゲームも何とかやりとげ、打ち上げた後には、生徒全員気き抜ぬけ状態だった。

　翌日の代休は、片付けを残した一部の生徒を除いて、人声もしない鎮ちん静せいぶりだった。部活動も休みであり、広いキャンパスは、秋の訪おとずれだけを見せてひっそりと暮れていった。

　二日間の代休を、とりわけ徹てつ底ていして寝ね倒たおしたのが泉水いずみ子こと真ま響ゆらだった。その間女子寮りようから一歩も出ず、睡すい眠みんをとることだけにつとめたのだ。

　真響は、神しん霊れいのきょうだいを呼び出した後、体がどう反応するかを承知していたので、部屋に食しよく糧りようが買いこんであった。二人とも、ときたまベッドを出て短い時間を過ごしたが、いつも片方がベッドの中だったので、ほとんど話もしなかった。二日目の日が暮れてから、ようやくそろって起き出し、いっしょにカップめんをすすったのだった。

「知らなかった。これ、けっこうおいしいね。体があったまるし」

　泉水子がふうふう吹ふきながら食べ、紙かみ蓋ぶたがついたままのカップからスープを飲んでいると、真響は見やって笑った。

「そういう泉水子ちゃんって、はじめて見るかも。ユルユルで何だかいいな」

　真響の指し摘てきは、泉水子の長い二本のお下げ髪がみをさしていた。まとめる程度にしか編んでいないので、すっかり寝ね乱みだれて、左右ちがう形にほつれていた。祖父の竹たけ臣おみや養育者の佐さ和わならば、他人にこんな恰かつ好こうを見せる泉水子を想像もしていないだろうと、ちらりと考える。

　それ以外にも、寝起き姿で着き替がえもせず、床ゆかのカーペットに座りこんで、インスタント食品をおいしく食べていることがユルユルだった。神社で育てられた泉水子は、自分で認める以上に厳しく躾しつけられていた。けれども今は、だらしない姿で真響と向きあえることが、何だかうれしい。真響のほうも、寝ぐせで髪は逆立ったまま、パジャマにしたスエットパンツであぐらをかき、弟の真ま夏なつかと思う態度でカップめんをかきこんでいた。美少女がちょっと台無しだ。

　いつのまにか、お互たがい、これほど遠えん慮りよのいらないルームメイトになっていることを、しみじみ感じるのだった。泉水子は言った。
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「わたし、こんなに寝てしまうとは思ってもみなかった……学祭が終わる前に眠ねむってしまって、最後を知らないの。後片づけを何も手伝わなかった。明日あしたは、如月きさらぎ会長に怒おこられるかなあ」

　真響は、少し思いめぐらせてから言った。

「如月さんは、怒ったりしないって。後片づけの大変さなんて、ふつうの大変さでしかないんだから。泉水子ちゃんに対しては、むしろ感謝していると思うよ。あのあと、すべてが正常にもどったってことを、あの人なら確実に見てとったはず」

「あのあと……？」

「泉水子ちゃんが、舞まいを舞まって異空間を修復したあと」

　真響はきっぱり言い切り、食べ終えたカップをわきに置いた。

「多かれ少なかれ、学園生徒の全員がわかっていると思うよ。泉水子ちゃんのしたことだと気づかない生徒であっても、だれもが身にしみたことはまちがいないの。本当は見るはずのない、本当は見るべきではない、たぐいまれなものを目にしてしまったということは」

　泉水子は目をぱちくりさせ、自分もカップを押しやった。

「え……あの、どういうこと？　たしかにあのとき、わたし、神楽かぐら舞を舞ったけど、それはこの現実とは別の層のことで」

「私にも、理解できるほどわかってないの。自分が見たものを、他のだれもが同じに見ているという保証もできない。それでも、かなりの人が見ていたという感じはあったよ。みんなでしんと見つめていた──着付け講習会の打うち掛かけを着た泉水子ちゃんが、グラウンド前の広場で舞っていたのを」

　真響の言葉に、泉水子は口もとを押さえた。

「うそ。それって、真ま澄すみくんが出した赤い打掛……それじゃ、本当に学園から見えていたってこと？」

「ああ、真澄が着せたのね。それなら、よくわかる」

　泉水子は、顔をしかめて考えようとしたが、寝過ぎてぼんやりした頭では、あまりさし迫せまって感じられなかった。それでも、当とう惑わくせずにいられなかった。

「いったいどうなってるの。見られていたら、わたしにはわかったはずなのに……あそこって、どういう場所だったんだろう」

　真響は茶化さずに言った。

「はっきり見えたわけじゃないの。ヴェールを透すかしたように──ううん、もっと、泉水子ちゃん自身が透とう明めいなものみたいに見えた。人じゃないみたいに、戦国時代の幽ゆう霊れいみたいに見えた。でも、きれいだったよ」

「そ──それって、わたしだと気づかない人も、たくさんいたよね？」

「うん、確信もって言える人は、それほど多くないかも」

　胸をなでおろす泉水子を見やり、少し間をおいてから、真響はふいに言った。

「お願い、泉水子ちゃん。真澄のこと嫌きらわないでやって」

「えっ」

　泉水子は、驚おどろいて顔を上げた。

「わたし、真澄くんを嫌ってなんかいないよ？」

「真澄は、泉水子ちゃんが好きになったみたいなの。真澄に好かれるということがどういうことか、わかったらそうは言えないよ」

「ううん、わたし、わかってると思うよ。真澄くんから好きって直接言われたし」

「あのバカ、もうコクってるの？」

　真響はあきれた声を上げ、泉水子は思わずほほえんだ。

「〈好き〉という意味があまりよくわからない真澄くんだから、そう言ってみたんだって、わたしにはちゃんとわかってるから。勘かんちがいなどしていないから」

　真響は脱だつ力りよくした様子だった。

「泉水子ちゃんって、ずいぶん達観してる。そういう女の子だから、あいつは好きになったのかな。何というか、まったくもう……困ったやつだよ。この責任は、ひしひしと感じているの。真夏だって同じに思ってるよ。私と真夏とで、必ず責任とるからね」

　泉水子には意外に思える発言だった。

「どうして、真響さんたちが責任を感じるの。真澄くんは真澄くんでしょう。たしかに戸と隠がくしの神霊だけど、真響さんの三つ子のきょうだいでもあって、真澄くん自身の考えをもっている」

　真響は片ひざを立て、ベッドのわきにもたれると、ため息をついて言った。

「真夏に言われたの。学園トップの争いに、真澄を巻きこんだのがまちがいだったって。今は私にも、そのことがよくわかる。私たちが呼び出さなかったら、真澄が泉水子ちゃんと出会うこともなかったんだし。私たち、最初からきょうだいだけの秘密にしておくべきだったよ。真澄を、戸隠の土地から外に出してはいけなかった。今さら何を言ってもはじまらないけど……真澄が今後どうなるか、ぜんぜんわからなくなってしまったけど」

「そんなふうに言わないで。わたし、そのほうが悲しいよ」

　泉水子は目を伏ふせ、小声になった。

「外に出してはいけなかったと言うなら、わたし自身がそうなるもの。わたしが玉たま倉くら山やまから外に出ず、ずっとだれとも会わなければ、何ごとも起こらずにすんだって、もう何度考えたかわからないもの」

　真響は、首をかしげるようにして泉水子をうかがった。

「泉水子ちゃんって、自分のことをすごく神霊寄りに考えているんだね。ふつうはもっと我の強い、人間の自己主張があるよ」

　泉水子は、現実にはない林の中で、真澄に言われたことを思い返した。神霊はこの世の波動の高い場所に住んでおり、泉水子には生まれつき波動を高める能力がある──と。そういう人間は、過去にはいくらか存在していたが、今では絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆだと言われたのだ。

「ふつうの人になりたかった……」

　ぽつりと言ってから、泉水子は早口に続けた。

「でも、今はもう、わがままなど言えない特とく殊しゆな体質だって、かなりわかってしまった。わたしは、そうとう異常な生き物なの。だけど、生まれてから今日までに出会った人たちを、知らなければよかったとは思いたくない。東京に出て来て、みんなと会わなければよかったとは思いたくない」

　大きく息を吸って、泉水子はしめくくった。

「後こう悔かいしないことにしたの。でなければ、学祭を放ほうって二度と帰ってこないところだった」

　真響はちらりとほほえみ、試すようにたずねた。

「考えなおしたのは、相楽さがらが迎むかえに行ったからでしょう？」

「ええと、あのう……それも知ってるの？」

「相楽は、姿が見えたわけじゃないけどね。犬の高たか柳やなぎをつれて別の層に消えたところは、真夏が目もく撃げきしているの」

　泉水子はピンク色に顔を染めたが、案外すなおに肯こう定ていした。

「じつはそうなの。相楽くんが来てくれたから、学園にもどろうと思った」

「へええ、ふうん、相楽のやつ、けっこううまくやったのね。それって決定打なのかな」

「決定打？」

「それで、相楽とつきあうことにした？」

　直裁に聞かれて、泉水子はあわてて身を引いた。

「そういうわけじゃ……そんなこと、わたしが簡単に言っていいことじゃ……迎えに来てくれたこと、本当に感謝しているけど」

「奥ゆかしいってのは、このことだね。泉水子ちゃんって、時代をタイムスリップしたみたいな女の子」

　泉水子は体をすくめた。声が悲しげになった。

「わたし、ぜんぜん奥ゆかしくなんかないよ。ふつうに言えるなら、そのほうがずっといいよ。同級生ってだけの関係なら、きっと言えてた……だけど、相楽くんの家だと、わたしがそう言ったら二度と道を変えられなくなる。相楽くんが将来、後悔することになっても」

（……そういう考え方を、世間では奥ゆかしいって言うんだけど、本人、まったく気づかないのかな）

　真響はこっそり思ったが、あまりつっつくと泉水子が泣くかもしれないので、やめておいた。

「今はこれ以上言わないね。相楽がどう思うかという話は、この際わきに置いといて。だって、私は、我の強い人間そのものだから」

　ほほえんでから、歯切れのよい口ぶりで続けた。

「私は、そう、根っから自己中な人間だってこと、泉水子ちゃんにも承知してもらったほうがいいかもしれない。私には、きょうだいより大切なものがないの。真夏や真澄が、もっとも有利になる方向に動いてしまうの。泉水子ちゃんは、そんな私でも、本当に知り合ったことを後悔しない？」

　泉水子は、持ち前の潤うるんだ黒目がちの瞳ひとみで真響を見返した。

「真響さん、きょうだいのことばかり考える人を、ふつうは自己中とは言わないよ」

「えっ、そうだっけ？　でも、私たちは三人で一人と言っていいものだから、これは自分が大事と言うのと同じ意味だよ」

　真響が主張すると、泉水子はほほえんだ。

「わたしね、真響さんのそういうところが好き。真夏くんのことも、真澄くんのことも、全力で思いやっているから強くなれるところ」

「でも、強くなりたがるばかりではダメだよね。私が世界遺産候補になることは、もうあきらめがついたんだ」

　少々照れながら、真響は打ち明けた。

「私にはふさわしくないって、思えるようになった。真夏にも言われたけど、真澄が決定的に気づかせてくれた。真澄はああいう困ったやつで、どうかすると、泉水子ちゃんには危険な一方かもしれないけど、それでも私には、先祖がしたように真澄を封ふうじこめる気にはなれないの。それでもいい？」

「いいよ」

　泉水子はうなずいた。神しん霊れいは、接した霊れい魂こんを喰くってしまうことのできる存在だ。危険にさらされる点を言うなら、真響と真夏であっても条件は同じはずなのだ。真澄の力を恐おそれずにいるのはまちがいだが、人間は、恐れるばかりではいられないのだろう。

「わたし、真澄くんをわかってあげられると思う。いやだとか迷めい惑わくだとかは思っていないの。真澄くんはこの前、わたしに『鈴すず原はらさんは、人間だよ』と言ってくれたし。それも、学園にもどることができた原因の一つで、真澄くんにも感謝してるの」

　真響は大きくため息をついた。

「やっぱり、泉水子ちゃんはちがう。持っている度量がちがう。舞を見たときに、やっとはっきり気がついたの。この学園の一番は、私ではなく泉水子ちゃんがなるんだって」

「まさかー、ちがうよ」

　泉水子は笑い声をたてた。自分が真響をさしおいてトップに立つなどとは、みじんも考えられなかったのだ。

「学園トップには厳しい条件があったじゃない。わたし、何一つ飛び抜ぬけた生徒じゃないのに」

「ううん、私の直感はきっと正しい」

　肩かたにかかる髪かみをかきやってから、真響はつけ加えた。

「少なくとも、高柳がトップになれないのは確実でしょ。泉水子ちゃんが格上だってことは、もう、目にもの見せたんだから」

　白い和犬を思い浮うかべた泉水子は、困って眉まゆをよせた。

「どうして、高柳くんがあんなことになったのか、わたしにもさっぱりわからないの。でも、あのとき高柳くんに頭にきていたのは本当で、だから、わたしがやったことなのかなって……」

　泉水子は、馬場のゲーム会場で何があったかを、くわしく真響に説明した。化学部の上げた気球が、高柳とその仲間の陰おん陽みよう師じのたくらみであり、呪じゆ術じゆつとともに幻げん覚かく剤ざいを撒まいていたことに話が及およぶと、真響の顔つきが険しくなった。

「何よ、それ。どうしてそこまで卑ひ劣れつなのよ。薬の作用で泉水子ちゃんを引き入れようなんて、最低レベル。あんなやつ絶対許せない」

　その剣けん幕まくに、泉水子はついついなだめる側に回ってしまった。

「でも、高柳くんに術くらべのうちだって言われたら、それもそうなのかと思うし……」

　術にかかってのこととはいえ、高柳に国際化しろと説得され、泉水子が単純に応じてしまったのは、元からその弱みを持っていたせいだと感じるのだ。しかし、真響は断固として言った。

「私と高柳の決着は、まだついていないからね。私があいつの格下になるってことだけは、絶対納なつ得とくできない」

　負けずぎらいな真響がそう言うのは当然で、泉水子も思わずうなずいた。

「うん……そうだよね」

　明日あしたからは、再び平日の授業がはじまるのだと思うと、泉水子は、一度捨てようとした日常であるだけに、どこかいとおしむ気持ちになれた。腹が立った高柳でさえ、その一部ではあるのだ。

　最後に見た、保健室の光景が目に浮かんでくる。

（高柳くんもだけど、深み行ゆきくん、ずいぶんよく寝ねていた……）

　保健室のベッドにもぐった相楽深行は、身じろぎもせずに深い寝息をたてていた。限界まで力を尽つくしたことがうかがえて、その寝顔が胸に痛かった。

　異界の林で深行の姿を見たときには、あちこち切り傷を負ってもいた。現実に起きたことではなく、元どおりに治せても、心身の負担は大きかったに決まっている。みずから異界へ逃にげこんだ泉水子とはちがい、深行の場合、そうとう無理してあの場所を訪おとずれたにちがいないのだ。

　あれからどうしただろうと考え、急に携けい帯たい電でん話わを思い出した。ベッドの枕まくらもとを探さぐって赤いボディの電話を取り出す泉水子に、真響はびっくりした。

「あれっ、携帯。いつから持ってたっけ？」

「これ、中学のときのが出てきたんだけど」

　着信を確かく認にんしても、新しく深行からは入っていなかった。眠ねむっていて取り逃のがしたのではない点に、一応ほっとする。こちらから連れん絡らくを入れてみようかと、その気になりかけたが、すぐに考えなおした。たぶん深行も、代休を寝てつぶしただろう。今も寝ているかもしれない。

（いいや、明日には顔を合わせるんだし……）

　急がなくていいと思ってディスプレイを閉じ、いつでも連絡できるということに、わけもなく幸せな気分にひたった。真響は、つられて自分の携帯電話を確かめ、あわててコンセントで充じゆう電でんをはじめた。

「泉水子ちゃんも充電する？　充電器貸そうか？」

「うん、貸して」

　ただそれだけのことが、今は喜べる泉水子だった。







　翌朝。多くの生徒は本調子がもどっておらず、教室に入る時間も始業ぎりぎりだった。

　きっちり編んだお下げ髪がみで身なりを整えた泉水子も、ふだんより遅おくれた口だった。夜になって目が冴さえてしまい、夜よ更ふかししたあげく朝は寝ね過すごしたのだ。

　一年Ｃ組に飛びこむと、数人固まった女子の中で、波は多た野の美み優ゆうが真っ先に声をかけてくれた。

「おはよう、イズー。しばらく顔を見なかったね」

「おはよう、えっ、イズー？」

「泉水子のイズー。いいよね、これからはそう呼んでも。女子の仲間うちってことで」

（……なんだか、「トリスタンとイズー」みたいだな……）

　こっそりと、中世物語の悲劇のヒロインを思い浮かべてしまう。泉水子が山奥で祖父と暮らし、東西の古典ばかりを見知って育ったためだ。けれども、クラスメイトに愛あい称しようで呼ばれること自体はうれしく、いいよと答えてたずねた。

「それなら、わたしもこれから、ミユーって呼んでもいい？」

「もちろんだよー」

　学園祭の出し物をいっしょに成し遂とげたことで、Ｃ組内の親密さが一段増したようだった。波多野のそばに長谷はせ川がわ花か梨りんや佐さ川がわ真ま子こが立っていたが、彼女たちも下の名前で呼び合うようになったようだ。泉水子は短いやりとりを交かわしたが、日常の雑談のうちであり、舞まいだの幽ゆう霊れいだのという話題はのぼらなかった。ほっとする思いで自分の机に向かい、斜ななめ前の宗そう田だ真夏を見やる。真夏は、座った席で大きく伸のびをしたところだった。

（真夏くんも同じに、休日は寝ね倒たおしたんだろうな……）

　思わずほほえんでいると、真夏も泉水子に気づいた。

「あっ、おはよっ。来たら聞こうと思ってたんだ。あのさ、シンコウが出かけた先ってどこか知ってる？」

　泉水子は目をまるくした。

「えっ、相楽くん、どこかへ行ってるの？」

「寮りようでちっとも見かけないから、おれ、相部屋のやつに聞いてみたんだよ。そしたら、外がい泊はくしてるって言うんだ。病院へ行ったらしいって話なんだけど」

「うそ、知らない……聞いてない」

　茫ぼう然ぜんとして立ちつくした。思いもよらないことだったのだ。泉水子が顔色を変えたのを知って、のんきな真夏も、さすがにまずいとさとったようだった。

「ごめん、言ってあるかと思っちゃったんだよ。ちゃんとしたことがわかるまで、気を回さないほうがいいよ。病院ってのは、たいていの口実に使うものだし」

　Ｃ組担任の笹ささ本もとが入ってきたので、会話はそれきりになった。けれども、泉水子には、ホームルームの話も引き続きの数学の授業も、てんで耳に入ってこなかった。自分が何も知らずに寝ていたということに、刻一刻と動どう揺ようが増していく。

（ぜんぜん教えてもらえなかった……深刻なことになっているなんて、少しも気にかけなかった……）

　一時間目の授業が終わると、泉水子は一年Ａ組へ飛んで行った。その様子を心配した真夏が、泉水子の後ろに続く。Ａ組の教室をのぞきこんでも、たしかに深行の姿は見当たらなかった。眉をひそめた表情の真響が、泉水子たちに気づいて廊ろう下かに出てきた。

「そうなの、相楽は欠席してる。でも、前もって届けがあったみたいで、担任は特に気にしていなかった。ただ、高柳も欠席ってところがちょっと変なのよ」

「高柳くんも？」

「あと、クラウスも休んでる」

　泉水子の不安はますます大きくなった。握にぎった手を口に当てる。

「もしかして、相楽くんたち、保健室で目を覚まさなかったんじゃ……」

　真夏が急いで口をはさんだ。

「それはないって。そんな騒さわぎがあったら、男子寮でもっと話題にしてるよ。シンコウは、ふつうに寮にもどったよ。ただ、いつ学園を出ていったのか、同じ部屋の平ひら岡おかもよく知らないんだ。おれも、昨日おとといはよく寝ちゃって、探さなかったからなー」

　真響は弟にたずねた。

「相楽が寮にいないって、わかったのはいつ？　もう、電話かメールしてみた？」

「平岡に聞いたのは、今朝、めし食うとき。電話したけど、電源切ってるみたいだった。メールにも返事がこない」

　真夏は答えて、ちょっとためらってから続けた。

「……本当に病院へ行ってるなら、それもわかるけど」

「高柳は？　高柳のことも聞いてみた？」

「聞くかよ。白しろ袴ばかまなんか探してどうする」

「せっかく男子寮にいるのに、敵にはもっと目配りしなさいよ」

　きょうだい同士の言い合いをしてから、真響は泉水子に言った。

「今すぐ心配することじゃないと思うよ。相楽と高柳、まったくちがう理由で欠席のほうがありそうだし、午後には登校してくるかも。今日中に学園に帰らないということになったら、私も手を回す。それまでは静観しよう、できるよね？」

　泉水子は、言われるままにうなずくつもりだった。それなのにうなずけなかった。

「……わたしのせいかも……」

「だから、そういう決めつけをもう少し保留にしてと言ってるの。泉水子ちゃん、しっかりして」

　真響は心配そうに言ったが、泉水子にしてみれば静観は無理だった。いても立ってもいられなかった。

（そうだ、相楽さんなら、必ず何があったかを承知している……）

　返事をする余よ裕ゆうもなく、そのまま駆かけ出す泉水子を見て、真響は弟をにらんだ。

「朝っぱらから教えるなんて。真澄に続いてあんたまで、泉水子ちゃんに負担をかける気？」

「言うなよ。わかってるよ」

　真夏は答え、再び泉水子の後を追った。







　管理棟とうにある教職員室にたどりついた泉水子は、息をはずませて入り口から内部を見やった。だが、勝手がわからず、相楽雪ゆき政まさの机がどこに並ぶかも知らなかった。

　今は、授業の一時限と二時限のわずかなインターバルであり、教員があわただしく出入りしている。泉水子は何人も見送ってから、ようやくたずねることができた。

「あの、宮みや本もと先生。すみません、相楽先生いらっしゃいますか」

　宮本は二十代女性の英語教師で、声をかけやすかったのだが、泉水子が言うなり顔をしかめた。

「今朝は女子に聞かれすぎてうんざり。ドアに貼はり紙でもしようかしら。相楽先生はお休みです、講師の先生は毎日授業があるとは限らないのよ、いい？」

　あまりに機き嫌げんが悪いので、雪政が急な休みをとったかどうかまで聞けなかった。宮本の後ろ姿を見送って、教室にもどらなければと考えるが、今はとても授業を受ける気分になれなかった。

（保健室はどうだろう。相楽さんが、今日もボランティアをしているとは思えないけど、それでも確かめたほうが……）

　階段に向かおうとして、泉水子ははじめて真夏がいることに気がついた。真夏は、さっきよりまじめな表情になっていた。

「どこへ行くの。授業ふける気？」

「ちょっと保健室へ。真夏くん、ついてこなくていいよ」

「いや、行く」

　急ぎ足の泉水子に楽々と肩かたを並べながら、真夏はたずねた。

「聞いてもいい？　シンコウがいないと、どうして英語の相楽を探しにくるわけ？」

　自分の行動がまずかったことに気づき、泉水子は数秒間黙だまった。だが、気持ちが急せいて悔くやんでいられず、これ以上宗田きょうだいに隠かくしていてもしかたないと思った。

「お父さんだから」

　真夏はアハハと笑った。

「鈴原さんでも、冗じよう談だん言うんだね」

「冗談に聞こえるって、わかるけど。絶対みんなに知られたくないから、真響さんにしか言わないで」

　泉水子は早口につけ加えた。

「早はや川かわ先せん輩ぱいが、だれにも知られずに戸隠の人だったのと同じレベルだよ。そう言えばわかるでしょう」

「えっ──ええっ」

　真夏は両りよう腕うでを振ふりあげ、馬が跳はねるように飛びのいた。本気でたまげたのが伝わってきた。

「なんで、あいつがシンコウの父親？　英語の相楽って、あの若さで義理の父親とか養子縁えん組ぐみとか、そういう話？」

「ううん、本物のお父さん」

「……おれ、今世紀最大の謎なぞを聞いた気がする」

　ものごとに無む頓とん着ちやくな真夏にそこまで言われると、泉水子も見なおす思いがした。神しん霊れいと交わることを謎としない面々には、こちらのほうがあり得ないものごとかもしれなかった。泉水子は、見慣れてしまったからそこまで驚おどろけないのだ。

「真夏くん、本当に問題なのは、外見が親子に見えないことじゃないの。お父さんの話が、相楽くんには逆げき鱗りんだからなの。そこのところはよくふまえてね」

「ゲキリンって、さわったら激げき怒どする竜りゆうのウロコってやつだよな」

　真夏は確かめるように言ったが、重ねて「なんで」とは聞かなかった。

「わからなくはないっていうか。もしもおれがシンコウだったら、やっぱり腹立つっていうか……」

　つぶやく真夏と歩きながら、泉水子は一階の保健室にたどり着いた。ノックをすると、養護教きよう諭ゆの榊さかき葉ばが造作の大きな顔をドアから突つき出し、相手が口を開く前に言った。

「相楽先生はここにはいません。いたのは学園祭だけの措そ置ちだから、とっとと教室におもどりなさい……って、おや、あなた、一Ｃの鈴原さんね」

　泉水子は、お下げ髪がみが振り上がるほどに頭を下げた。

「学祭の日には、たいへんお世話になりました」

　榊葉はすぐに表情をゆるめた。基本的には気のいい女性なのだった。

「何よ、それを言うためだけに来たんじゃないでしょ」

「そうじゃないんですけど……」

　雪政がいないのは、半分わかっていたことだった。泉水子は思いきってたずねた。

「先生、あの日に保健室で寝ねていた相楽くんと高柳くん、わたしが帰った後に、いつごろ帰ったかご存じですか」

「あのときの二人なら、夕食前にたたき起こしてやったよ。ぐーぐー寝ていただけで、熱もなかったし、他には異状が見当たらなかったから。ただの睡すい眠みん不足ね、一年はイベント慣れしていないから、加減がなさすぎ」

「でも、今日、その二人とも欠席しているんです。先生、何か聞いてませんか」

　泉水子が訴うつたえると、榊葉はびっくりした表情になった。

「えっ、そうだったの？　今朝のヘルスチェックは、まだ細かく見ていないのよ。全クラスぶんが届いたばかりで」

　保健室内の机にもどり、ノートを手早く操作してから、榊葉は言った。

「一年Ａ組、たしかに病欠が多いね。でも、詳くわしいことは、今すぐわからないな。保護者の連れん絡らくがあって、無断欠席じゃないってことくらいしか」

　泉水子はがっかりした。その程度では、真響から聞いた話に何の上乗せもない。

「ありがとうございました。それならいいです……」

「ちょっと待って」

　廊下をもどろうとすると、榊葉のほうが心配そうに呼び止めた。

「鈴原さん、何が気になっているの。あなたとあの二人が、学園祭の最中に行方ゆくえ不明になって、その後にそろって保健室に来たことには、私もすごく引っかかっているんだよ」

　たしかに、あやしまれるのは当然だった。泉水子がどう答えようかと迷っていると、榊葉はさらに続けた。

「みんなに言えないことで悩なやむなら、メンタルカウンセリングを受けてみる？　カウンセリングの予約をとってあげようか。あなた、だれかに相談する必要があるんじゃない？」

（……ああ、榊葉先生は、ふつうの世界の住人なんだな）

　泉水子は考えた。それがわかってほっとするような、もの悲しいような、複雑な気分だった。この学園にいる教員や生徒は、神霊や幽ゆう霊れいに関かかわる人間ばかりとは限らないのだ。そのことが、急にはっきりするように思えた。

「今はいいです」

　泉水子が保健室を離はなれると、真夏は、養護教諭に会え釈しやくして後を追いかけた。

　正面玄げん関かんから外に出てしまった泉水子は、ポーチの石段のはしまで行って足を止めた。澄すんだ秋の空を見上げる。高層のうろこ雲が並び、穏おだやかに晴れわたっているが、その明るさは泉水子の胸の内まで届かなかった。

（何か起きているにちがいない……でなければ、相楽さんまで学園から消えているはずがない……）

「鈴原さん、今はおとなしく待ったほうがいいよ。真響が言ったじゃん」

　真夏が後ろから、遠えん慮りよがちに声をかけた。

「教室に座っていたくないなら、廏きゆう舎しやへ行ってみる？　馬をなでていると気持ちが落ち着くものだよ」

「ありがと。でも、わたし、自分の部屋に帰るほうがいい」

　泉水子はふり向かずに答えた。

「心配しないで、学園の外に出たりしないから。教室から二人いなくなるのは目立つから、真夏くんは授業にもどっていて」

　真夏は少しの間ぐずぐずしたが、泉水子に付き添そって女子寮りようへ行くわけにもいかず、とうとうあきらめた。

「それなら、寮の部屋を出ないって約束だよ。そのうち真響がめんどうみるから、それまで動いちゃだめだよ」




　　　　二




　泉水子は、携けい帯たい電でん話わ禁止のルールを守り、寮に電話を置いて出かけたのだった。寮監の目を盗ぬすんで２０８号室に逃にげもどると、真っ先に携帯電話を手に取った。

　もしやと期待をかけたのだが、結果は、真夏の電話と同じだった。宛あて先さきは電波の届かない場所にあるか電源を切っていると、合成音声が告げるばかりだった。

（この前の異界だったら、電波など関係なく話ができたのに……）

　切実さが足りないのだろうかと、気合いをこめて数回かけてみたが、深行に通じることはなかった。しかたないので「どこにいますか、連絡ください」と、つたない手つきでメールを打った。無事に送信できたように見えたが、あまり確信はもてなかった。

（携帯電話が使えるようになっても、深行くんに話す気がなければ、いつでも話せるとは限らないんだ。こうして持っているからといって、距きよ離りが近づいたことにはならない……）

　そんなふうに思えてならなかった。画面を見つめてぼんやりしたが、メールを打ったことでパソコンを思い出した。佐和は、泉水子がメールの送受信に成功したとき、両親のメールアドレスとともに相楽雪政のアドレスも教えてくれたのだ。

　大だい成せいがくれた赤いノートを開いて、雪政に宛あてた問い合わせのメールを書いた。ついでに佐和にも書き送り、ダメもとだと思ってアドレスの不確かな母親にも書き送り、カリフォルニア在住の父親にまで書いた。できることはぜんぶ手を尽つくしたかったのだ。

　しかし、送信後のメールボックスをながめ続けても、すぐに返事がくるものではなかった。あとは、じっと待つ以外にすることがなかった。

（このまま、深行くんが学園からいなくなってしまったら……）

　考えが、悪いほうに悪いほうに傾かたむいていく。リカルドや小こ坂さか信のぶ之ゆきといった、高柳の式神だった生徒が姿を消しても、何の問題もなく処理してしまった鳳城学園なのだ。深行が急にいなくなっても、そう取り沙ざ汰たされることなく終わってしまうのだろうと感じる。

（わたしって、鳳城学園に何しにもどってきたんだろう。わたしの学校生活って、いったい何だったんだろう……）

　いきなり味気なく感じられることが、本人にとっても予想以上だった。

　真響や真夏が親身になってくれても、Ｃ組のクラスメイトが仲間に入れてくれても、やっぱり校内が色いろ褪あせて見えるのだ。今となっては、認めざるを得なかった。

（……深行くんがつくってくれた、わたしの学校生活だったんだ……）

　泉水子が地元高校へ進学するのをやめ、東京に出てきたのは、深行の後押しがあってこそだった。深行が進んで鳳城学園を選んだので、泉水子も後に続く勇気が生まれたのだ。そして、その後も、深行のおかげで家に逃げ帰らずにすんでいた。泉水子が生徒会執しつ行こう部ぶに所属するのも、深行がかかわっているせいだ。その他にも、深行のおかげでできたことばかりが浮うかんできた。

「おれが必要だって、言えよ」

　異界の林の中で、深行は泉水子にそう告げた。対する泉水子は、返事を保留してずっと考えると答えた。けれども、何一つ気づかなかったわけではないのだ。まざまざと思い知るばかりだった。

（あんなふうに言ったけど、本当は考える余地もないくらい、わたしはこんなにも、深行くんがいないとだめだ……）

　最初は、深行と強く反目しあっていた。だから、なかなか本当の気持ちに気づくことができなかった。その上、泉水子が肯こう定ていすると深行が姫ひめ神がみに従属してしまう問題は、今も未解決のまま残っている。

（でも、それでも……）

　それでも泉水子は、自分が深行のいない場所を考えられなくなっていることに、今では気づいてしまうのだった。

　昼休みになったが、泉水子は食事にも出て行かなかった。だれに問いただされることもおっくうで、返信が届くことのほうが気がかりだった。しかし、電話にもパソコンにも何の音おと沙さ汰たもなく、寮の部屋は異界の林と同じくらい、この世から隔かく絶ぜつされているような気がしはじめた。

　待っていてもしかたないと考えてみても、体も心も動かない。自分ひとりにできることは、本当にわずかなのだと身にしみる。

　午後の授業がはじまり、窓から射さしこむ日の角度もうつろい、泉水子が悶もん々もんと考え続けていたときだった。いきなり携けい帯たい電話がメロディーを鳴らした。思ったより音量が大きく、数センチ飛び上がってしまった。

　ディスプレイに、相楽深行の文字が浮かんでいる。

「えっ、あの、深行くん？」

　息せき切ってたずねると、電話からは、やたらに平然とした声が響ひびいた。

「真夏に聞いたぞ。どうして授業に出ないんだ」

「どうして連絡くれなかったの。黙だまっていなくなるなんて」

「たいしたことじゃないからだよ。それに、どうせ寝てただろ」

「今日は寝てない。きのうだって夕方から起きてた。メールもあったのに」

「知らせようと思っても、病院内だったから、携帯が出せなかったんだよ」

　泉水子はどきりとして、電話を握にぎりなおした。

「やっぱり病院へ行ったの？　どこが悪かったの？」

「おれはどうもしない。検査にめっちゃ時間がかかって、泊とまりになっただけだ」

「どうもしなかったら、検査なんか……」

　泉水子が声をつまらせると、深行はため息をついた。

「ぴんぴんしてるって、見りゃわかるから、出て来いよ。おれは講堂のわきに来ている」

　泉水子は部屋を飛び出し、寮監の西さい条じようが目をまるくして見ているのもかまわず、ロビーを走り抜ぬけて女子寮を出た。

　講堂の横手につづく坂道を下っていくと、椎しいの木の下に立っている深行が見えた。制服姿だが、外出仕様でネクタイを端たん正せいに結び、ダークグリーンのブレザーを着用している。見み映ばえがよく、学校案内パンフレットで制服モデルができそうだった。そのことが、夏休み前に同じ場所に立っていた雪政を思い出させた。

（……変なときだけ、親子に見えるんだから……）

　鳳城学園の制服規則はゆるやかで、十月の衣ころも替がえシーズンとはいえ、校内でブレザーを着ている生徒は少なかった。泉水子の装いも、長なが袖そでブラウスとベストだけだ。ぱりっとした深行を前にして、いくぶん気抜けする思いで立ち止まった。

「ほら見ろ、勝手に取り越こし苦労なんかするなよ」

　深行にそう言われると、言葉を失っていた泉水子も、たちまち血がのぼった。

「心配しないでなどいられないでしょう、あんなことの後なのに」

「おれのけがなら、鈴原が自分で治したじゃないか。どうして自信をもたないんだよ」

「もてっこないよ。はじめてやったことだもん。休んだら、何かあったと思うに決まってるじゃない。高柳くんもいっしょに休んでるのに」

　憤ふん慨がいに顔を赤らめた泉水子が、みるみる涙なみだ目めにまでなったのを見て、深行は急にあわてた。

「待てよ、高柳？　あいつなんか知らないぞ。おれは、雪政と野の々の村むらさんにつれて行かれたんだ。高柳といっしょのはずないだろ」

　泉水子は、少し冷静になって目をこすった。

「野々村さんも、ずっとこちらにいたの？」

　深行はうなずいた。

「雪政ひとりだったら、もっとゴネてもよかったんだが、野々村さんに言われちゃな。でも、実際に検査をしたら、あんまり長いんで後こう悔かいしかけたけどな」

「どこの病院？　もしかして関西？」

「そこまで遠くない。神か奈な川がわにある森もり園ぞの大学付属ってところだ」

　深行は答え、考えこむように続けた。

「あそこには、山やま伏ぶしのネットワークがあるな。コネがあることははっきりしていた。おれに精密検査ができるんだから」

「どんな検査をしたの？」

「一通りやった。脳波をとられたり、血をとられたり、心電図とか、ＭＲＩとか、超ちよう音おん波ぱエコーとか、ＣＴスキャンとか」

　少々面くらいながら、泉水子は言った。

「脳波の測定とかなら、わたしも相楽さんにつれられて、関西の大学病院でやっていたけど」

「ああ、なるほど」

　深行はそう言い、しばらく黙った。しかし、泉水子がじっと待っていると言葉を続けた。

「気にするなよ、検査で異状は出なかった。これから分ぶん析せき結果が出るものもあるが、どうせ正常値だろう。雪政たち、本気で心配しているわけじゃないんだ。これはデータ収集だ」

「データ収集？」

「和わ宮みやのことは、もう、野々村さんも雪政も承知しているんだ。おれが異界に行ったことも知っている。その人体への影えい響きようを、数値で拾うことができるなら、おれみたいに急に憑つかれた人間は調べるのにもってこいだろ？　だから、すぐに測定したがったわけだ。何も出て来なくても、データの蓄ちく積せきには意味があるかもしれない」

　すらすらと語る深行に、泉水子はとまどった。

「相楽くんも、そう思っているの？」

「ああ、おれもデータに興味があった。検査結果を全部おれに教えるという条件つきで、病院へ行ったんだ」

　泉水子はうつむき、小声になった。

「……わたしだったら、ちょっといやかも」

「わかってる。雪政たちもそのへんを承知して、おれだけつれていったんだろ。実験データは、当分おれでとりゃいいよ」

　深行は何でもない口ぶりだった。思いついた様子でつけ加えた。

「ああ、そうか。高柳は高柳で、陰おん陽みよう師じのお仲間に調べられているのかもな。あいつ、犬にまでなったものな」

　泉水子には、どう受けとめていいかわからなかった。けれども、異界で起こったものごとが、あの場だけですまなくなっているとひしひしと感じた。

「わたしのしでかしたことが、ずいぶんたくさんの人に知られたって……そういうことだよね」

「学祭中だったからな。キャンパス内にいた関係者が気づくのはしかたない。だけど、簡単に世間に広まったりはしないだろう」

　泉水子を見やり、深行は口調を和やわらげた。

「困ったことになりはしない。紫ゆかり子こさんがじきじきに出向いて手を打ったくらいだ、あれこれうまく片づいてるよ」

　めったに会えない紫子が、鳳城学園を訪おとずれたというのに、泉水子は差し向かいでじっくり話すこともできず、眠ねむりこんで母が帰った時刻も知らなかった。思い返すと悔くいが大きいが、たとえ起きていられたとしても、ヘリコプターで降り立ったあの派手さ加減では、親子らしくは過ごせなかったとも感じる。

「お母さん、理事長と大人の話をすると言ってたけど、どんな話だったのかな」

「聞いたわけじゃないが、たぶん、あの日の異常事態が外部にもれないよう、脅おどしをかけて折せつ衝しようしたんだろう。あのときの紫子さんの口ぶりだと、学園理事長は、かなり陰陽師集団に近い人間だという感じを受けた」

「本当？」

　深行はうなずき、確信ありげだった。

「理事長がどうだろうと、おれたちには関係ないよ。山伏組織のバックは、陰陽師に負けないくらい強力だ。鈴原は、今までどおりに過ごせばいいんだ」

（今までどおり……本当にそうだろうか）

　疑問がかすめたが、泉水子はしいて追い払はらった。深行が何ごともなくここに立っているのだから、そのことを喜ぶべきだった。

「うん、ほっとした。これからは、出かけるときにはちゃんと教えてね。すごく心配したんだから」

　両手の指を組み、はにかみながらそう伝えると、深行は少しの間泉水子を見つめ、急に目をそらした。

「自分が黙って出かけた件については、反省ゼロなのか？　病院どころじゃなく、非常識な場所へ行ってたと思うが。あれで携帯が通じたのは、奇き跡せきだったんだぞ」

（あ、そうか……）

　さっき電話が鳴るまでの泉水子と同じように、深行もじりじりさせられたということなのだ。思わず身をすくめた。

「ご──ご心配をおかけしました」

「わかりゃいい。おれは、六限の授業に出るぞ、まだ、まにあう」

　深行は、唐とう突とつに言って腕うで時ど計けいを確かめ、にらむ目つきで泉水子を見やった。

「鈴原も出ろよ。だいたい何だって、おれがいないからって授業をサボってるんだ」

「だって、手につかなくて」

「ちゃんと勉強しろよ。学祭はもう終わったんだ。ぼやぼやしてるとすぐに後期試験がやってくるぞ」

　木の根元に置いてあったバッグを肩かたに掛かけ、深行は続けた。

「おれは、病院でも予習をしてきた。おまえ、考えが甘いぞ。せっかく前期にそこそこの成績を取ったなら、努力して継けい続ぞくしないとだめだ。宗田の勉強法で、やればできるとわかったんだろ。もっと上をめざさないでどうする」

「……はい」

　相変わらずの深行だった。やさしいことは何も言わない。もう少し甘くなってもいいのではないかと、泉水子は考えたが、これも泉水子のためを思いやった発言ではあった。

（これは、わたしが姫神だから言っていることじゃない。わたしが泉水子だから、こんなふうに言われるんだ……）

　そう思えば、あまり文句は言えなかった。







　世界史の教科書とノートを抱かかえ、泉水子が視し聴ちよう覚かく教室の入り口をくぐると、階段状の席の前のほうで、真響がにこやかに手をふった。

「相楽、もどってきたって？　元気だったんでしょ」

「うん、いばるほど元気だった。今朝はごめんね」

「いいよ。それより、よく六限に出て来たね。今日はこのまま来ないだろうと思った」

　泉水子は真響の隣となりに腰こしを下ろしながら、ため息をついた。

「勉強しろって叱しかられたの。相楽くんも今から自分の授業に出るって」

「あいつの言いそうなことね。それ、たぶん、照れ隠かくしだよ」

　ふと見回して、泉水子は真夏の姿が見えないことに気がついた。彼も同じ授業を選せん択たくしているはずなのだ。

「あれ、真夏くんは？」

「真夏ったら、泉水子ちゃんを動どう揺ようさせたことに動揺して、廏きゆう舎しやに逃にげちゃったのよ。バッカなやつ」

「ええっ……どうしよう。迎むかえにいったほうが」

　泉水子がたじろぐと、真響はかぶりを振ふった。

「むだむだ、あいつの勉強ぎらいは直らない。このまま馬術部の部活に突とつ入にゆうする気だから、行くことないよ。泉水子ちゃんは勉強に見込みがあるんだから、相楽の期待に応こたえてやって」

「ごめん、わたし、自分のことばっかりで」

　泉水子が下を向くと、真響はくすくす笑った。

「ちがうでしょう、相楽のことばっかり──に訂てい正せいしてみたら？　私に、ひとのことは言えないね」

　そうじゃないと言いかけたが、否定してもしかたないことに気がついた。深行が帰ってきたことで、こんなにも胸が軽くなっている。返事ができずにいると、真響がさばさばと言った。

「とにかく、まあ、一件落着で助かった。私も、相楽が何ともなくてよかった。泉水子ちゃんが引きこもりにならずにすんだし、これで、学祭前の日々にもどれるね」

「うん……よかった」

　泉水子もほほえむことができた。深行を失うかと動転した気持ちが収まってみると、もっと細かいことが気になってきたが、それでも、真響の言うとおりだった。

（真澄くんと行かず、学園の現実にもどってきたことを、後悔しないって決めたはずだった……）

　それならば、泉水子も、学園の日常をふつうに送る努力をするべきだった。







　目下のところ、泉水子が一番気に病やんだのは、生徒会執しつ行こう部ぶへ顔を出すことだ。

　如月会長は怒おこらないと真響が言ってくれたが、それだけで安心はできなかった。いろいろ聞くうち、学園祭のさなかに機械系統がすべてストップしたことで、運営スタッフがどんなに苦労したかがわかってくるのだ。仕事を放ほうり出した自分を、執行部員がどう見たかと思うと、たいそう気が重かった。

　真響は泉水子をはげました。

「私と真夏も片づけをサボったし、相楽を言えば、仕事を抜ぬけた度合いは泉水子ちゃんと同じでしょう。この全員にムカついていたら、執行部もやって行けないだろうから、ここは『ごめんなさい』と頭を下げておしまいよ。いっしょに謝ろう」

　さばけた口調で言われると、泉水子にも決心がついた。

（まずは、大おお河内こうち先せん輩ぱいに平謝りに謝ろう。それからだ……）

　二階の生徒会室に出向くと、二年男子の大河内芳よし文ふみと星ほし野の亮りよう太たは、深行を交えて談笑中だった。気負って入った泉水子は拍ひよう子し抜ぬけした。女子二人に気づいても、大小メガネコンビは「やあ、来たね」という顔をしただけで、バカ話の続きをやめないのだ。

　空気を読んだ真響は、謝ることさえ省略してしまい、すんなり話に加わった。おかげで泉水子も、謝罪を言い出せなくなった。

（深行くん、先輩にどんな言い訳をしたんだろう。どうしてこんなにすぐに仲を取りもどせるんだろう）

　ちらちらと見ながら考える。深行も今では、ブレザーを脱ぬいでネクタイを緩ゆるめていた。先輩に媚こびる風でもなく、発言も笑い声も控ひかえめなのに、二人の話をうまく引き出している。

　泉水子はひそかに、中三の修学旅行でもこうだったと思い返した。深行と都庁を抜け出した件を、教師や同級生にひどく責められると思っていたら、知らないうちにうやむやになっていたのだ。相楽親子には何か、自分に都合よくことを丸めこむ秘術があるようだ。

（そういえば、相楽さんと深行くんは、学祭後に顔を合わせてどんな会話をしたんだろう……）

　雪政の言うことはたいてい物ぶつ騒そうなので、泉水子は気がかりだった。深行は、進んで精密検査を受けた口ぶりだったが、病院へ行ったこと自体が不ふ穏おんだった。健康上の懸け念ねんは、深行の言い方より大きかったのかもしれない。

（今まで、考えてみたこともなかった。機械で測定することで何かがわかるかもしれないなんて……）

　長年雪政につれられ、大学病院で健けん康こう診しん断だんを受けてきた。だが、あれもおそらくは、泉水子のデータをとる行こう為いだったのだ。現代社会に潜せん伏ぷくしている山やま伏ぶしは、そういう側面を持っている人々でもあるのだ。

（似合わないと思ってはいけないんだ。お父さんなんか、シリコンバレーでコンピュータ企き業ぎように勤めているわけだし……）

　心の隅すみで考えながら、星野のバカ話につきあううち、生徒会室には執行部メンバーのほとんどが集まってきた。馬術部を優先した真夏を除いての全員だ。学園祭という一大事業を終え、これが最初の顔合わせなのだった。

　如月・ジーン・仄ほの香かは、二年の秋あき之の川かわ玲れ奈なとつれだって最後に現れた。生徒会長の到とう着ちやくを見て、雑談が静まった。

「遅おそくなってごめん。すぐにはじめよう」

　仄香は、きゃしゃな体格を男子制服に包み、ダークブラウンの髪かみは、ことさらシャープなショートスタイルになっていた。イベントの忙いそがしさにかまけて、このところ髪を伸のばし気味だったが、代休を利用してヘアサロンへ行ってきたらしい。仄香より背が高くいかつい玲奈が、ツインテールでスカート姿であるため、この二人が並ぶとインパクトが増すのだが、執行部員はだれもが見慣れて気にしなくなっていた。

　生徒会長は灰色がかった瞳ひとみで全員を見回すと、あいさつを述べた。

「戦国学園祭の運営、お疲つかれさまでした。二日目の途と中ちゆうに予測不能のトラブルが起こって、全部がプラン通りにいかなかったのは残念だけど、スタッフが力を尽つくしてカバーしたことは、だれもが見てとったと思います。きちんとした終わりにこぎつけたこと、私自身が誇ほこりに思うし、理事長も評価しています。集客力はてきめんだったし、この学園祭を不ふ首しゆ尾びに終わったと言う人は少ないでしょう」

　平板な口調ではあるが、会長が心から言っていることは伝わってきた。部員たちが神しん妙みように耳をかたむけると、仄香は少し間をおき、言葉を続けた。

「個々の反省や問題点の検討は、アンケート集計とともにみっちりやるとして。終しゆう了りよう直後の今、全員で確かく認にんしておきたいことは二つだけです。一つは、今年の学祭をやり抜いた生徒会は、自分たちが思う以上に大きなことを成し遂とげたのだということ。そしてもう一つは、戦国ゲームのアクシデントはいったい何だったのかということ。その最中にいなくなってしまった一年がいることを含ふくめてね」

　泉水子は思わず首をすくめた。真響と深行もそれぞれかすかに息をのんだ。その他の一年は、なんとなく当とう惑わくした顔つきだった。

　二年メガネコンビは、仄香が口にしたことの気まずさをはっきり顔に出していた。星野が小声で言った。

「会長、それは言わない約束じゃ……」

「約束？　だれとの約束？」

　仄香は冷静に聞き返し、星野が答えられずにいると、代わって大河内が述べた。

「それは、結果にたいして影えい響きようなかったんだから、今さらほじくらなくてもいいじゃないか。何か事情があったことくらいわかるし」

　仄香は両りよう腕うでを胸の前に組んだ。

「あなたたち、ひょっとして買収されてる？　だとしたら、きっと相楽のしわざね。ワイロはいったい何だったの、フィギュア？　同人誌？」

「いや……あの……」

　大河内がうろたえると、深行が小さく手をかかげて自己申告した。

「正解です、会長。おれがたのんだんです。ちなみに冬の新刊のほうで」

　玲奈があきれた表情で、二年メガネコンビを見比べた。

「そんなもので握にぎりつぶしができるわけ？　いい根性ねえ」

　咳せき払ばらいして仄香が言った。

「相楽が、お茶をにごしたい気持ちはわかる。私たち、今まで全部を話し合わずにここまで来たんだし。けれど、戦国学園祭がああなった今となっては、ここにいるメンバーには、ものごとを明るみに出す時期が来ていると思う」

　生徒会長の目がこちらに向いたので、泉水子はいたたまれずに口を開いた。

「ごめんなさい。あの、仕事を放ほう棄きしたこと、本当に悪かったと思ってます。最初に謝るつもりだったんです。言い出せなくなって、ごめんなさい」

　隣の真響がすばやく口を添そえた。

「一年がつとめを果たさなかったというなら、私だって同罪です。対戦チームに入ってしまって、黒くろ子こ仕事を何一つしなかったのだから。想定外のことがいろいろあった学祭で、しかたなかったということではいけませんか」

　童顔の島しま本もと航わたるが、勇ましく申し出た。

「あのっ、宗田さんは学祭の盛り立て役になったのであって、仕事をしなかったのとはちがうと思います。おれや田た村むらはまじめに働いたし、それに鈴原さんだって、最後はすごい盛り立て役だったじゃないですか」

　その場の全員が、無言のうちに島本を見つめた。島本はまばたきをくり返した。

「あっ、あれっ……これは言っちゃいけないことだった……とか？」

　仄香が大きなため息をついた。

「悪い。私の切り出し方がまずかった。私は、仕事を抜けた鈴原さんたちを、とがめるつもりでも事情を問いただすつもりでもないの。みんなに事情を打ち明けるのは、この私のほうだよ」

　表情を引きしめた仄香は、両手を机について言った。

「ここに集まった人たちは、執行部に入る何かしらの必然があったと信じます。だから、今、何が起きているかを知る権利があると。それには、まず、私が真の生徒会長ではなかったことを告白しないといけません」

「仄香ったら。それでいいの？」

　玲奈が鋭するどくたずねた。仄香は彼女にうなずいた。

「いいの、私は役目を終えたの。鳳城学園の生徒会長は、初代からずっと三年の村むら上かみ穂ほ高だかさんでした。そのことを、もう隠さないことにしました。村上会長も、これからは表に姿を見せるだろうと思います」

　一同は、すぐにはだれも口を開かず、複雑な表情を浮うかべていた。仄香はその様子を見回してから、静かな声でつけ加えた。

「うわさを一つも知らなかったという人はいなそうだね。つまり、これは、オープンに話せるかどうかのちがいだけだったってこと」

　星野が、気乗りのしない声で言った。

「そりゃ、うわさみたいに言われてたことは言われてたけど……どうしてここで発表するのか、聞いていいかな。全校生徒に教えるつもり？」

　島本は、もっと小さな声で自己申告した。

「あのう、おれ、聞いてなかったです……」

　仄香は彼らににっこりした。

「それなら、改めて話をする甲か斐いもありそうだね」

　泉水子、深行、真響の三人は、影かげの生徒会長として村上穂高がいたことをよく承知していた。泉水子と深行は本人に会っているし、穂高が歌か舞ぶ伎き役者で、鳳城学園高等部に在ざい籍せきしてもめったに登校できないことを知っている。けれども、穂高が影に隠かくれている理由を、仄香がどのあたりまで語る気なのかはまったく予想ができなかった。他のメンバーと同じように、身を固くして聞き入ることになった。

　穂高の歌舞伎役者の身分を説明し終えてから、仄香は続けた。

「でも、そういう村上先せん輩ぱいが、代理を立ててまで生徒会長だったことには、別立ての事情があります。村上先輩にしかできないことがあり、そして、そのことを他の人に見せないためでした。村上先輩が〈選ぶ人〉だということが知れたら、働きかける人々が出るだろうから」

　複数のメンバーから疑問の声が上がった。

「選ぶ人？」

「何を選ぶ人？」

　仄香がそれに答えた。

「人物を見み極きわめる人。この学園に集まった生徒の中で、だれが一番の異能者かを選ぶ人。さまざまな個性の生徒がいても、本当に傑けつ出しゆつした人物であれば、この学園で頭角をあらわすものだからです。鳳城学園は、そのための機能を第一としているの。そのためにつくられた場所だと言ってもいいほどに」

「異能をもつ人間を見極めるための学校ってこと？」

　信じられないといった大河内の言葉に、仄香は真しん剣けんにうなずいた。

「理事長はそれをふまえてます。だから、戦国学園祭でアクシデントが起きたことに、別の見解をもっています。つまり、大きな実証のあがった喜ばしいできごとであって、一定の成果になると。そしてね、あの時点でいなくなった生徒たちこそ、異変の中心にいた人たちだと、今ではわかってしまうんだよ」

　泉水子は体が凍こおりつく思いをした。深行が、強い口調で反発した。

「如月会長、それを指し摘てきして何になるんですか。とがめてるのと同じじゃないですか。村上先輩も隠せと言っていたはずなのに、話がちがいます」

　仄香の返答は冷静だった。

「オープンになろう、相楽。もう、ステージがちがうところに来ているの。村上会長は、自分の立場をみんなに明かして、自分が選んだからには積極的な支し援えんを惜おしまないつもりだよ。これは悪いことじゃない」

「しかしですね……」

　島本が、丸い目をさらに大きくして深行を見た。

「それじゃ、選ばれた人間って相楽のこと？」

　深行が水をさされて黙だまると、真響が小声でささやいた。

「そういうことにしたら、相楽」

　しかし、そのとき大河内がゆっくりと言った。

「そうじゃないな、相楽じゃないだろう。なんとなくわかった気がする。学祭前なら意外だと言うところだけど、今となっては意外と思わないよ」

　今いま井いか柴しば田たかの二年男子が、おれもと小声で言うのが聞こえた。泉水子は、ひざの上で両手を握りしめた。

（もう、隠せない……みんなが承知してるんだ……）

　顔を上げられない泉水子を見やって、仄香はやさしく言った。

「心配しないで、何かが変わったわけじゃない。今まで、あれこれ隠して探さぐり合いだった部分を、思い切って表に出しただけ。執しつ行こう部ぶメンバーには、それだけの絆きずなができたと考えてもいいと思うから。私たち、力を合わせるグループになれるかもしれない。それに、学祭が終わったからには、二年には来年度体制の準備がはじまったということだよ」

　星野が驚おどろいて口をはさんだ。

「早っ。もうそれを言うんだ。次期会長選びのことだろ？」

「今年の一年は人材がそろっているから、かえって選せん抜ばつがむずかしくなるかもね」

　仄香は笑わず、生きまじめな表情だった。

「あなたたちの学年には、高柳一いち条じようがいる。今からの熟考が必要でしょう？」




　　　　三




　執行部会の終しゆう了りよう後ご、泉水子、深行、真響の三人は、講堂ラウンジに場所を移し、周囲に聞かれないところで内輪の話を続けた。

　泉水子と真響が、夕食後の勉強などによく席を確保する場所だったが、これまで深行が来たことはなかった。そのため、なんとなくだれもが腰こしかけずに話していた。

「如月さんには、ぶっちゃけ驚いたね。泉水子ちゃんが矢おもてに立たないよう、気を配ったようには見えたけど、それでも思いっきり暴ばく露ろしたも同然だったよね。ちょっと泡あわくう感じだった」

　真響が顔をしかめて言うと、深行もまた顔をしかめた。

「おれには、鈴原の舞まいを学校中の生徒が見ていたというのが、いまだに信じられないんだが。とはいえ、執行部メンバーの口ぶりじゃ、事実と認めるしかないかもな。学祭後の校内チャットで何を言われているか、チェックしとけばよかった。出かけていたせいで出で遅おくれた」

　泉水子は情けない顔つきで、しきりにお下げ髪がみを指でいじっていた。部会で言われたことのショックが尾おを引いて、すぐには考えもまとまらない。生徒たちの受けとめ方が変わってしまったことに、うろたえるばかりだった。

「どうしよう。わたしって、自分のすることが自分にも予想外ばかりなんだもの。こんなふうじゃ、もう、生徒会でうまくやっていけないかも……」

　真響はそんな泉水子を見て、思いやりの言葉をかけた。

「泉水子ちゃん、少しでもいいほうに考えようよ。如月さんは、力を合わせるグループになれるかもと言ってたじゃない。村上会長下の生徒会は、泉水子ちゃんの加勢になるのかも」

　深行は口もとを引きしめ、低く言った。

「いや、村上穂高という人物は、そこまで信用できない」

「そういうことを言わないの。今は、泉水子ちゃんを安心させなさいよ」

　真響に言われても、深行は眉まゆをひそめたままだ。泉水子も、穂高と深行のそりが合わなかったことは承知していたので、深行にいい顔をしろとは言えなかった。

　少し間をおいて、深行はため息をついて泉水子を見た。

「もう少し時間をおいてから言うつもりだったが、こうなった以上、言うしかないだろうな。鈴原が特とく殊しゆ能力をもっていることは、かなりの方面であぶり出されてしまったんだ。だから、おまえもこの際覚かく悟ごを決めろよ」

「覚悟って？」

「引っ込み思案になるな。自分が優位に立てるときは優位に立つんだ。高柳のやつが売るほどもっていて、鈴原にないのはそういう性格だ」

　泉水子はたじろいだ。

「でも、わたしには」

「自分は姫神だって、腹をくくれよ。おまえは舞っているときしか、地でそうなれないんだ。だけど、本当はいつの鈴原だって姫神なんだ。そうだろ」

「そんなこと思えないよ。わたしにどうしろと言うの」

「たとえば──」

　言いかけて、深行も黙りこんだ。途と方ほうにくれた泉水子の顔つきを見れば、無理な注文だということはいやでもわかった。泉水子と姫神では、キャラクターがちがいすぎるのだ。百八十度変えろと言うようなものだ。

（どうして、あれほど本人とは異なる性格なんだ。姫神は、時空のちがう泉水子だからなのか……？）

　深行が考えこんでいると、弱気な一方だった泉水子がふいに逆ぎやく襲しゆうした。

「相楽くん、自分だってえらそうな性格を変えられないくせに、ひとのことだけ言うのはずるいよ」

　真響がぷっと吹ふき出し、深行は思わずむきになった。

「おまえな」

　そのときだった。背後で宗田真夏の陽気な声が響ひびいた。

「ああっ、シンコウがいる」

　馬術部を終えた真夏がフロアを走ってきて、その勢いのまま、深行の背中に飛びついて手足をからめた。予想もしなかった深行は、危あやうくテーブルに這はいつくばりそうになった。

「降りろ、重い」

　いやがられても平気で、真夏は深行の髪かみをかき回している。

「おかえりー。あっ、シャンプーの匂においが寮りようのとちがう」

「おまえは猿さるか。マウントや毛づくろいがあいさつなのか」

「だいじょうぶだよ、おれ、気にしないから。シンコウのこと好きだし」

「おれが、だいじょうぶじゃない」

　泉水子は目をぱちくりさせて騒さわぎを見つめたが、姉の真響は驚かなかった。

「幼児返りしてる、真夏ったら。よくまあ相楽になついたものね。私たち、昔は三人ともあんな調子だったのよ。言葉なんかいらなくて、けものの子みたいにずっとふれあっていた。今は、真澄には無理なことだし、私と真夏がやっても問題視されるだけだけどね」

　真響の口ぶりには、いくぶんの淋さびしさが含ふくまれているようだった。

「……いいなあ」

　泉水子は思わず言った。幼い三つ子の幸福な記き憶おくがうらやましかった。

「わたしも、真夏くんみたいになれたらいいのに」

「今のは大だい胆たん発言。泉水子ちゃん、真夏みたいに抱だきつきたいって聞こえるよ」

　すかさず真響が評したが、泉水子はからかいに気づかないまま、真顔で応じた。

「ううん、相楽くんもひとりっ子だから、そういうふるまいに慣れていないと思う。真響さんたちとは育ち方がちがうの」

　真響は、当てがはずれて苦く笑しようした。

「まあ、相楽が本気でいやがってるところが、見ていて小気味いいけどね」

　やっと自分の足で床ゆかに降り立った真夏は、姉と泉水子を見やり、思い出したように告げた。

「馬たちが、ずいぶん体調よくなっていたよ。馬場のまわりは学祭前よりすっきりしちゃって、変わったんだという気がしたな」

　真響がうなずいた。

「学祭の日のおかしさには、高柳が薬を使った影えい響きようもあったんだから、様変わりもするでしょうよ。呪じゆ術じゆつがリセットされて元にもどったのよ」

「それだけじゃないよ」

　真夏は、もどかしそうに手て振ぶりをまじえた。

「何というか、何かが変わったんだ。元どおりだけど、元どおりじゃない。おれ、鈴原さんが修復したせいかなーと、思ったんだ。馬に乗って回っていると、鈴原さんの感じがするんだよ」

「感じがするって、どういうこと？」

　真響が追つい及きゆうすると、真夏はむぞうさに答えた。

「戸隠へ行くと、そのへんに真澄の感じがしてくるだろ。あんな風に、鈴原さんの感じがするんだよ」

　真響も、泉水子も、目を見はって真夏を見つめた。

「真夏、いったい何が言いたいの。もう少しちゃんと言って」

「まずいことを言ってるわけじゃないよ。すっきりして、前より気分よくなったくらいで、式神みたいな変なのがいないし」

　真夏が弁解していると、襟えりと髪をつくろっていた深行が口をはさんだ。

「今日は高柳が休んでいるから、うろつく式神も学園内にいないってことじゃないか？」

「ああ、そうか。あいつ、もうこのまま二度と来なくてもかまわないんだけどな」

　真夏は納なつ得とくしたが、真響はそれで終わらせなかった。

「私、真夏の感じたことが何なのか、自分で馬場へ行って確かめてくる。泉水子ちゃんはどうする？」

　もちろん、泉水子も放ほうっておく気はなかった。

「わたしも行く」

　しまいには深行と真夏も足並みをそろえ、四人で馬場へ向かうことになった。







　丘おかの斜しや面めんを切り開いた鳳城学園キャンパスには、坂が多い。中央グラウンドのわき道を上った高台に図書館などが立ち、そこからさらに坂を上った先に廏きゆう舎しやと馬場がある。

　馬場には、もとからの雑木林が茂しげる急斜面が迫せまっており、泉水子にとって気の休まる場所だった。馬術部は全員引き上げた後で、四人が着いたときにはがらんと静かだったが、泉水子の性しよう分ぶんでは、人けのない木こ陰かげをうす気味悪いとは思わなかった。たそがれがあたりをやさしく包み、西に赤い残光を見せる空に一つ二つと星がまたたいている。

　くつろぐ思いをするのは、廏舎の馬が満足して嚙かみ返す気配があるせいかもしれなかった。涼すずしくなった風には、ぴりりとした秋の肌はだざわりが生じている。

　立ち止まった四人は、しばらくあたりをながめて変化を感じ取ろうとした。それから、真夏が期待をこめて言った。

「ほら、わかっただろう」

　あとの三人は顔を見合わせた。だが、だれも「なるほど」という顔をしていなかった。眉をよせて真響が言った。

「何かがちがうということは、認めてもいい気がする。少なくとも、学祭前にあった変な気配とはまるっきりちがう。でも、これが泉水子ちゃんの感じかなあ。泉水子ちゃん自身はどう思う？」

「ええと、わたしには、自分のことだからよくわからないのかも」

　泉水子はうろたえた。だいたい、自分の感じがどんな感じかと考えるだけで、やたらにきまりが悪いのだ。顔が赤らんでくるようだ。

「じゃあ、相楽は？」

　深行はすぐに答えなかったが、やがて口を開いた。

「真夏みたいな野性を、おれに期待するなよ。第六感だろ、真夏のは。だけど、理づめで考えてみることはできる。あの日の鈴原は、この場所から、戸隠にあったみたいな別の層へ出かけていって、思いなおしてもどってきたんだ。前と同じ場所にはもどらないのかもしれない。この土地と鈴原とに、何らかの結びつきができてしまうのかもしれない」

「戸隠山と真澄の関係のように？　でも、それを言うなら、泉水子ちゃんにはもうすでに、玉倉山という場所があるよね」

　真響に言われ、深行はややためらったが、さらに言葉を続けた。

「鳳城学園という一カ所に、霊れい能のうをもつ生徒を集めた理由の一つには、そういうことを試す目的があるんだ。地元で能力を発揮するばかりじゃなく、日本中のどの場所でも通用するのかどうか。ゆくゆくは日本ばかりじゃなく、海外へ出しても通用するのかどうか。つまりは、世界遺産に匹ひつ敵てきする人材かどうかという話だ」

「相楽、その話、どこで仕込んだの？」

　真響が鋭するどく問うと、深行は手短に答えた。

「親んとこ」

「そうか、山やま伏ぶしは知ってるってことね……」

（深行くん、相楽さんと、そういう話をしていたんだ……）

　泉水子は黙だまって考えた。雪政は、似たようなことを泉水子にも語ったことがあった。だが、それを聞いたころの泉水子は、自分には関係ないと思っていたのだ。

　真夏が、泉水子の顔を見て言った。

「馬たちは元気をとりもどしているよ。それ一つとっても、おれとしては、鈴原さんが主ぬしになるのはいいことだと思うな。白しろ袴ばかまのやつじゃこうはいかない。ただし、おれに気持ちのいいことは真澄にも気持ちいいことだから、あいつがはりきりすぎるかもなー」

「それはよくない」

　深行がぴしりと口をはさんだ。

「きょうだいの行動は、おまえたちできちんとセーブしろよ。暴走を止められないなら、よそにつれてくるなよ。この前の苦労は死ぬまで忘れないからな」

「根にもつよねー、相楽って」

　真響はからかう口調で言ったが、その後はまじめな面おももちになった。肩かたにおりた髪を耳の後ろにかきやる。

「わかってる。だから、泉水子ちゃんが一番に選ばれたってこと。影かげの生徒会長が結論を下したことは、もう、はっきりしたよね。私は選ばれなかったけど、私と真夏の能力では、その方面で不安定すぎるってことも、今では納得できる。でも、泉水子ちゃんに負けるなら、私、それほど悔くやしくないんだ。高柳が選ばれたら今もじたばたしたと思うけど」

　泉水子は急いで言った。

「まだ、穂高先せん輩ぱいが何を言うかわからないのに。それに、わたしだって不安定で、ちっとも優ゆう秀しゆうじゃないのに。自分のコントロールがまるで効かなくて、起こることが何一つ予測できないんだから」

「本人がどう言っても、泉水子ちゃんには器うつわがあるよ。狭せまい地域を飛び越こえて、世界全体に貢こう献けんする人物としての資質がある。世界遺産になるってのは、つまり、そういうことなんだから」

　真響は言ったが、泉水子はくちびるをかみ、かぶりを振ふった。

「ううん、ちがうの。わたしは世界遺産になってはいけないの」

　深行が、大きく深呼吸してから口を開いた。

「この際、宗田たちに教えたほうがいいみたいだな。姫神だけが知っている、少し先の未来の話を」

　泉水子が反対しなかったので、深行は打ち明けた。むだなく要点を押さえた深行の説明で、宗田きょうだいは、姫神が語った人類滅めつ亡ぼうの未来を聞き知った。そのキーパーソンが泉水子で、泉水子の未来を変えないことには、人類全体の未来がなさそうだという話に、宗田の二人はしばらく沈ちん黙もくした。

　ようやく真響が、とまどいながら口を開いた。

「ごめん。今すぐには、ちょっと信じられない……いきなり話が飛びすぎるよ」

　真夏も首をかしげるだけだ。

「それ、本当に鈴原さんのことかなあ」

　彼らがそんな調子でも、深行と泉水子はあまりがっかりしなかった。人づてに聞いたならば、自分だってそう思うだろうとよくわかっていたのだ。

「おれも、無理にこの話を信じろとは言わない。宗田たちは姫神に会ったことがないから、話に真実味がないのは当たり前だ。ただ、おれたちは姫神の存在を認めているから、この予言を認めざるを得ないんだ」

　深行は力をこめずに言い、つけ加えた。

「山伏は、究極のところ、これを認めるために生まれてきた組織なんだろうな。姫神から力を授さずけられ、姫神の目的に沿った働きをする」

　真夏が短い髪を指でかいた。

「うちの親たちとちがうところ──ってことだよね。おれ、真澄がどうして鈴原さんを気に入ったのか、前よりわかった気がするよ。だけど、鈴原さんが人類を滅亡させるってのは、ちょっと想像つかないなあ」

「それは、わたしだって想像つかないけど」

　泉水子は、申し訳ない思いで言った。

「ただ、学園で選ぶ世界遺産候補というのが、姫神の言う未来に近づく気がするのはたしかなの。そういうのは極力避さけたいの。わたし、注目されるのは前から苦手だったし」

　真響がゆっくりうなずいた。

「泉水子ちゃんが、選ばれるのはいやだと思っていることはよくわかった。今は、それだけでもいいよね。泉水子ちゃんと相楽はこれまで、三つ子の事情をよく知らないうちから味方してくれたんだから、今度は私たちがそうする番だよね」

　空がすっかり暗くなっていたので、真響の言葉が結論のようになった。お互たがい、すべてを語り尽つくしたとは言えなかったが、今日のところは切り上げ、夕食をとるために坂を下ったのだった。







　カフェテリアに顔を出してからは、内輪でしゃべるわけにはいかなくなった。四人がテーブルにつくと、それを見つけて話しにくる生徒は多かったのだ。

　真響も深行も、成績優秀を人当たりのよさでカバーするタイプなので、声をかけた生徒に気を悪くさせることはめったになかった。いきおい、そばで談笑する生徒が増えていく。代休中に顔を見せなかったこともあり、いつも以上に人が寄ってくるようだった。

　真夏と泉水子の二人は、そこまで外交する必要がなかったが、真夏のざっくばらんな言動もそれなりの人気があった。これらは以前からのことであって、泉水子もすでに慣れていたが、それにしてもこの日は生徒がたくさん集まる気がした。

　何人もの生徒がわいわいと話すときには、泉水子はたいてい口を開かない。話に合わせてほほえむのが精いっぱいで、いつも目立たないのだが、今日はなぜか落ち着かなかった。

（なんだか、関係なくこっちを見る人が多いような……）

　真夏はいつのときも、本人が座談に飽あきると手て際ぎわよく姿を消してしまう。姉の真響と深行はまだまだ居座る気配だったが、今日は泉水子も真夏を見習うことにして、逃にげるように席を立った。

　女子寮りようの部屋にもどってくると、ほっとしたため息がもれた。ここに閉じこもった昼間のことが、今では何日も前だったように感じる。深行の不在がもたらした不安は解消しているが、矢や継つぎ早に次の不安に直面しているのだ。

（深行くんが無事にもどっても、いろいろなことがもう元にはもどらない。わたしが学祭中にしでかしたことは、それだけの大きさをもっていたんだ……）

　考えることがたくさんあるが、どこから手をつけていいかわからない気がする。

　泉水子が、困こん惑わくしながら机の前に座り、なにげなくパソコンをスリープから起こしたときだった。メール着信の表示が出ていることに気がついた。午前中に問い合わせのメールを出しまくったことを思い出し、急に恥はじ入った。

（何をうろたえていると思われただろうな。佐和さんかな……）

　クリックしてみると、佐和の返信ではなく、この件に一番関かかわりがなさそうなカリフォルニアの大成からだった。

（なぜ、お父さんから？）

　意外に思ったが、まぎれもなく泉水子のメールへの返信だった。





　泉水子、メールありがとう。うれしかったよ。

　深行くんのことは心配いらないと言いたいが、もう、そのことは泉水子にもわかっただろうね。

　でも、メールはむだじゃなかったよ。お父さんは、ようやく泉水子と話ができることを確信したんだ。

　まだ中学生だったころ、一度だけ、パソコンを通して画面で話をしたことがあっただろう。あのときの通話を再現できないかと、あれからいろいろ考えていたんだよ。

　そのパソコンは、泉水子個人のために開発したものだ。他人には使えない仕様になっていることは、もう知っているね。泉水子が安定してメールを扱あつかえるようになったら、理論上はビデオ通話も可能なはずなんだ。

　一回試してみよう。今日、日本時間の午後９時ジャストに通話を入れるから、泉水子も待機していてくれないか。

　もしも成功して話ができたら、泉水子が聞きたいことには何でも答えると約束するよ。




ＤＡＩＳＥＹ　　






　続きは、ビデオ通話の設定方法だった。少々面くらいながらも、父の顔を見て父と会話できると思うと、泉水子はやはり胸がはずんだ。時刻を確かく認にんすると、午後九時にはあと一時間あまりある。

（九時までには、真響さんも部屋にもどってくるだろう。設定に手間がかかりそうだし、成功するかどうかわからないから、わざわざ呼びに行くことはない……）

　顔を映して話ができるなら、ぜひとも真響に自分の父を紹しよう介かいしたいと思うのだった。大成のほうにも、自じ慢まんのルームメイトを見せてやりたい。泉水子は、はりきってパソコンの設定に取りかかった。

　はじめてなので、いろいろ迷うことがあったが、それほど複雑な操作をするわけではなかった。通話の設定は、泉水子の予想よりもかなり短時間に終わってしまったようだ。試ためしにと思って作動させてみると、最初からいきなり大成が現れた。

「あれっ、お父さん」

「やあ、泉水子」

「まだ、九時になっていないよ？」

「そうだねえ」

　大成は、めったなことでは驚おどろかない人物だ。このときも、画面の中から少し抜ぬけたような笑顔を返した。

「ぼくも用意しなかったけど、強制的に切り替かわっちゃったね」

「そんなことって、あるの？」

「うん。他でもないぼくの娘むすめだからね」

　プログラム開発を職業にする大成が、ときには真夜中だろうとコンピュータの前に座り続けていることは、不思議でも何でもなかった。肩から上が画面に映っている大成は、装そう飾しよくのないペールグリーンの壁かべを背景にして、いつもの丸メガネをかけている。脂あぶらっ気のない髪かみは櫛くしが通っておらず、部屋着か寝ね間ま着きかと思われる恰かつ好こうだが、大成の場合はくつろいだときも必ず和服だった。藍あい染ぞめの甚じん平べいのようだ。

「元気にしているかい。学校は楽しい？」

「お父さん、その言い方、のんきすぎる」

　泉水子は思わず文句を言った。

「もう、知ってるんでしょう。学祭にはお母さんが来たし、相楽さんもいることだし。この前はたいへんだったんだよ、楽しいなんてものじゃないよ」

「でも、泉水子は前よりいい顔になっているよ。見たとたん、お父さんは安心したよ」

「そう簡単に安心しないでよ」

「ともあれ、ビデオ通話は大成功だったね。職場にいながら泉水子の顔が見られて、こんなにうれしいことはないよ。これからは、何度でもこうして会うことができるね」

　心から喜ぶ大成の声に、泉水子も肩かたの力を抜いた。たしかに喜んでいいことだった。

「うん、わたしもうれしい。相談したいことがいろいろあるの」

「これで立証できそうだよ。泉水子がもっている未知の力は、神しん霊れいに働きかけるプロセスのどこかで電磁波に干かん渉しようするんだ。電子機器が壊こわれてしまうのはそのせいだよ。そうした影えい響きよう力に、コントロールが見つからない場合でも、そこで万ばん策さく尽つきるわけじゃない。泉水子の無意識に働きかける手段さえあれば」

　泉水子が口をはさむ前に、大成は勢いよく続けた。

「そのパソコンは、大だい胆たんな発想の転てん換かんで、まったく斬ざん新しんな試みだったんだよ。泉水子はインターネットをずいぶん苦にしていたけど、本当の理由は逆なんだ。コンピュータ・ネットワークにもともと親和しやすいせいで、その周波領域で変成が起きるんだよ。体質的になじみがいいのは、ぼくの遺伝かもなあ。一いつ般ぱん常識で言えば、そのパソコンでインターネットの接続は不可能だ。泉水子は、自分で勝手に周波をつくってウェブに入り込んでいるんだよ」

「ちょっと待って。わたし、言われたとおりに設定したよ」

「暗示が能力を引き出すんだ。修しゆ験げん者じやが精神統一の拠より所として真言を唱えるだろう、あれと似たようなものだよ」

　泉水子は困惑して、得意満面な父親を見つめた。

「どういうことなの、お父さん。わたしはついこのあいだ、自分は姫神じゃないかって思いはじめたんだけど、お父さんが言っているのは、わたしのこういうところが姫神だってこと？」

　大成もさすがに、いきなり話を飛ばしすぎたことに気づいたようだった。いくぶん声の調子を落とした。

「ああ……うん、そうなんだ。ぼくたちは前から知っていたんだ。今まで、黙だまっていてすまなかったね。でも、泉水子が自分で気づくまで、安易に教えるわけにはいかなかったんだよ。未来の改変とはどういうものか、はっきり知っている人間などいないからね。たとえお母さんであっても、確実なことは言えないんだ」

「どうして、わたしを鳳城学園に入学させたの。世界遺産候補になる生徒を選ぶ学園だって、最初からわかっていたくせに」

　基本の質問をしてから、泉水子は、手ぬるい気がしてつけ加えた。

「姫神の言う未来のことは、お父さんだって承知していたくせに。わたし、世界遺産候補になっちゃうかもしれないんだよ？」

　大成は大まじめな表情でうなずいた。

「お母さんとも相談して決めたことだよ。ねえ、泉水子、世界遺産になること自体は悪いことじゃないんだ。全世界に貢こう献けんする人材と認定されることで、おまえの守りを厚くすることができる」

「でも、姫神は……」

「姫神は、世界遺産になったせいで悲しい結末を迎むかえたわけではないよ。姫神の能力が、多方面からねらわれるものだったことが問題なんだ。ぼくたちは山やま伏ぶしとして、姫神の能力が、この地球と対話するためにあると理解している。けれども、考えてもごらん、そうではない大多数の人間のことを」

　泉水子が何も言えないうちに、大成は続けた。

「おまえの能力は、安定すれば安定するほど世間から危険と見なされるんだよ。まったく未知の力であって、世界中の研究機関がのどから手が出るほど欲しがるだろう。それを、利益につなげたい輩やからもたくさん出てくるだろう。手をふれずに電子機器を破は壊かいするという、その一つとっても軍事兵器になり得るし、操作できるとなったらそれ以上だ」

　泉水子は思わず、自分の手を見つめた。

「軍事兵器？」

「人類の文明は、すべてのやりとりを電波通信ですませるところまで来ている。そんな時代に、ぼくの泉水子は、個人で人工衛星を動かすことさえやりかねないんだよ」

「やらないよ、そんなこと」

「そうだよね」

　大成は、再び緩ゆるんだ笑顔になった。緊きん張ちようが長く続かないのも、大成がもっている性質の一つだった。

「だけどねえ。泉水子がこういう子だと、よその人たちはよく知らないだろう。だから、お父さんたちは仕事を急いだんだ。泉水子がもつ力の解明を、よそでやられるくらいなら、自分たちの手で行おうとね。もう少しのところまで来ているかもしれない」

　泉水子は、とまどい気味の声を出した。

「山伏は、わたしの研究をしているの？」

「そうすることで、未来の災さい厄やくを防げるものならね」

「だから、わたしの身体検査をしたの？　実験もしたよね。深行くんも精密検査を受けてきたし」

「何か、気に入らないのかい？」

「いやな感じがするの」

　論理立てて説明できないので、泉水子には「いやな感じ」としか言えなかった。だが、これは、とうとう表層まで頭をもたげた、何一つ知らされずに来たことへの反はん抗こう心でもあった。

「お父さん、山伏というのは山で修行する人だよね。いつの時代も山の霊れい力りよくを身につける人たちで、それだから、根っこが同じ団体の陰おん陽みよう師じや忍にん者じやとはちがっていて、国の権力から距きよ離りをおいて生きている。そんなふうに聞いたけど、それで合っているよね」

　慎しん重ちように確かく認にんした泉水子は、大成がうなずくのを見て、さらに続けた。

「お父さんたちのしていること、山伏とはかけ離はなれている気がするの。今だって、アメリカ企き業ぎようで山の修しゆ行ぎようをしているわけじゃないでしょう。研究って、すごくいやな感じがする。お父さんが姫神の力を解明したらどうなるの？　山伏が、姫神の力を手にするってこと？　軍事兵器になる力を手にするってこと？」

「いやだなあ、泉水子。そうじゃないよ」

　大成はしきりに頭をかいた。少し困った、気のいいばかりの表情だった。

「ぼくは専門バカで、のめりこむ性せい癖へきがあるのは認めるけど。だからって、山伏が悪だくみしていることにはならないよ。ほら、お母さんはああいう人だから、姫神のためにならないことをしたら、絶対許してくれないし」

　それはそうだろうと、泉水子も考えた。紫子を怒おこらせるのは非常に恐おそろしいことだ。

「お母さんも認めているってこと？」

「ただ……」

　大成は言い続けようとして、ややためらった。

「ただ？」

「泉水子にもわかってほしいんだが、どんな組織団体にも、資金源は必要なんだよ。姫神を守り抜くという使命を果たすには、どこかにそれ相応の財源がなくてはならない。権力者をスポンサーにするまいと思えば、なおさら、隠かくれたルートの資金が必要になるんだ。これは、昔だろうと現代だろうと変わらないことだよ。わかるかい」

「お金の話……？」

「避さけられないことなんだよ。お父さんには、お金を稼かせぐ能力があるのも事実なんだ。今いるアメリカ企業は隠れ簔みののようなもので、いずれは独立して、新会社を立ち上げる予定だよ。だれにも山伏の目的を知られないままにね」

　泉水子は、あやしみながらたずねた。

「アメリカに会社をつくるの？　日本には帰ってこないの？」

　大成は楽しげに答えた。

「今のところ、本社はこちらでと思っている。さっき泉水子はああ言ったけど、アメリカで、山の修行が何一つできないってものでもないんだよ。ネイティブ・アメリカンの人たちは、山伏と似たような心しん性しようをもっていたし」

　しばらく口をつぐんだ泉水子だったが、それから、小声で言った。

「自分勝手だよ、お父さん」

「そんなはずないよ。お父さんは泉水子のことしか──」

「もう、切るね」

「えっ、ちょっと、泉水子？」

　大成のあわてた表情が見えたが、泉水子は終しゆう了りようをクリックしてしまった。通話画面が黒く切り替わり、沈ちん黙もくが部屋にもどってきた。

　消えた画面をしばらくながめた泉水子は、大きく息をつき、自分の腹立ちの原因がどこにあるかをじっと考えた。

（……お父さんって、やっぱりちっともわかっていない。両親どちらもそばにいないわたしが、どんなに心細い思いをしているか、少しも気づかないんだから）

　新しいおもちゃを手にするように、カリフォルニアに住むことが気に入っているのだと思うと、柔じゆう軟なんすぎる父の性分が恨うらめしくてならなかった。泉水子のためだと画面から百回言われるよりも、直接ふれあうために日本に帰ってきてほしかった。

　大成との通話を、真響がもどる前に切ってしまったことに気づいたのは、さらにしばらくしてからだった。しかし、今となっては、気持ちよく真響に紹しよう介かいできたかどうかがあやしくなっていた。

（お父さんって、家では子どもみたいだったけど、やっぱり大人の男性だ。わたしの知らない世界で生きている……）

　そのことに、灰色の雲のような疑念を感じるのだった。たとえ、大成が真に裏のない性格でも、泉水子のためを考えていたとしても、取り巻くものはそうとは限らないのではないか。

　泉水子にとって、企業やら国やらは遠くの霞かすみのような存在だが、それでも、直感的に感じ取るものがなくはない。泉水子の父は、単純で気立てがいいばかりに、本人が知らないまま綱つなわたりの場所に立っているのではないか。

（……わたしが学祭でかっとなって、機械を壊したり式神を消したり別の層に飛んでしまったりしたのは、高柳くんや陰陽師たちが、わたしをコントロールすると感じたからだった。けれども、よくよく考えてみれば、山伏だってずっと前から同じことをしている。わたしを思いやってくれても、最終的には姫神の力を手に入れようとしている）

　手を強く握にぎりしめ、泉水子は考えた。雪政がさも当たり前のように、深行に語っていた言葉が浮うかんでくる。彼は、泉水子が学校生活を終えて世間に出れば、何重にもガードされる存在になるだろうと言ったのだ。

　もちろん、山伏の人間がガードするという意味だ。

（お父さんが言っていたように、姫神の力が危険なもので、だからこそだれもが手に入れたがるものならば……山伏だって、手に入れたいと思うのが当然なんだ）

　泉水子が、古くから身近にいた人々に不信の目を向けたのは、これがはじめてだった。自分の境きよう遇ぐうに何かと不満を感じても、実家や山伏の人々を根底から疑ってかかったことはなかったのだ。今は、新たな視点がつぎつぎと開くようだったが、それとともに拠り所を失っていくようでもあった。

（どうしよう。わたしがこのまま、身近な人のだれもかれも信用できなくなってしまったら……）

　どれほどたやすく人間嫌ぎらいになれるか、泉水子はようやく気づいたのだった。そうなるための素地を、自分は最初からもっていたのだ。

　極きよく端たんに内気で怖こわがりな性格は、それとわからないまま、泉水子がもつ人間嫌いの表れでもあった。何とか克こく服ふくしようとつとめてきたが、怖がる気持ちをなくしてしまえば、同じものが怒いかりや攻こう撃げきにつながるのだと、今では気づいてしまうのだった。







　第二章　再審　Saishin
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　泉水いずみ子こが朝のシャンプーをすませ、乾かわかした髪かみを三つ編みにして部屋にもどると、携けい帯たい電でん話わに深み行ゆきからのメールが届いていた。





　今日から高たか柳やなぎが出席する。自己中で通すにきまっているから、あいつを相手にしないように。






　泉水子は短い文章を見つめた。

（深行くんって、朝早く起きるのかな。たしか、前に、野の々の村むらさんに教わった鍛たん錬れんをして朝晩走っているって言ってたけど、今でもそうしているのかな……）

　近くに暮らしていても、男子寮りようでのあれこれは、女子生徒にはほとんど伝わらないものだった。だから深行も、高柳が帰ってきたことを、あらかじめ泉水子に警告しておくつもりなのだろう。

（メールをくれるなら、高柳くんのことじゃなく、自分のことを書いてくれたほうがうれしいんだけどな……）

　わかったと返事を打ちながらも、ついついそう考えてしまう泉水子だった。要点のみのこの文章では、泉水子のほうも、日常のささいな話題が書きづらいではないか。

　送信を終えたとき、二段ベッドの上段で起き出す気配がした。真ま響ゆらはたいてい、泉水子がシャワールームからもどった後に起きてくるのだった。泉水子は声をかけた。

「高柳くんが、今日から出てくるって」

「ああ、知ってる。ゆうべ、けっこう遅おそくにもどったみたいね」

　あくび混じりの声で真響が答えた。情報はいつだって彼女のほうが早い。泉水子は、得意げに言ってしまったことを少し後こう悔かいした。深行からだとモロバレだ。

　案の定、はしご段を下りてきた真響は真っ先に言った。

「心配して教えてくれるんだから、泉水子ちゃんも心の準備をしないとね。知ってる？　高柳と泉水子ちゃんって、一部でうわさになってるんだよ」

　まったく知らないと言えばうそになった。泉水子はあわてて答えた。

「Ｃ組の子に、そんなふうに言われたことはあるよ。だけど、ゲーム中の馬場でのことだったから、たぶん術や薬の作用じゃないかと」

　真響は少し考えた。

「そのわりには、学祭後まで影えい響きようが残ったみたいね。ゲーム中断のあいだ、いっしょに姿を消していたせいかな。けれど、それを言うなら相楽さがらも同じ条件なのに、相楽とはさっぱりうわさが立たないよね」

　泉水子は、なんとなく拗すねたくなった。

「きっと、ぜんぜん似合わないからでしょう」

「高柳となら、似合うってこと？」

「言ってないよ、そんなこと」

　泉水子の憤ふん慨がいを十分おもしろがった後で、真響は口調を改めて言った。

「だからね、あのへなちょこが性しよう懲こりもなく図にのってきたら、泉水子ちゃんからガツンと言ってやるのよ。いい？　ガツンとだからね」

「うん」

　泉水子も、精いっぱい厳しい顔でうなずいた。それを見届けると、真響はシャワーを浴びに行ってしまった。泉水子は制服に着き替がえはじめたが、机の上の赤いノートパソコンが目に入ると、気が沈しずんでゆううつになった。

　真響には、大だい成せいとの会話をとうとう打ち明けずじまいだった。

　泉水子の心にきざした疑念を、気楽に明かすことはできなかった。ここに深行がいたとしても、きっと正直には語れないだろう。姫ひめ神がみの未来以上に、生身の泉水子にそなわった問題だからで、これをだれかと共有することはできない気がするのだ。

（……でも、今すぐどうなるってものじゃない。わたしにはまだ学校生活があるし、まだ、だれのことも嫌きらいになっているわけじゃない……）

　泉水子は自分に言いきかせた。目の前の学校生活にだって、懸け念ねん材料はたくさんあるのだ。うかうかしてはいられず、自分の立ち位置を確保しなくてはならない。大成が語った内容からは目をそらせていたいと思うのだった。







　三時間目までは、何ごとも起こらなかった。

　教師たちは、生徒のたるみを一いつ掃そうしようと図はかるのか、やたらに授業のピッチを上げていた。泉水子にはよけいなことを考える暇ひまがなかった。終了のチャイムが鳴り、宿題の多さにため息をついてノートを閉じたとき、教室内が不自然にざわめくことに気がついた。

　なにげなく顔を上げ、泉水子も、まわりの生徒が見ているものを見た。前の戸口に高柳一いち条じようが立ち、教室を見回していた。

　Ｃ組には、高柳と親しくする男子がいない。リカルドがそうなる予定だったかもしれないが、あいにく消えてしまったので、彼がこのクラスに来ることはめずらしかった。ドア近くの席にいる長谷はせ川がわ花か梨りんが、化学部のよしみでしぶしぶたずねに行った。

「何の用よ」

　高柳がＣ組のライバル店長で、人気投票の一位をもぎとられた悔くやしさは、イベントが終わっても早々には消えないのだった。チーフの長谷川ばかりでなく、クラス全体にその余よ韻いんがある。だが、高柳は気づかないようだった。キツネのお面のように目が細くなる笑みを浮かべて言った。

「いや、きみじゃなく。鈴すず原はらさん、ちょっといいかな」

　声は大きくなかったが、クラス内に伝わるには十分だった。数人の女子が顔を見合わせて黄色い声をはり上げた。

「ええっ、やっぱりー？」

　泉水子は席に座ったまま、あっけにとられて高柳を見つめた。

　堂々と泉水子を呼び出しにくるという神経が、まずもって信じられなかった。見たところ、恥はじ入った様子も反省した様子もない。立場が逆だったら、泉水子なら一生相手の目を避さけていたいと思うはずなのだが。

（本当だ。深行くんの言うとおりだった……）

　泉水子が席を立とうとしないのを見て、長谷川が机のわきにやってきた。

「どうする、来てほしいんだってさ」

「いい。わたし、用なんかないもの」

　小声で答え、高柳の方角から顔をそむける。その間に、波は多た野のや佐さ川がわも寄り集まってきた。

「あいつが出向いてきたのって、これが最初だよね。とうとうマジってわけだよね」

「やったじゃん、イズー」

「ちがうよ」

　高柳は、女子がひそひそ言い合っているのを見たが、それほどあわてる風もなく、再び声をかけた。

「わたしたいものがあるんだ、鈴原さん」

　波多野が目を輝かがやかせ、泉水子にささやいた。

「まちがいないよ、これでアンジェリカに勝ったよ。受け取るの、どうするの？」

　佐川は別のことを言う。

「いそいそ出ていっちゃダメ。今後のためにも、たっぷりじらしてやればいいんだよ」

　時間をかければかけるほど、クラスメイトの誤解の度合いが増すことに、泉水子はようやく気がついた。あわてていすから立ち上がる。

（いけない、わたしは、あの人にガツンと言ってやるはずだった……）

　真ま夏なつが近づいてきて、泉水子の耳もとですばやく言った。

「鼻先で言ってやればいいんだ、ディーオージーって。あいつでもぺしゃんこになるよ」

　真夏にしては、婉えん曲きよくな表現だったかもしれない。ＤＯＧ──犬。けれども、真夏が犬を見ていることに気づくと、泉水子は負い目のように感じてしまった。悔くいるように真夏を見つめただけで、何も言わずに教室の戸口へ向かった。

　学園祭後にはじめて見る高柳は、大多数の男子と同じブルーのワイシャツ、細ほそ縞じまのネクタイ、白いベストと学生ズボンだ。しかし、プレスの跡あとがわかるほど下ろしたてを着ているところが、他の生徒から際立っていた。それほど背の高くない体にぴったり合って、一分の隙すきもない。一いつ貫かんして制服が真新しいのは奇き妙みようなくらいで、何枚替かえがあるのか見当もつかなかった。切りそろえた前まえ髪がみは、学生より天あま草くさ四し郎ろうのほうがふさわしく、戦国衣装の後に見るとあらためて奇妙だ。

　これが高柳一条でなければ、鼻つまみになるほど風変わりなのだがと、泉水子はこっそり考えた。けれども、本人の実績と自信が、学園生徒にそう感じさせなかった。古風な優ゆう雅がさに見えて、一部では人気を博しているのだ。

　泉水子は、こわばった顔で高柳の前に立った。

「わたしと話してもいいの？　言われたくないことを言うと思うけど」

「平気だよ、おたがいさまだ。ぼくにはもう、起きたことの解かい釈しやくができている。現象のすべてを見たままだとは思っていないよ」

（ガツンと言わなくては……）

　息を吸いこんだものの、泉水子には「犬」という言葉をなかなか口にできなかった。数秒の間があくと、高柳がにこやかに言った。

「これ、鈴原さんにと思って買ってきたんだ。京都みやげだよ」

　背中からさしだした手の上に、小箱が乗っていた。

「めずらしい京菓が子しなんだ。奈な良ら時代に遣けん唐とう使しが伝えた形のままで、歓かん喜ぎ天てんのお供えにもしている。昔は貴族しか口にできないほど貴重で、唐から菓子くだものと呼ばれていたんだよ。今では、京都でたった一いつ軒けんしか作っていない」

（高柳くん、実家にもどっていたのか……）

　老舗しにせらしい包装紙のかかった箱を見つめて、泉水子は考えた。高柳がさっぱり水に流した様子なのも、それで少しは理解できる。いろいろと力づけをもらって帰ってきたということなのだろう。

「受け取れません、わたし」

「術などかけていないよ。菓子の名前に清せい浄じようとつくのは、菓子職人が潔けつ斎さいして作っているからで、まあ、京都千年の味を賞味してごらんよ」

　高柳は言ったが、泉水子は手を出さなかった。

「何が目的なの」

「おかしいな、きみってそんなにすぐに忘れてしまうのかい。後でスカウトに行くからって、はっきり言っておいたじゃないか」

　その口調は、ほがらかでさえあった。虚きよ勢せいではなく本気でそう言っているのだ。

「家の了りよう解かいもとってきたんだ。鈴原さん、これからはぼくたち、もっと対話することが必要だと思うよ」

　開いた口がふさがらないとはこのことだった。泉水子は、Ｃ組の生徒が聞き耳を立てようと遠えん慮りよはいらないとさとった。高柳はこの前、犬の姿で泉水子に謝罪し、元にもどしてくださいとたのみこんだのだ。ふんぞり返って言える立場ではない。

　だが、泉水子が一矢報いるより早く、決然としたアルトの声が響ひびいた。

「どのつら下げてそこにいるのよ、高柳」

　泉水子が廊ろう下かに目を向けると、にらみつける形相の真響が腰こしに手を当てて立っていた。その隣となりには深行も立っている。二人とも、高柳の行き先に気づいて加勢に来てくれたのだ。思わずほっと息がもれてしまう。

　高柳はふり返って彼らをながめたが、平然とした顔つきは保っていた。

「そういう言葉づかいはよくないよ、宗そう田ださん。品格が下がる」

「あきれてものが言えないからよ。あんたね、いまだに負けが認められないわけ？」

　高柳はうっすら笑った。

「ふうん、きみはもう負けを認めたみたいだね。しょせんその器うつわだからね。たしかにぼくは、まだ全部を認めていないよ。きちんとした異議申し立てをして、今ある誤解をただすつもりだ。つまりは、判定者の村むら上かみ穂ほ高だかの思いちがいをね」

　真響には、泉水子のような遠慮がなかった。

「犬になったくせに」

　しかし、高柳はぺしゃんこにはならなかった。すぐに真響に言い返した。

「知りもしないで言わないでほしいな。学祭の日にいろいろな幻げん覚かくが起きたのは、ぼくたち陰おん陽みよう師じがフィールド操作を行ったせいだ。鈴原さんが、自分の能力を発揮したのもそのせいだ。本当の手て柄がらはこちらにあると言っていいんだ」

　真響が一いつ瞬しゆん黙だまると、高柳は続けて言った。

「今日の放課後、ぼくは生徒会を訪問するよ。村上会長と直接話し合いをする約束ができている。きみたちもそこで話を聞いているといいよ」

　昨日は学校にいなかった高柳が、当然のように影かげの生徒会長の動向を知っている。執しつ行こう部ぶの四人は、いくらか気をのまれた。

　泉水子が茫ぼう然ぜんとまばたきをしていると、高柳は突とつ然ぜん向きなおった。

「じゃ、あとでね」

　ふいを突つかれて、泉水子は京みやげを押しつけられてしまった。きびすを返して立ち去る高柳は、悠ゆう然ぜんと歩くように見えたが、真響にも深行にも呼び止められないほどすばやくもあった。

　見送ったあとで、深行が真響にたずねるように言った。

「今のやりとり……」

「だいじょうぶ、他の生徒に聞かれないようになっていた。高柳のやつ、そのくらいの保身は施ほどこしてあるよ」

「だろうと思ったが、万一があるからな」

　どうやら、用心して口を開かずにいたようだった。それから深行は、両手で箱をもった泉水子を見やり、苦い顔になった。

「もらうなよ、ばか」

「だって」

　一度手にしてしまったものを、投げ捨てるわけにもいかない。しかし、泉水子がそう思うのも、高柳が語った京菓子の能書きがめずらしかったからで、箱の中身に気を引かれたことまで否定できなかった。ちょっと恥じ入った。

「……術はかけてないって言った」

「菓子の一つでほだされるのか、鈴原は」

　深行にかみつくように言われたが、隣で真響がとりなした。

「まあまあ、そのみやげ品に関しては、私が危険のないようにする。泉水子ちゃん、それ、私にあずけてね。食べものの害を見分けるのは、真ま澄すみの得意分野だから」

　深行が、少し驚おどろいた顔を真響に向けた。

「あいつ、そんなに役に立つこともできるのか？」

「その言い方、失礼だよ。戸と隠がくしにもいろいろ事情があるんだから」

　真響と深行が言い合っている間に、泉水子の耳には、背後のＣ組女子の会話が届いた。今は高柳の話を切り上げ、真響たちを見てひそひそ言い合っている。

「Ａ組のあの二人、よくいっしょにいるから、いつかはと思ってたけど、本格的にカップル成立みたいだね」

「あんなふうに並ばれると、他から手が出せないのはよくわかるよね」

「たしかに釣つり合う」

「言いたくないけど、学年ベストカップル？」

「番ばん狂くるわせなさすぎってのも、ちょっと悔くやしいけどね」

　泉水子はどきりとしたが、改めて目の前の二人を見比べて、意見の正しさに納なつ得とくしてしまった。だれにだってそう見えるだろう。泉水子自身も、同じに感じていた部分はあったのだ。

　今朝がたの真響との会話を思い返し、泉水子は考えた。

（深行くんとわたしに、うわさが立つわけなかった。わたしが知らなかっただけで、前から真響さんと言われていたにちがいない。真響さんが、自分自身のうわさまで話題にしなかっただけだ……）

　もちろん、実際はちがうということをお互たがいに承知している。それでも、泉水子の胸のどこかに小さく痛むものが残った。宗田きょうだいと深行と泉水子が、四人で行動するようになればなるほど、周囲は当然のように真響と深行がお似合いだと見なすのだ。

　そんなことは、泉水子にも前からわかっていたはずだった。なのに、いざ突きつけられると、どうにもうれしくないのだった。







　午後の授業が終わると、泉水子たちは生徒会室へ急いだ。

　昼休みに対策を話し合った四人は、高柳が言葉どおり実行する前に、ぜひとも如月きさらぎ・ジーン・仄ほの香かと話し合っておきたかった。真夏も今日は馬術部より優先した。

　仄香が現れるまで待つのはじりじりしたが、先に伝えてあったので、彼女もかなり早めに訪おとずれた。室内には、まだ彼ら以外のメンバーがいなかった。仄香が姿を見せたとき、真っ先に口を開いたのは深行だった。

「如月会長、今日、村上先せん輩ぱいが高柳と話すっていうのは本当ですか」

　深行、真響、泉水子、真夏を順に見やった仄香は、落ち着いてうなずいた。

「うん、本当。放課後だけ顔を見せることになっている。四時ぐらいって言っていたけど」

「どうして、高柳が先に知っているんですか」

「私も、そこまではよく知らない」

　深行は口調を抑おさえてたずねていたが、告発する調子ではあった。

「昨日、如月会長は、わざわざ高柳一条の名前を出しましたよね。この春、高柳が生徒会長に立候補する予定だったことを、ふまえての発言ですよね。来年の生徒会長には、高柳がなる可能性を捨てられないからですか？」

　仄香は深行を見つめ、少し肩かたをすくめた。

「冷静に考えれば当然でしょう。彼にはそれだけ人心を操作する能力がある。私以上に実行力があったことはたしかだから」

「二年はすべて中立の立場ってことですか。三年の村上先輩も同じに中立？　そうではなく、ひそかに高柳を容認していませんか。鳳ほう城じよう学園の全体でもって」

　ひと呼吸おいてから、深行は鋭するどく言い添そえた。

「陰陽師のふるまいをぜんぶ容認しているのは、理事長なんですか？」

　仄香は表情を変えなかったが、すぐには答えず、深行を見つめ続けていた。わきから真響が、意識してもの柔やわらかに言った。

「夏の合宿で、如月さんたちは私に、生徒会執行部は中立だから、私の思いどおりにならないと言いましたよね。私は、それを聞いてあなたがたを信用できると思ったんです。でも、生徒会長というのは、ずいぶんと理事長とのパイプ役でもありましたね」

　仄香は小さくため息をついた。

「あなたたちが疑う気持ちはわかる。でも、私と村上会長を理事長の持ち駒ごまだと考えているなら、それはまちがいだよ」

　少し間をおいて、深行がたずねた。

「それなら、判定者というのは、いったいだれから依い頼らいされたものなんですか」

「理事長でしょうね」

　答えてから、仄香ははじめて目を伏ふせた。

「言いのがれをするつもりじゃないけど、真の事情は村上会長に語ってもらうしかない。私は彼の下に従っているだけ。でも、先輩の判断基準に私情も何も入っていないことは、この私でもわかる。そんなふうに左右できないんだよ、霊れい能のうを見分けるというものごとは」

　真響が、最終確認のようにたずねた。

「村上先輩は、泉水子ちゃんに決めたんですよね？」

「そう」

「だけど、高柳の異議申し立てを聞いてやるんですよね？」

　仄香は息を吸いこんだ。

「学園トップになる条件は、学園生徒の全員がその人物をトップと認めることだよ。一人でも反対者がいるなら、厳密には確定したことにならない。もっとも、根こん拠きよのない反対ならそれも通用しないけど、高柳一条だったから、先輩は言い分を聞く気になったわけ」

　ずっと黙だまっている泉水子と目を合わせた仄香は、語りかけるように言った。

「鈴原さん、あなたの神楽かぐら舞まい、私もこの目で見せてもらったよ。見事に私の踊おどりとはちがうものだった。舞ぶ踊ようのもっている意味が根本的にちがっていた。今では、私たちに見せようとしなかったあなたの気持ちがわかるようなの。あなたが、舞踊の身ぶりでつながりたかった相手は、人ではなかったんだね」

「如月さん……」

　こんなふうに灰色がかった瞳ひとみで見つめられ、セミナーハウスの日にち舞ぶのお稽けい古こに誘さそわれ、うれしく思った当時がよみがえるようだった。仄香は、深行や宗田きょうだいとは別の観点で、泉水子に理解を示してくれる人物ではあったのだ。

　言うべき言葉を見つけられずにいると、仄香は続けた。

「もちろん学祭の日には、村上会長も人目に立たずに見学していて、あなたの舞を見たから心を決めたんだと思う。鈴原さんは隠かくすべき存在だって、先輩がずっと言っていたのもたしかで、それでも漏もれ出すことがあると、あのときに確実になったからだよ。原因は、高柳一条なんでしょう？」

　思わずうなずいて、泉水子はたずねていた。

「隠すべきって、本当に村上先輩はそう考えてくれるんですか？」

「うん。でも、それには、高柳の反論を黙らせるだけの何かが、鈴原さん自身になくてはならない。もしも高柳のほうに分があるなら、そのように運んでしまう……あくまで先輩には中立行こう為いしかできないから」

　深行たちを見やり、仄香は声を低くして言った。

「相楽たちが疑ったことも、ある程度当たっているの。私も認めるよ、たしかにこの学園の理事長は、完全な中立じゃない。鳳城学園設立当初は、高柳一条が選ばれる予定になっていたんだと思う。だから、それをくつがえそうとするならば、それなりの力量が必要だってわけ」

　真夏はパソコン机のいすに座らず、窓まど際ぎわの長机に足を上げて腰こしかけていたが、その顔をしかめて言った。

「なんだ、やっぱりそうだったのか。あいつが式神と相部屋になっていたこととか、変だと思ってたよ」

　よく似たしかめっ面つらで、真響が憤ふん慨がいした。

「じゃあ、理事長も陰陽師仲間なんですね？」

「そこまでじゃないと思う。そこまで一団体の利益にかたよったら、学園の運営は成り立たないよ。でも、私が会えば会うほど、陰陽師に肩かた入いれする立場が見えてきて、村上会長が顔を合わせようとしなかったわけがわかる。そして、高柳が負けを認めないうちは、学園全体がそうならないことを感じる」

　仄香は首を振ふり、もの思わしげに泉水子を見た。

「鈴原さんって、正面きって対決するタイプじゃないから、そこがちょっと……ね」

　泉水子がまわりをうかがうと、深行の顔に「まったくそのとおりだ」と書かれていた。真響と真夏の顔にも、ある程度同じものが見えた。思わずあやまってしまう。

「……すみません……」

　少しして、深行が口を開いた。

「今聞いたことを整理すると、鳳城学園は、異能で世界遺産候補になる人間を選ぶために、高柳一条の能力を試験する場所としてつくられている。そのために、全国から比ひ較かく対照する生徒が呼び集められている。ところが、試験官になる村上会長は別の人間を選定してしまった──ってことになりますか？」

「この学園だって、ふつうに認可された学校ではあるんだし、高柳一条のためとは思いたくないけどね。水面下では、そういうことになるのかもね」

　仄香はため息をつき、少しためらってから続けた。

「……とにかく、あなたたちの学年が何か特別な年ねん齢れいの学年であって、最初から注目され続けているということは、一つ上だからよくわかるの。能力がある人も妙みように多いし、同年の競合をねらったという意図は大いにあると思う」

　真響が口を尖とがらせた。

「その構図なら、中等部一年に入ったときからとっくに気づいていました。でも、はっきり聞かされるとやっぱりムカツク。何様なのよ、高柳」

　立ち上がった真響は、両手を机につき、仄香のほうへ身をのりだした。

「泉水子ちゃんが隠すべき存在なら、代行で私が表に立ちます。私、まだ、高柳にはっきり負けを取ったわけじゃありませんから」

　勇ましく宣言した後に、弟の顔を見やる。

「それならいいでしょう、泉水子ちゃんのためでもあるんだから」

　真夏は考えていなかったようだった。面くらった表情になった。

「えっと……何をするわけ？　式神退治？」

　きょうだい同士の言い合いになりかけたとき、深行が警告するように呼んだ。

「宗田」

　二人だけでなく、泉水子と仄香もはっとして顔を向けた。生徒会室に、足音もなく高柳一条が入ってきたのだった。ドアが開けっ放しだったのはたしかだが、それにしても気配がなく、気がついたらすぐそばにいたという感が強かった。







「こんにちは、如月生徒会長。今日はおじゃますることになっています」

　高柳は仄香だけを見つめ、ていねいな口調であいさつした。仄香は驚おどろいていたが、応じる声こわ音ねにはそれほど表れていなかった。

「村上会長は、四時すぎに会う約束だったはずだよ。あなた、出直したほうがいいんじゃないの」

「待つことは気になりません。暇ひまつぶしもできそうだし」

　にっこりと言ってから、高柳は真響を見た。

「何か、おかしなことを言い出している人もいるようだから、論破していれば時間がくるでしょう」

　真響は険悪さを隠そうとしなかった。

「何が論破よ。その態度、いいかげん改めないと後で泣くことになるよ」

「ぼくが？　きみが？」

　仄香はじっと高柳を見つめていたが、やがて口をきった。

「高柳くん、それなら私も少し言わせてもらうけど、学祭二日目に化学部の上げた気球、あれはそうとうなルール違い反はんだったよ。運営委員会全体での反省が済んでから、苦情をもっていくことになると思うけど」

　上級生が相手なので、高柳も多少は尊大さを抑えた。

「ああ、それについては反省します。化学部は責任をとって自主解散しますから、今後はめんどうをおかけしません」

「解散すれば、それでいいという問題？」

「それ以上に、どう謝罪しろと？」

　仄香は一いつ瞬しゆん口をつぐんだが、声を荒あららげずに言った。

「あのね、この学園には、ごく一いつ般ぱんの生徒もいるの。私もふだんはそちらの立場だから、あの日のことがどれほどまわりに迷めい惑わくだったかを言う権利がある。私たち、戦国時代の亡ぼう霊れいを見るところまで行ったよね。顔をそむけて逃にげることも許されなかった。いやおうなしに見るしかなかった」

「でも、恐おそろしいと思わなかったでしょう。だから、精神的外傷にはならないはずだ」

　得意そうに高柳が説明した。

「あの気球には、みんなの恐きよう怖ふ心を抑おさえる作用があったんです。そのおかげで集団パニックを未然に防止できたし、超ちよう常じよう現象をすんなり受け取って、見る能力を発揮できた生徒が多かった。人々の助力でもあったんです」

「長い目で見てもそう言えるの？　怖こわがることも、その人の能力であり権利じゃないの？　恐怖心は生き物にとって生命を守る防ぼう御ぎよ力だよ。勝手に奪うばえばそれは侵しん害がいになる」

（如月さんの言うとおりだ……）

　泉水子は仄香の聡そう明めいさに感心した。あの日、自分が感じたことを代弁してくれるような気がしたのだ。

　高柳はかすかに肩かたをすくめた。

「まあ、あれは二度とやらないと約束しますけど。如月さんも、もっとプラス思考になってくださいよ。学園生徒全体で、異能を伸のばすためのエクササイズをしたと、しかも効果的だったと考えられませんか。その中で、もっとも劇的に潜せん在ざい能力を開いてみせたのが、鈴原さんだったというところですね」

　陰おん陽みよう師じがフィールド操作を行った結果であり、陰陽師の手て柄がらだという持論の続きなのだ。手前みそに聞こえるが、そこにも筋が通っていなくもなかった。高柳は、仄香に顔を向けたまま言葉を続けた。

「だからですね、宗田さんには、鈴原さんの代行は無理なわけです。キャンパス全体の場の力をねじ曲げるほど、力をもっていたのは鈴原さんだけだった。それが桁けたちがいの能力だということを、ぼくも認めますよ。けれども、トップに鈴原さんを推おした村上会長の判断は、大きくまちがっています。なぜなら、鈴原さんは、自分でその能力をどうこうできないからだ。そういうことを習わずに育っているんだ。それは、生まれが山やま伏ぶし系だからで、霊れい能のうのある憑より坐ましは修しゆ験げん者じやと組み、修験者がコントロールするようになっているからです」

　胸をそらせ、高柳は結論を言った。

「けれども、霊のコントロールというのは、陰陽師がもっとも極きわめている分野だ。千数百年、ずっとそのために研けん鑽さんしてきたんだ。山伏のもつアバウトな体系では、まず太刀たち打うちできませんね。だから、鈴原さんは陰陽師にスカウトされるべきなんです。それで最強になる」

　泉水子は反射的にいすから立ち、反論しようとした。高柳に言いたいように言わせるわけにはいかない──切実にそう感じたのは、彼の論理に一部真実があったせいだった。認めたくないほど痛い真実でもあった。

　とはいえ、泉水子の反射神経では、本人以外にはあまり反射的に見えなかった。たやすく先を越こされ、この場を制したのは深行だった。真響も口を開きかけたが、深行が立つほうがすばやかったのだ。

「そこまで言うなら、高柳、おれも言うが──」

　決意したように声をかけてから、深行は言葉をとぎらせた。高柳は向きを変え、正面から深行と向かい合った。

「山伏の言い分なら、言ってみるといいよ。きみに鈴原さんの能力を扱あつかう技量がないことくらい、とうに知れている」

　深行は、後の言葉を言わないまま、息をつめているようだった。それから、こらえきれなくなったように吹ふき出した。周囲の全員が、あっけにとられて深行を見つめた。

「……だめだ、長くもたない……」

　押し殺した声で深行が言った。笑いの発作で体が揺ゆれている。高柳が、はっきりとたじろいだ。

「どういうつもりだ、相楽」

　深行はとうとう顔を伏ふせ、机に手をついた。しばらく言えず、むせながらやっと口にする。

「おまえ、いばっても、ここ掘ほれワンワンが、目に……」

　真響があきれた口調で言った。

「それでだったの。朝から高柳のほうを見ようとしないし、高柳の前で妙に黙だまっていると思ったら」

（深行くんって、笑いがつぼに入ると、いつまでも笑っているタイプだったんだ……）

　自分も笑われたことのある泉水子は、やれやれと考えたが、深行に指し摘てきされてみると、白い和犬の姿が今までより鮮あざやかによみがえってきた。高柳がしゃべると、犬が口を開け閉めしていたことも思い出した。そのとたん、泉水子も吹き出した。

　いけないと思い、口もとを強く押さえたが、笑ってはだめだと念じるからよけいに感染するのだった。鼻高々にしゃべる高柳が無む性しようにおかしく、深行とともに肩を揺らして笑い出してしまった。

　仄香と真響は、めずらしい二人の様子をぽかんとながめた。犬を見ている真夏も、二人の笑いの波には乗り遅おくれたようだ。口のはしだけで笑って、外野から評するように言った。

「千数百年の陰陽師には、お笑いの術もあったみたいだね。知らなかったよ」




　　　　二




　高柳一条は、笑われて顔を赤らめるような人物ではなかった。深行と泉水子の笑い声を聞くと、むしろ怒いかりで顔の白さが増した。とはいえ、さすがに胸をはる様子は消え失せていた。

「何がおかしいんだ。ぼくを犬の姿でとらえたのは、きみたち自身の脳の幻げん覚かくだ。あれはほとんど事故のようなものだったし、それほど強く反応するものを、このぼくだけが持ち合わせていたということだ」

　声を大きくして主張したが、墓穴を掘ることにもなった。仄香にははじめて聞く話だったのだ。

「犬の姿って、どういうこと？」

　笑って言えない深行の代わりに、真夏がまじめな顔で解説した。

「高柳くんは、ゲーム中断のあいだに白い犬になっていたんです。前から見ても後ろから見ても白い犬で、着ぐるみじゃないんだけど、しゃべってはいたな」

「だから、それは幻覚で、ぼくは犬になったわけじゃない」

「おれが見たのは、赤い首輪をつけた白い犬だったけど、あれ、どこからきていたんだろう。シンコウは、ここ掘れワンワンって言いそうな犬だって」

　仄香は自信なさそうにたずねた。

「花はな咲さかじいさんの犬？　でも、裏の畑で大判小判を嗅かぎ当てた犬って、たしかブチ犬じゃなかった？」

　高柳がすばやく言った。

「正しいのは白い犬だ。古い語りものには、神性の象しよう徴ちようとして白い動物が出てくるからで、唱歌に出てくるポチという名前は、後年の後あと知ぢ恵えだ」

　真夏がそれを引き取った。

「というわけで、高柳くんは、ポチという名前の白い犬になったらしいです」

「ちがう。なってない」

　仄香と真響がそろって吹き出し、生徒会室は、高柳ひとりを除いて急に和んでしまった。先ほどの緊きん迫ぱくした話し合いがうそのようだ。

　高柳は憤ふん慨がいして否定を続けたが、自分の思いどおりにならないと知り、とうとうこの場の不利をさとったようだった。襟えりもとをなおすしぐさをして言った。

「まったく、お話にもならない人たちだな。聞く耳をもつまともな人が来るまで、やっぱり他で待たせてもらうよ。村上会長が来たら、だれかぼくを呼びに来てくれ。そのくらいのことはしてもらう」

　出て行こうとした高柳だが、部屋を出るには至らなかった。響ひびきのいい、静かな声がした。

「その必要はないよ。もう、ここにいるから」

　村上穂高が悠ゆう然ぜんと戸口をくぐって現れた。

　泉水子は、意外さに目を見はって見つめてしまった。

　これまでに二度、穂高に会ったことがあるが、彼の制服姿を見るのははじめてだったのだ。最初に見たときは長ちよう髪はつで着流し、つぎには、短たん髪ぱつでスタイリストじみたメガネとベストだった。今見る穂高は、学園指定のブレザーを肩に掛かけ、制服全体を着くずしていた。

　頭は茶ちや髪ぱつで、今日は前まえ髪がみも短い代わり、襟えり足あしの一ひと房ふさだけ伸ばして細く束ねている。たぶん付け毛なのだろうが、そう見えるわけではない。感心してしまうほど、泉水子がワルと想定する男子に似ていた。ピアスが似合いそうで、ガムでもかんでいそうだ。

「先せん輩ぱい。決めた時間より早いなんて、めずらしいこともあるんですね」

　仄香がうれしそうに声をはずませた。穂高の恰かつ好こうに驚おどろくことはないようだ。

「予定が一つはずれてね。おかげで、なかなかタイミングよく来られたようだ」

　高柳は、穂高と顔をつきあわせたのでもとの位置にもどったが、たじろぐ様子は見せなかった。

「たしかにそうですね。お会いできてうれしいですよ。ぼくも、用件は早くに済ませたいと願っていました」

　穂高は仄香の隣となりに立つと、淡たん々たんとした口調で言った。

「それなら、初顔合わせのあいさつなどは抜ぬきにして、最初から要点に入ろうか。学祭で下したぼくの判断に異議があるという、その説明をくり返す必要はないよ。ぼくも予想していたことだし、陰陽師の主張なら他でたっぷり聞かされたからね。肝かん心じんなのは、きみが鈴原さんより選ばれるべきだという点を、どんなふうに証明する気でいるかということだ。難しい問題だと思うが、ぼくをどんなふうに納なつ得とくさせる？」

「それはですね」

　高柳が息を吸いこんだとき、深行が急に口を出した。

「無理だ。あきらめろよ、高柳」

　深行は、穂高が現れると急にわれに返ったらしい。笑わずに高柳の相手ができるようになっていた。

「実家で、どんな理論武装を仕入れたか知らないが、おれたちはあの場にいたから、本当はわかっているはずだ。鈴原は、いろいろ無自覚にことを起こしたにしても、自分の意志で舞まいを舞って解決したんだ。おまえもおれも他のだれも、鈴原を操ってなんかいなかった。式神や憑坐と同じ理り屈くつでものが言えるはずがないんだ」

　深行の口ぶりには、どこか気の毒がる調子があった。眉まゆをひそめた高柳は、声を尖とがらせて言い返した。

「学祭の日には、むやみやたらに術や結界がキャンパスを覆おおっていたんだ。あの日の錯さく綜そうした力場と同じものは、二度と再現できないはずだ。鈴原さんが、本当に自分の意志であれこれできるということを、あのときの一回で確かく認にんすることなどできない。再現可能でなくては、どんなことも立証できないんだ」

　深行は、また少し笑いそうになってから、今度はうまくこらえてたずねた。

「再現させていいのか。もう一度、犬になりたいという意味か？」

「そんなことは言ってない。犬が現れたのは偶ぐう然ぜんの産物だ」

「もっと、すごいものになりたいと？」

　彼らの応おう酬しゆうは横道にそれ、要点とは言えなくなったが、穂高は放ほうっておくらしかった。腕うでを組み、口をつぐんだまま聞いている。

　このころになると、メガネコンビの大おお河内こうちと星ほし野のがいつものようにやってきて、室内の様子に目をまるくした。しかし、黙って立っている村上穂高の存在に気づくと、話の内容はわからないまま、声をかけずに隅すみで聞き入る態勢になった。さらに島しま本もと、秋あき之の川かわも、彼らに並んで壁かべぎわに立った。

　泉水子は、この情じよう況きようが、いつもなら陥おちいるほどつらくないことに気がついた。自分のことが言われているのに、おどおどしなくてすむのは、深行といっしょに声を上げて笑ったせいだ。体の緊きん張ちようが緩ゆるんで楽になっていた。

（優位に立つというのは、こういうことを指すんだ……）

　泉水子は考えた。深刻になって固まったほうが負けなのだ。ものごとは、一つの側面だけで決まるわけではない。多面的に見る余よ裕ゆうがあるならば、追い込まれることはないのだ。

（……深行くんがそうなら、わたしだって落ち着いていられる）

　さらに肩かたの力を抜いておこうと、泉水子がこっそり深呼吸していると、穂高と目が合った。いつのまにか穂高は、泉水子を注視していたのだった。

「鈴原さん、きみはどう考えているの？」

　穂高は柔やわらかな低い声でたずねた。

「きみが、これほど派手な顕けん現げんをするとは思わず、ぼくも、知らなかったではすまない立場になったわけだけど。きみは何がしたいの？」

「何も」

　泉水子は口ごもらずに答えた。落ち着くことを念じていたおかげだった。

「わたし、選ばれたいと思っているわけじゃありません。村上先輩が決定を取り消してくれるなら、そのほうがありがたいんです」

　かすかにほほえみを浮うかべて、穂高は言った。

「そうか、きみらしいね。けれども、そこの相楽が何をどうしようと図はかっても、きみを隠かくしきれなくなったことは事実で、もう元にはもどせないんだよ。ぼくが決定を取り下げたら、きみは、今よりさらに多くの目にさらされるし、他者の支配を認めることになってしまう。それがいやなら、何もしたくないとは言っていられないんだよ」

　穂高の発言に気づいた深行が、高柳との言い合いをやめた。泉水子は、目をそらさずに穂高を見つめ続けた。

「村上先輩のおっしゃる意味がわかりません。わたしはもともとこの学園に、ふつうの学校生活を送るために来たんです。特とく殊しゆな能力を使うためじゃなく、その逆です。どうして何もしないとだめなんですか。わたしが、ふつうに過ごす努力をしちゃだめなんですか？」

「つまり、それがきみの願いというわけだね。あばかれることを望んでいない、無理に隠されているわけではなく、本人の意志で隠れていたいのだという」

　穂高がその気で話し出すと、やはりそのへんの若者とは異なることが見え隠れした。くずれたものが何もない。口調はあくまでやさしいのに、奥のほうには、鋼はがねのように鍛きたえた強固さがある。泉水子は慎しん重ちようにうなずいた。

「そうです。それがわたしのしたいことです」

「それなら、きみはその意志にもとづいて、この学園を支配しなければならないよ。この学園をつくり変えなければならないと言ってもいい。その勇気も決意もないなら、きみのような子は、高柳くんの言うとおり、だれかに従属するものに収まってしまうよ」

　深行が割って入り、怒りをこめて言った。

「どういうつもりですか、村上会長。自分で鈴原を名指ししておいて、高柳の異議を認める言い方は、あまりに無責任すぎるじゃないですか」

　穂高が応じるより早く、高柳が早口に言った。

「村上会長だって、学祭の日の特殊な条件を否定することはできないんだ。その全部を鈴原さんが行ったという立証が必要なんだ。ぼくは、立ち会いのもとでもう一度実験することを提案する。他の条件抜きで、ぼくの術が強いか鈴原さんの自己コントロールが強いかを確かめるんだ」

　深行は、げんなりした表情で高柳を見やった。

「だから、もう一度犬になりたがってどうするんだって。完全に鈴原に頭が上がらなかったくせに、悪あがきはみっともないだけだぞ」

　高柳は一いつ瞬しゆん口もとを引きしめてから、口調を強めた。

「そこにこそ、ぼくの活路がある。ぼくだけ動物に姿を変えたのは、ぼくの能力が大きすぎて、鈴原さんが排はい除じよしたがったせいだ。彼女の異能を尊敬しているが、最高の術者として負けたとまで思っていないよ。鈴原さんには導き手が必要だ」

　深行は肩で息をついた。

「そこまで言えるやつの気持ちが、おれにはまったくの謎なぞだよ」

「背負うものをもたないやつには、わからなくて当然だ」

　鋭するどく言い返してから、高柳は穂高に目をやった。

「ぼくの用件はそれです。純じゆん粋すいに鈴原さんとぼくだけで最後の術くらべをすること。それには、大人の応おう援えんをたのまないキャンパス内部で勝負をつけること。村上会長はその結果を考こう慮りよに含ふくめて、再度の判定を下すこと。いかがですか」

　真響が、黙だまっていられないように口をはさんだ。

「あんたね、一対一なら泉水子ちゃんに不利だと考えて言い出すんだろうけど、根こん性じようが悪すぎるよ」

「いや、高柳くんの申し出にも一理ある」

　穂高が静かに口を開いた。

「高柳くんのそれは、陰おん陽みよう師じ全体の見解なんだろうが、そこを納得させられない限り鈴原さんは独立した能力者と認められないわけだ。のむしかないね」

「村上先輩」

　泉水子と深行と真響、三人が非難をこめたが、穂高の様子を見れば、すでに心を決めて揺ゆるがないことがうかがえた。耳をかさず、泉水子の目を見つめて言った。

「鈴原さん、きみにも欲しいものがあるなら、対決をすべて避さけて通るわけにはいかないんだよ。もう一度、自分は何がしたいか考えてごらん。きみが今日まで受け身の立場になりすぎたことが、ここで不利に出て終わるというなら、すべてはそこまでのことになるんだよ」







　一対一の勝負の日を、村上穂高がつぎに学園に来られる日と決め、高柳が満足して部屋を出て行くと、黙っていた生徒たちが騒そう然ぜんとなった。なりゆきを説明してほしいと訴うつたえるのはもっともだった。

　みんなをさえぎって、仄香が声を上げた。

「わかってる。これから、今の事情を説明します。もともと今日は、村上会長のもとで、生徒会の裏の役割を説明するつもりだったんだから」

　穂高の顔色をうかがって、仄香は確認した。

「私の口から伝えていいですよね。細かいことが多くなりますし」

　穂高はうなずき、そばにあったいすを引き寄せた。

「いいよ。執しつ行こう部ぶメンバーには、共通理解をした上でいろいろ手伝ってもらうことになる。高柳一条の申し出があった以上、さっそくにもね」

　深行は泉水子を見やってから、眉をひそめて仄香にたずねた。

「おれたち、席をはずしてもいいですか。この場にいなくちゃいけませんか？」

「必要とは言わないけど、みんなにどう伝えるかを私にまかせてしまっていいの？」

「こうなった以上、如月さんを信用するしかないです。鈴原は、ここにいてもためにならないと思います」

　深行の判断は、泉水子にもありがたかった。何も知らずにすごした執行部員たちに、一から明かされる場所で、いっしょに聞いている気にはなれなかった。同意のしるしにうなずくと、仄香も、泉水子の顔が青ざめているのを見てとった。

「帰っていいよ、鈴原さん。私と執行部を信用してね」

　深行と泉水子が席を立ち、生徒会室を後にすると、宗田きょうだいも出てきてしまった。彼らも泉水子の心配を優先したのだ。

「泉水子ちゃん、だいじょうぶ？　気分悪そう」

　真響が、泉水子の顔をのぞきこんでたずねた。たしかに気分がよくなかったが、泉水子はかぶりを振ふった。これは、けっして体調の悪さではなかった。目がくらむほど当事者になってしまったことに、心が対応しきれないだけなのだ。

「ううん……これから、どうしたらいいんだろうって思うだけ」

　弟の真夏は、同情をこめて言った。

「ポチのやつ、どう見たって悪あがきだよ。おれにだってわかる、あいつ、見せかけほど自信もって挑ちよう戦せんしちゃいないよ。だけど体てい裁さいが必要なんだ」

　四人は階段を下り、校舎の外に出た。キャンパスは部活動の真っ最中で、中央グラウンドの掛かけ声が遠くまで響ひびいていた。列になって坂道をランニングする運動部にも出くわす。しばらく黙って歩いてから、真響が口をきった。

「影かげの生徒会長、顔を見たのははじめてだけど、ああいう人だったのね。相楽が気に入らないのはわかる気がする。如月さんがぞっこんなのは、はた目にも明らかだし」

「気に入らないとは言ってない。信用できないと言っただけだ」

　深行は否定したが、不ふ機き嫌げんな口調だった。

「あの人、おれたちとは利害が別だろう。いかにも鈴原の肩をもつような口ぶりをしておいて、結局一番追いつめているじゃないか。高柳と同じくらい元げん凶きようだ」

「たしかに、泉水子ちゃんのことがわかっていながら、一対一の対決を認めたのはどうかと思うね。のさばる陰陽師に屈くつしないという点では、私たちと同じ側とも言えそうだけど……」

「わたしね」

　泉水子は小声で言った。

「一番ショックだったのは、最後に村上先せん輩ぱいに言われたことだった。わたしが受け身でいすぎるからこうなるって。それは本当のことだから」

　思いを言葉にする努力をしていると、足が止まってしまった。両手の指を組む。

「生まれのせいでコントロールできないと、高柳くんに言われたこと以上に、わたしのせいなんだと思えたから。こうして、みんなに心配かけてるのも……」

（わたしは、だれかにすがりたいと思ってはいけないんだろうか。ひとりで立っていられないくらいつらいと、思ってはいけないんだろうか……）

　たよる人が欲しいという思いと、それではいけないという思いがせめぎあい、泉水子には身動きがとれなくなってしまった。言葉をとぎらせてうつむくと、深行がたずねた。

「何が言いたいんだ。自分の性格を悔くやむって話なのか？」

「相楽くん……今、自分を山やま伏ぶしだと思ってる？」

　問い返された深行は、けげんな顔になった。

「立場としてはそうなるだろう。今、問題にすることなのか？」

　泉水子が答えられずにいると、深行も口をつぐんだままになった。こういうとき、真響は察しをつけるのが早かった。ふいに、妙みように明るい声を出した。

「真夏、ちょっといっしょに来て。高柳の京みやげを調べるから」

「今すぐ？」

　真夏は驚おどろいていたが、姉に強ごう引いんに腕うでを引っぱられた。

「いいから来るの。今すぐよ」

　深行と二人きりになりたいと思っていることが、真響にばれているのだと、泉水子はきまり悪く考えた。すまないという気がしてならなかったが、配はい慮りよがありがたくもあった。今の泉水子の思いは、深行にしか語れないものだったのだ。

　足早に去っていくきょうだいの背中を見送ってから、深行はあらためて泉水子を見やった。そして、さっきより慎重な態度でたずねた。

「鈴原が言いたいのは、おまえに何も教えなかった山伏に、こうなる責任があったってことか？」

　泉水子は小さく首を振った。

「今さら、それを言ってもしかたないと思う。わたし、お父さんとお母さんから生まれた子どもだということは変えられないし。今まで世間から隠かくされていたことも変えられないし。だけど、わたしは山伏を……前ほど信用できなくなったかもしれないの」

「いいんじゃないか、別に」

「え？」

　泉水子は、深行の返事に驚いて目を上げた。深行は、動じない様子であたりを見回していた。

「落ち着いて話せる場所へ行ったほうがいいな。どこか木こ陰かげへ行こう」

　背を向けてさっさと歩き出す深行を見て、泉水子はあわてて後を追いかけた。そして、「なんだそうか」と考えた。

（別にいいのか……そういえばそうだった）

　考えてみれば、深行は最初から山伏を疑ってかかっていた。大成のもくろみを知ったとしても、深行なら意外に思わないという気がしてきた。泉水子がようやく、深行と同じ見地に達したというだけのことなのだ。

　式神が近づかない場所を選ぶには、馬場が最上だったが、今は馬術部員がたくさんいる時間だった。深行と泉水子の二人は、馬場の手前でわき道にそれ、並木の陰かげに回った。その向こうは、外周の雑木林に接する場所だ。

　深行は四方の木を見定めると、付ふ箋せん紙に見える小さな紙を貼はりつけて回った。

「おれの結界じゃ当てにならないが、やらないよりましだからな」

　本人が信じていない口ぶりなので、泉水子は笑みを押し隠した。なんだか気が晴れてきたのだった。

「相楽くんって、いつも、気休めだとかやらないよりましとしか言わないね。わたしに護身法を教えてくれたときだって、そう言ってたし」

「しかたないだろ、おれには、術者としてたいそうなことはできない。高柳に言われなくたって、修しゆ行ぎようがまにあっていないことくらい承知している」

　深行は、木に向かって小声で唱え終わってから泉水子を見た。

「高柳が一度で負けを認めずに、つけいる隙すきを与あたえたのは、そのせいかと思うと腹立つけどな。おれには、術くらべに手が出せないこともたしかだ。鈴原は、最初から山伏にとって憑より坐ましなんかじゃなかった。鈴原が自分で、高柳をねじ伏ふせるしかないんだ」

「わたしにできるって、そう思う？」

　泉水子がたずねると、深行は一いつ瞬しゆん笑みを浮うかべた。

「あいつが何を仕し掛かけようと、鈴原が負けることは心配しちゃいないよ。それがわかっていないのは高柳だけだ。おれが心配するとしたら、そのために、何が起こってどう収まりがつくかだ。鈴原がそれを行うのか、それとも姫神が出てくるのか。姫神なら力を心得ているだろうが、元にもどらなくなるのも困るし」

　もっともな話で、泉水子もうなずいた。泉水子には力の加減がわからず、無自覚に何を引き起こすかさっぱりわからない。そこがネックなのだ。

「姫神なら心得ている……やっぱり、姫神が出てきたほうがいいよね」

「そうは言ってない」

　深行はきっぱり否定した。

「姫神が寄り憑つく状態は、どう見ても異常だろ。鈴原本人が力の主体なら、自分に憑いて操作するってのはおかしなことだし、ないにこしたことはない。記き憶おくがとぎれたり思ってもみない行動をするのは、不ふ愉ゆ快かいなものだったんだろ？」

「うん、いやだった。姫神憑きの体質でなかったらと、すごく願っていた」

　思わず声に力がこもったが、その先はためらいがちになった。

「だけど、この前は、姫神になるって感じがまったくしなかったの。わたし自身が姫神なんだと気づくほうが、もっともっときついことだったから。あの日を境に、姫神は前ほど簡単に現れないかもしれない……なんとなくそういう気もしているの」

　深行は、少し考えこんでから言った。

「おれが見た中で、姫神が力を使ったのは戸隠だけだった。戸隠で会った姫神は紫ゆかり子こさんだったわけで、それを考えると、鈴原に憑いた姫神は何もしなかったな。よくしゃべっただけだ」

　泉水子も指し摘てきされて気がついた。くちびるを指でつまんで記憶をたどってみる。泣かされた夜のことを思い出す。

「……何のために出てきたんだろう、あの姫神。おさわがせだったのに」

「まわりに、今後の覚かく悟ごをさせるためというのはあるだろうな。もともと予言の人だ」

　結論づける口ぶりで深行は言った。

「とにかく、一番いいのは、鈴原が自分で自分をコントロールできることだ。できるようになれよ。高柳や村上穂高が何も言えなくなるよう、鈴原がやってみせるしかないんだ」

　泉水子はうつむいた。まだ、うなずくことはとてもできなかった。

「やり方がわからなくても、やってみるしかないんだよね……」

「大人の応おう援えんをたのまないという、高柳が出した条件は、ある意味おれたちにも都合がいいはずだ。陰おん陽みよう師じを黙だまらせるなら今のうちだ。高柳のような考え方をする連中は、学園の外にはたくさんいるにちがいないんだ」

　泉水子は、どうしても確かく認にんせずにいられなくなり、深行にたずねた。

「わたしが自分で自覚できるようになって、そのせいで、山伏の手を離はなれるものになったとしても、そのほうがいいと思ってる？」

　深行は、何を今さらという顔をした。

「決まってるだろ。鈴原は自分で考える権利や、自分で身を守る権利をもつべきだ。そうすることを阻そ害がいするものは、何だろうと疑ってかかるべきだ。だから、護身法だって教えてやっただろう」

「わたしがすごく危険なものでも？　使い方によっては兵器になるほど危険でも？」

「人類滅めつ亡ぼうの危険って、つまりはそういうことだろ。姫神がそう言ったじゃないか。だいたい、どんな人間だろうと危険人物になるときにはなる」

「それはそうだけど……」

　深行に平然と返されて、泉水子は思わず力が抜ぬけた。

「わたし、お父さんと通信ができたの。わたしが電子機器を壊こわしていたのは、電磁波を操作しやすいからなんだって。だから、それを知っている山伏組織は、絶対わたしを自由にしてくれないと思う」

　とても言えないと思っていたことを、深行の前で、いつのまにか口にしていた。深行が問い返したので、さらに詳くわしく内容にふれ、大成とのやりとりを残らずくり返すことになっていた。

　新情報を把は握あくした深行は、しばらく黙っていたが、やがて感想を言った。

「なるほどな。姫神の異能というのは、思ったよりずっと現代的な意味合いをもっていたんだ。おれはてっきり、神しん霊れいとか験げん力りきとかスピリチュアルな方面ばかりだと思っていたよ」

「……わたしもそう思ってた」

「思いちがいをしていたってわけじゃなく、一つの異能が地続きでそうなるんだろうな。元からあるものに、別の光をあてただけだ。山伏組織だってそういうことだ。急に現代企き業ぎようになったわけじゃない、同じ活動のちがう側面なんだ」

　泉水子は意味をとりかねて、少しまごついた。

「これを聞いたら、やっぱり考えが変わった？」

「変わるもんか。現代的な意味があろうと根っこには関係ない。鈴原が、自分はその力をどう使いたいか決めればいいんだ。だれにも左右されずに自分の考えで正しいことができれば」

　深行に言われ、泉水子は急に思い当たった。

「それ、村上先せん輩ぱいが言ったことと同じだね。わたしに、自分は何がしたいか考えてごらん、って言ってたから」

「この見解に村上先輩は関係ない」

　にべもなく片づけてから、深行は続けた。

「おれは鈴原だけでなく、おれ自身を含ふくめてそう言っているんだ。鳳城学園では、たしかに山伏の立場で鈴原のそばにいるし、そうするしかない部分もあるが、おれは、山伏組織に一方的に使われる気はないからだ。自分の将来は自分の考えで決める」

　泉水子は小声で認めた。

「相楽くん、最初からそう言ってたよね」

「能力を活いかす方法が、もっと他にあるという気がするのはたしかだ。おれは、術者にはあまり向かないよ。これから修行にはげめば一番強くなれるというものではないと思う。だけど、おれが最前線に立てる分野もきっとどこかにあるはずだ」

　成績優ゆう秀しゆう・スポーツ万ばん能のうの深行なのだ、あるに決まっているだろうと泉水子は考えた。だれかの下げ僕ぼくになるような性格をしてもいない。山伏組織の決めつけに、一度も屈くつしないところが深行の深行らしいところなのだ。

（相楽くんは、自分の好きな道を選んだほうがいいよ。わたしはわたしで、なんとか方法を探すし、なんとかやっていくから）

　泉水子は、もう少しでそう言おうとした。だが、深行に先を越こされた。

「おれたちには、まだ時間がある。まだ将来を決めつけなくていいんだ。可能性はいくつもあるし、それを信じて、だれも思いつかない未来を探し続けてもいいんだ。まだ高一の学生だということを、逆手にとってやればいいんだ。鈴原もだ」

「わたしも？」

　驚おどろいて聞き返すと、深行は強くうなずいた。

「ひっくり返す方法は、きっとまだある。卒業までに時間があるのが、おれたちの強みだ。それまで、保護者としての山やま伏ぶしをこちらも利用してやればいいんだ。だから、この学園をとりあえず、三年は住みやすい環かん境きようにしておかなくちゃならない──鈴原の力で」

　深行の言いたいことが、ようやくわかってきたような気がした。世間にさらされる前に時間を確保するためにも、泉水子は陰陽師を排はい除じよするべきだと言いたいのだ。

「今のは、もしかして、わたしへのはげましだったの？　相楽くんが、わたしや姫神を取り巻くものから抜けたいって話だと思った」

　不思議そうに言うと、深行ににらまれた。

「最後まで聞けよ。どうしてそう思うんだよ。姫神にならない方法をいっしょに探してやるって、もう言ってあるだろ。おれは山伏にならなくても、探すために有利な将来を選ぶつもりだし、今だってその続きで言ってるんだ。忘れてるのか、おまえは」

　忘れてなどいなかった。

　けれども、その言葉があまりに泉水子にとって都合のいいものだったので、泉水子は、耳に残した自分を疑ったのだった。言われたときが、ひどく特とく殊しゆな情じよう況きよう下だったこともある。深行がその場の勢いで口にしたとも思えたからだ。

「……あのときは、現実の場所じゃなかったから……」

「どんな場所だろうと、おれは自分の言ったことには責任をもつ」

　泉水子がおそるおそる顔を上げると、背の高い深行に、眉まゆをひそめて見下ろされていた。

「信じないにもほどがあるぞ。おまえ、弱気なくせに、頑がん固こなところはやたらに頑固だな」

「ごめんなさい。今から信じる」

　あわてて言ってから、はにかんでお下げ髪がみを探さぐってしまったが、そうするうちに、泉水子の内側には幸福感が広がってきた。

（わたしは信じられる……深行くんのこと）

　過去の深行ではなく、将来の深行ではなく、今の深行が信じられるなら、それで十分なのだ。そういう思いに打たれたのは、これがはじめてだった。だれにとっても、泉水子にとっても、大事なものは今この瞬しゆん間かんだ。姫神という時をさまようものを抱かかえたせいで、いつのまにか忘れかけていたと感じた。

（……過去の深行くんには、ボールをぶつけられた恨うらみもあったけど）

　お互たがいに不器用だったということは、もうわかっている。ふれあうのがへたくそな同士で、幼い深行は深行なりに、泉水子とコミュニケーションをとるつもりだったのかもしれない。

　わんぱく坊ぼう主ずの姿が目に浮かぶと、思い出し笑いにくちびるがほころんだ。そのまま泉水子が目を上げてほほえむと、深行も顔つきを改め、声を和やわらげた。

「高柳と対決するのがひとりでも、鈴原はひとりになるわけじゃない。それを忘れなければいいんだ」

　今度こそ、泉水子はうなずいた。

「うん。わたし、やってみるね」




　　　　三




　翌日の昼休み前。一年Ｃ組には、昨日以上の騒さわぎが持ち上がった。

「大変だよ、イズー。高柳がまた来る」

　先に教室を出ていた波多野が、駆かけこんでもどってきて、息せき切って泉水子に告げた。泉水子は顔をくもらせたが、今回はどちらかというと、騒ぎを大きくしたがる波多野に対してだった。

「そこまでして教えてくれなくても」

「だめだめ、そんな悠ゆう長ちようなこと言ってられない」

　波多野は両手を振ふりまわし、大ごとを表現しようとした。

「アンジェリカがいっしょに来る。高柳、アンジェリカに付き添そわれてＣ組に来ようとしている」

　泉水子のまわりの女子が、波多野の言葉に色めきたった。

「何それ、三角関係の修しゆ羅ら場ば？」

「高柳をめぐる日仏対決ってこと？」

「ちがうよ」

　泉水子は言ったが、まったく聞き入れられないことはよくわかった。クラスの男子までが騒ぎ出している。アンジェリカは二年生なので、一年男子には近寄る機会が少なく、見るチャンスを逃のがしたくない女子留学生のナンバーワンなのだった。

（そういえば、アンジェリカはわたしをどう思っているだろう……）

　クラスメイトの懸け念ねんとはちがった意味で、泉水子の胸を不安がかすめた。戦国ゲームの会場で、泉水子が高柳の式神を消し去ったとき、アンジェリカはクラウスとともにすぐそばにいたのだ。その後、犬になった高柳も見ているにちがいない。

（あの人も、ただの女の子じゃない。高柳くんの術を当然として、幽ゆう霊れいの解説までしていた。留学生にも異能者はいるんだろう。陰陽師と親しい……）

　もう友好的になれないだろうと考えたが、泉水子に会いに来るほどなら、見たものから立ち直っているのだろう。ぐずぐずしてもしかたないので、泉水子は席を立った。昨日以上に鳴り物入りで高柳が来るのだから、深行や真響が知らないはずはないという心づもりもあった。

　クラスの女子が口々にたずねかけた。

「対決、怖こわくない？　ついていってあげようか？　おとなしいイズーじゃ取って食われそうだよ」

「手を引けって脅おどされるんじゃないの？」

　泉水子はこっそり苦笑いしたくなった。アンジェリカを怯おびえさせたのは泉水子のほうだ。事実はまったく逆なのだ。

「平気。あの人、話をしたらやさしかったし、高柳くんの取り合いなんかしないから」

　腰こしの下まであるお下げ髪を揺ゆらし、ひとりで出て行く背中を見送った女子たちは、お互いの顔を寄せ合った。

「鈴原って、戦国お姫ひめ様さま写真が人気だけど、本人も少し変わったと思わない？　今のなんか妙みように貫かん禄ろくあるし」

「そこは、あれ、恋こいすると強くなる乙女おとめ？」

「最初、いるかいないかわからないくらいだったのに、いつのまにか一Ｃで一番騒がれているよね……」

　泉水子が廊ろう下かに出ると、たしかに高柳といっしょにアンジェリカが歩いてきた。武将に扮ふんしたときの恰かつ好こうでなくても、はっきりと高柳より背が高い。

　校舎一階の廊下にはあまり光が入らないが、その薄うす暗ぐらい場所にいても、細かいウェーブのある金きん髪ぱつは目立って明るく見えた。晴れやかな表情の似合う、澄すんだブルーグレーの瞳ひとみの持ち主でもある。足はこび一つとっても日本人とはちがうものがあり、男子たちが見とれる理由がわかるようだった。

　高柳が、泉水子の前に立って口を開いた。

「鈴原さん、どうだろう、きみさえよければ、今日の放課後に決着をつけたいんだけど。村上会長が来られることになったし、勝負を引き延ばせば引き延ばすほど、小細工や横やりが入ってきて、お互いのためにならないだろう？」

　昨日の京みやげは、真響から食べても安全だと言われたものの、その気にならずに寮りようの部屋に置いてあった。泉水子は、ここで礼を言う必要はないと考えた。相手の小細工を疑わなくてはならないのは、高柳より泉水子たちのほうだ。

「わたしはかまわない。わたしだって、早く済ませるならそのほうがいいと思う」

　廊下で見物する生徒は昨日に倍増していたが、その中に深行と宗田きょうだいが立っているのを、泉水子は目で確かめた。落ち着いて高柳にたずねた。

「でも、どんなふうに勝負をつけるの。放課後は部活動があって、キャンパスはどこも空いていないと思うけど」

　高柳も、深行たちがいることは意識しているようだった。

「ぼくがルールを決めてもいいけど、どうせきみたちは、不公平だとか何とか言い出すんだろう。だから、アンジェリカに来てもらったよ。彼女に改めて自己紹しよう介かいしてもらう。そうすれば、意味がわかるから」

「こんにちは、鈴原サン。お元気ですか」

　アンジェリカのあいさつは会話教室のようだった。ふざけてではなく、真顔でかしこまっての発言だ。けれども、鼻にかかった声はやはり魅み力りよく的だった。

「ワタシ、この前はとても驚いたよ。この学園を支配できる生徒は、高柳しかいないと思っていたから。鈴原サンと話したかったのは、お姫様がかわいかったからで、高柳と並ぶ人とは思わなかった。だけど、今は、鈴原サンのことも高柳と同じくらいよく見たいし、もう一回比べたくなります」

　泉水子はアンジェリカを見つめた。高柳に与くみする人物だということは変わらないと考えて、慎しん重ちようにたずねた。

「どうして、高柳くんしかいないと思っていたの。あなたも陰おん陽みよう師じだから？」

「いいえ、ワタシはあと少しふつうの女子高校生。タロットや占せん星せい術じゆつが得意で、少し霊れい感かんあって、日本が大好きで日本語をよく勉強しているから、ここに選ばれただけ」

　波打つ金髪をゆすってから、アンジェリカは続けた。

「だけど、ワタシ、フランスで高柳のことを聞いていました。そういう子がいるので、事前調査する人間に選ばれました。ワタシは、日本文化の研究者をめざす学生と同時に、ＩＵＣＮの下にある特殊なグループにいるの」

「ＩＵＣＮ？」

　泉水子が聞き返すと、アンジェリカはしばらく言葉につまり、あわててポケットからメモ帳を取り出した。そして、ページをめくってほっとしたように読み上げた。

「国際自然保護連合──これ、なかなか言えるようにならないね。世界遺産センターは、推すい薦せんに挙がった候補を世界遺産委員会の協議にかける前に、ＩＵＣＮやＩＣＯＭＯＳなどに評価を委い託たくします。人の世界遺産の評価機関はまだ確立しないので、ＩＵＣＮが請うけ負うことも疑問視されますが、〈危機にさらされている世界遺産〉リスト作成との兼かね合いで、暫ざん定てい的に予備調査が回ってきました」

「国際……自然保護……？」

　泉水子には、アルファベットの名めい称しようも漢字の名称も、アンジェリカが棒読みで並べた言葉の意味も、半分以上くみとれなかった。ただ、現実味がなかった「世界遺産候補」という言葉が、いきなりアンジェリカの肉体をまとって現れたような気がした。

「それなら、あなたは、調査で海外から来た判定者なの？　村上先せん輩ぱいと同じってこと？」

「判定者はちがう。学園の生徒会はこれを知らないし、学園の理事長も知らないです。ワタシタチは非公式で、予備のそのまた予備の内部調査だから、何の権限ももたないです。報告する義務だけもってます」

「もしかして……クラウスも？」

「そう、クラウスも同じ人。彼、今、緊きん急きゆうに国に帰ったところよ。ワタシが残りました」

　高柳が口をはさんだ。

「公明正大ということだよ。これをきみたちに教えるのは」

　アンジェリカは高柳を見やり、うなずいた。

「ええ、そう。高柳には話してあったから、鈴原サンや生徒会の人にも話すことにしました。二人の決着を見たいということを、理解してほしいから」

　泉水子は困こん惑わくして見上げた。

「あなたが、勝負のルールを決めたいということ？」

　高柳がまた口をはさんだ。

「鈴原さん、アンジェリカが村上会長とちがうところはね、世界遺産候補が何のために選ばれるか、明確に知っているところだ。村上会長が、たんに審神者さにわの能力を働かせるのとはちがう。これが国際的な問題だということだよ」

　泉水子は、高柳を見ようとしなかった。自分に有利なように怖おじ気づかせようとしていると考えたからだ。とはいえ、アンジェリカの表情もうすら寒くなるほど真しん剣けんだった。背をかがめ、泉水子にぐっと顔を寄せたので、白い肌はだにかすかに浮ういたそばかすまでが見てとれた。

　声をひそめてフランスの少女は言った。

「予言、予測、いろいろあります。あなたたちと同じ年に生まれた人が、今、世界中で探されているの。日本と言わず、世界中の拠きよ点てんから一人は見つけることが必要です。人間を救済する人間を」

　泉水子がまだ目を見はっているうちに、高柳がもったいぶって言った。

「知らないってことは、悲しいことだろう？　せめてぼくと同じ視野に立ってから、勝負を考えてほしいんだよ。終わったあとで、対立を見なおすこともできるだろうから」







　高柳とアンジェリカが立ち去ると、泉水子は急いでその場を逃にげ出した。

　会話の細かい内容は、すぐそばにいた生徒にも聞こえていないと、昨日の例で心配していなかった。だが、目に映るものや口ぶりまで隠かくせないので、だれもが三者の深刻さを目もく撃げきしていた。そうなると、みんなが本当の事情を知らないことも不都合になった。

（もう、完全に、三角関係の修羅場だと思われた……）

　後の対応を考えるとげんなりしたが、それでも、知り得たことの重大さは比べものにならなかった。泉水子は、生徒の勝手な憶おく測そくを放ほうっておくことにして、深行と宗田きょうだいにアンジェリカの話を伝えることに専念した。

　深行が、秀しゆう才さいらしい面をのぞかせた。

「ＩＵＣＮは、International Union for Conservation of Nature and Natural Resourcesだ。世界的権けん威いのある団体だから、試験問題に出るぞ。一番有名な仕事は、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐの動物・植物を報告するレッドリストだ」

　真響も当然の顔であいづちを打った。

「日本も加盟しているよね。国内版のレッドデータブックも出ているし」

　泉水子が神しん妙みような顔つきになると、深行は念を押すように言い添えた。

「親団体の権威をもち出されたからといって、アンジェリカの所属が信しん頼らいできるとは限らないけどな。占うらないや予言と自然保護連合とは、そうとうかけ離はなれている」

　しばらく思いめぐらせてから、真響が言った。

「……でも、思ってもみない広がりがあるってことを、私もはじめて聞かされたというのは認める。すごく悔くやしいけど、高柳にはわかっていたということもね」

　心から残念そうに認め、ぶつぶつと続ける。

「高柳のやつ、下心あって留学生と仲よくしていたってことか。どうりで一Ａでもつるんでいると思った」

　一方の真夏は、食事中はまわりの話が聞こえないので、ＩＵＣＮの意味を知ろうともせず、一心不乱に丼どんぶりをかきこんでいた。それはそれで、目にして気の休まるものではあった。

　ゆううつなため息をついて、泉水子は深行に言った。

「前に、姫神が、拮きつ抗こうするものは海外にあると言ったこと、相楽くんは憶おぼえている？　山やま伏ぶしが目的をはたすかどうか、あと十五年で決まると言ったとき」

「憶えている。雪ゆき政まさにそう言ったんだろ」

「わたし、世界中で探されているとアンジェリカに言われたとき、急にそれを思い出した。どうして外国人生徒に気後れするのか、今まで自分でもよくわからなかったけど、慣れていないからじゃなく、そのことが怖かったのかも」

　深行は、箸はしを置いたまま考えこんだ。

「海外の舞ぶ台たいに引っぱり出されるのが危険なのか。世界遺産候補になれば、それもいやおうなしだからな……」

　真響は別のことを考えていた。

「私、留学生への目配りが足りなかったって、両りよう国ごく先輩に教えてもいいよね？　高校生で各国の情報を持つのは無理があるけど、努力はしてみないと」

　両国瑞みず彦ひこの率いる日本史研究会（裏の名称はＳＭＦ──宗田真響ファンクラブ）が、密ひそかに学内の情報収集機関であることは、学園祭を経たせいでだいぶ見えていた。上じよう忍にんの家いえ柄がらをもつ真響には、そういう配下をつくることも自然なふるまいなのだ。

　泉水子たちが同意すると、真響は一段落したように自分の皿をつつきはじめた。

「泉水子ちゃん、当面やっつける相手は高柳だよ。今はそれだけ考えたほうがいいよ」

　深行も時間に気づいて箸を取りなおし、泉水子を見てさとすように言った。

「鈴原もしっかり食べておけよ。放課後、何がどうなるかわからないなら、体力面くらいはキープしておくんだ。気力と体力は連動するぞ」

　食べはじめた深行と真響は、真夏にはかなわなくとも、いつも以上に食べっぷりがよかった。どことなく戦せん闘とうに臨のぞむ人のようだった。泉水子は食しよく欲よくがないと思っていたが、テーブルを囲むみんなにつられてしまうのか、けっこう食べられることに気がついた。

（いっしょに食べる人がいてくれるのって、いいものだな……）

　急にしみじみとそう考えた。泉水子がどれほど変わった能力をもっていても、ものを食べて生きている。食べないと体が衰おとろえる点はまったく平へい凡ぼんであり、他ほかのだれとも変わりないのだ。食事をするという基本の営みを、進んで人とわかちあえるうちは、簡単に現実を見失わないだろうという気がした。







　放課後、生徒会室へ向かう前に、泉水子は携けい帯たい電でん話わを取り出した。高柳と対決するときには持っているようにと言われたのだ。泉水子も、これをポケットに収めておくだけで心強いと考えていた。

　ディスプレイを見ると、いつのまにか深行からメールが届いていた。





　アンジェリカが人間を救済する人間を探していると言ったことを考えたが、姫神はそういう人間だ。滅めつ亡ぼうさせるほうの人間じゃない。

　高柳に負けるはずがない。言いたくなかったが、いざとなれば和わ宮みやもいるからな。だから自信もてよ。






（そうか、言いたくないのか……）

　これからのことに緊きん張ちようしているというのに、小さく笑みが浮かんでしまった。

　神しん霊れいの和宮の力を借りることは、いまだに深行のプライドにさわるらしい。非常時になれば発揮できるとわかっていても、自分の能力ではないから、本人にとってはおもしろくないのだ。

　深行はいつも、自分自身しかたのまない。それより楽な方法があっても、あえて寄りかからないようにしている。そのプライドの高さと潔いさぎよさの部分を、泉水子も見習うべきだった。泉水子とて、自分に足りないものについてはじっくり考えたのだ。

（……わたしはわたしで、人に頼たよらずに決定しなくてはいけないんだ。姫神が教えた悲しい未来を変えるためには、自分で考えて動かなくてはいけないんだ。けれども、そうすることで、力を貸してくれる人をだれも見つけられなくなってはいけないんだ。ひとりきりで逃げてはいけないんだ）

　しばらく念じ続けていたせいか、泉水子が二階へ上がってみると、集まったメンバーのラストのほうだった。穂高も仄香も、アンジェリカも高柳も、深行と宗田きょうだいも、みんな先に顔をそろえていた。

　泉水子が来たのを見やって、穂高が口を開いた。

「話は聞いたよ、鈴原さん。アンジェリカが第三者として勝負の条件を出すことに、ぼくは反対しない。正直、双そう方ほうが納なつ得とくする形が難しいと思っていたんだ」

　さっさと始めたいと思い、泉水子はたずねた。

「では、どんなふうにすればいいんですか」

「それじゃ、アンジェリカ。発表してくれ」

　穂高にうながされ、アンジェリカは話し出そうとしたが、しばらくためらって口を閉じ、あわててメモ帳を開いた。そして、書きつけておいた文章を読み上げた。

「……村上穂高サンと高柳一条サンは、学園祭当日に起こった超ちよう常じよう現象が、鈴原泉水子サンの力によるという点では一いつ致ちしています。けれども意見が分かれるところは、鈴原サンがそれを意図したのか、意図してまで起こせなかったかの見解です。鈴原サンにできないならば、彼女から力を引き出す人の能力が優れていることになります。ここまでは、みなさんが同意できますか？」

　周囲の確かく認にんを求められ、真響は深行を見やったが、深行には何も言うつもりがないことを見てとって、アンジェリカに言った。

「言いがかりはつけないから、早く先を続けて」

「では、続けます。以上の観点から、この対決は、鈴原サンが部活動をする生徒に何一つ気づかせずに終わらせること、高柳サンは反対に、生徒が気づくような異変を起こすことを勝負にします。鈴原サンが異変を起こしたのでは、前回と同じになってしまうからです。生徒のだれかがいつもとちがうことに気づき、ちがう行動を起こしたら高柳サンの勝ちです」

　高柳が口を開いた。

「もちろん、鈴原さんの力を使って異変を起こすのでいいんだよね？」

「いいとも」

　アンジェリカがうなずくと、ふいに真夏が口をはさんだ。

「生徒が気づかないことでも、動物は気づくよ。言っとくけど」

　アンジェリカは、色の淡あわい瞳ひとみを真夏に向けた。

「人間も、進化した動物にはちがいないよ。ＤＮＡはわずかなちがいよ」

「一理あるね」

　穂高がうなずいた。そして言った。

「馬も含ふくめてということでいいだろう。しかし、ここにいるメンバーは勝負の存在を知っているから、反応の対象にならない。パニックなどの万一にそなえて、キャンパスに散っていることにしよう。そして、生徒たちの動向をよく観察する」

　星野が、大河内にこっそり言った。

「つまりは審しん判ぱん役ってことね。なんだかおれたち、学祭から、延々とそのポジションだよな」

　大河内は別の心配をしていた。

「おれは、学祭みたいにノートを壊こわさずに異変が回復するなら、何も気にしないがな」

　仄香はすぐにキャンパスの地図を広げて、執しつ行こう部ぶ員いんの見張りの位置を定めた。それほど人数がいないので、だれもがひとりでぽつんと立っていることになる。最後に、アンジェリカが泉水子と高柳に告げた。

「これは、学園キャンパスという場所の支配の競争ね。だから、このことで力が暴走して、だれかが迷めい惑わくしたり被ひ害がいを受けたりしたら、二人とも負けと考えます。ワタシタチが探す人材は、事件を起こす人ではないの」

　泉水子は黙だまっていたし、高柳でさえ黙っていた。どうにも返事のできない内容だったからだ。アンジェリカの言う両成敗が、二人のどちらに不利なのかということも、なかなかわからないことだった。スタート時間には真ん中の位置にいてくれと言われ、つれだって校舎を出ることになった。図書館前あたりがキャンパスの中央だった。

　すでに、執行部員は割り振ふられた場所へ向かっており、生徒会室に残るのは穂高ひとりだった。泉水子が戸口を出ようとしたとき、穂高は、なにげなくといった調子で声をかけた。

「鈴原さん、きみの舞まいは、人以外に働きかけるものであって観客を必要としていなかったね。だけど、この世を取り巻くものの根っこは一つで、人間もその一部ではあるんだよ。馬も人間も、人間の手がつくりあげるものも、大きな自然界の一部ではあるんだ。人間をはずして考えるのはまちがいだよ」

　泉水子は、穂高に小さく会え釈しやくしただけで生徒会室を出たが、歩きながら思わず考えこむことになった。

（人間も、大きな自然界の一部……）

　坂道を上り、図書館前の小広場が見えたころになって、ここは化学部が気球を上げた場所だったことを思い出した。今は何の影えい響きようも残っていないにしても、泉水子はどこかいやな気分になった。不利な気き後おくれを感じるまいとしたが、高柳が見み透すかしたように口を開いた。

「鈴原さん、ここまで来たらすなおになろうよ。きみは、自分の能力がどんなふうに発現するかわかっていないんだ。自分で意図して動かしたことなど一度もない。どんな規模で暴走するかもわかっていない。そうなんだろう？」

　泉水子は足を止めた。植えこみのポプラや花か壇だんのある石いし畳だたみの広場に、二人は二、三メートル離はなれて向かい合うことになった。

　図書館内には生徒がいるようだったが、今、小広場には人ひと影かげがなかった。執行部員もこのそばには立っていない。鳳城学園キャンパスが、生徒数に比べてたいそう広い場所なのだということが、こういうときによくわかった。広場を風が吹ふきすぎ、急に高柳と二人だけで孤こ立りつしたような錯さつ覚かくにおちいる。

　深行や宗田きょうだいがキャンパスのどこへ向かったか、泉水子は知らなかった。仄香は、あえてわからないように指示を出したのだった。知ればたよってしまうことは、泉水子にもわかっていた。

（わたしがずっと受け身で、自分でどうこうしようとせず、逃にげてばかりいたからこうなるってことは、認めるべきだ……）

　泉水子は考え、息を吸いこんだ。

「そうだよ、高柳くん。どうして白い犬だったのか、どう考えても自分にもわからない。悪意でしたことじゃないから、ごめんなさいと言う気にもなれないの」

「犬には偏へん見けんをもっていないよ。ぼくは小さいころ、おでこに犬と書いて祈き禱とうしてもらったことがある。病弱な子どもだったから、健すこやかに育ってほしいというまじないだったんだ。あやまらなくても、別に貶おとしめられたとは思っていないよ」

　なかなか愛あい想そのいい態度で、高柳は続けた。

「だけど、無自覚にこれに似たことをやられるのは、今後はやっぱり防止するべきだと思うね。言っておくけど、ぼくはきみを縛しばりつけようとしているんじゃない。きみと分かち合って、その力をあるべきところに収めておこうと提案しているだけだ。そういうぼくは、相楽ともあまりちがわないと思わないか。家筋が異なるせいで、きみに信用されないだけなんだ」

　泉水子はむっとしてにらんだ。

「相楽くんは、高柳くんとはぜんぜんちがうよ」

「たしかに、相楽もきみと同じで力の使い方がなっていない。きみにはだれかがストッパーになることが必要なのに、相楽には無理だ」

「そんなことない」

「じゃあ、試ためしてみよう。時間もいい時間だから、勝負をはじめるよ」

　高柳の手には、いつのまにか数枚の紙札が並べられていた。以前にも見たことのある、朱しゆ墨ずみで呪しゆとなる文様を書きつけたものだ。泉水子は警けい戒かいしながらも、陰おん陽みよう師じの技わざだと承知している今は、最初のようにはあわてずに見守った。

（高柳くんの術は、破らなくてはならない。それはたしかだ……）

　できるだろうという気がした。心配するのはできないことではなく、泉水子ができすぎてしまうことだった。高柳の言うことにも真実があった。歯止めがきかなくなったとき、自分にもどうしていいかわからないことが問題なのだ。高柳の術をはね返し、しかもこの場に何も起こらないようにするという、そのあんばいを知らなかった。

　高柳が札の一枚を口もとにあてがい、唱えはじめた。

「ここに七しち十じゆう二に道どうの霊れい符ふ神しんは、身しん上じように具ぐ足そくし、高柳一条を守しゆ護ごし給たまえ。夫それ神しんは万ばん物ぶつに妙たえにして変へん化かに通ずるものなり。天てん道どうを立て、是これを陰いん陽ようと謂いい、地ち道どうを立て、是を柔じゆう剛ごうと謂い、人じん道どうを立て、是を仁じん義ぎと謂う。三さん才さい兼かねて之これを両ふたつにす。故ゆえに六りく画かく卦けを成なす……」

　泉水子の視界にちらちらと、金色の雨のようなものが見えはじめた。目をしばたたき、見み極きわめようとつとめる。

（惑まどわされずに考えるんだ。自分がどうすればいいか……）

　護身を行うのは簡単なはずだった。危険を察知すれば、この前は、九字を切ったり唱えたりという身ぶりを一切せずに、一いつ瞬しゆんに行うことができたのだ。しかし、その反動がエスカレートしたのも事実だった。泉水子がためらう間も高柳の呪じゆ文もんは続いた。

「天てん地ち位くらいを定さだむ。山さん沢たく気きを通つうじ、雷らい風ふう相あい薄せまり、火か水すい相撃うつ。八はつ卦け相錯まじって往おうを推おし、来らいを知る者は、神なり。乾けんを奎けいと曰いう。坎かんを虚きよと曰う。艮ごんを斗とと曰う。震しんを房ぼうと曰う。巽そんを角かくと曰う。離りを星せいと曰う。坤こんを井いと曰う。兌だを昴ぼうと曰う。天てん地ち吉きつ凶きよう、神に非あらずんば、知ること無し……」

　雨はさらに激しく降ってきたが、体に当たっても何も感じず、小さな光のようだった。ただ、水すい滴てきのように線を描えがいて降ってくるのだ。それはきれいなものに見えて、高柳の唱えごともきれいに響ひびいた。森しん羅ら万ばん象しようにつらなる言葉であるらしい。

　高柳が私語に切り換かえた。

「ぼくは、鈴原さんが納得してくれればそれでいいんだよ。わざわざ学校のみんなを驚おどろかせなくても、きみが認めれば勝負は終わる」

「だめ」

　即そく答とうすると、泉水子のまわりの金の雨が放射状に飛び散った。そのときはじめて、光が自分をからめとるものだったことをさとった。

「しょうがないなあ……」

　高柳は肩かたをすくめ、手にもつ呪符を背中側にしまいこんだ。いやにあっさりあきらめると思っていると、別のものを取り出した。それもまた、泉水子が以前に目にしたものだった。

（……クラウスがもっていた？）

　ロザリオだった。薄うす紫むらさきの丸石の数珠じゆずに銀細工の十じゆう字じ架かがついている。

「こっちのほうが効いたよね。きみって、西洋にはコンプレックスがあるよね」

　高柳は先ほどの呪文と同じに、あきれるほど流りゆう暢ちように唱えだした。

「太初はじめに言ことばあり。言は神かみと偕ともにあり。言は神なりき。この言は太初に神とともに在あり。萬よろづの物ものこれに由よりて成なり、成りたる物に一つとして之これによらで成りたるはなし。之に生命いのちあり。この生命は人の光ひかりなりき。光は暗黒くらきに照てる。而しかして暗黒は之を悟さとらざりき。神より遣つかわされたる人いでたり……」

　心がまえができていないところへ意表を突つかれた。金色の光が目の前に広がり、向かい合った高柳の姿まで見えなくなる。光の幕に包まれているようで、まばゆくて目を開けていられず、先ほど吹いていた風も感じなくなった。どうやら感覚を閉ざされたようだった。

（これが、ハイブリッドの呪じゆ術じゆつってこと？　ただ節操がないだけじゃないの？）

　何でもありな高柳の態度には、やはり腹が立った。けれども、聖書の文句をより恐おそろしく感じるのはたしかだった。泉水子も自分の弱みだということを自覚した。

（外国の人には、わたしは悪あく霊りようのようなものとして見なされるのかな……）

（外国のどこかには、叡えい智ちをもつ唯ゆい一いつ神しんがいて、わたしのようなものを裁くのかな……）

　高柳に支配されるとは思わないが、高柳の背後に連綿と続く、このような技を編み出し続ける術者の中には、怜れい悧りで強大な人物もいるのだろう。高柳をしりぞけても、さらに強い術者にぶつかるだけなのだろう。

（ここで二人とも負けになり、だれも世界遺産候補に選ばれないように仕向けるのが、隠かくれているには一番賢かしこい選せん択たくじゃないかな……）

　術を破るなら、数秒のうちに決めなくてはならなかった。悠ゆう長ちように考えこんでいる暇ひまはないのだ。けれども、泉水子はいまだに迷っていた。自分自身のコントロールを手放して負けをとることが、本当に正しい選択になるのかどうか──







　ふいに、泉水子のすぐそばで明るい声が聞こえた。

「おれが代わりにやっつけてやるよ。それならいいだろ」

　声や口ぶりは真夏に似ているが、真夏のはずはなかった。泉水子は身動きがとれず、首を回すこともできなかったが、見たいと思うと不思議と見えた。

　長野の宗田家で、夜の底に立っているのを目にしたような具合で、真澄が闇やみを背景にして立つのが見えた。泉水子は今、光のまぶしさに目をつぶっているのだが、目の裏側にあるのは闇なのだと、妙なことを体得した。

「真澄くん、だめだよ。これは高柳くんとわたしの勝負で、他の人は手を出してはいけないんだから」

　暗がりにいる真澄は、髪かみを長く伸のばして女子の制服を着こんでいる。真夏のふりをする気がなければ、本人の好みを押し通すのだと見える。

「おれは、厳密に他の〈人〉じゃないからいいんだよ。真響と真夏もそう言ってる」

「二人が真澄くんを呼び出したの？」

「あの二人の気持ちが一つになると、おれは無敵だよ」

　楽しげに真澄は言い、ブラウスの腕うでまくりをしてみせた。

「高柳なんか、学園から蹴けり出してやるって。そして、ああいうやつらが二度と入って来られない層をつくってやるよ」

　泉水子はあわてて止めにかかった。

「気持ちはうれしいけど、暴れるだけならわたしにもできるの」

「何かやらせてよ。おれ、元気百倍なんだよ。今ではわかったんだ、真響と真夏がちょっとでも泉水子ちゃんを好きじゃなかったら、おれが泉水子ちゃんを好きになることもなかったんだよ。おれたち全員の気持ちなんだよ」

　真澄の言葉が無む邪じや気きなので、泉水子はほほえみたくなった。

「ありがとう。三人ともわたしの心配をしてくれて」

「で、どうする？」

「思いついたら言うから待って。力を借りなくてはいけないときはきっと呼ぶから」

　なだめる思いで真澄に言いきかせ、闇の向こうに押しやると、真澄は意外におとなしく遠ざかった。それを見てから、泉水子はふと考えた。

（今、真澄くんが来てくれるというのに、もっとわたしに近い和宮くんが、どうして出てきてくれないんだろう……）

「それはだね、ぼくなら、鈴原さんがどうしたいかをもっと察しているからだよ」

　和宮の声だった。

　泉水子は、和宮さとるの姿が見えるかと目をやったが、いたのは相変わらずのカラスだったので、少々がっかりした。しかし、闇にまぎれることのない、羽の一枚までが鮮あざやかなカラスではあった。黒く輝かがやく翼つばさをもったいぶってはばたかせ、きちんと折りたたむ。

「和宮くん、わたしのしたいことって、今ちょっとわからなくなっているんだけど」

「早くわかったほうがいいよ。みんな、鈴原さんには期待しているんだから」

「和宮くんがカラスになって、わたしのそばにいないのも、わたしがしたくてしていることなの？　和宮くんはそれも察しているの？」

　この際だと思ってたずねると、カラスはくちばしを振ふって同意した。

「そういうことだね。もっとも、察したぼくの保身でもあるけどね。相楽のところにいれば、今みたいに、鈴原さんが数倍気にかけてくれるだろう。あんな戸隠のやつよりも」
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「どうして相楽くんのところへ行ったの。もう二度と、和宮くんの姿にはもどらないつもり？」

「きみは、和宮さとるの前で舞まいを舞まおうと決意したとき、いっしょに相楽深行に舞を見せたじゃないか。あのとき、すでに、ものごとは決まっていたんだよ。ぼくは、鈴原さんの最初で一番純じゆん粋すいな力から生まれたものだ。きみはそれを真っ先に、架かけ橋として使うことを望んだんだ」

　泉水子は少々たじろいだ。

「そんなの思ってなかったよ。架け橋って……相楽くんとの？」

「他の人間との架け橋ってことだね。七夕の夜、天の川に架かる橋は、カササギでできているって話じゃないか。カササギはカラスの仲間だから、ぼくもそれなりにはふさわしいよね」

　織おり姫ひめ・彦ひこ星ぼしの話をもちだされ、泉水子はさらに身をすくめたくなった。

「……わたしが相楽くんを信じられるようになったの、つい最近のことだよ」

「人間を信じようとすれば、リスクの大きさはつきものだ。それでも、きみのしたいことはそれだったんだろう？」

　そうだったのかという驚きが、なめらかな形で少しずつ、ああ、そうだったという確信に変わっていった。和宮の言うとおりだった。

　和宮や真澄が来た闇の場所が、数秒だけの泉水子の内側、時間を超ちよう越えつする神しん霊れいにしか来られない、小さな異界だということにも気がついた。

（ここへは逃にげこめない。わたしはひとりじゃないと、わたしに言ってくれる人がいるんだから……）

　これを、外につなげなければいけないのだ。

　泉水子は息を吸いこんだ。自分が何をすればいいのか、今はわかる気がした。
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　まぶたを開くと、やはり光の中だった。視界全体が金色に染まって何も見えないが、泉水子は声に出して言った。

「高柳くん、聞こえる？　わたしは、これでも鳳城学園に来てよかったと思っているの。友だちができるとわかったの。この場所でもっと勉強していたいの。だから、よけいなことをしないで」

（わたしは、深行くんとこの学校にいたい。真響さんや真夏くんとも、生徒会の人たちとも、クラスの人たちとも、同じようにここにいたい。三年間、すべての行事に参加して、勉強もうまくこなして、晴れて卒業していく生徒になりたい……）

（真響さんと真夏くんが、わたしを思いやってくれたように、わたしもあの二人を思いやりたい。神霊の真澄くんがこの先怖こわい結果を生まないよう、わたしの手であの二人を守ってあげたい。つらいことがあるときには手助けしたい……）

（深行くんといられる場所をつくりたい。将来の可能性はまだ閉じていないと思いたい。深行くんがこれからどんな大人になるのか、わたしはもっともっと知りたい……）

　泉水子が、今までより自分の意識を大きく広げていけばいいのだった。無心に部活動を行う全校生徒を包みこむほどに。警けい戒かいして耳を動かす馬たちをやさしく包みこむほどに。秋の香かおりのする雑木林で生きる虫や鳥たちをいっしょに包みこむほどに。丘おかをめぐる木々やそこに吹ふく風でさえも包みこむほどに。

（この場所を好きになれる。わたしがここに来たことに感謝している……）

　思いをキャンパス全体に広げることは、高柳をはじめとする異分子をその内側に包みこむことでもあったが、泉水子は気にしないことにした。十分に広げてから、深行に教わった護身法を行った。縦横に切る早はや九く字じだけでなく、一つ一つ両手で印を結んでいくことからはじめた。

「臨りん」「兵びよう」「闘とう」「者しや」「皆かい」「陣じん」「列れつ」「在ざい」「前ぜん」

（……信じていれば、効くよ、深行くん。わたしはこれを教えてくれた人のことを、ちゃんと信じてるよ）

　心の中でそう告げると、泉水子はほほえみたくなった。

　今はわが身とした大きな範はん囲いを心の目で探さぐってみると、思った以上に雑多なものが取りこまれている。その中には、異分子ではあるがよく知っている肌はだざわりがあった。

「お方さま」

「お方さま」

　影かげのような着物姿の女たちがいた。戦国時代の八はち王おう子じ城で亡なくなった女たちだ。泉水子は、自分が心のどこかでずっと気にかけていたせいで、彼女たちも内部から消えないのだと気がついた。

「お方さま、よろしいのですか。私たちまで置いていただいて」

　泉水子はためらわずにうなずいた。

「いいの。この前は、氏うじ照てる様のお館へ行けなくてすまなかったもの。気がすむまで遊んでいって」

　女たちの影がさわさわといくつも揺ゆらめいた。喜び合っているのだった。

「それでは私たち、祝いの舞をご披ひ露ろういたしましょう。お方さまほど見事な舞い手にはなれませんが」

　影たちが舞いはじめたが、現実の場所ではないので、生徒たちが気づくものではなかった。泉水子の胸に、正しいことをしたという自信がわいてきた。そこは、泉水子の意志で支配している空間だった。

　目の前の光の幕がちぎれ去っていく。再び小広場の石いし畳だたみが見えた。晴れわたった視界の中央に、高柳一条がロザリオを握にぎったまま、あぜんとして立っているのも見えた。

「いったい、どうやったんだ……？」

「教えない」

　泉水子は手で髪を探り、三つ編みがほどけずにそのままだったということを確かめた。姫神にならなかったと知ると、ようやく本当に笑みを浮うかべることができた。

「もう、高柳くんの術は何をやっても効かないと思う。このキャンパスにいる限りは、術はすべて使えない。ここには、今も舞を舞っている女の人たちがいるから」

「そんなばかな」

　高柳が認めるにはもう少し時間がかかった。さらにあれこれ術を試みて、泉水子の言葉どおりだとさとったが、まだ言い続けた。

「何日もかけた結界がないというのに、きみひとりで同じものがつくれるはずがない。そんなのはあり得ない」

　だが、その高柳も最後には黙だまった。二人が生徒会室にもどると、穂高はすぐに電話で連れん絡らくを回し、執しつ行こう部ぶ員いんたちが帰ってきた。全員が何ごとも起きていないと請うけ合い、アンジェリカも起きていないと認めた。勝敗は明らかだった。

　とはいえ、深行と宗田きょうだい以外のメンバーが、微び妙みような顔つきをしているのも事実だった。島本が率そつ直ちよくにそれを語った。

「あのう、何もなかったことははっきりしてるけど、そのことが鈴原さんが何かしたことになるのかどうか、おれ、ぜんぜんはっきりしないんですけど」

　小こ柄がらな島本を、わきから真夏がつっついた。

「いいんだよ、島本、おまえは知らないほうが。トイレに行けなくなるぞ」

　島本はひるんだが、がんばって主張した。

「だけど、なぜ鈴原さんが勝ったのか、おれたちには謎なぞのままじゃないですか。おとなしい鈴原さんにしか見えないじゃないですか」

　今度は真響が、島本をつっついた。

「いいんだってば。泉水子ちゃんはそれでいいと思ってるの」

　真響にさとされると、島本は急にそれ以上言わなくなった。村上穂高が、柔やわらかな口調で告げた。

「これで決着がついたね。ぼくは、今も自分の見解をひるがえさないし、三度目の審しん判ぱんがあるとは思わないでほしい。理事長にもそう伝えるつもりだ」

　高柳は悔くやしさをにじませていたが、視線を床ゆかに落として反論しなかった。この場にいるだれもが、口のきけない高柳をはじめて見ると考えた。

　アンジェリカは、部屋を横切って泉水子の正面に立ち、青い瞳ひとみに驚きよう嘆たんを浮かべて見つめた。

「鈴原サン、ワタシも、あなたが何をしたのか本当のところはわからない。だけど、あなたひとりで高柳の術を超こえてしまったのはわかるよ。あなたは、術よりもっと自然のままに、大地を味方につける人。ワタシが保護したいと思う人間は、あなたのような人よ」

　泉水子は、決意して顔を上げてアンジェリカを見つめた。

「わたしも、今は、アンジェリカはわかってくれる人だと思う。友だちになれると思う。だから、あなたがわたしの友だちなら、わたしのことを報告しないで。世界遺産候補は、高柳くんだと言って」

　めんくらったアンジェリカが、濃こいまつげをまばたかせているうちに、泉水子は穂高のほうへ顔を向け、続けて言った。

「村上先せん輩ぱいも同じです。理事長にこの話をするなら、高柳くんがその候補だと伝えてください。学園トップには高柳くんを選んでください」

　穂高も、並んでいる生徒たちも、泉水子のきっぱりした口ぶりに驚おどろいた。だいたい、泉水子がメンバーの前で自分から発言すること自体、めったになかったのだ。

「村上先輩は、わたしにどうしたいのかと聞きましたよね。これが、わたしのしたいことです。みんなには、わたしの勝ちを認めてもらいました。その上で、代表者には高柳くんになってほしいんです」

　穂高が考えこんで口もとをなでた。

「ぼくたちに、口裏を合わせろって言うのかい。全員できみのことを隠いん蔽ぺいしろと？　だけど、そうもいかないだろう。きみの異能はわかる者にはわかってしまうし、長くはとても隠かくせないだろう。すでに動きだしている団体もあるんだろうし」

「いつまでもと思っているわけじゃないんです。鳳城学園にいる間だけ、三年の間だけ、みんなの協力が欲しいんです」

　声が震ふるえたので、泉水子は言葉を切った。どれほど切に望んでいるか、自分でもあらためて実感するようだった。ふだんの泉水子なら、こんなふうにこいねがう前にのみこんでいただろう。だが今は、後に引けなかった。

　一同はしばらくしんとした。それから、真響が気の進まない声を出した。

「泉水子ちゃんの気持ちはわかるけど、これだけ敗北した高柳が、トップに担かつぎ上げられることに甘んじていいの？　はっきり言って、私は虫がおさまらないと思う。学園トップは、どうしても高柳でなくちゃいけないの？」

「だって、真響さん。高柳くんにも味方になってもらわないと。メリットなしでは、こちらに協力してくれないと思うし」

　高柳を見やると、彼も今は顔を上げ、びっくりした表情で泉水子を見ていた。

「メリット？　本気なのか、鈴原さんは」

　泉水子はうなずいた。

「高柳くんには、家やこの学園に体面があるんでしょう。今ここで顔がつぶれると、そうとうまずいことになるんでしょう。だから、わたしを術で従えたことにしていいよ。事実じゃないから、命令はされないけど、高柳くんの立場のために協力してもいい。この場をしのげば、高柳くんも、卒業のころにはちがう何かを見つけるのかもしれないし」

　高柳は、しばらくぽかんとしていた。それから、ようやく聞き返した。

「ぼくにトップの座をゆずって、鈴原さんは従うふりをして……実際に操あやつるのはきみのほうだと。そういうことを言ってるのか？」

「だって、高柳くん、これまで一度も勝っていないし。そのことが表おもて沙ざ汰たになるのと、どっちのほうがいいの？」

　穂高が、急に小声で笑い出した。のどの奥の笑い声だったが、彼の場合は、それでも部屋全体に小気味よく響ひびいた。

「ああ、よくわかったよ。それが鈴原さんの学園支配のやり方だということだ。うれしくなってしまうほど、ぼくとよく似た流りゆう儀ぎだったね。このままでいくと、ぼくの後に影の生徒会長になる人物は、鈴原さんってことになりそうだな」

　仄香が目を見はって、穂高を見やった。

「先輩。そういう問題なんですか？」

　穂高は機き嫌げんのいい口調で応じた。

「うん、そういう問題だよ。なんといっても、彼女は勝利者だからね。このぼくは、鈴原さんの強い意志を尊重して、高柳くんを理事長に推すい薦せんすることにする。高柳くんには、これほど気前のいい申し出を拒こばめないことも、ぼくにはもうわかっている。表面に波風を立てない手て際ぎわとしては、これ以上のものは望めないだろう。敬服したと言っていいよ」







「鈴原」

　深行に呼ばれて、泉水子ははっとした。

　穂高の同意を取りつけたら、スイッチが切れたようにぼうっとなっていたのだった。高柳との決着をつけた後に、まだまだ続けることになった緊きん張ちようで、泉水子にはそろそろ限界が来ていたのだ。

　深行に肩かたを押された。

「こっちへ来い。その顔を高柳に見せるんじゃないぞ。今さっきの啖たん呵かも、それを見せたら台無しになるぞ」

　どうやら、そうとうに情けない顔つきをしているらしく、泉水子も逆らわなかった。たしかに、これ以上この場にいないほうがよさそうだった。全体の話し合いはすでに閉じてあり、アンジェリカが高柳と二人で話しこんでいる。穂高も仄香と内輪の話に移っていた。

　廊ろう下かに出てから、泉水子は小声で深行に聞いてみた。

「わたし、うまくできたと思う？」

　深行は慎しん重ちような口ぶりだった。

「けっこう危ない橋をわたってるんじゃないのか。高柳をトップに仕立てて、陰おん陽みよう師じの術が優まさっていると見せかけるというのは」

「危ない橋じゃないよ。あれは、架かけ橋」

　泉水子が答えると、深行はけげんそうに見やった。

「架け橋って……高柳との？」

「他の人みんなとの、架け橋」

　深行には意味がわからないようだった。和宮から聞けるというものではないらしい。それでも深行は言った。

「まあ、しかし、高柳を封ふうじる手立てとして高柳に救いを残すというのは、おれにもちょっと考えつかなかったよ。うっぷん晴らしにならない点が残念だが、いい考えだったかもな。そのほうが格段に賢けん明めいだ。メンツを命にしているやつからメンツを奪うばっても、いいことは何もない、報復に走られるのがオチだ。鈴原ひとりでよくそこまで考えたよ」

　泉水子は、その言葉を聞くとやっとほっとできた。自然に笑えみが浮かんだ。

「うん、ありがと」

　泉水子の笑顔を見て、深行も表情を和やわらげた。

「姫神にならなかったみたいだしな。まわりの機械類も何ともなかった。やりとげたな」

「うん……やっとわかった気がするの」

（深行くん、わたし、和宮くんがどうしてカラスになったのか、ようやくわかったよ。わたしが深行くんに届けたかったからなんだよ……）

（深行くんが、わたしにとって架け橋の最初だったんだよ。わたし、はじめて手をつないだ男子も深行くんだったよ……）

　さまざまな思いが胸に迫せまったが、口に出してはなかなか言えないものだった。

　階段を下りきったとき、深行がたずねた。

「ふらついてないか？　保健室へ行くとか、寮りようにもどったほうがいいんじゃないか」

　寄り添そって歩いているのは、それを気づかってのことだったと、泉水子は今はじめて気がついた。自分の体調をかえりみたが、頭が少しぼんやりするものの、気分は悪くなく、すぐに倒たおれそうだとは感じていない。

「だいじょうぶ、保健室って感じじゃないから」

　深行に言ったが、前例もあることなので、いつ眠ねむってもいいように寮の部屋へはもどっていることにした。泉水子が女子寮へ足を向けても、深行は付き添って歩き続け、そのことが心ひそかにうれしかった。歩きながら話したいことがたくさんあった。けれども、どこから話せばいいかわからず、意外に黙りがちになるものだった。

「わたしね……」

　はにかみながら泉水子は言った。

「今日は、教わった護身をしただけだったの。相楽くんが言ってたみたいに、三年後に卒業するまでの時間をつくりたいって、わたしも本気で思ったら、高柳くんの術が破れたみたいなの」

　深行は、少し考えてから口を開いた。

「おれも、今日はよくわかったよ。学園にいるこの手の人間、全員と裏で手を結ぶべきなんだ。バックに何を持っているやつも巻きこんで、鈴原の味方に取り込んでしまえばいいんだ。そうすれば、鳳城学園という場所は、姫神を隠すかなり強力な盾たてになる。村上会長が悦えつに入ってしゃべっているのは、つまりはそういうことだろ」

「全員が味方になってくれたら、それはわたしもうれしいけど……」

　泉水子が口ごもると、深行はあっさり言った。

「仲よしこよしというわけにはいかないけどな。それでも、鈴原にならできるだろう。というか、もう、鈴原はこの学園の主ぬしになっている。たぶん」

「そうかな……」

　泉水子は首をかしげた。自分で姫神の力を扱あつかえることはわかったが、そう簡単に自信家になれるわけではなかった。望みは、目立たず今までどおりの学校生活を続けることだったのだ。

（わたしが主になりたいとしたら、深行くんがここにいるからだよ……）

（わたしも深行くんに、何かしてあげられるかもしれないからだよ……）

　顔を上げてほほえんでみたが、やっぱりそういう言葉は出てこないものだった。けれども、この先いつかは、どこかで言えるときがくるのかもしれなかった。

　小さな思いをこめて、泉水子は言った。

「あのね、寮に京のお菓か子しが置いてあるの。食べられるって真響さんが言ったから、相楽くんにもあげるね」

「あいつのみやげが食えるか。仲よしこよしじゃないって言ったろ」

　深行の返事はにべもなかった。
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　初冬を感じさせる十一月の終わりだった。

　窓ガラスの向こうには、灰色の空と、くすんだ赤や黄色に染まったキャンパスの木々が見えた。丘おかの雑木林に囲まれた場所だけに、去りゆく秋の色どりは豊かだ。窓を開けていては肌はだ寒ざむく、ヒーターが恋こいしくなる季節になっていた。

　生徒会室にやってきた如月きさらぎ・ジーン・仄ほの香かは、その場にいた六人ほどのメンバーに、前置きもなくたずねた。

「ねえ、生徒会主導のクリスマス・イベントって、どう思う？」

　村むら上かみ穂ほ高だかは歌か舞ぶ伎き役者の本業が忙いそがしすぎて、さっぱり学園に来なかった。生徒会で日々のリーダーをつとめるのは、相変わらず仄香の仕事だった。泉水いずみ子こと高たか柳やなぎの決着について、穂高の進言を聞いた理事長がどう受け取ったかは、他の者にはまだ謎なぞのままだ。

　ただし、高柳一いち条じようはその後たいへんおとなしくなり、泉水子をかまうことなく鳴りをひそめていた。何ごともないので、泉水子の側も、そればかり気にするのをやめてしまった。学校生活には、他にも気にかけることが山のようにあるのだ。

　今年のカレンダーが残り少なくなり、年末が迫ったことを感じても、生徒たちはまだ、クリスマスシーズンのことを考えてはいなかった。彼らの鼻先には後期試験がぶらさがっているからだ。

　最近の生徒会には、たいした業務がなかった。十一月は会報をつくっただけで、今いるメンバーも、雑談しに集まっているようなものだ。星ほし野の亮りよう太たが、死にもの狂ぐるいだった学園祭準備の当時が懐なつかしいと言っていたところだった。仄香の言葉には、みんなが驚おどろいて顔を向けた。

「クリスマス？　うそだろう？」

　星野が、信じられないといった口ぶりで言い返した。

「去年は、そんなものなかったじゃないか。この学校、けっこう宗教関係の生徒が多いから、全校でキリスト教の祭りをやるのは配はい慮りよに欠けるって、そういう話じゃなかったっけ？」

「去年はね」

　仄香は肩をすくめてみせた。

「でも、結局は、ほとんどのクラスがクラス単位で何かしら計画したらしいよ。世間で行うクリスマス・パーティって、あんまり宗教らしい意味をもっていないし。それくらいなら全体で開かい催さいしたらどうかって、職員会議の話題になったんだって」

　島しま本もと航わたるが元気よく言った。

「おれんち、寺だけど、クリスマス・パーティがあったらふつうに喜んで出ますよ。ケーキ食べたいし、プレゼント欲しいし。そりゃ、自分ちでクリスマスの飾かざりつけをすることはないけど」

「お寺の息子むすこだったの、島本は」

「えへー、真言宗です」

「鈴すず原はらさんちはたしか、神社だっけ？」

　水を向けられた泉水子は、かぶりを振ふった。

「親は二人とも無関係なんです。うちもクリスマスツリーを飾ったことはないけど、ローストチキンは食べましたよ」

　末すえ森もり佐さ和わが、本人が作りたいから作っていたことを思い出し、泉水子は小さな笑みを浮うかべた。まだまだ冬休みのことを考えられずにいたが、佐和の手料理が食べられるまで、あとひと月を切っているのだ。

　大おお河内こうち芳よし文ふみが口を開いた。

「おれは、クリスマス・パーティには完全に興味がない。だけど星野が、執しつ行こう部ぶが暇ひまだ暇だと騒さわいでいるから、企き画かくさせてやれば？」

　星野は、相棒にひとしきりつっこんでから、売り言葉に買い言葉のように言った。

「それなら、今度はおれが企画チーフになって、すごいのをやっちゃうよ。いいんだな？」

　その場には、深み行ゆきと真ま響ゆらも座っていたが、二人とも取りたてて意見がないようだった。それほど乗り気でもないが、十二月の最後が試験でしめくくられるよりは、打ち上げがあったほうがいいと考えるようだ。

　反対意見が出ないことを確かめてから、仄香は切り出した。

「じつはね、全体でクリスマス・イベントをと先生たちが言うには、もっと強固な理由があるんだ。去年とちがって、今年は海外から来た留学生が大勢いるということ。だから、親しん睦ぼくのパーティを開く機会はのがしたくないってこと。その点は、私も納なつ得とくできるんだけど……それに加えて、学祭にバザーを開いた保護者をパーティに招きたいんだって。感謝状を贈おくりたいんだとか」

　机を囲んで座っていた面々は、急に目が覚めた顔つきになった。

「つまり、理事長の意向がそういうものだってこと？」

「そういうこと」

（……学祭でバザーを開いた保護者たち……）

　泉水子はこっそり息をのんだ。最近薄うすれはじめていたものに、いきなりパイプが直結したような気がした。戦国学園祭の光景が、目の前によみがえる。バザー会場は図書館前だった。戦国衣装を身につけた保護者たちは、小広場に固まって化学部の気球を見上げていた。

（あの中には、きっと陰陽師の関係者がいたにちがいない。ということは……）

　泉水子と同じことに思い及およんだらしく、深行が率そつ直ちよくに発言した。

「つまり、高柳の一件を確かめる場がクリスマスってことですよね。理事長のさしがねということは」

「そうとしか考えられないね」

　仄香は小さくうなずいた。

「まだ、生徒会が一役買うか買わないか、顧こ問もんに打だ診しんされただけだけど。でも、私たちが手を出さなくても、何らかのイベントは開催されると思う。それくらいなら、自分たちで進行したほうがよくない？　いろいろな意味で」

「企画チーフ、がんばれよ」

　大河内に肩かたをたたかれて、星野はまばたきした。

「えっ、おれ？　おれが責任重大なの？」

　仄香が決まったことのように言った。

「取りかかるのは、まだ先でいいよ。村上先せん輩ぱいにもこれから相談を入れるし。保護者に関しても外国人留学生に関しても、わかっていないことが多すぎる。でも、こういう話があったという心づもりはしておいて」







　生徒会室を出た深行が、驚くことはないという口ぶりで言った。

「まあ、このまま何ごともなく今学期が終わるとは、はなから思っていなかったよな。鈴原だってそうだろ？」

「ええと、うん」

　泉水子はうなずいたが、主観で言わせてもらえば、何ごともないときは一度もなかった。ずっとあたふたして今日になった気がする。クラスや女子寮りようでの人間関係やら、校内の小行事やら、授業の発表やらレポートやら。近づく後期試験では、現在あたふたしている真っ最中でもある。

「とりあえず、おれたちにとっては試験にけりをつけることが先決だな。クリスマス対策は、そこをクリアしてからの話だ」

　真響がきっと前方を見つめた。

「そうよ。まず、そこをクリアしてから。如月さんの話を聞いて、探さぐりを入れる方向がいくつか見えたけど、試験期間が終わるまでは、私、試験に集中する。式神が使えなくなった高柳から、学年一位を奪うばうチャンスだもの」

　泉水子の高柳に対する措そ置ちに、真響の不満が消えないことは、泉水子もうすうす承知していた。聡そう明めいな真響は、不満を泉水子にぶつけることはしなかったが、同室で暮らしながら一言も言げん及きゆうしないことで、それとわかってしまうのだ。

「わたしも真響さんにがんばってほしい。今度の試験の結果が、きっと本当の実力だよね」

　泉水子が言うと、真響は口のはしに笑えみを浮かべ、深行を見た。前期試験は深行が学年二位で真響が三位だったのだから、ここにも火花が散って当然だった。

「相楽さがらくん、じゃ、そういうことで」

　深行は張り合う様子を見せなかった。

「おれのことは気にしなくていい。おれは、五位以内が取れたらそれでいいから」

「やだなあ、そういう、いかにも隙すきを呼びこむための態度は」

　まったくほだされずに言ってから、真響は泉水子を見やった。

「私は、またまたおバカな真ま夏なつのめんどう見で手いっぱいになってしまいそうだけど、泉水子ちゃんは、このまま努力すれば、きっと学年十番台まで目指せると思うよ。だから、目指してみて。泉水子ちゃんの場合、足を引っぱる教科といえば数学、それと英語でしょう？」

「うん、そうなの」

　真しん剣けんにうなずく泉水子を、真響はおかしそうに見つめた。

「それならね、その二つが鬼おにのようにできる人物といえば、この学年で相楽しかいないの。だから、順位を上げる気があるなら、相楽から教わりなさい。じゃあね」

　いたずらっぽいほほえみを浮かべたまま手を振り、真響は小走りに離はなれていった。

　髪かみをなびかせて遠ざかる後ろ姿を見やって、深行がつぶやいた。

「やっぱりあいつは天性の策士だな。他人の動どう揺ようを心得ていすぎる」

「あのう、わたし、試験勉強、教わってもいいかな」

　泉水子は、真剣な表情のままたずねた。深行に聞くには勇気が必要だったのだ。

「相楽くん、ひとりで勉強するのが好きだってことは知ってるけど。でも、極力じゃまにならないようにするから。わたしも、少しでも相楽くんや真響さんに近い順位になりたいから」

　深行の返答に間があいたので、泉水子がうつむくと、怒おこったような声が聞こえた。

「じゃまになるって、だれがそう言ったよ」

「言わなくても、態度でわかるもん」

「じゃあ、一分一秒を惜おしまず、全面的に教えてやる。そのかわり、鈴原も音を上げるなよ。宗そう田だの思おも惑わくをはずすところまでは、容よう赦しやなくたたきこむからな」

　恐おそろしげな宣言だったが、泉水子も今ではひるまなかった。深行や真響の境地が少しでもわかる人間になりたいと、本気で思うようになっていた。秀しゆう才さいとはできがちがうと最初からあきらめず、努力くらいしてみようと考えたのだ。

「いいよ。わたし、音を上げたりしないから」

　きっぱりと顔を上げた泉水子に、少々意外そうな顔をしてから、深行は言った。

「ようし、わかった。それなら、部活動停止中も放課後は生徒会室へ来いよ。まずは、これまでに受けた小テストを全部持ってきてみろ。見せるのは恥はずかしいとか言ってる場合じゃないぞ」

「できるよ。恥ずかしくなんかない」

　泉水子は虚きよ勢せいをはって答え、翌日からは、深行の徹てつ底てい指導が始まった。

　深行が数学と英語で優ゆう秀しゆうだということは、泉水子も中三のクラスで見て、知らないわけではなかった。教室で居い眠ねむりしていても教師の問いに答えられるので、みんなから驚きよう嘆たんの目で見られていた。粟あわ谷たに中ではすでに教わるものが何もないと、はた目で見ても明らかだったのだ。

　当時の泉水子は、深行の能力を異星人のように見なしただけで、そのレベルを把は握あくしようとは努めなかった。今、自分の小テストと交こう換かんで深行の答案を見せてもらうと、高一の水準など超こえてしまうことがつくづくとわかった。

　深行の書く字にはくせがあり、お世辞にも上手とは言えないが、思考のすばやさを示すような早書きの筆ひつ跡せきだ。数式や英文は流れるように書きつけてあり、正答を迷うことも書き損じることもないように見えた。どうすればこの域に達するのか、泉水子にはまったくの謎なぞだった。

　深行は、聞かれて考えこむように答えた。

「おれにも、どうして数学で苦労しないのかはよくわからない。小さいころから難しいと思ったことがないんだ。数学的思考には、向く人間と向かない人間がいるのかもしれない。だけど、英語のほうはそうじゃないぞ。これは、得意になろうと決めておれが努力したからだ」

「英語は、どうして得意になろうと決めたの？」

　泉水子がたずねると、深行は当然という口ぶりだった。

「雪ゆき政まさがあれだぞ、おれに語学力がなくていいと思うか？　慧けい文ぶん学園にいるころは英検づけだった」

　これも父への対たい抗こう意識なのかと、泉水子は肩をすくめたくなったが、対抗意識で英会話が達者になるなら、けっこうなことかもしれなかった。小耳にはさんだことがあるが、深行は留学生と英語でふつうに会話できるのだ。

「わたしは、お父さんがカリフォルニアへ行くことになっても、だから英語をがんばろうとは思わなかったな。お父さん、向こうでちゃんとしゃべっているのかな」

「大だい成せいさんは、エキスパートだからいいんだ。専門同士で通じるだけのコミュニケーション力があれば」

　問題集をめくりながら、深行はあっさり言った。泉水子が練習するべき問題にすばやく丸をつけている。

「おれも、自分の専門分野をもちたいとは思っている。できれば、大学で研究室に行けるくらいがいいな」

「数学で？」

「いや、純じゆん粋すい理論の世界は、入ったら抜ぬけられなくなりそうだから、もう少し実学っぽいほうがいい。ただし、大成さんのような電子工学じゃなく、気象科学とか、環かん境きよう生物学とかいったやつ」

（わたしとは、ずいぶんちがう……）

　深行の口調が楽しげなので、泉水子は差を実感した。思ってみたこともない単語ばかり出てくる。イメージを浮うかべられずにぼんやりしていると、深行が目を上げて泉水子を見た。

「そういう、地球環境に通じる科学ってのは、どこかで姫ひめ神がみに関かかわってくると思わないか？　アンジェリカがＩＵＣＮの名を出したときに、おれはそう思ったよ」

　一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、泉水子はたずねた。

「じゃあ、今のは、姫神のことを考えて言っていたの？　世界遺産との関係とか？」

「まあね。なんであれ、世界を相手どることにはなりそうだからな」

　深行は問題集をさしだしながら、逆にたずねた。

「鈴原はどうなんだ。将来、行きたい分野ってあるのか？」

　泉水子はかぶりを振ふった。

「ううん、考えたこともない」

「せっかく勉強にやる気を起こしたんだから、何か目標くらいつくれよ」

「目標ならあるよ。今度の試験で学年十番台」

　大まじめに言った言葉だったが、深行は顔をしかめた。

「あのな、このおれが時間を割さいて全面的に教えてやるんだぞ。宗田を追い越こすくらいのことは言ってみろよ」

「それ、絶対無理だから、目標にならない」

「やってみる前から絶対無理って言うな」

　頭を小こ突づかれ、泉水子はあわてて問題集にかじりついた。深行ががんがん問題を進めるので、それからしばらくは他ほかのことを考える余よ裕ゆうもなかった。容赦のないことを思い知らされるばかりだ。脳がパンクしそうになって深行と別れ、ふらふらと女子寮へもどりながら、ようやくこのときの会話を思い返した。

（将来、わたしが進む分野なんて、考えたことは一度もなかった。わたし、大学進学させてもらえるかもあやしいのに……）

　深行はそれを思いつきもしないのだということを、急に突つきつけられる気がした。

（わたしは、姫神が未来を語る前から何となく感じていた。自分は長生きしないだろう、遠い将来を思い描えがいても、自分が虚むなしいだけだろうって……）

　冷たい風に吹ふかれて坂を上ると、葉が散り透すいて、日に日に枝がむき出しになる桜の木がわびしげに見えた。もの悲しさに心が挫くじけそうになる。

（なれるものもないのに、勉強をがんばって何になるんだろう。学問は、それを活いかす目的をもってこそのものなのに。わたしのやっていることは、ごっこ遊びに過ぎなくて、かえって深行くんから隔へだたっていくかもしれないのに……）

　泉水子は、桜の木のもとにたたずんだ。しばらく否定的な考えにひたったが、それでも、明日もまた深行に教わりにいくだろうと感じた。そばにいることを選ぶだろう。小さな分かち合いができることを期待するだろう。

（今、できることをしよう。学園にいる三年間を大事にしたいと思った自分を、自分から裏切らないようにしよう。深行くんを……裏切らないようにしよう）







　試験前の生徒会室には、ほとんど生徒がやって来なかったので、勉強を教わるには図書館よりずっといい場所だった。

　閲えつ覧らん室では会話ができず、質問をためているうちに忘れたりするが、ここなら話し声を気にしなくてすむ。深行のほうも、人目をはばからずにすむのでくつろいでいるようだった。そのぶん遠えん慮りよのないことを言われたが、今は泉水子も、悔くやしいときは言い返すことにしている。

　けれども、深行と泉水子が生徒会室を占せん有ゆうするわけではなかった。ここをねじろ代わりにしている大河内と星野は、試験前も一日一度は来ないと気がすまず、毎日パソコンをいじっていくのだ。

　この二年男子たちは、自分の世界を確立しているので、深行と泉水子が二人で勉強しようとその他のことをしようと、おせっかいは一いつ切さい焼かなかった。泉水子も少しずつ彼らの性しよう分ぶんをのみこみ、以前ほど気き後おくれしなくなっていた。

　大河内も星野も、家はごく一いつ般ぱん的な家庭だった。霊れい能のうと関係ない育ちなのは明らかだ。けれども、霊能をもつ生徒の存在を知らされても、かなり平然と受け止めてしまったところが、あまりふつうではないかもしれなかった。泉水子に接する態度も、前とほとんど変わらなかった。

（如月さんが、執しつ行こう部ぶに集まった人には何かしらの必然があると言ったけど、こういう点のことだろうか……）

　泉水子はこっそり考えた。穂高や仄香の生徒会執行部に居つくというだけでも、何かの資質の表れなのかもしれない。態度が変わらないのは、泉水子にとってもありがたいことだった。

　深行は、早くからメガネコンビに気に入られていたし、深行のほうでも、まじめに先せん輩ぱいとして立てていた。二次元に特化した趣しゆ味みをもつことも、奥が深いと見なして尊敬するようだ。なんであれ、泉水子も、メガネコンビがそうとう頭のいい人たちだということは感じていた。関心のないことには極きよく端たんに大ざっぱというだけなのだ。

　短い雑談の最中に、ふいに星野が言った。

「知ってるか。十二月二十五日はイエス・キリストの誕生日だと、だれもが信じてるこの日を決めたのは、キリスト教の教義を固めた西せい暦れき三二五年のニカイア公会議より後のことだ。当時のローマ帝てい国こくで幅はばをきかせていた、ミトラ教の冬至祭にぶつけたらしい。そのころは二十五日が冬至だったんだよ」

　深行が星野を見やり、小声で笑った。

「先輩、結局、今からクリスマス・イベントにはまってるんですか？」

「留学生が常識にしていたら、知らないのは恥はじじゃん。調べるとおもしろいんだよ、いいから聞けよ」

　星野は強制して続けた。

「グリーンランド国際サンタクロース協会の本部は、コペンハーゲンにあって、テレビとかで公認サンタクロースが話題になるだろ。そんなこんなで、北ほく欧おうはサンタクロースのお家元に見える。けれども、北欧でクリスマスを指す〈ユール〉という言葉は、キリスト教以前の古代ゲルマン民族の冬至祭のことなんだよ。そういう古さのヨーロッパの祭りには、サンタのおじさんは出て来ない。現れるのは大地の精せい霊れいで、だれにでもやさしくプレゼントを配るわけじゃなく、日本で言えば〈なまはげ〉みたいなところもあったらしい」

　泉水子の脳のう裏りに、大きな鬼おにの面をつけた人物が、わら作りの簔みのをまとって刃は物ものを手にもち、民家に上がりこんでくる場面が思い浮かんだ。いつかのテレビで見たのだ。

「なまはげって、たしか、東北地方のお祭りで」

「そうそう、『悪い子はいねがー、泣ぐ子はいねがー』ってやつだよ」

　大河内が、おもしろいという顔も見せずに言った。

「日本人がなじんだクリスマスは、アメリカ仕様だ。アメリカのクリスマスはイギリス仕様で、英えい語ご圏けんの慣習ということになるが、世界中を見ればもっとさまざまだ。けれども、どうして日本にこれほど西洋のクリスマスが根づいたかというと、大正天皇が十二月二十五日に亡なくなって、その日が国民の休日だったからだ。第二次世界大戦後は平日に変わったが、クリスマスツリーの飾かざりつけやらサンタクロースのプレゼントといった、冬の商戦ベースのクリスマスはそのままに残った」

　深行が疑わしげな声を出した。

「ひょっとして、大河内先輩もクリスマスを調べていたんですか？」

「イベントが、キリスト教を持ち上げるためではないという理論武装は必要だろ。如月会長のためにも」

　大河内は言い、パソコンのキーボードをたたいた。

「クリスマスツリーも、キリスト教以前の冬至祭で、家に常緑樹を飾ったのが原型だ。常緑樹を魔ま除よけにしたり、福を呼びこむ飾りとするのは、日本の門松とも似かよったものだな。キリストの誕生日になってから、近世にドイツでツリーの飾りつけが始まって、王室を通してイギリスに波は及きゆうしたそうだ。アメリカに伝わったばかりのころには、異教の風習として、ツリーを排はい斥せきした一派もあったらしい。ピューリタンはね」

「えええ、信じられない」

　泉水子は目をまるくして言った。

「クリスマスツリーが異教のものだなんて。それに、ツリーと門松とはイメージがちがいすぎます。それなのに、元の意味は近かったんですか？」

　泉水子が話に乗ったのを見て、星野がいっそう力んで続けた。

「原型って意味では、クリスマスとワイルドハントの関係もおもしろいよ。ハロウィンから冬至のころ、亡ぼう霊れいや化け物の一団が黒犬をつれて夜の狩かりをするって伝説があって、これをワイルドハントと呼ぶんだ。ヨーロッパ各地に残っていて、バージョンはいろいろだけど、出会った人間はたいてい死ぬから、日本の百ひやつ鬼き夜や行こうと同じだろうな。けれども、冬至の前の晩、子どもたちが長なが靴ぐつにお供えを入れて置いておくと、贈おくり物があったという、ゲルマン民族の話も残っている」

「クリスマスの長靴に入ったお菓か子しって、そこからですか？」

　泉水子は聞き返したが、深行はだんだんしぶい顔になった。

「先輩たち、先に試験勉強してくださいよ。今からそこまでつっこまずに」

「試験前だからこそ、のめりこむんじゃないか。厚い小説本だって、試験前には必ず読書意い欲よくがわいてくるだろ」

「あっ、わたしもそうです」

　二年男子たちは、あと少しうんちくを披ひ露ろうしたが、切り上げるのは早かった。深行に迷めい惑わくがられたせいではなく、あくまでも自分たちのペースだ。後こう輩はい相手にちょっと気晴らししたかっただけで、何もかもそっちのけではないのだった。

　そうであっても、泉水子は、聞いたことの驚おどろきから簡単には抜けられなかった。メガネコンビが立ち去った後も、まだ考えていた。

「知らなかった。クリスマスがもとは異教のお祭りだったなんて。わたしも調べてみようかな……ワイルドハントって聞いたことがなかったし。百鬼夜行といったら、平安京のあれかな。百鬼夜行に出くわす話が、たしか、安あ倍べの晴せい明めいのエピソードにあったような……」

「引きずられるな、鈴原。今は数学だ」

　深行に怖こわい目つきで言われた。

「おまえが同じことをしたら、時間がいくらあっても足りない。あの二人は、高速切り換かえが半はん端ぱないんだ」

「相楽くんは、今の話、前から知っていたこと？」

「ふつう、あんなこと知らないだろ。クリスマスなんて、欲しいものを親にねだる日としか考えていなかった」

「プレゼントの日？」

　泉水子がすぐには問題集に集中できないのをさとり、深行はあきらめ加減に応じた。

「冬の商戦ベースだって、大河内先輩が言ったのが当たってるよ。信者以外のクリスマスってのは、だいたいそんなもんだろ？」

「わたし、クリスマスにプレゼントをもらわなかったよ。相楽さんって、クリスマス・プレゼントをくれる人だったの？」

「くれなくたって、こっちからせびり取ってやるんだよ。必要だと食いさがれば、金ばなれはそれほど悪くない親だ。どうせ、ほったらかしの罪つみ滅ほろぼしだろうが」

　深行は淡たん泊ぱくに言ってのけた。ドライな親子関係がここにも匂におっていた。だが、以前ほど雪政の話題で神経を尖とがらせなくなったように見える。力を抜ぬいて話していた。

　泉水子はさらに質問を広げた。

「他には、だれかからクリスマス・プレゼントをもらったことある？　たとえば学校の子とか」

「そりゃ、いろいろだよ」

「女子？」

　追つい及きゆうすると、深行はぎくりとしたように見やった。

「そりゃ……いろいろだよ。プレゼント交こう換かんとか、クリスマス会にはあっただろ」

「わたし、クリスマス会に参加したことも一度もないの。でも、よそで見ていて、寒い季節にきれいな紙やリボンで包んだプレゼントをもらうの、心が温かくなるだろうなって、よく思っていた。お年玉とはまたちょっとわけがちがうよね」

　泉水子は、これまでを思い返して憧あこがれをこめた。学校と神社を車で往復する生活では、クリスマス・パーティは経験できなかった。他人の話で知っているだけだ。

　深行は、泉水子の浮うき世ばなれがおかしいのか、少し笑った。

「たしかに、思いがけないクリスマス・プレゼントはうれしいかもな。特に、どうして欲しいとわかったのかと思う品物だったりすると」

「それ、女子？」

「なぜ、そこにこだわるんだよ。おれには、毎年クリスマスにプレゼントが届くんだ。そのせいで、雪政もこの日を無視できない。送り主はどこにも書いていないが、香か織おりからだろうな。千せん石ごくさん経由っぽい感じがすることがあるからな」

　意外な打ち明け話に、泉水子はまばたきした。香織というのは、離り婚こんした深行の母親の名前だった。

「お母さん、山形にいるの？　千石さんって、羽は黒ぐろ修しゆ験げんの千石さんのことだよね」

「香織が今、どこにいるかはぜんぜん知らない。とっくの昔に再さい婚こんしたという話だ。だから、会ったことも話したこともない。ただ、クリスマスには、差出人不明のプレゼントが届くんだ」

　まったく感傷を見せない深行だが、泉水子にも読み取れた。ずっと会わなくても、心の中の母親の存在は大きいのだろう。

　考えこんでしまうと、深行が切り上げる口調で言った。

「千石さんは、香織の叔父おじにあたる人で、おれの知ってる唯ゆい一いつの千石家の人間だ。さあ、クリスマス関連はもういいだろ。試験が終わってから、気がすむまで時間をかけろよ」

　今の話が出血大サービスだったということは、泉水子にもわかってしまうので、無理に質問を続けて深行の機き嫌げんを悪くさせたくなかった。問題集に顔を伏ふせ、真しん剣けんに数式に取り組むことにした。







　十二月に入り、試験まであと二日というときだった。真響が弱りはてた様子で泉水子を探しにきた。

「じゃましてごめん、ＳＯＳなの。真夏に逃にげられちゃって……」

　真響と真夏は、ずっと講堂ラウンジで試験対策を続けていたはずだった。わざわざ生徒会室まで出向いてくるとは、よっぽどのことなのだ。深行と泉水子は、いつものように取り組んでいる最中だったが、真響がのっぴきならなくなってやってきたことは、すぐに見てとれた。

　泉水子は飛び上がるように席を立ち、戸口で真響と向かい合った。

「もしかして、きょうだいげんかしたの？　真響さんたち」

「そうかも」

　真響はしぶしぶといった調子で答えた。弟に腹を立てているが、内面の不安も隠かくせないでいる。

「逃げた先が廏きゆう舎しやだということくらいわかるけど、今、私が行っても話にならなそうで。言ってきかせられるの、泉水子ちゃんくらいかも」

　深行は座ったままだったが、話は耳に届くので、真響に遠えん慮りよなくたずねた。

「あいつが切れるところまで、いったい何をやったんだよ。真夏は、そうとうのことじゃないと怒おこらないはずだ。そんなにまで勉強させたのか」

　真響は憤ふん然ぜんとして深行を見やった。

「させてないよ。真夏の勉強ぎらいはもう知ってる。相楽が泉水子ちゃん相手にびしばしやってる十分の一程度なんだから。それに、あいつだって本当は頭悪くないから、やれば合格点くらいとれる。なのに」

　急に肩かたを落とし、真響は声を低くした。

「……退学してもいいって言うんだもの。戸と隠がくしに帰るって」

　泉水子はどきりとした。

「本気で言っているの？　真夏くん」

「思いっきり口げんかになって、私にもそのへんの見分けがつかなくなっちゃった。落ち着いて時間をかけたらわかるだろうけど、試験はもうあさってだし」

　大きなため息をついた真響は、やるせない瞳ひとみで泉水子を見つめた。

「勉強だけがすべてじゃないって、言われたらそれまでなんだけど。真夏の本音がどのあたりなのか、今、聞き出せるのは泉水子ちゃんしかいないと思う。ごめん、たのまれてくれる？」

　学校内でしょげたところを見せたりしない真響が、目の前でしょげ返っている。それだけでも一大事に思えた。それに、泉水子も、真響にたよられることを不自然とは考えなかった。今の真夏には、優等生より泉水子のほうが近づけるだろう。そして、三つ子の秘密を分かち合い、真夏の心臓の危あやうさを一番よく知っているのは泉水子なのだ。うなずいて請うけ合った。

「わかった。話を聞いてくるから、ひとまず、わたしにまかせて」

　ひとりで馬場へ向かった泉水子だが、廏舎の中を歩いても、真夏の姿が見当たらなかった。真響に見つかると踏ふんで、さらに別の場所へ行ってしまったらしい。

（真夏くんったら……）

　口げんかは日常茶さ飯はん事じの宗田きょうだいだったが、今回のこれは、夏休みの戸隠以来の深刻さかもしれないと、泉水子もようやく意識した。このところラウンジの勉強につきあわないので、様子がよくわかっていなかったのだ。

（でも、わたしには、きっと真夏くんの居場所がわかる……このキャンパス内にいるならば。そして、真夏くんが、これほどわたしの案じる人ならば……）

　そうした考えが心をよぎった。目を閉じて感覚をさまよわせると、廏舎の馬たちも真夏を気にかけていることがわかった。さっき会った真夏の気持ちが乱れていたのを、敏びん感かんに察しているせいなのだ。

（……みんな、やさしいんだね……）

　真夏の馬たちへの愛情を、純じゆん粋すいに返すものに思えて、泉水子はほほえみたくなった。真夏が向かった方角がわかる。林に分け入ったセミナーハウスの、そのまた先まで行っている。

　日が暮れるのが早く、泉水子が林の坂道を上るころにはすでに薄うす暗ぐらかった。急ぎ足で上り続け、丘おかの上に出ると、まだ西の空に沈しずむ太陽が見えるので驚いた。淡たん黄こう色しよくの光線の中、キャンパス境の石柱に寄りかかる人ひと影かげがある。

「真夏くん？」

「ああ、見つけられるんだ」

　泉水子が声をかけると、真夏はすぐに応じた。なにげない口調であり、内側にくすぶっているものは、あまり外には表れなかった。

「そうだよな。鈴原さんは、真ま澄すみだって見つけ出す人だもんな」

「廏舎にいると思ってたよ。夕日を見てたの？」

「真響に言われたんだろう」

「うん」

　泉水子は近づき、真夏の隣となりでいっしょに山の端はしをながめた。真夏はしばらく口をつぐんでいたが、やがて言った。

「鈴原さんは、成績上位を目指すんだろ。おれは、おベンキョは嫌きらいなんだ。おれには、がんばる意味がないんだ。だったら、いつ死んでもいいように、もっと自分に合ったことをしたいよ」

「真夏くんに合ったことって、何？」

「ここを出て働く。乗馬クラブで馬の世話してもいいし、そうでなければ、蕎麦そば打うちの弟で子しになってもいい。手に職をつけて、ひとりで何かしたほうがいいんだ」

　真夏の意見は、きわめて真っ当に聞こえた。鳳ほう城じよう学園は、ある程度の自由があっても、やはり高い学習レベルを要求する学校だ。だれもが学問を好むわけではないのだし、他ほかに適性が見つかっているなら、そちらを選ぶべきなのだ。泉水子は用心深く言った。

「本気で真夏くんがそう望んでいるなら、真響さんだってだれだって、反対しないよ。真夏くんの望みならば、そのまま尊重する。わたしは、本音を聞いてくれと言われただけ。退学しないように説得しろとは言われなかった」

　真夏が答えないので、泉水子はさらに言葉を続けた。

「真響さんは、真夏くんに一番いいようにしたいと思うだけだよ。真夏くんや真澄くんのためになることを。だけど、真夏くん、本気で真響さんから離はなれたいと願っているの？」

　真夏は長いため息をついた。

「真響は、どうして、ひとりであんなに優ゆう秀しゆうなのに、おれたちなんかといっしょに生まれちまったんだろうな。性別が女だろうと、あいつひとりなら何の問題もなかったのに……跡あと継つぎとしても」

「跡継ぎ？」

　気の重い様子でうなずき、真夏はいくぶん打ち明ける態勢になった。

「宗田家ってさ、ちょっと、後こう継けい者しや問題とかがあるんだよ。おれの心臓は、真澄と同じで信用ならないから、真響が継ぐのが当然でいいはずなんだ。なのに、あいつが一番それを承知しないんだ。家を継ぐのはおれだと真響が言うから、まわりの人間が混乱する」

「そういえば、早はや川かわ先せん輩ぱいも真響さんに、似たようなことを言っていたような……」

　泉水子は、学園祭の放送室で聞いた会話を思い返した。二年の早川委員長が、真響すら知らなかった真実の身元を明かしたとき、戸隠では跡あと目め争あらそいがあるだろうと口にしたのだ。宗田家内部の問題にとどまらない、従う人々に波は及きゆうするものごとのようだった。

　真夏は低い声で言った。
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「おれだって、真響のためが一番だと思っている。あいつの望みのためには何でもしてやりたいし、だからこの学園にもやってきた。能天気な真澄だって、そのつもりでいるんだ。だけど、真響の最大の望みをかなえてやるわけにはいかない。おれたちは、変わっていかないと」

　泉水子は胸が痛んだ。真夏が言うのは、心臓移植の話だとわかってしまうからだった。これは、宗田の二人のどちらから聞いたことでもなく、神しん霊れいの真澄が異界で打ち明けた話だった。この先、真夏に心停止の発作が起こった場合には、真響は真夏に自分の心臓を提供する気でいるのだ。

「変わっていくために……離れようとするの？」

「おれは、真響とずっといっしょにいたいよ。真響以上にそう思っているかもしれない。おれは真響よりも、居場所が真澄に近いんだ。真響は絶対認めようとしないけど、三つ子は同じ割合の三人じゃない。真響がひとりで、おれと真澄が半分ずつだ。おれのほうが真響より死者のいる場所に近い」

　つぶやきに聞こえるほど声を低くして、真夏は言った。

「だから、怖こわくなることがある。真響の望みをかなえるわけにはいかないって、そう言ってるおれも、本当はうわべだけなんだって。真響のそばにいると、どうしても、おれだってそう願ってしまうんだ。一つになれたらどんなに楽だろうって」

（……真夏くんのほうが、死者のいる場所に近い……）

　泉水子には、他人ひと事ごとに聞こえなかった。ふつうの人より生き延びる可能性の少ない点、そのぶんだけ神霊に近い能力を持つ点で、真夏と泉水子は似ているのかもしれなかった。

「真夏くんが、ここにいるのは難しいと思っていること、わたしにもわかると思うよ。それでもやっぱり、真響さんのそばを離れたらだめだよ。二人とも、それしか望んでいないというのに」

　泉水子が悲しい気分で言うと、真夏が聞き返した。

「真響のためにならないって、思うほうが正常な考え方だろ？　おれたちが離れられないのは、どう見ても異常なことだろ？」

「でも、まだ、時間があるよ」

　泉水子はかみしめるように言った。自分自身のことを言っているという自覚で、お下げ髪がみを手で探さぐった。

「本当は、わたしも、がんばって勉強しても意味がないって、何度も思ってしまうの。これが実になるほど先の時間は、わたしには来ないって。でも、みんなが鳳城学園に集まったおかげで、わたしができるようになったこともある。それも、絶対自分からしようとしなかったことばかり。だから、学園で、できる限りのことをやってみたいと思ったの。相楽くんや真響さんの、ああいうエネルギーを見習うこともその一つで」

　真夏は、びっくりした顔で泉水子を見やった。

「鈴原さん、もしかして自分のこと……早死にするって考えてる？」

「うん、事実だよ。わたしの力はたぶん、そのせいだから」

　泉水子は弱々しくほほえんだ。

「わたしは自分が特とく殊しゆで、だれにも理解されないと思っていたから、他人がわたしをわかってくれると、夢みたいな気分になるよ。この、うれしい気持ちを、真夏くんにも知ってほしい。真夏くんと真響さんに、難しい綱つなわたりがあるのはよくわかるし、わたしにはわたしの、すごく難しい綱わたりがあるけど、同じような身の上の人たちが知ち恵えを出し合えば、もしかすると、綱をわたり切ることができるのかもしれない。

　だから、この場所で、いっしょに問題に立ち向かおうよ。自分だけで抱かかえこんで、どこかへ行ってしまおうと思わないでよ。ここには、わたしもいるから」

　真夏は、まばたきしながら少しの間黙だまっていたが、ふいに背を起こしてほほえんだ。

「鈴原さん、今の最後のほうは、すごく主っぽい言い方したよ。ここの土地神さまに成り変わったみたいに」

　そのあと、真夏は気を取りなおし、姉と仲なおりするために、泉水子といっしょに坂を下ったのだった。




　　　　二




　ようやく試験期間が終わった。

　最後のペーパーが集められ、試験監かん督とくの教師が出て行くと、生徒たちは解放感を爆ばく発はつさせた。これで心おきなく校外へくり出し、繁はん華か街がいを彩いろどるクリスマス気分に染まることができるのだ。

　そこへすかさず、来週土曜日に講堂で開かい催さいするクリスマス・パーティの案内が配られ、みんなの関心を引いた。参加の強制はなく、希望者のみになっているが、多くの生徒は参加する心づもりになったようだ。一Ｃの女子たちは、早くも何を着るかの話を始めていた。

「ねえねえ、まさか、制服着用なんて決めないよね。土曜日なんだし」

　佐さ川がわたちは、さっそく泉水子にたずねにきた。生徒会作成のプログラムが配られると書いてあったためだ。泉水子もほほえんだ。

「まだ聞いていないの。でも、今日の会議で詳くわしくわかると思うよ」

　採点した答案が返ってくるには、まだ間がある。泉水子も深く考えないことにした。一応、全力を尽つくしたのだ。今回の試験答案は、全部深行に見せる約束をさせられたので、前期試験以上に怖いものがあったが、今すぐのことではなかった。

「真──」

　真夏に、午後の執しつ行こう部ぶ会議に出るかどうか聞こうとしたのだが、目を向けると、真夏の席はとっくに空っぽだった。こんなとき、じっと座っている男子ではなかった。けれども、退学は考えなおし、落ち着いた態度で試験を受けていたことは、泉水子もかたわらで見ていた。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだろう、真夏がまだ座っていたら、むしろ心配するべきなのだ。

（どうして、わたしたちには試験なんてものがあるんだろう。一方的に大人から試ためされ、緊きん張ちようを強しいられる場があるんだろう……）

　泉水子も、試験勉強をしながら不当な気がしてくるときがあった。勉強ぎらいな真夏の苦痛を目まの当たりにしては、なおさらそう思えた。

（わたしたちの一人一人は、こんなものではけっして測れないはずなのに。ここから取りこぼすものがいっぱいあるというのに……）

　深行や真響が、成績優秀を大人に対たい抗こうする手段──大人の口出しを遠ざける手段ととらえていることは、それはそれで納なつ得とくできるのだ。だから見習うつもりだが、何が正しいかは、いまだに確信をもてなかった。

（でも、今はいいから、わたしももっと浮うかれよう。とにかく、昨日までの苦労はこれで終わったんだ……）

　そう考え、お下げ髪をはねさせて廊ろう下かへ出たが、やってきた真響を見て、はずんだ気分はあっというまに消し飛んだ。真響は、高柳一条と肩かたを並べて歩いてきたのだった。

「真響さん……？」

　気難しげな表情をした真響だったが、試験の首しゆ尾びを案じてではなさそうだった。真響が硬かたい口ぶりで切り出したのは、まったく別のことだった。

「あのねえ、泉水子ちゃん。こいつが一刻も早く相談したいことがあるんだって。クリスマス・パーティに呼ばれる保護者の件で」

（そうだった。試験が終われば、クリスマス・パーティの保護者対策だった……）

　大人から試される場は、自分の場合、試験が終わってもまだまだ終わらないのだと、急に思い知った泉水子だった。







　短いやりとりを交かわした結果、この話は他の生徒会メンバーにも聞かせるべきで、くり返しになるから集まった場所で話そうということになった。そのため、高柳が真に内容を語り出したのは、昼食を終えた午後の生徒会室だった。主要なメンバーの他、真夏も深行とつれだって顔を見せている。

　高柳の場合、聞き手がずらりと顔を並べようと並べまいと、態度はほとんど変わらなかった。

「あれからのことを話すと、ぼくは、この前あったことを正直に、うちの父とおじい様に伝えたよ。二人とも、学祭の時点で鈴原さんの存在を知っているし、ここの理事長とつきあいが長いのも事実だ」

（うちの父と、おじい様……？）

　どこまでも御おん曹ぞう司しだと、聞く者にインパクトを与あたえたことに気づかず、高柳は言葉を続けた。

「ぼくはこれでも、一族から才能で抜ぬきん出ると見なされる陰おん陽みよう師じだ。まだ十代半ばだし、伸のびしろをたくさん持っている。だから、うちの人々は、必ずしもぼくが負けたとは考えなかった。鈴原さんの能力がどれほど計り知れなくても、これからというものがあるという見解だ。けれども、それは、鈴原さんのほうが言っていたことだよね。三年後のことはわからないって」

　泉水子は言げん質ちをとられたような気がしたが、どちらにもころぶことを言ってしまったのは事実なので、用心しながらも認めた。

「決めつけはできないと思う。今後の何ごとも」

　この場にいない穂高を思いやってか、仄香が冷たい声でたずねた。

「二度の判定は無視して、これからも勝負に挑いどみ続けろと言われてきたの？」

「そうじゃない。対立は無意味だと、親たちにもわかってもらったということだよ。鈴原さんが、現状維い持じを言い出したことのほうを重く受け止めたんだ。これは、高校のうちに勝負のつくことじゃなく、それならば、今は協力したほうが有意義だってことだ」

　泉水子はまばたきをした。なんだか明るい話になってきたのだ。

「家の人たち、わかってくれたの？」

「もともと、鈴原さんをスカウトする話が出ていたくらいで、どこまでも敵対しようと思ったわけじゃない。そちらが、ぼくの陰陽師の立場を尊重すると言うのなら、うちもそれなりのことをして返すよ」

　相変わらず、えらそうに言う高柳ではあった。深行は一いつ瞬しゆん顔をしかめてから、彼にたずねた。

「親のことではつっこみどころがいちいちあるが、一応、家ぐるみで鈴原への協力をのんだということにして。理事長はどうなってるんだ。理事長も、この前の結果を承知した上で保護者を呼んでいるのか？」

「知っているのはたしかだ」

　高柳は深行に答え、はじめて少しためらった。

「問題はそこにあるんだ……陰陽師の体面を保つという約束で、ぼくと鈴原さんはお互たがいに了りよう承しようすることができる。けれども、理事長の体面は別のところにある……」

　仄香が口をはさんだ。

「留学生でしょう。留学生とその親たちへの体面。村上会長がそれを言ってた」

「海外の調査員？」

　深行が確かく認にんすると、高柳がしぶる口調で言った。

「そういうことになる。でも、アンジェリカは悪い人じゃない。日本が好きで、よく話のわかる人だ。クラウスだってそうだ。ただし、あの二人だけが派は遣けんされた人間じゃない。理事長は、世界遺産候補に名のりをあげるためには、どんな査察も拒きよ否ひできないんだ」

　少し間をおいてから、深行が考えこむように言った。

「おれたちが真実を隠かくそうとするなら、敵は海外にいる……？」

「たぶん、そうだ。これからも、いろいろな方面から試されることになるだろうね。これはもう、ぼくたちがこの学園にいる限りしかたないことだ。当面はクリスマス・パーティで、だれかにお披ひ露ろ目めされるというわけだ。そこで、鈴原さん、ものは相談なんだけど」

　高柳は改めて泉水子を見やり、本題に入った。

「ぼくは、人前で学園トップとしてふるまうことに異存はないよ。だけど、何かの試しがあったとき、式神も封ふうじられたままでそのふりができるとは思えない。鈴原さん、どんなふうにして隠れる気でいるの？」

「どんなふうにって……」

　まだ考えていなかったので、泉水子は一瞬たじろいだ。

「式神を使わないと、どうしてもだめなの？」

「決まってるじゃないか。少なくとも当日には、キャンパスを覆おおったきみの結界を解除してもらわないと」

「わたしの結界……って、あったの？」

　泉水子が目をまるくして聞き返したので、高柳は肩を落とした。

「これだから、鈴原さんって。意識しないでやってるところが、陰陽師の術と真逆なんだよ。こんなに強力な結界を張りめぐらせておいて、解除もしないで来校者を迎むかえたら、ちょっとした感応者ならまるわかりだっていうのに」

（結界の解除って、どうやるんだろう……）

　内心あせったが、ここでやったことがないと言ってはまずい気がした。泉水子はためらいをのみこんだ。

「わかった。じゃあ、その日はぜんぶ解除します」

　深行は、泉水子ほど案じる様子がなかった。平然と高柳に言った。

「当日の結界については、何とかなるだろう。言いたいことはそれだけか？」

「もう少し早く結界を解いてくれたら、ぼくやぼくの仲間も、パーティに参加する人々を探さぐることができるんだけど」

　高柳は試すように言ったが、真響がきつい口調で割りこんだ。

「反対。キャンパスがやっと清すが々すがしくなったというのに、もとにもどすなんて最小限でいい。式神なんて大っきらい。まじで気色悪い」

　泉水子は真響にうなずいた。真夏も以前、馬たちが前より元気になったと言っていた。これが正しい環かん境きようなのだと思える。

「わたしも、キャンパスにはそういうものがいないほうが好き。だから、結界を解くのは当日だけにする──高柳くんには悪いけど」

　高柳は少し肩をすくめたが、そのまま席を立った。

「今は強く言わないよ。役立つものを役立てない考え方は、どうかと思うけどね。そのうち、きみたちも考えなおすだろう」

　高柳が立ち去った後は、星野が会議のチーフとなり、もっと穏おん当とうなパーティ企き画かくに移った。けれども、泉水子と真響で印刷に管理棟とうへ出向いたとき、真響は言わずにいられない様子で言った。

「高柳のやつをのさばらせたままで、泉水子ちゃん、本当にいいの？　あいつが式神を使えるようになったら、これまでと何一つ変わらないじゃない。泉水子ちゃんの現状維持って考え方が、私にはやっぱり納得できない。当日だって、あいつ、また何をもくろむかわからないよ」

　泉水子は逆にたずねてみた。

「もし、真響さんがわたしの立場だったら、どんなふうにする？」

「決まってるじゃない。ゲームオーバーまでとことん勝負する。たとえ、それが痛み分けで終わったとしても、やりあった最後に行き着くものとしてなら納得できる。相手だってそういうものだと思うよ」

　泉水子はすなおに感心した。

「真響さんといると、刺し激げき的だなあ。だから退たい屈くつしないって、真夏くんが言った気持ちがわかるような気がする」

「何なの、真夏の気持ちがわかるって」

　思いがけないことを言われて、真響は苦く笑しようした。

「やだ、この私に向かってそんなことを言う人、泉水子ちゃんがはじめてだよ」

「本当のことだもの」

　泉水子はまじめに応じた。

「真響さんが燃やせる力がまぶしいと思う。きっと真夏くんも同じで、だからこそ、みんながついて行きたくなるんだと思う。だけど、わたしのすることは、どうしてもそこまで行かないみたいで。今度のクリスマス・パーティ、わたしにとって、はじめてのパーティなんだもの」

　はじらう口ぶりで、泉水子は続けた。

「だから、楽しむことを見習うだけでも手いっぱいで、できるだけ争いごとにもっていきたくないのかも。一Ｃのクラスのみんな、パーティ参加は制服じゃないと知ったら、きっと大喜びするよ。その上仮装してもオーケーだなんて。わたしも、そういうワクワクをもっとたくさん知りたい」

　うつむき加減で、泉水子は最後につけ加えた。

「たとえば、真響さんならよく知っているよね。個人でクリスマス・プレゼントをわたすとして、こういうとき、どのくらいの品がおかしくないのかとか。もしも、その相手が男子だったときには……」

　真響は黙だまって廊下を少し歩いた。それから急に吹ふき出したので、泉水子は泡あわをくった。

「えっ、変かな。こういうのは、すごく変？」

　真響はかぶりを振ふった。

「そうじゃないの、泉水子ちゃんは泉水子ちゃんで、すっごく強固なんだってわかった。この学園で、ふつうの生徒と同じことをする意志」

　泉水子は、薄うす赤あかくなって早口に続けた。

「でも、できることに時間も数も限られていて、その中で一つ選べと言われたら、だれだって楽しいほうを選ぶよ」

「わかった、わかった。私の負けだ」

　真響はまだ笑いながら、泉水子の肩かたをたたいた。

「今、急に実感することができちゃった。泉水子ちゃんの純情が、この学園を支配しているっていうこと。だからこそ、ここが清々しい場所になってるというのに、私って恩知らずだから、罪つみ滅ほろぼしがあったことをすぐに忘れちゃうんだよね」

「罪滅ぼしって？」

　泉水子は聞き返したが、真響はそれには答えず、さらっと言っただけだった。

「どちらかというと、借りを返すのは相楽のほうになるけどね。泉水子ちゃんが気持ちを伝えたいと思うようになったなら、いくらでも応おう援えんするよ。今度街へ出たときには、喜んでプレゼント選びにつきあってあげる」







　翌日。泉水子が生徒会室へ行ってみると、金きん髪ぱつのアンジェリカがいすに腰こしかけ、仄香と楽しげに語らっていた。目を見はって立ち止まると、アンジェリカは泉水子が来たことに気づき、いきいきした笑え顔がおになった。

「あっ、こんにちは、鈴原サン。お元気ですか」

　仄香が冷静に説明した。

「留学生からも、パーティ企画の協力者をつのることにしたの。これは、村上会長の考えだよ。アンジェリカに声をかけたら、気持ちよく引き受けてくれて。あと、いっしょにクラウスもね」

「留学生、まだまだお客サンという感じがあったから、生徒会に誘さそわれたのすごくうれしいです。すてきなパーティにしようね」

　濃こいまつげをまたたかせてアンジェリカは言い、心から喜んでいる様子だった。彼女が笑っていると、それだけで部屋の中が華はなやかだ。そして、アンジェリカと並んで話す仄香も、ハーフの血が急に際きわ立だつように見えた。

　華やぎに圧あつ倒とうされ、二年メガネコンビは硬かたくなっている。うれしいが、気安く声をかけられないといった風ふ情ぜいで、パソコン画面をにらみながら、ちらちらと目をやっているばかりだった。この二人は、深行がクラウスをつれて現れると、先にそちらになじんだ。体は縦横ともにやたらに大きいが、赤みがかった顔に人のよさを浮うかべたクラウスが気に入ったようだ。

「これは、似合うな」

「ぜったい、決まりだな」

　星野と大河内はクラウスの左右に立ち、異口同音に言った。

「きみ、サンタクロースになれよ」

　クラウスは頭をかき、情けなさそうな笑顔になった。

「ボク、きっと言われるような、気がすると思ってましたー」

　朴ぼく訥とつさが大いに受けて、二年男子は、クラウスとあれこれ話をはじめた。

「本気でサンタの扮ふん装そう、たのんでもいいのか？　ドイツのクリスマスは、だいぶちがうものなんだろう？」

「そうです、よく知っていますね。そういう人いると、とてもうれしいです」

　クラウスのほうも、青い目を輝かがやかせて言い出した。

「ボクのとこは、カトリックなので、十二月六日の聖セントニコラウス祭が大祭で、そのイブに、聖ニコラウスがプレゼント配るのが伝統ですね。プロテスタントは、聖人崇すう拝はいをしないので、二十五日の聖誕祭イブに、クリストキントかヴァイナハツマンがプレゼントをもってきます。でも、サンタクロースの名前は、聖ニコラウスの名前を、アメリカに移住したオランダ人が伝えたものです」

「さすが古い。さすがドイツだ」

　星野が感心すると、クラウスはすなおに喜んだ。

「日本のサンタクロース、ボクもわかってます。だから、日本のお祭りと思えばこだわりがありません。ニコニコ顔のやさしいヴァイナハツマンです。ヴァイナハツマン、ドイツ語でクリスマスおじさんという意味ですね。聖ニコラウスは、本当は、もーちょっと子どもに怖こわい人です。怖い顔の従者をつれていて、一年間よい子だった子には贈おくり物をくれるけど、悪い子は、従者クネヒト・ループレヒトがさらっていくと言われます」

　話を聞いた星野も喜んだ。

「それ、〈なまはげ〉に近いよ。ワイルドハントの継けい承しようだよ」

　泉水子が彼らの話に耳をすませていると、真響がそっとささやきにきた。

「やるねえ、村上先せん輩ぱい。これ、クリスマス・パーティを口実にして、あの二人をもっと取り込んでしまえって指示だよ」

「取り込むって、生徒会に？」

「そう。あの二人を味方にしてしまえば、もっと、海外の情報もとれるようになるってこと」

　泉水子が真響の言葉をかみしめているあいだに、仄香がさりげなくアンジェリカにたずねていた。

「アンジェリカのお父さんって、今度のパーティに来るって聞いたけど、本当？」

　アンジェリカは力をこめた。

「そうなのー。ピエール、ワタシの父上」

「父上？」

「日本語で言うときは、父上と呼んでほしいと、ピエールがたのむのだよ」

　仄香は、控ひかえめに笑った。

「あなたが日本文化に注目するようになったのは、やっぱり、お父さんの影えい響きようかな」

「当たりです。父上は、オタクです」

　アンジェリカは気楽に断じたが、オタクという言葉をどう使っているかは疑問だった。ただし、これを耳にした二年メガネコンビは、自分たちの話をやめ、一いつ斉せいにアンジェリカをうかがった。

「父上、自分の趣しゆ味みを仕事に使ってる人なのね。ユネスコの東アジア担当で、日本には何度も来てるよ。父上、今、アキハバラ信者なのねー」

　仄香はメガネコンビに一度目をやったが、続けてアンジェリカにたずねた。

「あなたの父上は、ユネスコにお勤めだったのね。たしか、ユネスコの本部ビルはパリにあったよね」

「そうそう。ワタシのママン、セシルもユネスコで働く人よ。部署はちがうけど」

　母親のことは「母上」と呼ばなくていいようだ。アンジェリカは続けて言った。

「セシルの写真あるけど、見る？　セシルはずっとパリだから、最近の写真を送ってくれたところよ」

　手て提さげを探さぐって、タブレット端たん末まつを取り出したアンジェリカは、画面に写真をアップした。

「わあ、ひと目でアンジェリカのお母さんだとわかる。いっしょに写ってる女の人はだれ？」

「その人、ロシェルさん。セシルの料理友だち」

　泉水子と真響も、興味を引かれて写真をのぞきに行った。アンジェリカ似の金髪女性と、黒くろ髪かみの明らかに東洋系とわかる女性が写っていた。年ねん齢れいは二人とも同じくらいだろう。自宅と見える室内で、くつろいだ様子で写っており、テーブルには料理がたくさん並んでいた。

「セシルは、ロシェルさんから日本料理を習ってる。ダシ取るとか、ショーユ使うとか、今、セシルは燃えているのね」

「ロシェルさんって、日本人なの？」

「そう。パリで結けつ婚こんして、フランス語はとても上手」

　泉水子は、ヨーロッパの家庭で、彼女たちが昆こん布ぶや鰹かつお節ぶしを使って料理している様子を想像すると、不思議な気分になった。

「お料理ができる人って、どこへ行っても得だね。わたしも習っておこうかなあ……」

　佐和の料理を、ただ食べるだけではだめだという気がしてきたのだった。国際結婚をしてパリに住むような女性でも、その地で日本文化を披ひ露ろうできている。

　そばでくすっと笑われ、ふり向くと深行だった。泉水子のつぶやきが聞こえていたらしい。深行の場合、鉄てつ腕わん料理人の佐和も、泉水子のできなさ加減もよく知っているので、言ったことがおかしかったようだ。

（笑うことないのに……）

　泉水子はふくれたくなったが、文句はさし控えた。男子たちも写真を見に集まってきたところで、深行の関心はそちらに向いていたのだ。

「もしも、ユネスコの──」

　深行はアンジェリカに聞きかけたが、思いなおして口をつぐんだ。二年男子に会話をゆずったようでもあり、目につくそぶりはしなかったが、泉水子だけは気がついた。深行の驚おどろきが伝わってきた。

　目を写真にすえたまま、深行は一いつ瞬しゆん息をのんだ。すぐに驚きを押し隠かくし、うわべには何の変化も見えなくなったが、数秒間は口がきけなかった。

　少ししてからは、深行もさりげなく質問をはさんだが、先ほど聞きかけたものとはまったく異なっていた。

「料理友だちって人も、お母さんの職場の人？　それとも近所に住んでいる人？」

「両方かな。ロシェルさんのおうち、郊こう外がいだけどうちに近いほうね」

　アンジェリカは答え、泉水子はどきりとした。

（深行くん、見覚えがあるんだ。この女性、まさか……）

　思い当たると、泉水子まで胸の鼓こ動どうが速くなった。必死で表に出すまいと努めたが、早く深行に確かめたくてならなかった。

　ようやく執しつ行こう部ぶの打ち合わせが終わり、自由に話せるようになると、泉水子はこれ以上待てなくなった。廊ろう下かの隅すみで深行をつかまえ、息せき切ってたずねた。

「ロシェルさんって人、関係ない人じゃないよね。あの人、だれだったの」

　深行は意外そうに泉水子を見返した。

「わかったのか」

「わかるよ」

「くそ、修しゆ行ぎようが足りないか」

　横を向いた深行は、口の中で言った。ポーカーフェイスのほころびが心外であるらしい。泉水子は、自分だから気づいたのだと言いたくなった。

「相楽くんがそんなに驚く人って、あの人、もしかして……」

　あきらめたように深行は答えた。

「そうだよ。香織に似てた。たぶん、他人のそら似じゃないだろう」

（やっぱり……）

　勘かんが当たったと思ったが、それでも泉水子は息をのんでしまった。忙いそがしく脳内に写真を再生してみる。黒髪をシニョンに結った、東洋系を強調したような女性だった。笑顔は柔やわらかだが、明朗で芯しんが強そうなところがあり、パリで暮らすにふさわしいと感じる人だった。その写真だけでは、深行と似かよった面おも影かげがあるのは見てとれなかったが、小こ柄がらではなかった。身長があってもセシルや他ほかの友人より細身の、清せい楚そな美人だった。

　泉水子がこれまでに想像してみた、深行の母親像のどれにも似つかなかったが、確定してみればすんなり納なつ得とくできる部分もあった。

（……香織さんって、ああいう女性だったんだ）

「パリにいるって、本当は知ってたの？」

「いや」

　深行は声を低くした。

「知らないし、再さい婚こん相手のことは、だれからも聞いたことがなかった。ただ、自分で探ってみても、あまりに居場所がわからないから、うすうす海外のような気はしていたんだ」

　泉水子は驚きをこめた。

「すごい偶ぐう然ぜんだね。よりにもよって、それがパリで、アンジェリカのお母さんの友人だったなんて」

「さあな。本当に偶然なのかどうか。とはいえ、ひと目でわかったことには自分でもあきれるよ」

　自じ嘲ちよう気味な口ぶりで、深行は続けた。

「七歳からこちら、会ってないし、その後の写真も一枚もない。顔などうっすらしか憶おぼえていないと思ったのに、見ればわかるんだ。どうしてだろうな」

　単純に喜べるものではないことは、泉水子にも伝わってきた。写真を見てわきあがった感情を、深行ももてあましているのだろう。

「本当に香織さんかどうか……もっと確かめてみる？」

　試ためしにたずねてみると、きつい言葉が返ってきた。

「するか、そんなこと。鈴原も、このことをだれにも言うなよ。もちろん、アンジェリカに言ってはだめだ」

「でも、気づかれずにうまく聞きだせれば。このままにできないでしょう？」

　泉水子はなおも言ったが、深行はきっぱり否定した。

「このままにしないでどうする。香織が海外にゆくえをくらましたのなら、それだけの事情があったってことだ。おれがたまたま香織らしき人物を見たってことは、雪政にも言うなよ。あいつも知らないほうがいい」

「じゃあ、言わない。これは相楽くんのことだものね」

　泉水子は認めた。深行が自分で折り合いをつけることであって、他人は口をはさむべきではなかった。どれほど親身になりたくても、当人にしかわからないことがある。

（わたしだって、だれとも分かち合えないものを持っている。だから、同じだ、だれでもそういうものがあるんだ……）

　うつむいて考えこむと、泉水子がしょんぼりして見えたらしく、深行はいくらか悔くいた様子で口ぶりを和やわらげた。

「気を回すなよ。鈴原が鋭するどいんで、ちょっと驚いた。だけど、香織はおれにとっていない人間なんだ。そうして生きてきたほうがもう長い。大ごとに思わなくていいんだ」

「そう？」

　泉水子が目を上げると、深行はもうさっぱりした面おももちだった。

「おれには、今、遠くの母親より、自分のまわりにいる人間のほうが大事だ。このついでに、九字の護身を解除する真言を教えてやるよ。高柳に結界を解けと言われてただろう、鈴原もこれを使えば、たぶん、解けるはずだ」

　校舎の外に出て、泉水子は、以前に九字の護身法を習ったように、深行から解除法をしばらく習った。結界を解く方法が何かあったはずだと、ぼんやりとしか思い出せなかったので、深行がいちはやく対処してくれるのがうれしかった。

「ありがとう。わたし、相楽くんから教わってばかりだね……」

　お礼の気持ちを示したい、お礼になるものをわたしたいという気持ちは、強くなる一方だった。

（クリスマス・プレゼントだと言ったら、気軽に受け取ってくれるかな……）

　深行は、泉水子の心境には気づかずに言い出した。

「おれは、たいしたことはしていない。鈴原は、もう、自力で学園から式神を追い出すほどの実力者になっている。そのことに自覚をもてよ。これは、おれが言うだけじゃない、雪政だって認めている。その証しよう拠こに、あいつ、鳳城学園から姿を消す気だ。陰おん陽みよう師じとの対決を見守る役目は終わったということだ」

　泉水子は目を見はった。

「えっ、相楽さん、先生を辞やめちゃうの？」

「試験期間から、もう学校に現れていないよ。気がつかなかったか？」

　息を吸いこんだが、そういえば見かけていないと思い当たった。学期末で授業が変則になったせいで、見かけないことがあまり目立たず、まだ生徒も騒さわいでいないというだけなのだ。

「それじゃ、相楽さんって、これからどうするの？」

「そういうことを、前もっておれにことわるやつだと思うか？　知らせる気になるとしたら、音信不通になったしばらく後だ」

　深行は少々憤いきどおりをこめた。

「来るときもいきなりだし、辞めるときもいきなりだ。とにかく、今度のクリスマス・パーティは放置する気だよ。そのくらいには、学園の支配者としての鈴原が信用されたってわけだ」

「支配者って言い方、なんだか、やだなー」

　こぼす泉水子をよそに、深行は真しん剣けんな顔で言った。

「鈴原がそれを忘れたら、大変なことになるぞ。めんどうなのは高柳だろ。なのに、前面に立てるのは高柳で、敵対するものは何かよくわかっていない。けっこう厄やつ介かいかもしれないぞ、今度のパーティ」




　　　　三




　泉水子は、真響といっしょに、土曜のパーティに着る服を早くから決めてあった。

　二人とも、パーティでしか着られない服を新調するのは、後を考えるともったいないという結論に達していた。そこで、ふだんの外出着に使える服に、少し大だい胆たんなコサージュやアクセサリーをあしらい、パーティ用を兼かねることにした。このシーズン、アクセサリーショップにはどこも華はなやいだ品が並んでいて、真響といっしょにあれこれ試して買うのは楽しかった。

　ところが、二日前になり、会場に飾かざりつけの道具が運びこまれるころになって、これがむだになったと判明した。企き画かくチーフの星野が告げたのだ。

「学祭のときの業者にレンタルを発注したら、お得意様ってことで、貸し衣い装しようを十着ほどサービスしてくれたそうだ。先生たちの了りよう解かいを得て、生徒会執行部が利用していいことになった。クラウスのサンタクロース衣装はガチとして、あとのメンバーも、全員が仮装すること。これ、チーフの至上命令ね」

　顔を見合わせたのは一年生ばかりで、二年はどうやら事前に知っていたらしかった。だれもが平然としている。その場にはアンジェリカもいたが、彼女はにこやかに言った。

「ワタシ、最初から仮装のつもりだったから、自前の衣装で参加しますね。父上が用意してくれました」

　一年メンバーは、もう一度顔を見合わせてしまった。学園祭のアンジェリカの派手な武将装束が、父上の趣しゆ味みだったことはもうわかりきっている。なんだかすごいことになりそうだった。

　島本がこわごわチーフに質問した。

「仮装……自分の好きなものを選べるんですか？」

　星野がいかめしく答えた。

「発注済みの範はん囲いなら、選ぶことはできる。選せん択たく肢しの一、シンデレラシリーズ。選択肢の二、赤ずきんシリーズ。選択肢の三、動物の着ぐるみ。以上」

「ええっ、その三つだけ？」

「戦国学園祭では、おれたち、どこまでも黒くろ子こに徹てつしただろ。今回はその逆で、できる限り目立つことでパーティの盛り上げにつとめる。客に受けることが命」

　星野が言うと、仄香もまじめに口くち添ぞえをした。

「そういうこと。もちろん、高柳一条くんには、何が何でも顔を売ってもらうつもりで、鈴原さんにはできるだけ隠かくれてもらうつもり。それには、お下げ髪がみを隠すことができる、着ぐるみの衣装が妥だ当とうだと思う。あとのメンバーは、それぞれによく目立って、みんなで高柳の目立ち方が不自然にならないよう、がんばること。村上会長は土曜に来ることができないけど、これが先せん輩ぱいからの指示です」

　真響は、思わず納得したようだった。感心した声でつぶやいた。

「なるほどねー、そういう手か」

　真夏がたちまち手をあげた。

「おれも着ぐるみがいい。動物の着ぐるみ、一度着てみたかったんだよ」

「如月さんは、何の仮装をするんですか？」

　たずねられた仄香は、大きく胸を張って答えた。

「決まってるじゃない、シンデレラの王子様だよ。王子様衣装は私がゆずらないよ」

　またしてもお姫ひめ様さまになる気がないとわかり、ほとんどのメンバーは、嘆なげく早川委員長の顔を思い浮うかべたのだった。

　当日になり、貸し衣装に着き替がえてみると、仄香の王子様はみんなの予想を上回ってキラキラだった。シンデレラシリーズが、十八世紀前半のロココ調だったせいだ。金糸銀糸で縁ふち取どりした上着にフリルのシャツ、リボンの付いた靴くつ、白い巻き毛のかつらだった。フォーマルドレスの女子でもここまで着き飾かざれないだろう。

　二年メガネコンビは、黒い反り返った帽ぼう子しをかぶり、仄香の恰かつ好こうを地味にした王子の従者に収まっている。ガラスの靴をもって、サイズの合う娘むすめを探して歩く人たちだ。

　泉水子は、トナカイの着ぐるみを着こむことになった。クラウスのサンタに付き添そえばよく、もっとも注目されずにすむからだ。

　控ひかえ室で、ジャージの上におそるおそる茶色のボアの着ぐるみを身につけてみる。小柄な泉水子なので、足の裾すそがたるんで余ってしまうが、だぶついて動けないほどではなかった。

「わたし、着ぐるみを着るのって、これがはじめて……」

「着たことのある人って、ふつうでもそんなに多くないよ」

　背中のファスナーを上げてやる真響が笑った。真響のほうは、三さん角かく巾きんで髪かみを包み、つぎの当たったブラウス、裾がぼろぼろのスカートとエプロンに着替えている。変身前の灰かぶりだ。パーティ後半にはロココ調の王女様ドレスが待っているので、一番目を引く役回りだった。

　真響はきりりとした表情で泉水子に言った。

「今日は、理事長もフロアにいるだろうから、私や相楽であの人に接せつ触しよくして、大人たちの思おも惑わくに探さぐりを入れてくるね。泉水子ちゃんは逆に、理事長や大人にはできるだけ近づかないでね」

「うん、わかった」

　泉水子が被かぶったトナカイの頭は大きかった。子ども受けするコミック調なので、枝角も鼻づらも短い愛あい嬌きようのあるものだが、つぶらな目は泉水子の頭上にあり、のぞき穴は口の部分に開いていた。目の細かい網あみを張った小さな窓で、視界が狭せまく、少しでも頭を傾かたむけると泉水子の目からずれてしまって、外を見定めるのに苦労する。

　ウレタン製の頭は、困るほどに重くはないのだが、うまくうつむけないので足もとがよく見えなかった。自分の身み幅はばもよくわからないため、控え室から移動するにはあちこちぶつけて、思ったより苦労した。ホールまで真響に手を引いてもらうありさまだった。

　それゆえ、ホールに出てみると、飛び跳はねている着ぐるみのオオカミがいることにあきれた。もちろん真夏なのだが、泉水子には、なぜそれができるのか信じられなかった。

　真響も弟にあきれた。

「そんなにテンション上げて、どうするの。着ぐるみってそんなに楽しいの？」

「いや、そうじゃないけど」

　舌をたらしたオオカミは真夏の声で言い、着ぐるみの手て袋ぶくろの手で一方を示した。

「赤ずきんちゃんを見たら、オオカミははりきるべきなのかなーって」

　そちらに顔を向けると、たしかに、真っ赤なフード付きマントの愛くるしい少女が篭かごを持って立ち、二年に取り巻かれていた。よく見ると、絶賛されて力なく笑えみを浮かべる島本航だった。

「あっ、やだ。私より目立つよ、あれ」

　真響が小声で言ったくらい、ベリキュートな赤ずきんちゃんに見える。島本のそばには、黒いマントの魔ま女じよのおばあさんがいて、これが秋あき之の川かわ玲れ奈なだったので、可か憐れんさがさらに際立っていた。

「執しつ行こう部ぶでここまでやって、高柳を目立たせようとするのは無理があるんじゃないの？」

　姉の疑問に、真夏が気のない声で答えた。

「そういう心配はいらなそうだよ。ほら、あれ」

　泉水子が、トナカイの頭を手で押さえてその方向に向けると、ホール入り口から高柳一条が歩いてくるところだった。たしかに、心配はよけいなお世話だった。高柳の仮装衣装は、なんと、平安貴族の狩かり衣ぎぬ姿だった。薄うす青あおい狩衣に裾をくくった袴はかま、中の着物は赤と白の襟えりを重ねて、頭上に高々とそびえる黒い烏え帽ぼ子しは、やや小こ柄がらな彼をいつもより大きく見せている。

（……はまりすぎてる……）

　泉水子も真響も絶句して、近づいてくる高柳を見守った。クリスマス・パーティとしては意味不明だが、受けはまちがいなかった。

「今日はよろしくね」

　トナカイの泉水子をまっすぐ見つめて、狩衣衣装の高柳は言った。

「今朝から制限がなくなったことは、すぐにわかったよ。だから、式神を配置しなおした。いいんだよね、それで」

「……ああ、うん」

　念を押された泉水子は、わずかに頭をうなずかせた。朝一番に、深行から教わった真言を唱えてあった。だが、泉水子自身はそれほど何かが変わったと感じられなかったので、言われてはじめて、解除が成功しているのだとわかった。

（そうだった……今日は、式神がいても我が慢まんしなくてはいけないんだ）

「まわりに迷めい惑わくになるほど、派手に式神を動かさないでね」

　泉水子は釘くぎをさすつもりで言ったが、へりくだる高柳ではなかった。

「それは、あんまり保証できないな。なんと言っても、今日の主役はぼくだから」

　長なが柄えの箒ほうきを立てて持ち、お掃そう除じおばさんのような真響が、顔をしかめてわきから口をはさんだ。

「泉水子ちゃんが認める範囲でそうだということ、肝きもに銘めいじなさいよ。勝手なことをしたら、つまみ出すからね」

　高柳は真響を無視した。泉水子に向かって、同じ調子で続ける。

「鈴原さん、きみは、式神をもっと受け入れるべきだよ。式を使ってこその陰おん陽みよう師じだし、そういうぼくらと手を組む気があるなら、鈴原さんももっと陰陽師を知るべきだ。理解のないところに真の協力は生まれないだろう？」

　泉水子は、警けい戒かいして言い返した。

「これからずっと、学園を式神が使える状態にしろと言いたいんでしょう」

「学園トップとしてぼくを表に立てるという、きみの戦略のためにね。ぼくはぼくで、そこまで人目から隠れたがる鈴原さんのことを、もっとちゃんと理解したいと思うよ。式を封ふうじられたりせず、自由な自分の考えできみの役に立つことだってできるんだ。ぼくはきみを縛しばらないと宣言したのに、きみがぼくを縛っているのでは、ぼくたちの本当のわかり合いは無理だと思わないか」

（高柳くんの言うことは正しい……）

　泉水子もそう考えた。だれかにコントロールされたくないと、あれほど思った泉水子なのに、他人には平気で同じことを押しつけているのだ。今までそれほど意識しなかったので、認めてしまうとたじろぐものがあった。

「たしかに、そうかもしれないけど……高柳くん、式神を使わないですませる方法はどこにもないの？」

「式は、陰陽師の術の本質だ。きみだって、のみこめないことじゃないだろう。きみは宗田みたいに、死し霊りようを扱あつかうのは気味が悪いとは言わないよね。今じゃきみだって、死霊を取り込んでいるんだ」

　高柳は口調を強め、泉水子は、この言葉も認めざるを得なかった。言い返せずにいると、真響が鋭するどく言った。

「泉水子ちゃん、耳を貸しちゃダメ。口から先に生まれてるから、この男は」

　そのとき、ななめ後ろで深行の声がした。

「そういうことだな。鈴原をつかまえてぐだぐだ言うのは、このパーティの後にしろよ。何ごともなく仕切りをすませたら考えてやる」

　会場に姿が見当たらなかった深行だが、いつのまにか近くで会話を聞いていたらしい。泉水子はトナカイの頭を回し、深行を見ようとした。そして、ぎょっとしてわが目を疑った。

「相楽くん……その仮装は」

「仮装だ」

「でも、それ……」

「だから、仮装だって」

　高柳の狩衣に匹ひつ敵てきするほどの、度ど肝ぎもを抜ぬく姿だった。深行は山やま伏ぶし装しよう束ぞくだった。鈴すず懸かけ衣に袴、房ふさ飾かざりの梵ぼん天てんのついた結ゆい袈げ裟さ、手てつ甲こう脚きや絆はんにわらじ履ばきのいでたちだ。頭には固い頭と巾きんをつけ、腰こしには螺かいの緒おを巻いて後ろに引ひつ敷しきをつけている。もちろん手には錫しやく杖じようを握にぎっている。

　山伏装束に身を固めた深行を見るのは、泉水子であってもこれがはじめてだった。しかし、どうしてそこまでする気になったのか、まったくわからなかった。

「でも、それ、生徒会の貸し衣装とちがうよ」

　泉水子が言うと、苦りきった声の深行が答えた。

「他のメンバーに先手を取られて、残った衣装がシンデレラの姉だけだった。どれほど不本意だろうと、二択たくならこっちのほうがまだ救いがある」

「そういう二択……」

　真響も一言あったようだが、前に高柳がいるので、辛しんらつなコメントをのみこんだらしかった。口を出したのは、少し離はなれた場所にいる島本で、泣きの入った声でとがめた。

「ああっ、ずるいぞ相楽ー。女装したのおれだけ？」

「うるさい、褒ほめられていながら文句言うな」

　島本に言い返してから、深行はあらためて高柳を見やった。

「鈴原の力と陰陽師の術は、どこもかぶると思わないが、そっちが理解して協力したいと言うなら、歩み寄りはあるだろう。これからの出方によっては、もっと姫神の事情を明かしてやってもいい」

　高柳も深行の装束を念入りにながめた。

「相楽は、山伏代表としてそう言えるってことかい？」

「たぶんな。今日、世界遺産候補の生徒を見に来るのは、いったいどういうやつらなんだ。留学生の親？」

　深行の質問に、高柳は慎しん重ちような表情になった。

「外国人とは限らない。査察は日本人かもしれない。けれども、どちらにせよ世界基準をよく知っている人間だ」

「式神が見える人物なのか？」

「あるいはね。ただし、式神をどうとらえるかは、国内とは判断基準がちがうかもしれない。ぼくたちには、同国人だからこそ了りよう解かいできることがけっこうたくさんある」

　烏帽子に手をやりながら、高柳はつけ加えた。

「歴史上のものだと特にね。陰おん陽みよう道どうと修しゆ験げん道どうは、世界基準で見る人物ならほとんど見分けがつかないと思うよ。だから、鈴原さんがぼくの陰かげに隠かくれることに関しては、問題ないと言ってもいいよ」







　午後四時になり、ホールを開場すると、あっというまに生徒がつめかけた。

　集まってみると、一いつ般ぱん生徒にも仮装して来た者がたくさんいて、ちょっとしたお面から本格的なコスプレまで何でもありだったので、生徒会執行部の仮装もそれほど浮ういて見えなかった。海外留学生には、学園祭で和装に味をしめた生徒が多かったらしく、意外に着物姿も多い。

　あまりクリスマスらしくなくなっていたが、宗教色を強調しないことは、チーフの星野が最初から意図したことだった。クリスマスツリーに下げるオーナメントも、キリスト教のシンボルをなるべく使わない工く夫ふうがしてある。それでも、モールやリボンやグラスボール、点てん滅めつするイルミネーションをふんだんに使い、会場を飾かざりつけた赤と緑が華はなやかだった。

　教員も多数参加したので、会場内で入り交じった様子は、思ったより大人の比率が多く見えた。さすがに仮装をした教員はいないが、うれしそうにパーティ用の三角帽ぼう子しを被っている。また、壁かべぎわにテーブルセッティングをして、サンドイッチやクッキー、飲み物を配ったのも教員たちだった。

（……本当にパーティって感じ……）

　泉水子が今までよそに見ていた光景が広がっていたが、しみじみひたってはいられなかった。白いつけ髭ひげのサンタクロースはさすがに人気者であり、お付きのトナカイもいっしょに取り巻かれてしまったのだ。サンタの袋ふくろにキャンディが入っていて、集まった人々に配ったのでなおさらだった。そして、参加者たちは、着ぐるみを見ると反射的に握あく手しゆをもとめるものらしかった。トナカイはしばらく握手攻ぜめにあった。

　やがて、ステージで有志の歌と演奏が始まり、いくらか人波が引くと、泉水子は早くも疲つかれた気分になってきた。思ったほど心が浮き立たないようだ。

（どうしたんだろう、楽しいパーティの最中なのに。これは、今日、わたしが結界をつくっていないからだろうか……）

　最近にない、居い心地ごこちの悪い、おかしな気分がするのだった。ホールの生徒に式神が交じっていて、久しぶりに勝手がちがうせいだろうかと考えた。

（思えば、このところのわたしって、ずいぶん気楽に過ごしていたんだ……）

　同じく着ぐるみ姿の真夏は、オオカミの被かぶりものを会場で脱ぬいでしまい、他の生徒に被せてふざけていたが、泉水子はそうするわけにいかなかった。理事長は、はじめにスピーチでステージに立った後は、生徒たちの中に入りこんでしまって、どこにいるのか見つからなかった。バザーの保護者たちも同様だ。トナカイののぞき穴からは、一度に広くを見わたすことができなかった。

「少し休きゆう憩けいしましょう、トナカイさん」

　ふいにクラウスが言った。そちらに頭を向けると、サンタクロースの持つ袋は、だいぶ平たくなっていた。

「控ひかえ室へ行って、ジュースとサンドイッチをいただきましょう。飲み食いなしで働けとは言われませんね。ボクたちも、パーティの参加者」

「うん、そうだね」

　泉水子は、ほっとする思いで同意した。ひどくのどが渇かわいてもいた。着ぐるみの手ではうまくつかめなかったので、クラウスが泉水子のぶんまで食べものを受け取り、二人でいそいそとホールの裏へ回った。

　他人に見られないところでトナカイの頭を脱ぐと、これほど楽になると思わなかったほど楽になった。マスクの中が息苦しかったことに、急に気がついた。

　白いつけ髭をはずしたクラウスが、泉水子を見やって、少し驚おどろいたようにたずねた。

「あれ、顔色よくないですよ。鈴原サン、体調悪いですか？」

「ううん、ちょっと慣れなかっただけ。休めばだいじょうぶ」

　泉水子はあわてて答えた。着ぐるみの手て袋ぶくろを取り、ファスナーを下ろして腕うでを抜き取ってしまうと、すぐにすっきりしたのだ。ありがたくオレンジジュースを受け取った。

　クラウスは、赤白衣装に黒いベルトのサンタ姿で丸いすに腰かけ、おいしそうにサンドイッチをほおばっている。サンタとして働いたことに満足して、会場の裏で食べることは少しも気にならないようだった。クラウスがいっしょに来てくれて助かったと、泉水子は考えた。善良なサンタのおじさんそのものに見えた。

　隣となりのいすに腰を下ろし、クラウスに少しつっこんだことをたずねてみる気になった。これまで、彼と二人だけで話したことはほとんどなかったのだ。

「ねえ、クラウスは、高柳くんが聖書の文句を唱えてもぜんぜん平気なの？　キリスト教徒だと、不ふ愉ゆ快かいにならない？」

　クラウスは濃こい青の目をまばたき、食べるのをやめてしばらく真しん剣けんに考えた。それから口を開いた。

「うーんと。ボクは、不愉快にはなりません。一条が、聖句に力があることを認めているからで、大事なのはそのことです。わかり合える部分と思いますね。ボクと同じ文化の人でも、もっとわかり合えない人、たくさんいます。一条とは、友だちになれる」

「キリストを信しん仰こうしなくても、術として借りたのでも、許してしまうの？」

　泉水子がさらにたずねると、クラウスは思いがけないことを言った。

「キリスト信者同士のほうが、かえって許し合えないこともあります。ドイツにはその過去があります。カトリックとプロテスタントが憎にくみ合い、たくさん殺し合いました」

「それは、そうだね……」

「神学、なかなか寛かん容ようになりませんね。一条のすること、ダメという人は必ずいると思います。でも、ボクはダメと言う前に、一条にできることがもっと知りたいです」

　クラウスは言い、にっこりして泉水子を見た。

「鈴原サンのこともです。そういう人間でないと、ここに来ていませんね。これでもボク、神父になりたいと思ってるんですけど、本当になれるんでしょうかねー」

　のんびりした言い方がおかしく、泉水子は小声で笑った。

「クラウスは心が広いって、わかる気がする。こうして、完全にアメリカ仕様のサンタさんだって、快く引き受けてくれるし」

「拒きよ否ひしなくていいと思います。形や考えが少しずつちがっても、クリスマスは世界共通の心を持っていると思いますよ。日が一番短くなって、闇やみが押し寄せるとき、人々は祭りを行います」

「冬至のためのお祭り？」

　クラウスは考え深げに言った。

「ドイツは日本より緯い度どが高いので、冬はもっともっと暗く日が短くなります。闇に閉ざされた実感あります。そういう季節に光を呼びこむため、祭りで明かりをともします。闇の中は魔まがうろつくことができるからで、それを追い払はらい、魂たましいに希望の明かりをともすためです。クリスマスの飾りが光り輝かがやくのはその意味ですね」







　クラウスと話して気分が晴れ、サンドイッチとクッキーも食べたので、泉水子は、パーティが終わるまで着ぐるみでいられる気がしてきた。

（少しくらい、我が慢まんしなくては。今日のわたしは、ここに隠れてやりすごさなくてはならないんだから……）

　身づくろいしてホールにもどると、ステージでは星野がマイクをもってゲームの司会をしており、大河内がまじめくさってルーレットを回していた。有志持ち寄りの景品が当たるというもので、大勢がそちらに集中している。

「ボクたちも、ビンゴゲームしましょうか。パーティの参加者だから」

「うん、そうだね……」

　泉水子はクラウスに同意したが、着ぐるみの手に持たされたカードの数字には上の空だった。会場を見回すことに忙いそがしかった。

　人々の群れをはじから辛しん抱ぼう強づよく見ていくと、周囲を取り巻かれた高柳の烏え帽ぼ子しが飛び出して立っているのが見えた。囲んでいるのは女子生徒が多かったが、男子も大人もいるようだ。問題なく関心を集めているらしく、けっこうなことだった。

　さらに見ていくと、有言実行の真響が、仄香とともに理事長と向かい合っている姿が見つかった。そろそろ王女姿にお色直しをするころあいなのだが、話が途と切ぎれないのか、いまだに三さん角かく巾きんとエプロン姿のままでいる。

　理事長は終始にこやかだ。あまり大きくない、がっしりした体格の初老の男性で、その役職にしてはいばったところの少ない人物だった。温厚な外見からは、いろいろ画策する人とも見えないが、このへんは何とも言えなかった。どんな話になっているのか気になったが、もちろん聞こえるほど近寄るわけにいかず、泉水子はのぞき穴をそらせた。深行は、理事長との話に加わっていなかった。

　しばらく見回すと、深行の山やま伏ぶし装しよう束ぞくは、だいぶ離はなれた場所でアンジェリカといっしょに見つかった。

　アンジェリカの衣装は、思ったほど奇きをてらっていない。スカートが傘かさのように広がって、バレエの舞ぶ台たい衣装を思わせるが、レースやリボンが女の子らしいパーティドレスだ。髪かみをツインテールにしてリボンを飾っている。しかし、他の生徒たちが「魔ま法ほう少女？」とささやいていたところをみると、仮装であることはまちがいなかった。

　これまで、深行がアンジェリカと個人的に話しこんでいるところを、泉水子はまだ見たことがなかった。けれども今は話がはずんで、他の生徒が入りこめずに遠巻きにしている。アンジェリカが顔を輝かせ、うれしそうに手招きすると、スーツ姿の外国人男性がそばに立った。ピエールかもしれなかった。

（わたし、こんなところで何をやっているんだろう……）

　泉水子はふいに考えた。突とつ然ぜん、マスクの息苦しさが倍にもなったように感じた。

（他人の陰かげに隠かくれて、こんなふうに身をひそめて、パーティものぞき穴からながめるだけで、わたし、いる必要などないのでは……）

　高柳に言われたことを思い返した。そこまで人目から隠れたがる理由をちゃんと理解したいと言っていた。姫神を、世界遺産にしてはならない理由ならある。泉水子がそれを強く望んでいるからこそ、他のみんなも協力を申し出てくれるようになったのだ。それなのに、動どう揺ようしている自分がよくわからなかった。

　アンジェリカやピエールらしき人物と、さかんにやりとりしている深行を見つめていると、深行が、香織のことはこのままでいいと言ったのは言葉だけだと思えてきた。けれども、それで当然だと思えた。

（気にならないはずはない。お母さんだもの……）

　遅おそかれ早かれ、深行はこの先海外へ出ていくだろう。泉水子はそのことに、今から確信をもてるような気がした。気質の上でも能力の上でも、深行はそうなるべきものを持っている。母親ばかりでなく、父親の雪政も海外をわたり歩く人物だ。

（深行くんは、遠くまではばたく未来のある人で、わたしとはちがう……わたしは一生隠されるもので、どこにも出られない。結論を先延ばしにして目をふさごうと、深行くんといっしょに行ける場所などない……）

　着ぐるみのマスクの中の暗さを意識すると、自分だけが闇に包まれているような気がしはじめた。それは、泉水子にふさわしいからだと感じた。本質に闇をかかえているからこうなるのだ。

（わたしって、無意識にみんなを縛しばる存在なんじゃ……高柳くんが言ったみたいに。だれのことも。深行くんのことも）

　パニックが高まってくるのが、自分でも意識できた。意味もなく叫さけびだしたくなったのだ。それをぐっとこらえたとき、講堂内の照明とクリスマスのイルミネーションが、ふっと途と絶だえた。
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　講堂のホールに窓はなく、照明がなければ真の闇だった。パーティ会場のだれもが息をのんで身動きを止め、声を上げる前に一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくがあった。

（いけない……）

　今では自分のしわざだとわかる泉水子が、必死になって念じ続けると、ありがたいことに一、二秒で光がまたたき、再びあたりを照らしはじめた。

「なんだよ、停電かと」

「学祭のときと同じかと思っちゃったよー」

　どっとわき上がる安あん堵どの声があちこちから聞こえた。ステージ上の星野が、マイクが通ることを確かめようと何か言っている。

（危なかった……）

　気がつくと、冷や汗あせでびっしょりになっていた。額をぬぐいたいが手が届かない。泉水子は、深呼吸して落ち着こうとつとめたが、間かん一いつ髪ぱつで阻そ止しできたことも、気持ちを明るくする要因にはならなかった。だんだん救いようのない思いにとらわれた。

（いけないのは全部わたしだ。わたしひとりが闇の中にいればいいものを……）

　これまでずっと泉水子は、自分を見つけ出すものを恐おそれていた。けれども、今は、真にすくみあがるほど恐ろしい何かとは、泉水子の外側ではなく内側にあるという気がしてきた。この闇は、泉水子がどれほど明るい場所に出ようと泉水子から離れていかないのだ。

（わたしは、少しも人間らしくないし、人間から正しいと言われる存在でもない……）

　戸隠山の深層に入ったとき、方向性のない闇の底に沈しずんでいく感覚があった。そのときと同じような感覚が、今、着ぐるみの中の泉水子にもあった。小さな泉水子の体内にある闇が、戸隠と同じほどに広大で、同じほどに深い。

　ふいに思い出した。聖ニコラウスは、よい子には贈おくり物をくれるが悪い子には何もくれず、怖こわい従者がさらっていくのだ。だれもが均等に祝福されるわけではないのだ。そのことが、身にしみてわかる気がした。

「泉水子ちゃん」

　すぐ近くで真響のささやく声がして、泉水子は驚おどろいた。いつのまにそばに来ていたのか、少しも気づかなかったのだ。だが、のぞき穴を合わせると本当に真響だった。まだ灰かぶりの姿で、他の人々に気づかれないよう、トナカイには背中を向けて話している。だが、声の調子は鋭するどく、真響の緊きん張ちようが伝わってきた。

「ねえ、私、前は式神を見分けることってできなかったはずなんだけど、どうしてか今回見えちゃうのよ。会場にうようよしてきた。これってどうして？」

「式神？」

　泉水子は息をのんだ。あわててまわりに視線を走らせる。だが、全部がパーティ客にしか見えなかった。

「わたし、まだ見えない。着ぐるみだとものが見えづらくて……」

　真響は驚いたようだった。

「泉水子ちゃんには見えていないの？　何が起きているんだろう。ちょっと、真夏が見ているかどうか確かめてくる」

　そう言って、真響はさっと離れていった。泉水子は茫ぼう然ぜんとしたが、たしかに何かが変だと思えてきた。

　目をこらしてみても、式神かどうかがわからない。それもそのはずで、会場の人々全員の影かげが薄うすまって見えるのだった。以前、式神の小こ坂さか信のぶ之ゆきを見て感じたように、体が粗あらい粒りゆう子しでできていて、今にも分解されそうな様子に見える。だれもかれもが同じだった。

（どうなっているの……）

　うろたえて会場を見回すうちに、深行と高柳がいっしょに目に入った。深行が高柳のそばに駆かけ寄り、早九字を切ったところだったからだ。

「臨りん、兵びよう、闘とう、者しや、皆かい、陣じん、列れつ、在ざい、前ぜん」

　高柳も、深行と同じに縦横に切るしぐさをしていた。高柳が九字を切るのを見たのは、これがはじめてだった。

「朱雀すざく、玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、勾こう陣じん、南なん斗と、北ほく斗と、三さん台だい、玉ぎよく女じよ、青せい龍りゆう」

　護身をしたせいなのか、深行と高柳だけは周囲の人々より薄まって見えなくなった。マスクの中では、遠くの音はうまく聞こえないのだが、深行が高柳に言った声はよく通った。

「限度があるだろ。得意がってこんなに式神を集めたら、今にふつうの生徒だって気がつくぞ」

「人を非難する前によく見ろ、こいつらは式神じゃない。別のものに変えられているんだ。ぼくは、さっきから数を減らそうとしている」

　高柳がかみつくように言い返していた。実際、彼はふところから出した人ひと形がたの切り紙を口に当て、近くの着き飾かざった女子生徒に吹ふきかけている。切り紙がさわると、その女子生徒は消え失うせた。だが、泉水子には他の人間とのちがいが見えていなかった。

「あっそ、じゃあ、消していいんだな。おれだって遠えん慮りよなく消すぞ」

　いらっとした様子で深行は言い、錫しやく杖じようでなぎ払はらうという、本当に遠慮のないやり方で目星をつけたものを消しはじめた。しかし、深行が見分けているものも、やはり泉水子にはまわりと同じに見えた。

　真響の声が、深行と同じでよく通った。

「そこのポチ。結局式神をコントロールできないくせに、大きな口をたたかないでよ」

「だれがポチだ」

　高柳が無視できずに言い返している。泉水子がトナカイの頭を回すと、真夏が着ぐるみを上半身脱ぬいで腰こしに巻きつけ、姉と二人で手を取り合って歩いてきていた。真響は、さらに高柳に告げた。

「もう、あんたはいいから、真澄の出番にする。真澄がぜんぶ片づけちゃっても、文句言いっこなしよ。大人への申し訳はあとで考えて」

　真夏は真しん剣けんな表情で、姉と二人で複数の印いん明みようを結んだ。けれども、そのあとになって、気がついた様子で真響を見やった。

「あっ、まちがえた。おれたち、真澄を今すぐ呼ばないほうがよかったのかも……」

「どうして」

　真響が驚いてたずねると、今は出現した真澄本人が問いに答えた。

「真響ー、どうしていつまでも王女様に着き替がえないんだよ。おれ、ぜんぜんやる気が出てこないよ」

　真響のぼろいエプロン姿をして、三角巾を被かぶった真澄は、拗すねた様子でその場にしゃがみこんでしまった。

「おれが、着たところを見ないとうまくまねできないって、よく知ってるくせに……」

「わかった、わかった。今、着替えるから」

　真響はあきれた声こわ音ねで言い、急ぎ足でその場を離れた。

　不思議なのは、これらの騒さわぎに、他の生徒や教員、保護者がまったく関心を示さず、お互たがいの話を続けていることだった。高柳や深行に消される者は、さすがに後ずさったり避よけたりするのだが、他の人たちは彼らの行動を気にとめない。逃にげようとする者の動きが緩かん慢まんで、混乱を引き起こさないのもたしかだった。

（もしかして、これは別の層？　現実じゃない場所のできごと……？）

　泉水子は、ようやく気がついた。さっき一瞬照明が消えた後、元どおりに直したと思ったのに、何かが少しずれていたのだ。

（ここは、わたしが内側にもっている場所……？）

　式神が判別できない理由は、そう考えればうなずけた。全部が泉水子の一部だからだ。深行たちがいつもどおりにふるまっているのが奇き妙みようだが、願望混じりの現象なのかもしれない。

（わたし、自分の内側にのみこまれちゃってるんだ。もっと、ちゃんと外の現実を見なくては……）

　外界のない世界にいるとき、外側を意識するのは難しい。ひどく気が進まないが、とりあえずパーティ会場の外に注意を向けてみた。

　講堂の外はとっくに暗くなっている。その暗さとキャンパスの木々を鳴らす木こ枯がらしの冷たさが味わえた。風の音の中に、遠えん雷らいのようなかすかなどよめきが聞こえる。

（ああ、近づいてくる……）

　泉水子は、いやいやながらも認めた。認めてしまったら最後、音は徐じよ々じよに大きくなるのだ。感覚を鈍にぶくしてやりすごしていたものが、今では少しも役に立たなかった。近づく音おん響きようの不快さが増してくる。重低音がおなかの底を震ふるわせるようだ。

　雷らい鳴めいに似ているが、本物の雷かみなりとは異なっていた。地鳴りのような低い音と甲かん高だかいざわめきが入り混じっている。地鳴りはたくさんの馬のひづめの響ひびきに似ており、甲高いざわめきは犬の吠ほえる声に似ていた。

（……ワイルドハント？……）

　思い当たると、もうそれ以外は考えられなくなった。泉水子も試験後に調べてあったのだ。日本の百ひやつ鬼き夜や行こうにも似た、亡者たちの狩人かりうどの群れ。冬至の季節には、嵐あらしとともに闇やみをさまよう死し人びとの集団──

（魂たましいを狩かる、闇の狩人の乗る馬は黒馬、猟りよう犬けんは黒犬……）

　不ふ吉きつさで胸を揺ゆさぶる衝しよう撃げきとともに、轟ごう音おんをあげて講堂の入り口すべてが開いた。

　霧きりのような、白いもやがパーティ会場に流れこんできた。

　鳴き立てる犬の群れが、外のロビーに入ってきたのがわかる。飛び跳はねながら一いつ斉せいに駆けこんでくる。もやの中央に黒い影が浮うかび上がる。先頭の馬が重量のあるひづめで床ゆかを打ち、鼻嵐を吹き、まっすぐに進んできた。馬具の金具を鳴らし、黒馬の巨きよ体たいがあたりを圧しているが、騎き乗じようする狩人たちは馬より空くう疎そにできていた。つばのある帽ぼう子しやマント、ブーツや手て袋ぶくろの中身は少ししかない。ミイラ化しているかむき出しの骸がい骨こつかのどちらかだった。

　白いもやがあたりに広がって、パーティの人々が見えづらくなる。だが、だれも騒いでいなかった。人々は闇の狩人には関係ないし、闇の狩人も人々が目的ではなかった。彼らがわざわざ狩りに出てきたのは、そして亡者の仲間に加えたがっているのは、泉水子ただひとりだった。

（わたしの問題だ……）

　着ぐるみの中の闇に、これだけのものが広がっているのだ。泉水子がついにそう理解しかけたとき、なぜか隣となりのクラウスが悲鳴をあげた。

「うわあ、犬。犬だけはかんべんしてください、鈴原サン」

「クラウス、見えるの？」

「猟犬、サイアクです。ボク、嚙かまれたんです」

　クラウスに目を向ける余よ裕ゆうはないが、真剣に怯おびえる声音を聞けば、黒い犬が見えていることはまちがいなかった。泉水子は、またわからなくなり、困こん惑わくして息を吸いこんだ。

「どうなってるの……」

「鈴原」

　すぐそばで、深行の声が聞こえた。深行が近くにきていたことも、泉水子はまったく気づかなかった。必死に手で押さえてトナカイの頭を向けると、山やま伏ぶし装しよう束ぞくの深行が錫杖を斜ななめにかざし、威い嚇かくするようにホール入り口に向けているのがわかった。

「深行くんにも、見えるの？」

「当たり前だろ。何のために和わ宮みやがいる」

　深行は平然と言ったつもりのようだが、いくぶん声がうわずっていた。黒馬に乗った亡者と黒犬の群れが、ホールを突つき進んでくるのだ。犬のつんざく鳴き声とひづめの響きの他にも、不快な無音の絶ぜつ叫きようが立て続けに上がり、耳ではなく肌はだに直接食い入るようだった。高い金属音も鳴り続け、鼻の奥にはいがらっぽい死の匂においがただよう。

　たくさんの音に負けまいと、深行がトナカイのマスクに顔を近づけてどなった。

「そこにいる、わけのわからないのを追い払うんだ。いいから高柳を表に立てろ」

　泉水子は固かた唾ずをのんだ。これが現実の深行に言われることなのか、ただ夢に見ているのか、もう判別できなかったのだ。あいまいなまま弱々しい声で答えた。

「もう、追い払えないよ。ここはわたしの中だもん。だから、隠かくれているのももうむだだし……」

「なに言ってるのか、よくわからないが、ちゃんと思い出せよ。おまえが護身を解いたから、侵しん食しよくされてるんだろ」

　深行はトナカイの着ぐるみの肩かたをつかみ、目を覚まさせるように揺さぶった。

「しっかりしろよ。みんな、がんばっておまえを隠しているんだぞ」

　厚いボア越ごしの鈍い感覚ではあるが、泉水子に、深行の手のひらの感かん触しよくが伝わった。おそまきながら、ここが自分ひとりの闇の中ではないことに気がついた。

（……ああ、そうだ。結界を張りなおさなくてはいけないんだ……）

　現実がごっちゃになる原因がふいにわかった。泉水子は、キャンパスを取り込むほど広く護身したことを、本当の意味ではわきまえていなかったのだ。

（冬至は、闇が一番深くなるって、こういうことだったんだ……）

　はじめて自分の目を開いたような気がした。光がさした。

　泉水子の力も、闇の季節には闇の影えい響きようを受けるのだ。そのことを知らなくてはならなかったのだ。夏と冬がめぐるように、昼と夜がめぐるように、この世界はいつでも少しずつ光と闇の配分が移り変わっている。その精せい妙みようさの中で、何かを一定に保つこととは、座標を固定することではない。くり返し調整しなおすことだ。

（わたしから闇を追い払うことはできない。でも、闇に通じるほころびがわたしの中にあることに気づくなら、自分の構え方を変えられる。闇に取り込まれずにすむ……）

　泉水子の発見をよそに、深行は関係ないことを言い続けていた。

「おれだって、宗田と同じで、高柳を立ててうれしいわけじゃないぞ。ただ、適材適所を認めるというだけだ。宗田たちには悪いが、ここで真澄にこの場をまかせたらだめだ。あんなに大きな霊れい的てきなものを喰くわせたら、手に負えないほど増長する」

　深行があまりに深行のままなので、これは夢ではないと確信した泉水子は、答えることができた。

「うん、わかった」

　すると、深行はあらぬ方向に声をかけた。

「準備オーケーだそうだ。やってもいいぞ、高柳」

　高柳一条も、ワイルドハントの到とう来らいを目まの当たりにしてしまい、想定外の規模にあっけにとられたようだった。術を放つのをためらっていて、深行にうながされてから、やけくそのように唱えた。

「悪あつ鬼き退散。急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう」

　高柳が息を吹きかけて飛ばした紙人形は、闇の狩人の大きさや数に比べると、ちっぽけな薄うすい紙切れに見えた。侵しん入にゆうする集団の勢いに吹き返されそうになって、ひらひらと上方に舞まい上がる。

　ところが、たよりなく見えた呪じゆ符ふは、舞い上がった場所でつぎつぎに姿を変えた。光こう芒ぼうができるほど強きよう烈れつな金色の光を放ち、まばゆい数個の玉になり変わったのだ。一いつ瞬しゆんの後には鳥の翼つばさをはやし、白いもやの中に輝かがやきの尾おを引いて飛び回り始めた。

　あまりに輝くので、形がよく見てとれないが、Ｖ字形の翼は小型の猛もう禽きん類るいに似ている。それらは滑かつ空くうしながら分ぶん裂れつして倍々に数を増やし、あっというまにホールに満ちてしまった。そして、黒い狩りの一団は、それ以上前進できないことが明らかになった。耳を圧する音響が勢いを弱め、猟犬たちの跳ちよう躍やくもみるみる静まる。

　さらには、黒馬と狩人たちの姿が溶とけるように色いろ褪あせていった。漆しつ黒こくから濁にごった灰色に変わり、もっと薄くなって煙けむりの灰色になる。犬と馬と亡者たちは、光の鳥たちにつつかれて退散していった。







　クリスマス・パーティはまだ続いていた。

　どのくらいの人数が異変に気づいたかは、だれにもわからなかった。だが、妙みような気配くらいはみんながどこかで感じたかもしれず、パーティ前半にあった活気がやや沈しずんでいた。そこへ、真響が舞ぶ踏とう会のシンデレラ衣装で登場し、仄香の王子様と並んで立ってみせたので、会場は再び盛り上がり、やんやの喝かつ采さいを浴びせた。

　泉水子には、真響のお色直しが見物できなかった。黒い亡者たちが消え失うせ、場が現実のパーティにもどったことがはっきりすると、急にひざから下の力が抜ぬけてしまったのだ。深行とクラウスがそのことに気づき、両りよう脇わきをささえてホールからつれ出した。

　控ひかえ室側の扉とびらを出るやいなや、泉水子は廊ろう下かに座りこんでしまった。立ち上がれない様子を見て、深行があわててトナカイのマスクを取りはずす。

「だいじょうぶか、鈴原」

　すっかり青ざめて汗あせをかき、あえぐような息をしている泉水子が現れた。お下げ髪がみはほつれ気味で、髪のいく筋かがこめかみにはりついている。

「こっ……怖こわかった……」

　そばでクラウスが、まじめな表情で同意した。

「わかります。あのマボロシは怖かったです。よくがんばりましたね」

「いったい、何が起きていたんだ」

　困惑した顔で、深行がたずねた。

「どうして、パニックを起こしてるんだ。今回、だれもおまえにちょっかい出していないだろ。着ぐるみを着て立っていただけのはずなのに、電気は消えそうになるし、会場に別の層ができかかっているし……」

「鈴原サン、具合悪そうでしたよ。さっきから」

　泉水子はしばらくあえぐばかりで、口をきくこともできなかった。だが、鋭するどい恐きよう怖ふも体の震えも、少しずつ引いていくものではあった。危難は去り、今は深行やクラウスとじかに話ができるのだ。とはいえ、事情を説明する言葉は、息が静まってもうまく見つからなかった。

　とりとめなく、思いつくままに言ってみた。

「……着ぐるみの中、暗くて。だから、だんだん息がつまってきて。まわりの人が少ししか見えなくて、みんながすごく遠くにいると思えて。それで、自分ひとりだと感じてしまったの」

　深行がいきなり指し摘てきした。

「鈴原、それ、閉所恐怖じゃないのか。閉所恐きよう怖ふ症しようの気があって、着ぐるみを着たから気分が悪くなったとか」

　泉水子は何度もまばたいた。今まで意識したことがなかったのだ。けれども、よく考えてみると、閉とざされた空間は前から好きになれなかった。我が慢まんしすぎて、自分の不快感の原因がマスクを被かぶったことにあったとは気づいていなかった。

「……そうだったかもしれない。マスクの中が狭せまくて、手も足も全部くるまれているのが、すごくいやだったから」

　驚おどろきながら認めると、深行は大きなため息をついた。

「着ぐるみはいやだって、どうして最初に言わないんだよ。ばかだな」

「だって、言えっこないよ。みんな、わたしのためを考えてくれたのに」

　泉水子は力なく抗こう議ぎしたが、深行は顔をしかめた。

「親切があだになってりゃ、世話ないだろ。いやなものはいやだとはっきり言えるようになれよ。黙だまっているから、大ごとになるところだったじゃないか。あの、最後のすごいやつは何だよ。力をコントロールできるようになってから、死し霊りようをレベルアップさせてどうする」

「知らないよ。あれは、勝手に出て来ちゃったんだもの」

　泉水子は、深行が無関係な立場で怒おこっているのを見ると、かすかにむっとしてきた。そのせいで、少し気力が回復するのがわかった。

「わたし、いやだって言えなかったけど、今から言ってもいいなら言うよ。みんなが楽しく笑ってしゃべっているとき、着ぐるみを着て立っているのって、けっこう大変なんだから。やった人にしか、こういうのはわからないんだから」

（パーティの隅すみっこに立っているだけじゃ、せっかく買ったクリスマス・プレゼントだって、わたせる気がしないじゃない……）

　怒るよりは泣きたかったことに気づいてしまうと、まつげにたまる涙なみだをこらえる余力がなくなった。そのままあふれて、トナカイの茶色の毛にしたたった。

「……わたしには、はじめてのパーティだったのに」

「わかった、ストップ。わかったから泣くな」

　深行が急にあわてて言った。座りこんだ泉水子の隣にかがみこみ、着ぐるみ姿から出た小さな頭に手しゆ甲こうをつけた手を乗せる。

「我慢したってことは、よくわかったから、こんな場所で泣くな。現実のパーティには何も起きなかったんだ、おれたちは成功したと思っていいんだ。ここは笑っていいところなんだぞ」

「うん……だけど」

　泉水子は、まだ涙をこぼしながら言った。

「わたし、今日のパーティに着る服、ちゃんと用意してたのに。アクセも」

「だから、そのくらいのことで泣くなって」

　深行はあっさりしりぞけ、泉水子が言い返す前に続けた。

「着き飾かざる機会ぐらい、今日じゃなくても他でつくればいいじゃないか。鈴原がそんなに惜おしいと思ってるなら、おれが何か考えてやるよ。イブはまだこれからだし」

　すすり上げながら聞いていた泉水子は、急に涙が止まったことに気がついた。着ぐるみの手で目をぬぐってからたずねた。

「何か考えるって……何を？」

「おれたちの内輪のイベント。カラオケへ行ってもいいし、映画見てもいいし」

「ほんとう？」

　泉水子が泣きやんだことがわかり、クラウスが、あからさまにほっとした顔つきになった。

「ボク、パーティの最後に出すケーキ、もう出てるか見てきますね。鈴原サンと相楽のぶんも取ってきますから、いっしょに食べましょう」







　泉水子たちが、控え室に座って紙皿のケーキを食べていると、そこへ高柳一条が入ってきた。

　狩かり衣ぎぬ姿だが、今は丈たけの高い烏え帽ぼ子しを脱ぬいでいたので、前ほど大きくは見えない。表情も、パーティの開始前よりずっと神しん妙みようだった。

「鈴原さんを隠かくさないといけないという意味が、ぼくにもようやくわかったよ。力のレベルの問題じゃない。次元の問題なんだ」
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　高柳が前置きなしで言ったため、三人は少々きょとんとして食べる手をとめた。深行が用心深く聞き返した。

「おれたちが、また別の層に入っていたことを言ってるのか？」

「鈴原さんの力は、陰おん陽みよう師じの術の対極にあるのかと思っていたら、そうじゃなかった。すべての術の源泉だ。一つ上の次元だ」

　くちびるを湿しめして、高柳は続けた。

「ぼくの式神を、鈴原さんは封ふうじていたんじゃなかった。封じたり縛しばったりすることは、彼女はもともと不得手なんだ。そうじゃなく、根底から変質させてしまうんだ、自分の式でもないのに」

　深行は、あまりとんちゃくせずに言った。

「変質して得をしたのは高柳じゃないか？　おれの見たところ、前より術が強力になっていたようだぞ」

　高柳は言い返した。

「陰おん陽みよう道どうには、則のりと理ことわりがある。根本的にはカオスをなすこの世のものごとに、則や理にかなった縛りを与あたえる思想だ。だから、魔まを封じるための術が基本なんだ。鈴原さんの力はそうじゃない、何でもかんでも増ぞう殖しよくさせるんだ。源泉なんだ」

　ケーキの残りを大口で食べ終えると、深行は紙皿を置いた。

「それで？」

「それでって。相楽は、あんなものを見せられたというのに、どうして恐おそろしいと思わないんだ。鈴原さんは、善し悪あしに関係なく増ぞう幅ふくさせてしまうんだぞ。ぼくの式神だろうと、正体不明の死霊だろうと」

　高柳は両手を握にぎりしめて言いつのったが、深行は肩かたをすくめた。

「さあな、もう、慣れっこなのかもな。おまえの言うことがわからないわけじゃない、源泉だからこそ、姫神は山やま伏ぶしたちに姫神という名前で呼ばれるんだ。だけど、怖がってばかりいてもばかばかしいだろ。そんな力を持っている鈴原自身は、ただパーティの服のことを考えてるっていうのに」

「相楽くん、その言い方ひどいよ」

　泉水子は文句を言って、紙皿を置いた。だが、すでに気持ちが治まっていたので、自分のしでかしたことを冷静に見られるようになっていた。高柳と目を合わせても、うろたえることなく言うことができた。

「わたしだって、高柳くんが言ったようなこと、今日は自分でよく考えたよ。高柳くんが感じていること、きっと、まちがっていないと思う。だからこそ、陰陽師も、山伏が隠してくれたようにわたしを隠してくれないと。わたしがおかしな何かに利用されてしまわないように」

　高柳は泉水子を見て、小さくため息をついた。

「ぼくの式神がとんでもなく強力になっていて、そのまま、ぼくの手て柄がらにされたことは認めるよ。見たままのものかどうかはわからないが、会場に押し寄せたものは、術を試ためす何かの試みだったんだろう。少なくとも結界やぶりの何かだった」

　深行が隣となりの泉水子を見やった。

「あそこに現れたのが、西洋ものの化け物だったのは、鈴原が星野先せん輩ぱいの話に引きずられたせいなのか？」

「そうかもしれないけど……」

　自分自身であそこまで恐ろしくしてしまったのかと思うと、泉水子にも悔くやむものがあった。

「このキャンパスになじみがないほど、外から来たものだったのはたしかだと思う」

　高柳は複雑な表情で言った。

「こういうことは、これからもあるよ、おそらくね。ぼくたちの提てい携けいには、まだまだ研究の余地がありそうだな」

「そうそう、研究は必要ね。でも、今日の時点でも、合格点には達したよ」

　高柳の言葉を、思いがけない声が引き取った。控ひかえ室の四人が入り口に顔を向けると、傘かさのようなピンクのスカートを広げたアンジェリカがそこに立っていた。

「みなさん、すてきな生徒さんだって、父上がたいへんご満足でした。お手並み、鮮あざやかです」

　アンジェリカは屈くつ託たくなくその言葉を口にした。

「父上は、みなさんが紀き伊い山地みたいな世界遺産になるかもしれないって、言ってたよ」

　泉水子は、実家のことを言われた気がしてどきりとした。

「紀伊山地みたいなって、あの、どういうこと？」

「紀伊山地の世界遺産は、例のない複合遺産ね。寺も神社も分けずに霊れい場じように数えて、宗教のちがうものが巡じゆん礼れいの道でつながっている。そんなふうに、あなたたちもチームで世界遺産候補に推すい薦せんできるかもしれない──というふうに、父上が言ってます」

「チームで……？」

　あぜんとしてから、高柳があやしみながらたずねた。

「アンジェリカ、だれをチームと言っているんだ。まさか、宗田たちまで含ふくめて？」

「ぜんぶ含めて。生徒会も」

　華はなやかな笑え顔がおで、アンジェリカは答えた。

「鈴原サンと、鈴原サンの守りのぜんぶが貴重です。それに、みなさんはまだ知らないと思うけど、これこそが理事長の目指しているものだったのね。父上、ついにその気になってしまいましたー」
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　十二月の終業式は二十二日だった。

　家が遠くにある生徒は、この日のうちに帰省する者も多い。けれども、泉水いずみ子こと深み行ゆきと宗そう田だきょうだいは、二十五日まで学園に残ることにしていた。深行は、泉水子に約束した「内輪のイベント」決行を忘れなかったし、真ま響ゆらと真ま夏なつもそれに乗ったからだ。

　ところが、終業式前日になって妙みような具合になってきた。カフェテリアで白いテーブルを囲み、いつもの四人で昼ご飯を食べ終えたとき、深行が言い出した。

「じつは、二十四日のイブ、ホームパーティに来ないかという誘さそいがあったんだ。ここにいる全員に。アンジェリカが主しゆ催さいして、親しい友人を他にも十名くらい招くんだそうだ。おれたちの予定、どうする？」

「ええっ、パリで？」

　思わず言った泉水子を、深行はあきれた目で見やった。

「そんなの、招待されても無理にきまってるだろ。アンジェリカの父上ってのは、都内に借りたマンションがあるらしい。これ、おれたちの招待状」

　深行は三人に封ふう筒とうを配った。宛あて名なに個人の名前が書いてあり、クリスマスらしい飾かざりのついたカードには、日時や場所の案内がしるしてある。泉水子なら当然のこと、宗田きょうだいであっても、正式に招待状を出すようなパーティははじめてだった。めずらしげに、しばらくカードをしげしげ見つめてしまう。

「場所が港区だ。アンジェリカの父上、やっぱりそうとうなお金持ちだわ」

　真響はうなってから、探さぐるような目を深行に向けた。

「で、どうして、この話が相楽さがらを通して入ってくるわけ。アンジェリカに何か話した？　相楽って、最近アンジェリカとやけに親しいんじゃないの」

　泉水子は急いで深行の表情をうかがった。泉水子もそれが聞きたかったのだ。

　深行は、勘かんぐられたことには無関心だった。特に引っかかりもせずに答えた。

「ちがうな、仲ちゆう介かい者はクラウスだ。おれにもあいつから話が回ってきた。鈴すず原はらが、学園パーティで楽しい思いをしなかったってこと、あいつがアンジェリカに話したらしい。集まる生徒は留学生が多いだろうとも言っていた。だけど、鈴原がリベンジして着飾る機会にはなってるぞ」

　泉水子はとまどいながら、もう一度招待状の文面をながめた。未経験の度合いで言えば、カラオケも映画もホームパーティも、泉水子にとっては同じに未知のものごとだった。街に出て遊ぶだけで一大イベントなのだ。

「この四人で行くなら、どこへ行ってもいいけど……」

　深行が、別の機会にクリスマス・イベントをつくると請うけ合ったとき、泉水子が、初デートの話かと思ったことは秘密だった。その後、あっさり真響と真夏にもちかけるのを聞いて、気が抜ぬけたようなほっとしたような、複雑な気分になった。だが、四人でいるのが泉水子にとって一番気安いのはたしかで、今は、この顔ぶれなら何でもしてみたいと考えていた。

（……でも、アンジェリカのパーティというのは、ちょっと引っかかるような）

　真夏は、ホームパーティにあまり乗り気になっていなかった。カードをつまんでひらひらさせながら言った。

「前の企き画かくのほうがいいな、おれたちだけでカラオケボックス。めんどくさい気がねがいらないじゃん」

　真響が、はっと気づいたように言った。

「アンジェリカが招く友だちって、あの高たか柳やなぎも入ってるんじゃないの」

　深行もうなずいた。

「聞いてはいないが、それはあり得る」

「じゃあ、やめようっと……と、言いたいところだけど、気になっちゃうものはあるね」

　真響はいすの背にもたれ、脚あしを組んだ。

「アンジェリカの父上って、私たちを、チームでまとめて世界遺産候補って方向で考えているんだよね。あれ、どう思う？　感謝するべき？」

「宗田は、どう考えてるんだ。そっちのほうが聞いてみたいよ」

　逆にたずねて、深行は言った。

「学園内でのしのぎ合いがなくなれば、おれや鈴原がありがたいのは当然だ。けど、宗田の立場では、まだ納なつ得とくできないんだろう？」

　冬晴れの日ひ射ざしが、大きなガラス越ごしに明るく射しこんでいる。テラスに近いテーブル席は、まるでサンルームに座っているようだった。試験後は半日授業なので、カフェテリアの中はかなり空すいている。閑かん静せいで居い心地ごこちがよく、昼食をとりにきた生徒は、多くがいつまでも座りこんでいるようだった。泉水子たち四人も同様で、上着を脱ぬいだＶネックのセーター姿で、くつろいで腰こしかけていた。

　真響は少しあたりを見やってから、肩にかかる髪かみをはらって答えた。

「……そんなことないよ。私、自分が候補になることは、すっぱり見切りをつけていたから、パーティ会場で理事長にそれっぽいことを言われたとき、意外でけっこううれしかった。自分には資格がないと考えず、発想を切り換かえればいいのか──って思った。泉水子ちゃんといっしょに、泉水子ちゃんを守る立場でそうなればいいんだって。パーティ途と中ちゆうで式神が暴れ出したとき、この子には守りが必要だって、私自身がまじに思ったしね」

　言われる泉水子も、守りの必要性を認めるしかなかった。自分が闇やみに落ちたままだったらと考えると、今でもおなかの底が冷たくなってくる。しおしおと言った。

「わたしって、自分でもわかっていないことが、まだまだたくさんあるみたいで……あのときも、その場になって気づいたことがかなりあって。たよりなくてごめんね」

「わかっていないといえば、私も不思議だった。いつのまに、私にも式神が見えるようになったんだろう。前は、泉水子ちゃんの言う人間とのちがいが何のことか理解できなかったのに」

　真響が思い出したように言うと、真夏も応じた。

「おれも、前以上によく見えた。これって、あれじゃないかな。キャンパスが鈴原さんフィールドになってから、少しずついろいろ変わってきてるんじゃないかな」

「泉水子ちゃんの目を通したものになっているってこと？」

　真響は小首をかしげてから、しぶる調子で言った。

「これ、高柳の前で言いたくないんだけど、式神ってはっきり見ちゃうと、わりと平気だったんだよね。絶対にいちゃだめだと思えなくなってきたというか……」

「おれは最初から思ってなかったよ。だから、真響は意地をはりすぎるんだって」

　弟に言われると、真響はあごを上げてつんとした。

「式神使いかどうかが、陰おん陽みよう師じとの分かれ目だというのに、線引きするのは当然でしょ。今だって、高柳が術者として最高だなんて認めないんだからね。ただ、いても我が慢まんできるかもしれないって思っただけよ」

　真夏は笑い、あっけらかんと言った。

「あんなのは、ポチのおもちゃだと思えばいいんだよ。どうせ神しん霊れいの真ま澄すみのほうが格上だし。それに、鈴原さんが許すから気持ちよくいられるのは、真澄だって同じだろ。あいつを学園に呼んでも、前ほど体にこたえなくなったって、もう気がついてる？」

「あっ、そういえばそうだ。寝ね込こまなくなった」

　真響は目を見はった。真響も泉水子も、パーティの翌日をごくふつうに過ごしていたのだった。

「ずいぶんちがうんだな。そういうことなのか」

　それまで黙だまって聞いていた深行が、考えこむ様子で口もとをなでた。

「高柳が、姫ひめ神がみの力は変質させたり増ぞう殖しよくさせたりすると言ってたのは、そういう意味だったのか。チームって言われ方には、おれもまだぴんときてなかったが、宗田たちの言うことを聞いてると、意識して和解する前にもう融ゆう合ごうに向かっているように聞こえる。神霊や幽ゆう霊れいだけでなく、おれたちも、姫神の結界にいる者として影えい響きようを受けてるってことなのか」

　泉水子の心に浮うかんだのは、前に穂ほ高だかに言われた言葉だった。

（この世を取り巻くものの根っこは一つで、人間もその一部だって、穂高先せん輩ぱいは言っていた。人間も大きな自然界の一部だって……）

　真夏が、にやっとして言った。

「チーム姫神、ってことになるのかな。いいじゃん、チーム姫神。おれはそれもおもしろいことだと思うよ」

　泉水子は、ひざの上で両手の指をきつく組み合わせ、けんめいに伝えた。

「悪い影響にならないよう、わたしも努力して自分を変えていくから。もっとたくさん他の人を見習わないと、ひとりだとどうしようもないものになるって、ものすごく自覚できたから。だから、みんなといさせて」

　真響が手を伸のばし、泉水子のこわばった腕うでをかるくたたいた。

「イージーイージー、泉水子ちゃんはすぐそれなんだから。今ここにいるのは、もう運命共同体の人間でしょ。高柳はまだちょっと問題あるし、アンジェリカたちも問題あるけどね」

　その言葉を聞いた深行は、さりげなく顔をそらし、いすの背に片ひじをかけた。そして、外の景色をしばらくながめてから言った。

「融合はきっと難しくないよ。山やま伏ぶしも、陰陽師も、忍にん者じやも、日本古来の同じものが基き盤ばんにあるって、もうおれたちは知っている。ただ、大人には大人の事情があるから、おれたちのバックや高柳のバックまではなかなか一つになれないだろうな。それでも、学園でおれたちが協力できるなら、そのうち大人同士も手を結ぶのかもしれない」

「アンジェリカやアンジェリカの父上は？　感謝するべきかって聞いたの、信用できるかって意味なんだけど」

「姫神の協力者に取り込めるかどうかは、今後の出方によるだろうな」

　真夏は、テーブルに置いた招待状を再び手に取ってながめた。

「じゃあ、本音を探るためにも、このホームパーティには出席するべきってこと？　だったら、おれも行ってもいいよ」

　深行は、少し意外そうに真夏を見てから、座りなおして泉水子を見やった。

「鈴原はどうしたい？　何かいやな感じがするなら、ここはことわってもいいんだぞ」

　泉水子は、どうして深行が顔をそむけていたかが少々気になった。表情を見られたくないからそうしたように見えたからだ。深行がパーティに関して、自分の意向を一言も言わないことにも気がついた。本当は、自分がアンジェリカのパーティに行きたいから、かえって口をつぐんでいるような気もした。

　なんだか気が進まないのはそのせいであり、招待状を見て悪い予感がするわけではなかった。真夏までが行こうと言い出したのに、泉水子がことわる理由はない。決意して口を開いた。

「招待を受ける。アンジェリカのパーティに行ってみたい」







　担任から通知表をわたされた泉水子は、席にもどってこわごわ中身を確かめ、ふいに身ぶるいした。今まで一度も感じたことがなかったほどの達成感だった。

（よし……やった！）

　後期試験の成績順位は、なんと学年で十四位だった。

　しかし、泉水子の安あん堵どは、この順位の高さにあるのではなかった。これさえ達成しておけば、心おきなく深行に礼が言えて、バッグにしのばせたままのクリスマス・プレゼントを手わたす口実になるからだ。

　真響と買い物に出かけ、服やアクセサリーを選んだ泉水子は、同じときにプレゼントを買い求めていた。佐さ和わからもらったこづかいは、まだずいぶん残っていたので、買えるものはたくさんあった。

　真響は、重要なアドバイスをしてくれた。こういうとき、あまり値の張るものにしてはいけないのだ。もらった側の気持ちの負担になってしまうからだ。

「気取らない、ふだん使いの小物がいいよ。値段ではなくセンスで、見たときユニークで笑っちゃうものか、便利に使っていられるもの」

　祖父の竹たけ臣おみへの文ぶん鎮ちんと、佐和へのキッチン用品は、難なくユニークなものが見つかった。けれども、深行にわたすプレゼントは、好みがわからないので難しかった。泉水子は、さんざん迷った結果、手て袋ぶくろを選んだ。帽ぼう子しやマフラーなら、深行が自分の趣しゆ味みのものしか身につけないという気がしたのだ。それでも、喜ばれるプレゼントかどうかは自信がなかった。

　最初の予定では、学園パーティの日に景品などに紛まぎらせて、さりげなく深行にわたしてしまうつもりだった。それなのにわたしそびれ、じっと自分で抱かかえこんでいると、どんどんつまらないプレゼントに思えてきて、わたせずじまいになりそうだった。

　真響がやって来て、Ｃ組教室の入り口で手招きした。泉水子はお下げ髪がみをはね上げ、急いで駆かけ寄った。

「どうだった、真響さん」

　真響はそぶりに出さなかったが、それでもにんまり笑った。

「一位とったよ。二位はまた相楽、三位が高柳」

「真響さんってすごい。言ったことを本当にしちゃう」

　泉水子が称たたえると、真響は照れもせずに言った。

「たんなる主要教科の総合点だから、これだけで多くを言えないけど、高柳ひとりにのさばらせてはおかないわけよ。泉水子ちゃんはどう？」

「十四番だった」

「何よ、大だい躍やく進しんじゃん。そっちのほうがずっとすごいことじゃない」

　真響は本気で驚おどろいたらしく、声が大きくなった。それから、成績で騒さわぐところを周囲に見せてはならじと、小声にもどった。

「それ、数学の点のへっこみがなくなったからでしょう。特訓の甲か斐いがあったね」

「うん、よかった」

　うなずく泉水子を、真響はおかしそうに見つめた。

「泉水子ちゃん、今日ね、私と真夏はちょっと真しん剣けんに学問の必要性を話し合うから、このあと別行動をとっていいかな」

「えっ、そうなの」

　泉水子はまばたいたが、真響の瞳ひとみを見れば、完全に見み透すかされていることがわかった。だいたい、真夏は後期試験でも赤点をとってなどいないのだ。

「相楽は、もう生徒会室へ行っていると思う。しっかりお礼を言っておきなさいよ」







　二階の生徒会室へ上ってみると、たしかに、深行が先に来て座っていた。

　泉水子が来たのを知って、深行はパソコン画面から目を上げた。だが、泉水子の成績をそれほどまで心配していないことは、最初から明らかだった。すでに、全教科のテストを深行には見せてあるのだ。真響ほど意外に思うことは少ないはずだった。

　それでも、成績表を開くと、深行は泉水子が思ったより明るい声で言った。

「へえ、十四位か。やったじゃないか」

「そう、目標達成だよ。相楽くんに教えてもらったおかげ」

　泉水子は笑え顔がおになり、手て提さげをそばに置いて腰こしを下ろした。

「それでね……」

「鈴原の成績が、短期間でこれだけ上がるのは、これまでどんだけまじめにやらなかったかって証しよう拠こだぞ。集中してやればできるくせに」

　何も気づかない深行は、少し耳の痛いことを言い出した。

「理数は苦手だと決めこんだだろう。そうじゃないんだ、おれとはルートがちがうかもしれないが、鈴原だって直感では早くに正解がわかっている。やり慣れないから途と中ちゆうで計算をまちがえるんだ」

　泉水子は肩かたをすくめ、もう少し会話につきあってからと考えた。

「それは少しわかった。それにわたし、今までは、試験ってだけで緊きん張ちようしてわけがわからなくなっていたんだもん。でも、この先、真響さんみたいになれと言われても無理だよ。相楽くん、真響さんを抜ぬかす気でやれって言ったけど」

　ルームメイトが成し遂とげたことがうれしく、泉水子は深行に笑いかけた。

「聞いたよ、真響さん、とうとう高柳くんから学年一位を奪うばったんだってね。だれにも抜かせないよね」

「そうだな、宗田はたしかにえらいよ」

　深行は力をこめずに言った。含ふくみのない口調だったが、泉水子は、ふと気になって深行の表情をうかがった。

「もしかして、本当は相楽くんも、一番をめざしていたの？」

　意外さをこめてたずねると、深行はそのまま苦笑いになった。

「もしかしてって何だよ。手が届くところにあれば、努力するものだろ。競せり負けたら、悔くやしいのは人情だ。おれだって、だれとも同じだよ」

「相楽くん、それだけ優ゆう秀しゆうならもういいよ。これ以上、わたしと差をつけなくても」

　泉水子はあきれて言った。深行が悔しがる気持ちは、本気でわからなかったのだ。涼すずしい顔で、五位以内ならそれでいいと語っていた深行ではないか。

「でね、今日はお礼が……」

　深行は、泉水子が切り出そうとすることに気づかずに言い出した。

「鈴原は、できない人間じゃない。もうずいぶんいろいろなことができるようになっている。勉強だけじゃなく、この学園を自分で自分の安全な場所にしはじめている。姫神に憑ひよう依いされなくなったし、陰おん陽みよう師じも味方につけることができる。チーム姫神と言われたとき、ものごとが変わってきたことに気がついたよ。おれも、おれがどう役に立てるか、もっと考えないといけないんだ」

　泉水子は、手提げに手を伸ばす機会をはかって、少し上の空で聞いていたのだが、最後の言葉に顔を上げた。

「もっと考えるって……何を？」

「高柳や宗田たちは、術者として姫神の守りに立てるからチームになるんだろ。あいつらは、少々いざこざがあっても、ゆくゆくは霊れい能のうで鈴原の力をカバーするものになると、今から見通しが立つ。まとめて世界遺産候補になるだけの天分がある。おれはそうじゃないんだ」

　びっくりして息を吸った泉水子は、強く否定した。

「そんなことない、相楽くんだっていっしょだよ。この前だって、式神を高柳くんと同じように消してたじゃない。ワイルドハントが来てしまったとき、わたしに気づかせてくれたのも相楽くんだったし」

　深行は冷静に指し摘てきした。

「おれに式神が見えたり、錫しやく杖じようがふるえたりするのは、和わ宮みやの力を借りてるからだ。鈴原もそれはわかってるだろう、おれ自身にそなわったものじゃない。和宮が離はなれる気をおこせば、簡単に消えてなくなる能力だ。それじゃだめなんだ」

「どうしてだめなの。和宮くんの力でもいいじゃない」

　思わず本音のままに、泉水子は言った。

「わたし、いつだって相楽くんに一番助けられてるよ。和宮くん、それを知っているから相楽くんのところにいるんだと思うよ」

「学園の三年間はそれでいいかもしれない。おれも、なんだか和宮に慣れてきたし。だけど、先を長く考えれば、鈴原のそばでないと発揮できない能力じゃ、本当に守りに立てたとは言えない。たとえば、鈴原が日本にいておれが海外に出たとき、和宮が海をわたってまでおれについてくると思うか？」

　すでに何度も考えたことのようで、深行の口ぶりにはためらいがなかった。泉水子はまばたき、座りなおして深行を見やった。

「海外へ行きたいと思ってるの、相楽くん」

　深行は背中を伸のばして言った。

「決めてるわけじゃない。どんな場合も考えられるってだけだ。おれは、まだ、自分をどう活いかせばいいかわかってないんだ。だけど、悠ゆう長ちようにかまえていられない気がしてきた。三年目に見つかればいいってものじゃない、早いうちに試ためすべきなのかもしれない」

「試すって……海外を？」

「交こう換かん留学生の話がきたんだ」

　さらりと打ち明けられて、泉水子は体が固まった。目を見はったまま息を止めていたが、深行のほうは、それほどショックな話を聞かせるとは思わないらしく、気軽な調子で言葉を続けた。

「二年になったら、半年か一年の留学を考えてみないかと担任に言われた。デメリットもあるから、おれも考え中だが、今しか学べないことは必ずあるだろう。おれは、おれだけの一番でいたいし、最初から姫神のそばにいたポジションを他人にゆずる気はないんだ。チームの一人になるなら、高柳とも宗田たちともちがう実力が必要だ。術的な方面以外で戦力にならないと」

　深行はわかっていないのだと、泉水子は目のくらむ思いで考えた。貴重な三年間に泉水子が何を望み、何のために泉水子がこの場所にいるかを、まるでわかっていないのだ。

（たった三年しかないのに、そんなに長くいなくなったらぜんぜん意味がないよ。考えちゃだめ、わたしのそばにいてくれなくちゃだめだよ。深行くんが特別何かにならなくても、今のままで、深行くんが支えの一番なのに……）

　口に出して言おうとして、泉水子は寸前で気がついた。これを言ってしまったら、深行が必要だと自分から言うのと同じだ。深行を縛しばりつけることになるから、それだけはできないと思ったことをしてしまう。

　泉水子が黙だまりこんでスカートのひざを見つめ、何の感想も言わないのを知って、深行はいぶかしげに見やった。だが、なぜそうなのかは気づかないようだった。

「まだ先のことだし、どうなるかわからないから、あんまり考えこまなくていいぞ。雪ゆき政まさにもまだ言ってない話なんだ」

　泉水子は、かすれた声でようやくたずねた。

「相楽さんが賛成して、お金を出してくれたら……留学するの？」

「そうとは限らない。行き先にもよるし」

　雪政を思いやったせいか、少しため息をついて深行は言った。

「ただ、あれやこれやで、雲くも隠がくれした雪政をつかまえなきゃならなくなったから、もしかするとこの冬は、玉たま倉くら山やまに行けないかもしれない。あいつ、アメリカへ飛んだらしい」

「えっ、そうなの……」

　長期休きゆう暇かを、深行が玉倉山で過ごさないといけない理由はなく、それは泉水子も承知していた。冬の帰省切きつ符ぷは、夏休みのように深行といっしょに用意してもらったわけではなかった。母の友人で医師の中なか山やま瑞みず穂ほが、学会で東京に来ているので、泉水子の付き添そいを買って出てくれたのだ。

　それでも、相楽親子が年末年始に一度も顔を見せないとまで思ってはいなかった。泉水子にとっては、この話もかなりショックだった。







　二十四日、女子寮りようの泉水子のもとに、銀と白のクリスマス・カードが届いた。





メリークリスマス、泉水子。

今年は、最初で最後のクリスマス・プレゼントをあげることにするよ。

さて、何でしょう。




ＹＵＫＩＭＡＳＡ　　






（からかわれてるのかな、これ……）

　面くらってカードを見つめた泉水子は、少々むっとして考えた。泉水子には一言もなく学園から姿を消しておいて、「さて、何でしょう」はないだろう。

（だいたい、山やま伏ぶしがメリークリスマスって、どう見ても変だよ……）

　クリスマス・カードの配達があったのは、昼過ぎ、泉水子と真響がパーティ用に着き替がえているときだった。アンジェリカのホームパーティは三時からだが、学園から出かけるとなると、京けい王おう線と地下鉄を乗り継つぐことになり、一時間半は見積もったほうがよかった。

　真響は、好こう奇き心しんからカードをのぞきこんだが、送り主があの相楽雪政とは思わなかったようだ。すぐに離れて身じたくの続きをはじめた。

「そういえば、泉水子ちゃん。どうして相楽にクリスマス・プレゼントをわたさなかったの？」

「タイミングがずれたら、出せなくなっちゃった」

　泉水子はしぶしぶ答えた。さらに悲観的になってため息をつく。

「もう、わたすのやめるかも。どうせたいした品物じゃないし、持ち歩いたらラッピングがよれてきたし」

「なに言ってるの、今日がイブでしょ。アンジェリカの家へ行く前にわたしちゃったら？」

　泉水子はくちびるを尖とがらせた。

「相楽くん、急な用事ができたから先に出て、パーティ会場で合流するって。今朝、携けい帯たいにメールがきてた」

「えっ、それは身勝手。もともとは相楽が提案したことなのに、ちゃんとエスコートしなさいよって言いたいよね。いくら私と真夏がついているからって」

　真響は泉水子を見やり、思わずといった調子で笑い声をたてた。

「うわあ、泉水子ちゃん、本当に機き嫌げんの悪い顔。せっかくかわいい恰かつ好こうなのに、自分でも見てごらんよ」

　泉水子は、ワンピースにボレロを重ねたいでたちで、ネックレスとコサージュも飾かざっていた。いつもと変わらぬ長い三つ編み頭が、ラインストーンを並べたカチューシャのせいで、なかなかパーティ風になっている。おしゃれをしたことに心弾はずませていいはずなのに、泉水子の気持ちはさっぱり引き立たなかった。洋服ダンスの姿見に映し出してみたが、表情ばかりが冴さえなかった。

「相楽くんって、何考えてるのか、いつもすぐにわからなくなる……」

　泉水子がこぼすと、真響は歯切れよく言った。

「それは、向こうも、泉水子ちゃんの気持ちがよくわからないからだよ。どうしてプレゼントをわたせないのかな。あいつはぜったい喜ぶって、私が保証してあげているのに」

　泉水子はまだ顔をしかめていた。

「イブには、相楽くん、もっとすてきなプレゼントをもらうんだと思う。毎年のことだって言うし」

「わたせばわかるって。泉水子ちゃんからもらうなら、相楽にとっては特別なんだから」

　返事をしないで沈ちん黙もくする泉水子に、真響はほほえんだ。

「まったく、しょうがないなあ。まあ、ヨーロッパではクリスマスを十二日間祝うところがあるくらいだから、年末になっても年明けになっても、あきらめないでわたしたほうがいいよ。むだにするのはバカだけだよ」

　二人が外出のしたくをすませ、出かけるにはまだ少し時間のあるときだった。部屋の戸をノックして、寮監の西さい条じようが顔をのぞかせた。

「鈴原さん、中山さんって女の人をご存じ？」

　泉水子はきょとんとして西条を見た。

「中山瑞穂さんなら、知ってますけど」

「そうそう、その人。急いで迎むかえに来たって、今、玄げん関かんに来ているんだけど」

「ええっ」

　泉水子は泡あわをくって、真響と顔を見合わせた。

「どうしよう、瑞穂さん、帰る日を一日まちがえたんじゃ」

「ああ、いっしょに帰るって言ってた人？」

「ちょっと会ってくる」

　中山瑞穂はそそっかしい人物などではないので、何かの連れん絡らくミスがあったとしか思えなかった。泉水子は小走りに部屋を出て、玄関へ向かった。

　泉水子にとって、瑞穂はいつも白衣を着ている医師だ。だが、ロビーに入らずに立って待っている女性は、仕立てのいいベージュのトレンチコートを着ていた。それでも、ひと目で本人だとわかる。背が高く、少々瘦やせぎすで、束ね上げた髪かみをバレッタでとめ、骨格のはっきりした力強い顔立ちをしている。

　泉水子は、困こん惑わくした面おももちで彼女の前に立った。

「瑞穂さん、すみません。じつは、今日は帰る日じゃなくて……」

　最後まで言い終えないうちに、瑞穂がさっと手を伸ばして泉水子の二の腕うでをつかんだ。その握あく力りよくの強さに驚おどろくうちに、瑞穂の顔がほお骨にそってきつく張りつめていることに気がついた。診しん療りよう室を訪おとずれたときのように、安心させる笑みを浮うかべようとしない。

「いいかい、泉水子、落ち着いて聞いて」

　顔を近づけ、ささやくほどに低い声で瑞穂は言った。

「あわてずに、けれども急いでわたしといっしょに来て。紫ゆかり子こが仕事で負傷した。泉水子をつれていくけど、居場所を他のだれにも知られないようにしたいんだ」




　　　　二




　泉水子は一いつ瞬しゆんで蒼そう白はくになった。

「けが、ひどいんですか？」

「何とも言えない」

　瑞穂は、言いづらそうにそれだけ言った。

「だが、身内はなるべく急いで行ったほうがいい。車を待たせてあるから、泉水子はコートを取ってきなさい。でも、この事情をルームメイトに話してはだめだ」

　泉水子は震ふるえる声で言った。

「わたしたち、これから、ホームパーティに出かけるところだったんです……」

「寄り道して行くと言っておやり。友人まで、陽気な気分を奪うばいたくないだろう？」

　うなずいた泉水子は、部屋にもどり、無理にも態度をつくろいながらドアを開けた。

「ごめんね、真響さん。寄るところができちゃって、わたしも相楽くんみたいに、直接パーティ会場へ行っていいかな」

　真響はそれを聞いて、目をぱちくりさせた。

「でも、港区だよ。泉水子ちゃん、ひとりでわかるの？」

「だいじょうぶ、瑞穂さんが送ってくれるって」

　こわばった笑え顔がおで言うのが精いっぱいだった。泉水子は自分の黒いオーバーと小さなバッグをつかみ取ると、真響から顔をそむけて走り出た。

　正門の外の駐ちゆう車しや場には、瑞穂が乗ってきた黒くろ塗ぬりのタクシーが停とまっていた。泉水子がころがりこむように乗ると、すでに行き先を告げてあるのか、運転手は何も言わずに発車させた。車が走り出してしばらくたっても、泉水子はいきなりふりかかった事態に対応しきれず、自分のしていることが悪夢に思えた。世界が一変したかのようだった。

（こんなことになるなんて……）

　自分がどれほど囲われた世界にいて、取るに足らないことで一いつ喜き一いち憂ゆうしていたか、痛つう撃げきをくらった気分だった。目をふさいでいることがいかに多かったかを、急に思い知らされるようだ。

（お母さんの仕事は、なんだかふつうじゃなく危険そうだって、ちゃんと気づいていた。でも、知らないふり、見ないふりをしていた。今は、いつこういうことが起きてもおかしくなかったって、本当は知っていたことに気づいてしまう……）

　たまらなくなり、隣となりの座席の瑞穂にたずねる。

「どういうけがなんですか。何が起きたんですか。お母さん、どのくらい危ないんですか」

「しっ」

　瑞穂は小声でいましめた。タクシー運転手の耳を気にしているのだった。

「降りたら詳くわしく話すから。あまりここでしゃべってはだめだ」

「着くまでに、どのくらい時間がかかるんですか」

「へたに渋じゆう滞たいしなければ、一時間半くらいだろう」

　泉水子はくちびるをかみ、窓の外をながめた。どうしてクリスマス・イブの日にと、心の奥では悲鳴が上がっている。だれもが楽しく集つどい、おいしい食事をする日なのに、この車内は切り離はなされた別次元のようだった。自分がパーティのためにおしゃれをしたことも、今では無知でおろかな行こう為いになっている。

（でも、このままパーティ会場に行かなかったら、最終的には真響さんたちに心配をかけてしまうだろう。深行くんは、今どこにいるんだろう……）

　ふと、バッグの中の携けい帯たい電でん話わに心が動いた。

「メールなら、打ってもいいですよね。相楽くんなら、お母さんのことを知らせてもいいですよね」

　泉水子はバッグから電話を取り出しかけたが、瑞穂はあっさり言った。

「その必要はないよ。深行くんには、もう雪政が伝えている」

「えっ、相楽さん、アメリカへ行ったんじゃ……」

「日本にもどっているよ。飛び回るのが彼の仕事だ」

「あの、お父さんはこのこと、もう知ってます？」

「もちろん」

　少し間をおいてから、瑞穂はそっけない態度を悔くいた様子で口を開いた。

「あまり、電話を使ってはいけないんだよ。わたしが、泉水子を通話やメールで呼び出さず、わざわざ学園に足を運んだのは何のためだと思う。きみのまわりには、なかなか手て強ごわい人々がたくさんいるからだよ。きみのルームメイトもその一人だ」

　泉水子は、目をまるくして瑞穂を見た。

「真響さんが、なぜ」

「泉水子は知らないだろうけど、宗田真響や宗田真夏がどこかへ出かけるときには、必ず影かげの守り役がついてくる。学園生徒の中にもそれに似た存在はいる。彼らといっしょに行動すれば、屈くつ強きようのボディガードをもつ意味では役に立つが、秘密がつくりにくい点では厄やつ介かいなんだ」

　泉水子は早はや川かわ佳よし樹きを思い浮かべ、なるほどそうだと考えた。それに、真響はじつに早く多くの情報を手に入れるが、彼女自身が聡さといことに、プラスするものがあるのかもしれない。

「戸と隠がくしの人たちには……お母さんのことは教えられないって意味ですか？」

「車を降りたら話すよ」







　タクシーは中央自動車道を走り、灰色の道路と灰色がかったフェンスが延々と続いた。

　早く目的地に着いてほしいと、泉水子はそれだけ願い続けていたが、気が急せくあまり、地名の表示も目に入らなかった。もっとも、どこの地理にもうとい泉水子なので、道路標識に掲かかげてある地名のほとんどは、認めても意味がなかった。あまりに不慣れなため、移動距きよ離りの見当もつかなかったし、都心のハイウェイは全部が同じものに見えたのだ。

　中央自動車道を下り、しばらく走ってから再びハイウェイに入ったことはわかった。けれども、方角の感覚はなかったし、行き先にそれほど注意していなかった。そんな泉水子でも、道路標識の白しろ抜ぬきの文字に、横よこ浜はまという文字が散見できることには少しずつ気がついた。ようやく思い至った。

（横浜があるのは、東京じゃないはず。神か奈な川がわ県けんだ。それなら、東京都心に向かっていたわけじゃなく、南下したんだ……）

　高速道路のトンネルを抜ぬけ、市街地に出る場所の表示は「横浜公園」となっていた。街路に出て開けた景色を見れば、先進的なビル街だ。それでも、都心の超ちよう高こう層そうビルほど高いビルは見あたらないようだった。タクシーは「県庁」とある並木通りを走り、交差点を右折してから停車した。

「病院、どれなんですか」

　泉水子がタクシーを降り、まわりを見回しても、ビル街に病院の目当てをつけることはできなかった。瑞穂が支し払はらいをすませて車を降りるのがもどかしく、泉水子は声を鋭するどくしてたずねた。

　瑞穂は走り去るタクシーを見送り、コートの襟えりを立ててから、ふいに力を抜いて言った。

「ごめんよ、泉水子。おわびは何でもする。紫子がけがをしたというのは、じつはうそなんだ」

　泉水子は開いた口がふさがらず、しばらく声もなく立ちつくした。目の前がちかちかしてくるようだった。

「……うそ？」

「ひどいことをしたって、認めるよ。泉水子を極ごく秘ひでつれ出すために、きみにもあわててもらう必要があった。きみを、ベルナール氏のホームパーティに向かわせるわけにはいかなかったからだ」

　瑞穂の口調は、言葉の底に確信をにじませる医師の口ぶりだった。誠実に言ってはいるのだが、たいへん冷静でもある。泉水子は、安あん堵どすればいいのか腹を立てればいいのか、よくわからないまま瑞穂の顔を見つめた。

「どうして？」

「ベルナール氏が、きみをわたしたちの手から取り上げて、研究材料にしてしまうから」

（研究材料……）

　ほんの少し、泉水子にも様相がわかったような気がした。それでも、瑞穂にうそをつかれたことの痛手は大きかった。

「あんまりです。うそを言ってわたしを急がせるなんて。まるで、理り屈くつの通じない小さな子ども相手みたいに」

　瑞穂はそれも承知でうなずき、さらに泉水子をなだめる調子になった。

「悪かったよ。だから、こうしてあやまっている。鳳ほう城じよう学園は、どこでどんなふうに傍ぼう受じゆされるか、見み抜ぬけない場所になってしまっているんだよ」

「じゃあ、お母さんは、けがも何もしていないなら、今、どうしてるんですか」

「摘てき発はつのために働いている」

　ことさらに落ち着いた口調で、瑞穂は答えた。

「事前に泉水子に何も伝えられなかったのは、じつはそのせいだ。面の割れていないわたしが、今回こうして泉水子の保護につかわされたのも、そのせいだね。だが、直前になるまで学園へは行けなかった。早々に行動しては、どこかで気取られてしまうから」

　瑞穂の、女性よりは男性の気骨を感じさせる態度には、どこか紫子と通じ合うものがあった。母の大学時代の親友だという彼女に、泉水子が早くからなじんでいる理由でもあった。腹立たしさは、少しずつ和やわらいだ。

「でも、どうして横浜までも来たんですか」

「船が出るからだ」

「船？」

　瑞穂は、いきなり改まった口ぶりになった。

「泉水子、わたしといっしょに、ここから香ほん港こん行きの船に乗ろう。そして、香港から飛行機でアメリカへ飛ぶんだ。きみのお父さんのもとで、いろいろな事態の対処をしよう」

　泉水子は目を見はった。

「どうして……香港から飛行機？」

「国内の空港へ向かったのでは、搭とう乗じよう便で簡単にわれわれの足がつく。目くらましが必要なんだよ。横浜港の大さん橋から国外へ出る客船に定期運航はないから、いい隠かくれ簔みのになる。香港へ行くのに、船中で一いつ泊ぱくするほど時間がかかってしまうが、今夜、乗り心地ごこちのいいチャーター便が出航するんだ。そこに、わたしたちも便乗できる」

　瑞穂が本気で言うことが伝わってきて、泉水子はたじろいだ。このまま海外まで出てしまうというのは、あまりに唐とう突とつすぎるものごとに聞こえた。

「でも、わたし、何の用意もしてこなかったのに。泊とまるための荷物も持っていないし……その前に、わたしってパスポートを持ってないし」

「泉水子のパスポートくらい、簡単に用意できる」

　瑞穂は、驚おどろくほど問題のない調子でそう言った。

「山やま伏ぶし組織というのはね、そういうものの手回しならたいそう得意なんだよ。相楽雪政なんか、何枚の偽ぎ造ぞう免めん許きよやらパスポートをつくっているか、泉水子には想像もつかないだろうよ」

「えっ、そうなんですか……」

　息をのみながらも、ありそうなことだと思えた。雪政が、教職に加えて看護師の免めん状じようまでもっているというのは、どう考えてもうさんくさかったのだ。泉水子がとまどっていると、瑞穂は公平を期するように続けた。

「もっとも、ぼろを出さない本人の有能さは、また別問題だけどね。雪政は、どんな場面でもプロを演じて遜そん色しよくない、まれに見る能力の持ち主ではある」

「……はあ」

　気をのまれて泉水子が黙だまると、瑞穂は背をかがめてその顔をのぞきこんだ。

「わたしたちの事情、そろそろわかってくれた？　香港行きの船に乗ること、泉水子がまだ納なつ得とくできないなら、海の向こうの大だい成せいくんと話すことはできるよ。ここまでくれば電話しても大だい丈じよう夫ぶだろう。話す？」

　泉水子がうなずくと、瑞穂はコートのポケットから携帯電話を取り出し、慣れた様子でタッチパネルを操作した。大通りの車の騒そう音おんから遠ざかるように、背を向けて少し歩き、出た相手に早口の英語で何かを伝える。カリフォルニアと通話できるらしかった。

　黙って見つめる泉水子の前で、やがて、電話を耳に当てたままふり向いた瑞穂は、にっこり笑いかけ、靴くつのヒールを鳴らしてもどってきた。泉水子に電話を差し出す。

「大成くんだ」

　泉水子は、まだ半信半疑で自分の耳に当てた。

「あの、もしもし」

「ぼくだよ、話を聞いたかい。瑞穂さんの言うとおりにすればまちがいないよ。空港へ迎むかえに行くからね」

「お父さん、でも、あんまり急な話だよ。わたし……」

「そういうこともあるんだよ。必ずおいで、待ってるよ」

　泉水子はまだ話そうとしたのに、大成はせかせかと通話を切ってしまった。泉水子は、思わず電話の時計表示を見つめた。日本とカリフォルニアの時差は、マイナス十七時間だ。計算すると、向こうは前夜の午後十時すぎだった。日が昇のぼってから眠ねむることの多い大成にとっては、今はまだ仕事どきなのかもしれない。

「もう、切っちゃった？　いつもせわしない人だねえ」

　浮うかない顔で電話を返す泉水子を見て、なぐさめるように瑞穂は言った。

「今すぐ出航ってわけじゃないんだ。きみの気持ちが落ち着くまで、しばらく待つよ。港を見るのもはじめてだろう？　そのうちに、深行くんもこっちに到とう着ちやくするはずだ」

　泉水子は急いで顔を上げた。はじめてわずかに気持ちが明るくなった。

「深行くんもいっしょに行くんですか？」

「おや、言わなかったっけ。もう、ここへ向かってきているはずだよ」

（なんだ……）

　泉水子はいくぶん元気を回復した声でたずねた。

「じゃあ、深行くんに電話してもいいですか。メールとか」

「まだ、それはだめ。きみと同じで、彼もどこかでマークされている可能性が高いんだ。追つい尾びをふりきってからここへ来る必要がある。でも、心配いらないよ、雪政が排はい除じよしてくれるだろう」

　深行が急用があるからと先に学園を出たのは、この事情のせいなのだと、うなずくことのできた泉水子は、やっと気持ちに余よ裕ゆうが出てきた。びっくりして尻しりごみするばかりだった香港行きに関しても、前向きにとらえてもいいような気がしてきた。

（……深行くんが海外へ行ってしまうと気をもむくらいなら、このわたしもいっしょに海外へ行けばよかったんだ。なんだ、どうして思いつかなかったんだろう……）

　泉水子の表情からくもりが取れたのを知って、瑞穂もほっとした様子だった。

「行けなかった、クリスマス・パーティの埋うめ合わせはしてあげるから。ホテルのクリスマス・ディナーを食べてもいいし。でも、今はまだ時間が早いから、とりあえずはケーキとお茶かな。中ちゆう華か街がいの飲ヤム茶チヤでもいいよ」







　コンクリートづくりの海べりに沿って、手入れの行き届いた公園が続いていた。公園に並行した車道のこちら側には、ホテルなどの大きな建物が立ち並んでいる。瑞穂と泉水子はその一つに入り、ティールームのゴブラン織りのいすに腰こしを落ち着け、ケーキセットを注文した。ゆっくり時間をかけてお茶をした後、公園を散歩するように歩いて大さん橋埠ふ頭とうへ向かった。

　ホテルの豪ごう華かな内装は、泉水子の目には、佐和や大成といっしょに泊まった東京のホテルと変わらなかった。だが、横浜のほうが街並みに無機質な匂においが少なく、重ねた年月と落ち着きがあるようだ。公園に入ると、青い海面の広がる港の光景が間近にある。海はたいそう穏おだやかで、波が打ち寄せることもなく揺ゆれているのだが、豊かな水がそばにたたえられているだけで、コンクリートで固めた場所が心地よく感じられた。

　湾わん内ないに水平線はなく、遠い対岸の工場地帯やベイブリッジが海を囲んでいる。泉水子にとって、ものめずらしい景色なのはたしかだった。夕暮れが迫せまったため、対岸や橋や停てい泊はくした船に、オレンジ色や白、パープルブルーの明かりが点ともりはじめ、クリスマスツリーのように輝かがやきはじめている。十二月だというのに、不思議なくらい寒くなかった。顔をなでる風は少し冷たいが、コートを着ていれば凍こごえることはない。

　泉水子も今は、あれこれ考えながら瑞穂と話すことができた。気になるのはやはり、アンジェリカの父親がどういう存在なのかだ。瑞穂とのつきあいは長いが、山伏組織の一員として話をするのは、これがはじめてだった。歩きながら慎しん重ちようにたずねた。

「アンジェリカは、お父さんが、わたしたちをチームと見なして世界遺産候補に推すい薦せんするだろうと言ったんです。わたしたち、それを歓かん迎げいしていいと思っていたんです。けれども、その考えは山伏組織とは対立するってことですか？」

「いや、わたしたちもそれを望んでいる。泉水子が、これから学園で霊れい能のうのある生徒を統合していくとしたら、それこそわたしたちが長年願ってきたことだ。きみを鳳城学園に入学させた、大成くんたちの期待もそこにあった」

　瑞穂はよどみなく語った。

「けれども、きみのその能力が目立ってくればくるほど、さまざまな方面から目をつけられることになる。泉水子は、学園内をきみの聖域に近づけることはできても、そこに侵しん入にゆうしてくる圧力すべてを防ぼう御ぎよできるわけではない。ときには、外部の大人が手を貸して、脅きよう威いを遠ざける工作も必要なんだよ」

　泉水子は、思わずワイルドハントを思い浮かべてしまった。あれが侵入する脅威を視覚化したものだとしたら、ベルナール氏のもたらしたものだったのだろうか──

「脅威とは、わたしを研究材料にすることですか？」

「そうだよ。泉水子の力を、何らかの研究開発に利用することだ」

「でも、瑞穂さんだって、わたしを研究に利用してますよね」

　瑞穂は、少し驚いた顔で隣となりを歩く泉水子を見やった。それから、小声で笑い出した。

「言うようになったね、泉水子も。そうだよ、きみが生まれたときからずっと、見守ってきた研究者がわたしだ。紫子からその役をあずかったことはわたしの誇ほこりだし、これからも、研究を他のだれかにゆずる気はないんだよ」

　ためらってから、泉水子は言った。

「山伏組織は正しいことをしているって、どこを見ればわかるんだろうって、このごろ考えてしまうんです。それが、お父さんのしていることであっても。なんだか、いろいろ隠していることばかりだし……」

　瑞穂も少し考えこむようだった。口調を改めて言った。

「きみはもう、子どもではないんだな。たしかに、見えないところでつながった組織は、裏社会との関かかわりも多くなる。きれいごとばかりで回っていないと認めるよ。けれども、大人社会には、裏もなく健全なものなどどこにもないんだ。だれもが利益を追求するし、それだけ純じゆん粋すいではなくなっていく。これが世間から隠れた組織ではなく、公式の顔をもつ機関であれば正しいと言うこともできない。そのほうが、さらにたちが悪いことだってあるんだよ」

　泉水子は、口をつぐんで考えた。

（わたしはまだ、何も知らなすぎる。判断材料をほとんどもっていない。だから、一番身近な大人が言うことに従い、行けというところに行くしかないのかもしれない……）

　不安が消えたわけではなかった。いきなり外国行きの船に乗せられることに、不安にならないほうがおかしいのだ。だが結局、泉水子は、それを要求する特とく殊しゆな人々の中に生まれたということかもしれなかった。

　公園を抜ぬけ、石いし畳だたみの歩道を少し歩くと、海に突つき出した方向に、頭上にわたした「国際客船ターミナル」という銅色の表示が出ていた。

　桟さん橋ばし方面にも、ふつうの街路が続くように見えるが、車が多く行き交かう公道はカーブを描えがいて逸それていく。車道の向こうのビル群は、クリスマスイルミネーションを交えて華はなやかに明るいが、泉水子たちが歩く海岸沿いの歩道は、比べると暗がりが多かった。昔のガス灯に似せた、レトロなデザインの街灯が暗いのかもしれない。外国にいるような雰ふん囲い気きだった。

　国際客船ターミナルの表示をくぐる前に、瑞穂の携けい帯たいが鳴り出した。彼女は足を止め、しばらく英語で話した。泉水子は、立ち止まって話が終わるのを待ちながら、心細い思いで行き先を見やっていた。近くには大きな建物がなくもの淋さびしい。ターミナルまではまだしばらく歩くようだ。

　そのとき、背後から声をかけられた。

「鈴原」

　ふり向くと、横断歩道を走ってわたってくる、深行の背の高い姿があった。

　不安で落ち着かなかったので、泉水子はその姿を見て胸をなでおろした。深行も私服だが、彼の場合は、フード付きパーカーと黒っぽいジャンパーを重ねてはおるといったカジュアルさだ。足もジーンズにスニーカー、ポーチ一つ持たずに両手は手ぶらだった。

　本当にパーティへ行く気があったのかと、少々疑いたくなったが、深行や真夏ならそれもやりそうなことではあった。ともあれ、軽々と走ってくるにはたいへんふさわしい恰かつ好こうで、泉水子はほっとした笑え顔がおを向けた。

「ひとりで来たの？」

　雪政はいっしょじゃないのかと聞きかけたとき、息をはずませて立ち止まった深行が、鋭するどく言った。

「その人から離はなれろ」

「えっ、何？」

「その人を信用するな」

　深行の口ぶりに、泉水子は目をぱちくりさせた。年配者には折り目正しい深行の言うこととも思えなかった。

「中山先生には会ったことがなかった？　お母さんの友だちで、わたしがいつも相楽さんと行く病院の先生だよ」

　泉水子が言っても、深行は警けい戒かいを解こうとしなかった。険しい表情のまま言う。

「自分が何してるかよく考えてみろよ。おまえ、拉ら致ちられてもぜんぜん気づかないのか」

「拉致──って、ちがうよ」

　泉水子は具合悪く瑞穂を見やった。彼女は携けい帯たい電でん話わを切ったところだった。

「最初の、お母さんのけがはうそだったけど。これは、お父さんも相楽さんも知ってることで」

「どうしてこんな場所へ来たんだよ。船にでも乗る気なのか」

「深行くん、相楽さんに聞いてここへ来たんじゃなかったの？」

　了りよう解かいができていないことに気づき、泉水子は驚おどろいた。ようやく、何かがおかしいと感じはじめた。

「相楽さん、どこにいるの」

「雪政は関係ないだろ。あいつはアメリカだ」

「いや、雪政はもう帰国しているよ、深行くん」

　深行の言葉に瑞穂が答えた。中山瑞穂は泉水子に歩み寄ると、黒いオーバーの肩かたに手をかけ、おもしろがるように続けた。

「泉水子、彼、すごいね。本当にたどり着いてしまうとは。わたしも、この目で見るまでちょっと疑っていたよ。物理的に知る手段は全部排除したはずなのに、泉水子がここにいることをピンポイントでつかんだ。関東圏けんくらいは軽いということか。どうしてそんなことが可能なのか、ぜひとも詳くわしく知りたいものだ」

「どういうことです、瑞穂さん」

「実証できるということだよ。泉水子の霊能が、泉水子が心を許す人間には伝でん播ぱするということを。姫神の力の発現にあたって、もっとも重要でもっともユニークなのは、そうした他人への伝達力なんだ」

　深行はたじろがず、トレンチコートの中年女性を正面から見つめた。それから、やや口調を整えてたずねた。

「たしか、姫神の力を立証したがってる人でしたね。おれもこの前病院の検査を受けたから、少しは聞いています。鈴原をどこへつれていくつもりですか」

「ここから船で香港へ。香港から飛行機でカリフォルニアの大成のもとへ」

　瑞穂が簡潔に答えると、深行は鋭く追つい及きゆうした。

「なぜ、こんな形で出かけるんです。本当に大成さんのところへ行くんですか」

「この件は、きみの父親がとっくに承知していることだよ」

「父といっしょにしないでください。おれは納なつ得とくしてません」

　深行が負けないのを見て、泉水子はおそるおそる告げた。

「あのね、本当なの。さっき電話で確かく認にんしたら、お父さんも、空港へ迎むかえにいくからって言ってたの」

「それを言ったの、ぜったい本人だと確証があるか？　自分で大成さんの番号にかけてみたか？　録音をそれらしく編集するとかして、鈴原に信じこませることくらい、わけなくできるんだぞ」

　泉水子は思わず口を押さえた。かすかな違い和わ感かんがあったことを思い出した。大成の電話は一方的で、切り方もあまりに早かった。だが、そういうことをしそうなタイプではあるので、おかしいとまで考えなかったのだ。

　深行は言いつのった。

「だいたい、鈴原をアメリカにつれていってことが収まるくらいなら、大成さんはもっと早くに娘むすめを呼び寄せたはずだ。そういうことができない事情があるからこそ、あえて日本に残していったはずだ。なのに、このやり口は変だ」

　泉水子も、だんだんそうだという気がしてきた。最初から、どこかなりゆきがおかしかった。それなのに、いつのまにか瑞穂に説き伏ふせられて納得していたのだ。泉水子は一歩離れて肩におかれた瑞穂の手をはずし、背せ丈たけのある彼女を見上げた。

「瑞穂さん、わたしに、アンジェリカのパーティへ行ってはいけないから、こんなふうに急いだって言いましたよね。アンジェリカのお父さんが、わたしを研究材料にしてしまうからって言いましたよね。本当にそうだったんですか？」

　深行が、冷ややかな声で言い添そえた。

「鈴原を研究材料にしたいのは、あなたのほうじゃないですか？　ベルナールさんの申し出は、少なくとも理り屈くつの通らないことじゃない。鈴原をだましてつれ去ろうとするほうがおかしい」

　瑞穂は少し目を細めて深行を見やった。

「ふうん、雪政の息子むすこは、そういうことを言うんだ」

　深行はきっぱり告げた。

「鈴原は、おれがつれて帰ります。鳳城学園がせっかく鈴原の居場所になりかけているときに、わざわざつれ出す意味を納得するまでは、どこへも行かせません」

　困ったものだというように、瑞穂は肩をすくめた。

「なるほど。泉水子さえ説得してしまえば、無条件にきみも泉水子の意志を尊重するのかと思ったら、どうやら仮説がまちがっていたようだ」

　深行は、瑞穂の言葉を無視して、泉水子に手をさしだした。

「こっちへ来いよ。おれと寮りようへ帰るんだ」

　泉水子がつられるように深行のほうへ足を踏ふみだしかけたとき、瑞穂が腕うでをつかんで引き寄せた。

「悪いけど、それは無理だな、深行くん」

　いつのまにか、体格のいいスーツ姿の男が四人ほど、黒い影かげのように現れて深行の周囲に立っていた。はっとした深行は飛びのこうとしたが、たちまち腕や肩をつかまれ、押さえこまれて身動きできなくなった。まるで犯人の取り押さえだった。

「おとなしくしろ」

「ふざけんなよ」

　かっとなった深行はなおも抗あらがおうとしたが、男のひとりが声を殺し、深行の耳の間近でささやいた。

「大人の手段をなめんなよ、お坊ぼつちゃん。スタンガンだって麻ま酔すい薬だって用意してるんだ。荷物として運ぶ方法はいくらでもあるが、できれば穏おん便びんにすまそうじゃないか。こっちも、楽して日本を出るにこしたこたない。恥はじをかかずに自分の足で歩きたけりゃ、今は聞き分けよくしな」

　泉水子には、目の前で起きていることが信じられなかった。見ず知らずの男たちは、異質さをただよわせ、全員が深行より長身だった。式神や霊れいなどではなく、見まちがえようのない人間だが、泉水子はこんなふうに見える人間に接したことがなかった。

（重い。冷たい。固まっている……）

　その身に宿すものが重かった。物質にしか心を動かさない人間の波動。変えようのない重たい波動──

　泉水子が茫ぼう然ぜんと立ちつくしていると、脅おどされて静かになった深行が、男たちに肩を押されて近寄ってきた。深行の視線は、瑞穂に向けられていた。

「りっぱな犯罪ですよ、中山さん」

　泉水子から瑞穂の表情は見えなかったが、会心の笑みを浮うかべているようだった。

「わたしが興味があるのは、むしろ泉水子よりもきみのほうだってこと、気づいてなかったの？　泉水子は力の源泉で唯ゆい一いつ無二だが、受け取る人間のほうは多種多様になる。価値があるのは、どういう条件下なら泉水子の影えい響きようを受けるのか、受容する人間には何があるのかの究明だ。深行くんにこそ、いっしょに来てほしいんだよ」

　深行はちらりと泉水子を見たが、すぐにもう一度瑞穂をにらんだ。

「あなたは、鈴原をもう怖こわがらせてる。これ以上無理じいなどしたら、何が起こるかわかりませんよ」

「何も起こらないよ。泉水子はわたしの言うことを聞いてくれる。わたしに逆らうことは何もしないと、長い時間をかけて、そう条件づけられているのだから」

（……どうして、気づかなかったんだろう……）

　泉水子は、瑞穂にある、取り囲んだ男たちと同質の匂においをようやく意識した。女子寮の玄げん関かんで最初に腕をつかまれたとき、本当は違和感に気づいていたはずなのだ。昔から知っているという認識で、正確な判断をくもらされていた。

　瑞穂の言葉は本当だった。泉水子には何一つできなかった。瑞穂がつかんだ腕から、重く冷たいものが泉水子の中に流れこんできて、すっかり固まり、微び細さいな波動など起こさなくなっているのだ。

　青ざめるばかりで反論一つしない泉水子を、もう少し注意深く見やった深行は、息を吐はいて言った。

「じゃあ、鈴原のストッパーは、あなただったんだ。山やま伏ぶしの安全対策ですか」

「かもね。きみをつれていくことに暴力は使いたくない。だから、おとなしく泉水子といっしょに香港行きに乗ってほしい。船に乗った後なら、深行くんも泉水子みたいに納得させる時間がたくさんあるだろうから」

　他にどうしようもなく、深行と泉水子は、拉致者に取り巻かれたまま埠ふ頭とうに向かって歩き出した。

　空が完全に夜の色になり、湾わん内ないの照明がますます明るくきらびやかだった。彼らの他に歩く人がまったくいないわけではなく、つれだった人ひと影かげがいくつか、同じ方向にそぞろ歩いている。乗船する人々ではなく、港の夜景を眺ながめに訪おとずれているようだった。石いし畳だたみの歩道は、途と中ちゆうから板張りのゆるやかなスロープに切り替かわり、靴くつ底ぞこにかすかな弾だん力りよくがある。板張りのフェンスの向こうには、着岸している客船の白い上部が見えた。明かりのついた窓を何階にも重ね、ホテルの建物と同じくらい大きかった。

　これに乗せられて海をわたるのだと思うと、泉水子はかすかに身ぶるいした。

（これで、何もなくすむはずがない。この結果が、よりよい未来にたどり着くはずがない……）

　胸の奥に、激しい警けい鐘しようが鳴っている。なりゆきは、泉水子ばかりでなく深行のためにも、あまりに忌いまわしかった。姫神の未来が迎える最悪のシナリオとは、このようなルートをたどっていくのではと、おぼろげな予感が胸をかすめる。

（わたしは、都会にあるたくさんの目が怖かった。東京には黒い影と恐おそろしい視線がたくさんあると思った。今、その実体に出くわした気がしているのに、その同じものが、わたしの一番身近にいる山伏たちだったとしたら、わたしはどうしたらいいんだろう……）

　夜景を眺めに来た人々は、やや急なスロープを上ってターミナルの屋上デッキへ向かった。現代アート風の板張りの建造物が、夜空の下になだらかな丘おかの形を描えがいていた。「くじらのせなか」と呼ばれていると、先ほど泉水子も聞かされている。

　距きよ離りをとって歩いているので、知らない人たちに助けを求めるのは無理だった。深行も押し黙だまったまま歩いている。瑞穂と男たちの一行は、スロープをはずれてホールへと足を向けた。広々とした車のロータリーを前にした、総ガラスのエントランスがあった。出入国ロビーに通じる入り口だ。中央の自動ドアを通り抜ぬけるとき、うなだれて歩いていた泉水子の右手を、かたわらの深行がふいにつかんだ。

（泉水子、走れ）

　口も開かないのに、深行の指示が伝わった。一いつ瞬しゆんののち、深行はポケットからつかみ出した小ぶりの缶かんスプレーを、連れだった男たちの顔面に吹ふきつけていた。たちまち刺し激げき臭しゆうが鼻をつく。催さい涙るいスプレーだった。

　短い悲鳴が上がったが、たまたまエントランスで出くわした人のようだ。スーツの男たちは声こそ上げなかったが、息をのんでひるんだ。片手で目鼻を押さえ、手を振ふりまわしてよろめく。深行がどうしてそんなものを隠かくしていたか、泉水子に驚くひまはなかった。間近な男のすねに一ひと蹴けりくわせた深行が、あぜんとした瑞穂にスプレーを浴びせ、包囲を飛び出した。つないだ泉水子の手が激しく引かれた。

　ガラス扉とびらに背を向け、二人はもと来た方向へ駆かけ下っていた。ただならぬ様子に目を見はった通行人の数人をすり抜ける。

　スロープの下りは、深行なら飛ぶように逃にげられるものだった。けれども、泉水子の場合はそうはいかなかった。深行に手を引かれて足がもつれ、ころばずにいるのが精いっぱいだ。拉ら致ち者を少しばかりひるませた程度では、一本道を走って逃げ切れるものではなかった。

　深行もそのことは承知していた。歩道が石畳にもどったところで急に足をゆるめた。

「おれが、あいつらを少しでもくいとめておく。鈴原はこのまま行け」

「無理だよ」

「ばかいえ、運命変えたいんだろ」

　深行は息を切らせながらも言い続けた。

「桟さん橋ばし入り口に水上警察署があった。そこへ逃げこむんだ。宗田を呼べば、あいつらは人を使ってガードできる。この際、別組織でいいから助けてもらえ、山伏の家で育とうと、そこが悪の根源だったら逃げ出していいんだ。いいようにされるな」

　泉水子を前方にふり放すようにして手を放し、深行自身は立ち止まった。

「早く行け」

　しかし、泉水子は走り続けなかった。つんのめった数歩で足を止め、泣き出しそうな表情で深行のほうを向いて立った。

「深行くんは、どうなるの」

「いいから」

　深行はあせって背後をうかがってから、泉水子の向きを変えさせようとオーバーの肩かたをつかんだ。

「おまえが逃げのびるのが肝かん心じんだ。和宮をつれて帰れよ。条件づけがあろうとなかろうと、和宮なら自立して動ける。あの女の研究なんかでつかませるな」

「つれて帰れなんて、簡単に言わないでよ」

「今はそうする他ないだろ。いいから走れ」

　有無を言わせず、深行は泉水子を強く押しやった。泉水子は再びつんのめったが、今度も走り出さずに足を止めた。自分の気持ちや言いたいことが、突とつ然ぜんはっきりしたのだった。

「どんなに都合が悪くったって、和宮くんを取りもどすのは無理だよ。いったん向かった気持ちは止められない。和宮くん、もうほとんど深行くんだもん。和宮くんといることは、深行くんといることと同じだもん」

「この不利な状じよう況きようで、なに言い出してるんだ」

　深行は泡あわをくった調子で言ってから、泉水子に背を向け、追ってくる男たちに身がまえる体勢をとった。今度こそ暴力ざたになるのを覚かく悟ごし、できる限り手間をとらせるつもりだった。

「間に合わなくなる、早く」

　泉水子の行動は、駆けもどって深行のジャンパーの背中にしがみつくことだった。逃げてもむだだということ以上に、自分だけ逃げのびたいとは思っていなかった。ここで手を放したら、何かがちぎれて二度ともどらないと感じた。

「深行くんといっしょにいたいよ。その場所がどこになってもいい、外国なら外国でもいい、深行くんといる」

　深行が息をのんで棒立ちになったのは、無理もないことだった。ついに気の抜けた声でつぶやいた。

「だから、それを、どうしてこの不利な状況で……」

　様子を見てとったのか、スーツ姿の男たちはあわてた態度を見せず、きびきび歩く調子で近寄ってきた。催涙スプレーを浴びせた連中とはちがう顔ぶれであり、ダメージゼロなのは見てすぐにわかった。深行も今は、彼らが近づくのを見ていることしかできなかった。泉水子は深行の背中に顔を押しつけたまま、つかまえにきた男たちを見ようともしなかった。

　ぎゅっと目をつぶってしがみついている泉水子だが、男たちが足を止めたのは深行の緊きん張ちようで伝わってきた。数人の気配を感じ取ることもできる。特に、深行がさっと背中をこわばらせ、今にも泉水子をふりほどきそうになったときは、深行が口を開く前に、そこにいる人物が察せるようだった。

（相楽さんだ……）

「これがおまえのお膳ぜん立だてなら、ぜったい殴なぐり倒たおしてやる。一生かけてもボコってやるからな。こんなまねして、どの口が鈴原に騎士ナイトだなんて言ったんだよ。チャラいことばっか言いやがって」

　泉水子は顔を上げようとせず、ますます強くしがみついた。深行が憤ふん激げきにまかせて殴りかかりそうだったからだ。

　雪政が口を開き、いつもどおりに柔やわらかな、少しからかいを含ふくんだ声こわ音ねが聞こえた。

「ひとり相撲ずもうだと思うが、その意い欲よくは買うよ。深行が、けっこう努力したことは認めよう。泉水子がそんな様子だしね。だが、非難はそのままお返しするよ。われわれの世界遺産になるべき姫神を、海外の研究機関に売っていいはずがないだろう。そんなまねは国家的な犯罪で、公安に逮たい捕ほされてしかるべきだ」

「え……」

　深行は一瞬気をのまれたが、あやしみながらたずねた。

「どこまでが二枚舌？」

「おまえの父は、子どもたちを香港へ送りつけにきたわけではないよ。逆ぎやく賊ぞくの手に落ちた姫ひめ君ぎみを救出しに、白馬に乗って駆けつける役回りだ。ここにいる山伏仲間もそうだ。これは、紫子さんの捕とり物なんだよ」

「……ええっ」

　泉水子も、とうとう顔を上げてまばたきした。深行の背後からそっとうかがうと、ダークスーツのりゅうとした男たちがいて、中では雪政が一番背が低かったが、それでも彼がボスだとひと目でわかった。中央に足を開いて立ち、濃こい色のスーツに栗くり色いろの髪かみが明るく、だれよりもスタイルがよく、ほほえみはだれよりも端たん整せいに見える。

（ああ、ちがっている。さっきの男の人の冷たさじゃない……）

　真しん剣けんに見つめればちがいがわかるものだった。スーツを着ているところも、鍛きたえた感じがするところも似かよっているが、雪政たちは、重く固まってなどいなかった。暴力だけにものを言わせる人々ではなかった。

　けれども、泉水子はそう簡単に安心することはできなかった。今日はうそをつかれることに懲こりていたのだ。雪政に言った。

「それならどうして瑞穂さんは、わたしに相楽さんが来ると言っていたんです。瑞穂さんの仲間なんでしょう。前からいっしょに行動していたでしょう。病院の検査もぜんぶ」

「そうだよ、おれの検査データも送っていたくせに」

　いっしょになって深行が言いつのった。

「最初から、山やま伏ぶし組織はうさんくさいと思っていたんだ。姫神を守ると言いながら、手に入れたがってるのが見え見えじゃないか。鈴原をゆだねていい場所かどうか、おれにはどうにも信用しきれない。今じゃ、鈴原だってそう考えてるぞ」

　雪政は、一つため息をついた。

「中山瑞穂の研究は、山伏組織の内部だけなら認められないものでもなかった。彼女が紫子さんの友人で、紫子さんから依い頼らいを受けたのも事実だ。だが、この期ごに及およんで誘ゆう惑わくに負け、海外との取引で泉水子をつれ去ろうとした。鳳城学園での泉水子が、山伏以外の守りを固めはじめたのを知って、手が届かなくなることを恐れたんだ。姫神の占せん有ゆうは許されない行こう為いだが、姫神をそばに見る人ほど、手に入れたい誘惑にかられるのも常だ。身近なところから裏切りが出ることも、あり得ないとは言えない」

　泉水子は、まじまじと雪政を見やった。

「もしかして、相楽さん、瑞穂さんのすることを知ってて……わざと協力するふりをしていたんですか？」

「そうだな、かなり口裏を合わせた。できることなら、彼女に途中で思いなおしてほしかったけどね。とうとう逮捕の日を迎むかえてしまった」

　深行があきれて言った。

「どんだけ腹黒いんだよ、山伏同士でそれかよ。だから、おまえって人間はだれからも疑われるんだよ」

　雪政はちらりと笑った。苦笑いしたのではなく、痛くもかゆくもないといった笑えみだった。

「しかたがないね。わたしの仕事は、言ってみれば組織内監かん察さつのようなものだ。当然二枚舌だし、詐さ欺ぎまがいのこともする。だが、だれに疑われようと恨うらまれようと、わたし自身は気にならないよ。鈴原紫子に忠実でありさえすればそれでいいんだ」

　泉水子も深行も、これにはちょっと返す言葉が見つからなかった。黙りこんで立ちつくしていると、雪政が気軽な口調で誘さそった。

「紫子さんに会いにいくかい。そろそろ誘ゆう拐かい犯の全員を押さえたところだ。われわれは、船の中からはじめていたんだよ」







　歩く泉水子たちのかたわらを、警察車両とわかるワゴン車が追い越こしていった。逮捕があったのは事実のようだった。わずかの間に、制服警官がホール前の左右に立ち、拡声器で通行禁止を呼びかけはじめる。

　母の紫子が仕事をしているということに、泉水子はあまり実感がわかなかった。逮捕の相手が瑞穂ではなおさらだ。足もとがふわふわする思いで、先ほど脅おどされて歩いた場所を再び歩いたが、目まぐるしく起こったあれこれのせいで、麻ま痺ひして無感動になってしまったような気がしていた。

　だが、それも、エントランスのわきにいる紫子を見つけるまでだった。地味なグレーのパンツスーツを身につけた紫子は、片手を壁かべについてうつむき、携けい帯たい電でん話わでしきりに連れん絡らくをとっていた。肩に降りたワンレングスの髪が、いく筋か白いほおにこぼれかかっている。泉水子たちが来たことに気づくと、紫子は顔を上げてほほえんだ。どこか凄すごみのある微び笑しようだったが、口ぶりはやさしかった。

「無事でよかったよ、泉水子。手ちがいが起きないかと、だいぶ気をもんだよ」

　そう言われると、瑞穂につれ出されたときの動転がよみがえってきた。母がこれほど特とく殊しゆな職業の人でなかったら、泉水子も簡単に信じこまなかっただろう。いかにもタフな私服警察の、たたいても死ななそうな母親を前にして、急に涙なみだがにじんできた。

「瑞穂さん、お母さんがけがしたからって……」

「わかってる。おまえに落ち度はない。こういうことになったのは、わたしも残念でならないよ。つらい思いをさせてしまったけど、瑞穂の離り反はんは、じつはだいぶ前からわかっていたんだ。ただ、彼女をたぶらかした組織をたたくには、現場を押さえるしかなかった」

　深行が小声でたずねた。

「つまり、泳がせた──ってことなんですか。こうなると事前にわかっていて？」

「必要なことだった。深行くん、わたしは、このために公安に身をおいたようなものだよ。泉水子の能力が明るみに出れば出るほど、手て強ごわい連中がねらってくる」

　紫子に見つめられると、深行は目に見えてたじろいだ。けれども、気き後おくれするまいと口を開いた。

「姫神の未来を変えるためには、国家レベルの防衛が必要だという意味ですか？」

「そうとも言えるな。今回のこれは一つの関門だった。わたしが、泉水子の無事にどれだけ安あん堵どしているか、きみにもわからないだろうよ」

　紫子は、泉水子がバッグからハンカチを取り出し、うつむいて涙をぬぐうのを見やりながら言った。そっけない口調ではあるし、抱だきかかえるようなふるまいも一いつ切さいしないが、娘むすめにそそぐまなざしには深いものがこめられていた。

「泉水子は、おのれの力がどれほど周囲を巻きこむか、実際には自覚できない。自分以外の者に犠ぎ牲せいを強しいることに苦しむだろう。けれども、しかたない、姫神のもつ力は、人ひとりではささえきれないんだ」

「あの、聞いてもいいですか……」

　深行はかなりためらってから、思いきって言った。

「姫神は、やっぱり紫子さんに似ていると思います。鈴原本人とはだいぶちがうんです。声の出し方とか表情とか、何といっても性格が」

「そう？」

　紫子はほほえんだ。深行には、その笑みのあでやかさも姫神そっくりだと思えた。

「おれが会った姫神は、本当に鈴原なんですか？　最近の鈴原は、むやみに憑ひよう依いされることがなくなったけど、姫神は、今はまだ紫子さんのところにいると考えればいいんですか？」

「深行くん、姫神にまた会いたいって言ってるように聞こえるよ」

　からかう声音で紫子が言ったので、深行はしぶい表情になった。

「それ、言われたくなかったから、聞くのを迷ったんですけど。でも、あれがだれだったのか、ちゃんと納なつ得とくしておきたいんです」

　紫子は、意外にあっさり答えた。

「泉水子と姫神が別人かどうかは、ものの見方によるだろう。姫神が過去へさかのぼった結果、もっとも念入りにやりなおしたのは、このわたしの人生だったはずだ。自分を産む者のあり方を一番どうにかしたかったのは、その立場にあれば当然だ。そのせいで、わたしの特とく徴ちようがいろいろ染しみついて、その後の姫神の性質には、最初の人格よりもわたしの人格のほうが色いろ濃こく出るのかもしれない。まあ、どう考えてもいいよ」

　深行はいくぶんあっけにとられた。

「そういうことですか……」

（そういうことなんだ……）

　ハンカチを鼻に当てながら、泉水子もこっそり考えた。気が楽になったような、そうでもないような、複雑な気分だった。

　紫子は深行に横顔を見せ、封ふう鎖さする制服警官のほうを鋭するどく見やった。

「姫神に関しては、わたしが死ぬまでわたしが憑より坐ましであるはずだ。代々の教えではそうなっている。だから、泉水子に憑依があったことには、正直このわたしもずいぶん驚おどろいた。本人に憑依するというのも、矛む盾じゆんしたことに聞こえるからね……」

　ふと、おかしそうな顔をして、紫子は二人に目をもどした。

「後になって考えてみると、姫神は泉水子のもとへ、どうやら単に遊びに出かけたようだ。たぶん、深行くんがどんな子か、自分で見ておきたかったんだよ」

「えっ」

　泉水子と深行が同時に声を上げた。何というはた迷めい惑わくなと考えたのは、どちらも同じだったかもしれない。

（姫神が、わざわざ、深行くんを見に……ということは、姫神のやりなおす前の人生では、深行くんに出会ったことがなかった……？）

　泉水子が、まとまらない頭でそう考えていたとき、背中側で緊張したざわめきが起こった。紫子が一いつ瞬しゆんで表情を硬かたくしたので、ふり返る前にいくらか見当がついた。ひと固まりになった男たちがエントランスを出てくる。あまりいろいろ見分けがつかないが、逮たい捕ほ者を連行していく刑けい事じたちのようだった。

（瑞穂さん……）

　泉水子は、もう、自分をつれ去ろうとした男たちを見み極きわめる気がしなかった。目で探したのは、ベージュのトレンチコートだけだった。

　中山瑞穂は、一行の一番後に出てきた。束ね上げた髪がほつれ、うちひしがれた様子をしていた。はっきりとは見えないが、手て錠じようをかけられているのは明らかだった。目を泣き腫はらしているように見えたが、これは催さい涙るいスプレーのせいかもしれなかった。

　瑞穂は顔を伏ふせ、入り口のそばにいる泉水子たちを見ようともしなかったが、少し離はなれてロータリーに立っている雪政には気づいた。それだけ人目を引く容姿だった。頭を起こした瑞穂は、憎にくしみのこもったまなざしを向けた。

「あんただけは一生かけて呪のろってやる」

　ざらついた黒い声こわ音ねだった。大きな声ではなかったが、聞く者の胸に突つき刺ささってきた。そばの刑事が瑞穂の腕うでを引いて、それ以上話させまいとする。雪政は静かにたたずみ、警察のワゴン車へ連行される瑞穂を見送った。彼女の言葉がこたえた様子はなく、かすかにほほえんだままの悠ゆう然ぜんとした態度だった。

　泉水子は、雪政のぶんまで胸が痛んでくるようだった。大学病院の瑞穂の部屋を、雪政といっしょに何度訪おとずれたかわからない。これまでの年月、泉水子が瑞穂に相談したものごとは、母親に話したことよりずっとたくさんあった。今日のことで傷ついたものは、胸の奥でいつまでも乾かわかず、いつまでも癒いえないだろうと思えた。

（瑞穂さんは、とても優ゆう秀しゆうな医師だったはずだ。その人生が台無しになったのは、やっぱり、わたしが元げん凶きようなんだろうか……）

「そんなに泣くなよ」

　かたわらで深行が言った。紫子が他の刑事と歩み去ったため、泉水子と話しやすくなったのだった。

「雪政が女にののしられる場面なら、おれは見み飽あきてる。あの、慣れきった態度だけは見習いたくないがな。だけど、おれも、さっきの言葉は取り消したほうがいいみたいだ」

　深行はふだんより神しん妙みような声で続けた。

「山伏組織は、思ったより真っ当な鈴原の守りになっている。雪政のしていることも、あいつの性格は別として、もっと認めてもいいのかもしれない。おまえのことを一番に考えている紫子さんがいるという点では、やっぱり他の団体にはかなわないな」

「うん……」

　このために公安に身をおいたようなものだと語った、紫子の言葉を思い返すと、新たな涙がわいてきた。紫子は強い、だが、痛ましいと、はじめてそう考えることができた。

「わたし、お母さんは、わたしのことなど気にしていないって、ずっとそんなふうに思っていたの」

「だいじょうぶだ。おまえの味方はたくさんいるし、これからはもっと増える。そんなふうに味方が増えれば、紫子さんの負担もこれからは減っていくんだろう」

　わずかに言葉を切ってから、深行はつけ加えた。

「今日は、おれも、けっこう自信もてたし」

「うん……」

　泉水子が泣きながらうなずくと、深行は、少しためらいがちに泉水子の肩かたに手を回し、自分のわきに引き寄せて二人の隙すき間まをなくした。周囲では逮捕劇が終わりに近づき、あわただしく動き回る人々は、護送車の動向しか見ていなかった。同じ場所に立ち続けているせいで、足もとに十二月の夜の寒さがしのびよってもいる。泉水子は、身を寄せあったほうがずっと心地ここちいいことに気がついた。

（深行くんは、わたしの救命ブイだ。もう、そうなっている……）

　言葉に出して言う前に、気持ちに名前をつける前に、もう、いつのまにかそうなっていると、泉水子は静かに考えた。




　　　　三




　泉水子は、紫子の同どう伴はんで玉倉山へ帰ってきた。

　紫子が、どのように仕事の算段をつけたのかは謎なぞだった。泉水子のガードだったのかもしれない。だが、おくびにも出さず、保護者として当然のように泉水子と羽はね田だ空港へ向かった。泉水子が母とつれだって歩いたのは、おそらく四歳のころ以来だった。

　深行に予定変へん更こうはなく、前から言っていたとおりに雪政と東京に残った。しかし、紫子の付き添そいという奇き跡せきが起こっているのだから、泉水子もそれ以上の高望みはできなかった。

　瑞穂が語ったあれこれを、紫子に吐はき出せることはありがたかった。早くにそれをしなければ、抱かかえこんだ泉水子の中で、膿うみをもってしまいそうだった。紫子のほうも、事件関係者の聴ちよう取しゆを兼かねることだから、微びに入り細をうがって聞きたがった。おかげで、久しぶりの対話が気づまりだなどと言っていられなかった。

　泉水子が、瑞穂に条件づけしてあると言われたことを語ると、紫子はあっさりしりぞけた。

「その言葉そのものが暗示で、抵てい抗こうできないと思いこませた可能性はあるけど、瑞穂におまえを長期的に支配できるほどの力はないよ。おとなしくさせるための、その場しのぎだったんだろう」

　ほっとしながらも、泉水子は顔をしかめた。

「わたしって、何かと人から暗示をかけられている気がする。体質的に暗示にかかりやすいのかな」

「人を信じやすい面はあるね。でも、それは、必ずしも悪いことじゃない」

「でも、お父さんがしようとしていることも、わたしを暗示にかけるようなことだよ。悪い方向にはならない？」

「瑞穂の件に大成くんは無関係だ。そのことははっきり保証するよ。そして、大成くんがすることは全部、わたしがちゃんと目を光らせている」

　搭とう乗じようロビーのいすで脚あしを組みながら、紫子はちらりと笑った。

「それに、泉水子はもう、そんなふうに事前に疑問をもつことができる。これからは、不本意に暗示にかかることもなくなっていくだろう」

　泉水子は、思わず三つ編みの髪かみをたぐり寄せていた。

「じゃあ、わたし、もうこの髪型を変えてもいい？」

「髪は霊れい力りよくの源というよ」

　紫子は、いつか雪政が言っていたようなことを口にして、娘のお下げ髪をちょっとつまんだ。

「わたしがこめた願いがかなうかどうかは、まだもう少し未来にわかる。もう少しそのままにしておきなさい、おまえの力はまだまだ安定したとは言えないし、それに──」

　紫子が言いかけてやめてしまったので、泉水子はけげんな顔で母を見た。

「それに、何？」

「その長いお下げ髪がかわいいんだよな──って、深行くんが思ってるから」

　泉水子はあわてて身を引いた。

「うそだよ」

　ほくそえむ調子で紫子は言った。

「うん、うそだよ。そう思ってるのは、わたし」

　赤くなったことがむだになった泉水子は、当然腹を立てたが、紫子とこんなやりとりを交かわしていることも、どこか不思議な気分だった。長い間ほとんど話もしなかったという気がしない。近くで接すると、紫子はなかなかおちゃめな人だとわかるが、そのことに、どこかで泉水子はなじんでいるのだ。

（ああ、そうだ。姫神だ……）

　深行の言ったことが納得できた。たしかに紫子は姫神に似ているのだった。

　南なん紀き白しら浜はま空港を出ると、野の々の村むら慎しん吾ごが車で迎むかえに来ていた。玉倉山までは、車で走ると県をまたいで三時間以上かかるのだが、あえて彼が駆かけつけてくれたことで、泉水子は、ヘリコプターであっというまに着くよりもうれしいと思った。地元に帰ってきたという実感がこみあげてくる。

　紫子もやけにうれしそうだった。

「ありがとう、野々村さん。車なら、途と中ちゆうでちょっと寄っておいしいものを手に入れることができる」

　野々村は、まぶしそうな表情で紫子を見て、笑えみを浮うかべた。

「もう、佐和さんがすごい量のごちそうを作っていますよ」

「それは知ってる。わたしが言うのは、おいしい地酒のことだよ」

　そう言いながらも、紫子が途中で買いこんだ品は酒以外にもいろいろあった。寄り道を知らない泉水子には、これもはじめての経験であり、母といっしょに店に入ってめずらしい思いをした。

　彼らの乗った車は、熊くま野の本ほん宮ぐう大たい社しやを過ぎて、さらに熊野川上流に沿った道を北上していった。温暖な紀き伊い半島だが、玉倉山ほど奥地にあって標高も千メートル級になると、厳寒期の気温が零れい下か十度まで下がる。十二月はまだ道もそれほど凍とう結けつしないが、年明けになると、山頂付近が車を通せなくなることも多かった。

　冬場の玉倉神社は、ふもとの人々からも隔かく絶ぜつされた淋さびしい場所だった。しんと澄すんだ山上の寒気の匂においを、泉水子はひさびさに味わった。しかし、母と娘むすめがつれだって帰省したことで、静けさはほんの少し破られた。交こう替たいで勤めている神官の全員がお山に登ってきたのだった。

　出迎えた竹臣と佐和も、顔がゆるみっぱなしだった。紫子が若かったころ、父の竹臣とは対立が多かったという話だが、泉水子を神社にあずけて東京に出てからは、たまの帰省で親子げんかを見せることはほとんどなかった。というのも、めったになく紫子が帰ってくると、必ず酒盛りになったからで、竹臣も彼女もうわばみだったからだ。

　帰ってきた日の夕食は、豪ごう華かさから言ってもそのまま宴えん会かいで、やっぱり飲めや歌えの騒さわぎになっていった。泉水子もたらふく食べたし、できるだけ長くつきあったのだが、酒飲みたちといっしょに座っていることには限度があった。

（お母さんって、どうしてもてるのかな……）

　神官たちがみな、紫子と飲む機会を逃のがすまじと集まったことは、どこから見ても明らかだった。しかし、茶わん酒の紫子に女らしさはなく、それを忘れたような言動ばかりが目につく。泉水子には、魅み力りよくがあるというよりがさつに感じるのだが、それでも好かれているのはたしかだった。

（わたしがお母さんみたいになる日も、いつかはくるのかな……）

　道のりははるかだと考えながら、泉水子は自分の部屋に退散した。姫神、紫子、自分の関係をいろいろに考えてみたが、眠ねむ気けのほうが勝まさり、階下の騒ぎにもじゃまされずにぐっすり寝ね入いっていた。







　紫子の帰省は短かった。翌朝には仕事関係の電話がきて、午後にはヘリコプターが彼女を迎えにくることになった。

「お母さん、やっぱり休きゆう暇かがとれたわけじゃなかったんだ」

「まあ、事件の後始末もすんでいないしね……」

　がっかりする泉水子とともに、紫子も遅おそい朝食のテーブルについたが、まだ浴衣ゆかたの寝ね間ま着き姿だった。そして、かろうじて佐和の味み噌そ汁しるをすすったが、すぐにいすの背にもたれてしまった。

「今回はどうしても、わたし自身で泉水子を送り届けたかったんだよ。わたしが放ほうっておいたせいで、おまえが瑞穂になついたってこと、わかっていないわけじゃないから」

　ずいぶんしおらしい口ぶりで、紫子は言った。

「それにね、わたしにだってね、ちょっとした憂うさ晴らしは必要なんだよ。逮たい捕ほは気持ちのいいものじゃなかったからね……」

　寝起きですっぴんだが、紫子はふだんも濃こい化け粧しようをしない人物なので、朝の光にやや肌はだがくすんで見える程度だった。泉水子の目には、ゆうべの母より好ましいくらいに映った。伏ふし目がちの表情が穏おだやかで、動作が静かで、おっとりと言葉を選ぶ。

　だが、これは、まちがいなく二日ふつか酔よいの症しよう状じようだった。

「お母さん……だいじょうぶ？」

「頭、がんがん」

　紫子はうめいてから、ふらふらと風ふ呂ろ場ばへ行ってしまった。泉水子は思わずため息をついた。結局、母と話せる時間というのはいくらもないのだ。いつもそうだった。

　けれども、風呂から上がった紫子は、意外に早くもちなおした。洗った髪を乾かわかし、身づくろいをきちんとすませると、散歩に行こうと泉水子を誘さそったのだ。

　この日、霧きりが晴れるのは遅かったが、いったん晴れてしまうと冬晴れのよい天気だった。泉水子は母といっしょに、寒さの中でいっそう屹きつ立りつして見える杉すぎ木こ立だちや、すっかり葉の落ちた灰色の雑木林をぬって歩いた。薮やぶの緑が消えた季節は、玉倉山に多く見られる奇き岩がんがそれぞれの自己主張をする季節でもある。二人はあいさつするように、古なじみの岩のいくつかをめぐり歩いた。

　そっと岩いわ肌はだをなでた紫子は言った。

「岩いわ座くら……神々は特別な岩に降りてくると、古代の日本人は考えていた。こうした岩は、深く熱くたぎる場所から立ち上がってきたと、肌で知っていたせいだよ。それは、日本が火山帯の土と地ち柄がらで、溶よう岩がん噴ふん火かにも地じ震しんにも湧わき出る温泉にもなじみ深かったからだ。わたしはそう考えているよ」

「神様は、地底のマグマにいるというの？」

　泉水子は驚おどろいて母にたずねた。そんな話をした人はだれもいない。紫子は、娘にうすくほほえみかけた。

「岩、つまりは鉱物。生命体から一番遠く、硬こう化かして動かないと思うものでも、地球の芯しんにあってはちがうだろう。地上の生命よりはるかに高い波動をもっている。これが地球の本当の命であって、有機生命体はその小さなまねごとかもしれない。そういうものが地表に出てきて、降りそそぐ太陽に遠い自分たちの源を知る。それは歓よろこびだ。神々とは、歓びが本質だよ。姫神もたぶんそういうものだ」

　泉水子は岩根を見つめた。

「歓び。それなら、それはいいものだよね……」

「生き物にとっての善悪を超こえているよ。けれども、だからこそ、畏おそれ敬うのは正しい。生き物が何をしても神々は祟たたることがあるが、畏れ敬って静まりを願うのは正しい」

　澄みきった山上の空気は、日ひ射ざしのもとにあっても冷たかった。大きな広がりのある静せい寂じやくの中で、紫子の声は響ひびきをたてないように聞こえた。いつになく小さな声で話してもいた。

「古代の山やま伏ぶしは、修しゆ行ぎようで山に篭こもり山を歩く中で、だれよりも鉱物を理解した人々だったんだよ。護ご摩まを焚たき、火を扱あつかう人々でもあった。つまり、金属精せい錬れんにも通じた集団だったんだ。地中の鉱脈を知り、山から金銀・水銀を取り出すことができた。人間社会では、こうした能力は、扱いによっては詐さ欺ぎまがいやいかがわしさに転んでしまう。

　現代の山伏も、どこかにこの名残なごりが生き続けている。遠い過去に彼らを見み出いだし、彼らに験げん力りきを授さずけてやった姫神もまた、同じ性質を抱かかえている。姫神の本ほん性しようを見損なえば、神々の純じゆん粋すいさが人間のいかがわしさに転落するだろう。そんな人間の営みに絶望することは、残念ながらとても簡単だ」

　泉水子は、母の顔を見ないまま小声でたずねた。

「わたしは、どうすればいいの。自分がこんなふうに生まれたことを、どのくらい恨うらめばいいのか、お母さんはどのくらい恨んだことがあるのか、それを聞きたいとずっと思っていたんだよ」

　紫子は少し口をつぐんでから、ふっと力を抜ぬいて笑った。

「泉水子は、まだ、自分を広げきっていないよ。とりあえずは、もう少し生きて、もう少し広げてごらん。内にも外にも広げていくと、いいことばかりでなく、いやなもの醜みにくいものにもぶつかるだろうが、それを恐おそれなければ、思いもよらない贈おくり物だって見つかるから。贈り物を受け取らないのは、生きていながらもったいないよ」

「お母さんは、贈り物を受け取ったの？　今の自分や、公安で働いていることに、本当に満足しているの？」

「おまえを産んだことなら、後こう悔かいしていないよ。泉水子の聞きたいことが、そういうことならね。わたしが強いのは、泉水子がそうさせてくれるからだ」

　泉水子は、不満な顔で母を見やった。その言葉が、口先だけのように感じられたのだった。

「お母さんは、姫神の未来が怖こわくないほど強くなれるの？　わたし、きっとぜったいそうはなれないよ」

　泉水子が口ぶりに力をこめると、紫子は肩かたの向きを変え、正面から泉水子を見つめた。それから、目を細めて穏やかに言った。

「世界遺産になることなら、恐れなくてもいいんだよ。わたしの代が、必ずよい方向に変えてみせる。もちろん、未来を確定することなどだれにもできないし、最終的にはおまえの選せん択たくになるだろうけど。けれども、わたしがこれまでにやってきたことや、姫神が未来のために成し遂とげたことだってある。あのね、鳳城学園の存在は新しいんだよ。過去の姫神が一度も見ていない場所だ。泉水子は、そこから先の新しい可能性を試ためしていくことになるんだよ」

「……じゃあ、わたしが学園で出会った人たちは、みんな新しいの？」

　紫子は片手を伸のばし、娘の三つ編みの一本を手に取った。指先で探さぐり、いとしげになで下ろす。その探るような手つきが、前に泉水子に憑ひよう依いした姫神がしたことによく似ていた。

「そうだよ。学園で出会った生徒のぶんだけ、おまえの運命はすでにずれはじめているんだ。お下げを編んだわたしの泉水子は、新しいわたしが産んだ、新しい泉水子だ。わたしたちは、だれもがこの世で唯ゆい一いつの存在なんだよ。それは当然だろう？」

「新しいわたしだったら、滅めつ亡ぼうの未来を変えられるの？　どうやって変えるの？」

　泉水子は息をつめてたずねた。紫子はほほえんでいたが、かるく首を振ふった。

「わたしにたずねてはだめ。おまえが自分で新しく見つけないと。そのための道を敷しいたことで、たぶん、わたしの力は尽つきるだろう。でも、役割を果たせたことに誇ほこりをもっている。そしてね、これは何も特別なことじゃない、命を授かったものはすべて、こうして希望を後にたくす道を歩むんだよ」

　母の言葉は、姫神その人が語っているかのように聞こえた。泉水子も、厳密に区別しなくてもいいような気がしていた。母と娘と姫神の血筋をさかのぼったすべての人々の願い──人類のよりよい未来を迎むかえたいという願いが、焦しよう点てんを結んでいる。人間にもっと希望の光を見出したいという、何千年もの年月にわたった姫神の、切なる願いがここにあるのだった。







　ヘリコプターが発着できるほど広い、玉倉山の駐ちゆう車しや場へは、神社の境けい内だいを出て十五分ほど歩かなければならなかった。お迎えがきたことは、山々に響いたローターの騒そう音おんでいやおうなしに知ることができた。

　紫子は神社の人々にあいさつをしてバッグを手にし、駐車場まで送りに出た泉水子は、母と二人で歩ける最後の機会に、今ならできると思った質問をしてみた。

「お母さん、どうしてお父さんと結けつ婚こんしたの」

　ふくみ笑いをして、紫子は答えた。

「そんなこと、聞かないとわからない？　大成くんはとってもかわいい人だからだよ」

　泉水子は一いつ瞬しゆん肩かたすかしをくらった。この母が臆おく面めんもなく言うとは思わなかったのだ。

（……そりゃあ、お父さんは遊園地が大好きだし、オムライスが大好きだし、佐和さんに言い負かされるし、わたしだってかわいいと思ってるけど……）

「でも、お母さんたち、ずっと別居しているのに。ちっとも会わなくて、いっしょに何もしないで、どうして夫婦でいられるの？」

　声を強めて言いつのったが、紫子はまったく平然としていた。

「わたしと大成くんが、ちっとも会っていないって、どうしてわかるの。泉水子が知らないだけかもしれないと、考えたことはなかったの？」

「えっ……会っているの？」

「もっと視野を広げなさいというのは、そのあたりのことだよ。この世には、おまえの知らないところで動いているものごとが、星の数ほどあるってこと」

　泉水子は、質問をかわして話をもっていかれた気がして、少々むっとした。本当は口にするまいと思っていたことを、勢いで母にぶつけていた。

「それなら、お母さんは、いつもそばにいる相楽さんをどう思っているの。お父さんとでなく、相楽さんと結婚しようと思ったことはなかったの？」

　紫子も、今度は答える前に間をおいた。

「ああ、雪政はね……」

　杉すぎ並なみ木きの細道をしばらく黙だまって歩いてから、紫子は柔やわらかな声で言った。

「いっしょに死ぬことのできる人──と、思っていることになるかな」

　泉水子は息をのんだ。押し殺した声でたずねる。

「それって、一番好きな人って意味じゃないの？　お父さんとどうちがうの？」

「いろいろちがうよ。ずいぶんちがう」

　紫子の口ぶりはおもしろがるもので、泉水子を見やったまなざしも、黒い瞳ひとみに光がおどっていた。

「人と人の結びつきは、いくらでも多様になるものなんだよ。愛情も憎にくしみも同じ形は一つもない。単純化したおとぎ話のようにはけっしてならない。泉水子もその複雑さを知りたかったら、わたしの年になるまで生きてごらん。そのときはじめてわかることがあるから」

「ずるいよ、お母さん」

　泉水子は顔をしかめて言い返した。

「ちっとも答えになっていないよ。わたしのこと、子ども扱いしているだけ。そんなふうに、話し相手にならないと思っているあいだに、わたしだってどこかへ行っちゃうよ」

「そうかもね。話したいと思ったときには、もう時間がないのかも。けれども、しかたない、これからもわたしは、おまえといっしょには過ごせないだろう。関門の一つを越こえたけど、まだ、これで終わりを見たわけじゃない」

　相変わらず、淡たん々たんとした口ぶりで紫子は言った。まるで、ちょっとした今後の予定を語っているかのようだ。

「今日までわたしをたよりにしないで生きてきたみたいに、おまえはこれからも、わたしなしでやっていかなくてはならない。これはもう、わたしが選んでしまったことだ。泉水子が、わたしから何一つ学ばずに生きることが、未来の可能性になるからだ。だからね、泉水子は、自分が長生きできないと思うことからやめてごらん」

　ぎょっとして、泉水子は思わず立ち止まってしまった。

「どうして、そのことを知ってるの。それとお母さんとどういう関係があるの？」

「言えない。でも、関係あるんだよ」

　紫子もまた足を止めた。腰こしに手を当て、優ゆう雅がなポーズをつくって泉水子をふり返る。

「わたしはまだまだ死なないつもりだけど、死ぬなら必ず、泉水子より先だよ。逆ぎやく縁えんはあり得ない家系だと思いなさい。泉水子は、わたしの年ねん齢れいになった未来を心に描えがいていいんだよ。その日はきっと来るのだから」

　娘むすめに笑いかけてから、紫子は背を向けて再び歩き出した。泉水子も後ろに続いたが、もう、何も言ってはいけない気がしていた。紫子が簡単に口に出さない、強い覚かく悟ごがひしひしと伝わってきた。

（未来を変えるために……わたしよりずっと先に、お母さんがそのために生きてきたんだ。お母さんのお母さんは二十歳そこそこで亡なくなっているのに。わたしよりずっとひとりだったのに。わたしよりずっと強い意志で……）

　高台の駐車場までくると、車がほとんどないため、余よ裕ゆうたっぷりにヘリコプターが着陸していた。紫子の姿を認め、操縦席から身軽に飛び降りた人物は、なんと相楽雪政だ。予期しなかった泉水子は、だいぶばつの悪い思いを味わった。

「やあ、泉水子。お母さんとの団らんを楽しめたかい」

「……相楽さんが来るなら、佐和さん、何か用意しておいたのに」

「いや、すまない。神社に寄っている時間はないんだ。急ぐものでね」

　雪政が機体の外に出たのは、ただ、紫子が高いステップを上るのに手を貸すためのようだった。紫子は当然の顔つきで、慣れた様子で雪政の手を取って座席に乗りこんだ。

　すばやくもどりかける雪政に、泉水子は思いきってたずねてみた。

「深行くん、どんな様子ですか」

「問題ないよ」

　雪政はほほえんでふり返り、思いやりのある口調で言った。

「紫子さん優先だったけど、あいつも遠からずここに顔を出させるから。待っていなさい」

　泉水子が母に別れを告げ、危険のない位置まで下がると、ヘリコプターは待ちかねたように飛び立っていった。泉水子はその場にたたずみ、機き影えいが空の点になるまで見送った。そのときになって、ようやく、これが雪政の言うクリスマス・プレゼントだったのだと思い当たった。

（お母さん、本当は仕事を離はなれている場合じゃなかったのに。無理をして、わたしと玉倉山で過ごせる時間をつくってくれたんだ……）







　佐和が作った特別料理は、まだまだ残りがたくさんあったので、泉水子は早めの夕食をすませた。そして、皿を台所に下げるときに佐和にたずねた。

「保温ポットに入れる、ココアを作ってもいい？」

「ああ、星見ですね」

　泉水子の習性を心得ている佐和は、すぐに察した。

「今夜はたしかに、星がよく見えそうですね」

「東京ってね、冬になると乾かわいた晴れの日が多いけど、それでもびっくりするほど星が見えないんだよ。空が濁にごっているし、地上のどこもかしこも明るすぎるし」

「その代わり、きれいなイルミネーションは見られたでしょう？」

「横浜の港なら見てきたよ。みなとみらいのビルとか観覧車とかの明かりが派手で、観覧車のイルミネーションが目まぐるしく移り変わって、すごく鮮あざやかだった」

　泉水子はココアを作りながら、佐和にさまざまな印象をとりとめなく語った。

「……でもね、試験勉強しながら励はげみにしたのは、これがすめば玉倉山に帰って、思うぞんぶん星をながめられるってこと。鳳城学園は、星が見えるほうだと地元の人は言うけど、ぜんぜんちがうの。よっぽどのことがないと流れ星にも気づけない」

「当然ですよ。都会の空気は塵ちりが多すぎますよ」

　満足げに言ってから、佐和はたずねた。

「今度の試験でたいそういい成績をとったこと、紫子さんにちゃんと報告しました？　本人から言うべきだと思って、わたしは話さなかったんですけど」

「ううん……言わなかった」

「どうしてですか。紫子さん、さぞお喜びだったでしょうに」

　佐和はとがめるように言ったが、泉水子はかぶりを振った。

「お母さんが気にするとしたら、わたしが深行くんぐらいの成績をとったときだよ。それに、今回のこれも、深行くんのおかげでできたようなものだから、わたしの手て柄がらとは言えないの」

「そりゃまあ、紫子さんは東大を出ましたけど。泉水子さんの大だい躍やく進しんなんですから、気にしないはずはありませんよ」

　佐和は、まだ惜おしむ口ぶりだった。

　泉水子は、オーバーの下に一枚多く着込み、厳重にマフラーも手て袋ぶくろもして、ハンドライトをもって家を出た。日が暮れてしまうと、境内の巨きよ木ぼくの下はあやめもわかぬ暗くら闇やみになり、ハンドライトなしではだれにも歩けない。山の九合目ほどの高さにある玉倉神社なので、山頂へ出るのにさほど時間はかからなかったが、すべり落ちそうな急坂ではあり、昼間でも、細い踏ふみ分け道を踏みはずす危険があった。本来は、暗くなってから出歩く場所ではないのだ。ここで育った泉水子であろうと、足場には慎しん重ちようになる必要があった。

　けれども、小さいころから、泉水子は夜でもこの道を怖こわがらなかったし、他のことでは心しん配ぱい性しようの佐和や竹臣が、危ないからいっしょに行くと言わなかった。ひとりで山頂にいる泉水子を呼びもどしに来たことも一いつ切さいない。これを泉水子の「行」のように見なして、お山と泉水子の交流を尊重していた。

　意識を足もとに向けながらも、ひとりになった泉水子は思いをはせた。

（深行くん、寮りようで何してるかな。真響さんと真夏くんは、もう長野の家に着いているんだろうか……）

　夜よ更ふけに横浜から学園の寮にもどったとき、部屋にいた真響には、その日の顚てん末まつを打ち明けてあった。真響は、泉水子が瑞穂と出かけた後、すぐに電話で深行に一報したそうだ。目ざとい真響が、泉水子の様子のおかしさに気づかないはずがなかったのだ。深行はそのときＪＲ立たち川かわの駅ビルにいて、パスポートの申しん請せいだと言ったという。

　その後、真響にも泉水子の行き先がつきとめられず、気にしながら真夏といっしょにアンジェリカのパーティへ行ったそうだ。港区のマンションでは、不ふ審しんなものごとは何も起きなかった。会場で高柳を見かけたものの、けっこう楽しく過ごせたクリスマス・パーティだったらしい。社交が苦手な真夏でも、最後まで行ぎよう儀ぎよくすることができ、二人でベルナール氏と話を交かわしたそうだ。ベルナール氏は、たえまなくジョークを飛ばす愉ゆ快かいな男性で、最初に考えたより好感が持てたと語っていた。

　泉水子と深行が、あわや海外へ拉ら致ちされそうだったという話には、真響も仰ぎよう天てんしていたが、無事にもどった泉水子を前にしているので、軽口をたたく余裕はあった。

「泉水子ちゃんって、パーティのおしゃれがむだになる運命みたいだね。でも、相楽がそちらに駆かけつけたんだから、当初の目的は果たしたと言ってもいいか」

「ぜんぜん果たしてないよ。相楽くんにだけおしゃれを見せたかったわけじゃないし、それに、会ってもずっとオーバーを着たままだったし」

　泉水子は言い返したが、真響は意味ありげに笑った。

「コート姿でそぞろ歩くのもおつなものじゃない。横浜で、夜景のみなとみらいやベイブリッジを眺ながめてくるなんて、事件を抜ぬきに考えれば華はなのデートコースだったよ。相楽と二人きりになれたんだから、むしろパーティよりもラッキーだったかもよ。よいムードの中で、クリスマス・プレゼントをわたせた？」

　それを言われると、泉水子も少し悔くやしかった。

「あわてていたから、プレゼントを持って出かけたりできなかったよ。寮に置いたままだった」

　そういうわけで、深行へのクリスマス・プレゼントも帰省の荷物の一つになり、現在は玉倉山にあるのだった。しかし、もしも深行が正月になってもやって来なかったら、キャリーバッグの中でもまれたぶん、ラッピングがさらに劣れつ化かしただけの話になる。

（相楽さん、口ではああ言ったけれど、あんまり期待できない気がする……）

　深行とは、携けい帯たいメールのやりとりをしているのだが、泉水子が日常のささいなことでいいと言ったばかりに、本当にささいなことしか打ってよこさなかった。東京を離れる予定には何も触ふれず、泉水子のほうも、行けないとはっきり言われるのがいやで、こちらからたずねていなかった。

　ひさびさに玉倉山の頂上に登り、前より息が切れるような気がしたが、足場にひやりとすることもなく、泉水子は山頂の空き地にたどり着いた。危険を言うなら下り道のほうが問題だが、今は考えないことにする。

　白く息を吐はく口もとを押さえ、ふり仰あおいだ夜空には、冴さえわたる星々がちりばめられていた。地上の電でん飾しよくとは比ひ較かくもできない、気の遠くなるほどの彼方かなたからわたってきた、青ざめた高貴な輝かがやきだ。

（ああ、やっぱりちがう……）

　ライトを消して目を慣らすと、さらに細かい無数の光が見えてきた。夜空が四方の稜りよう線せんまでドームを形づくり、泉水子ただひとりを包みこんでいるように感じる。

　しばらくは心を空っぽにして、この中に立つことだけを味わった泉水子だが、それも過ぎ去ると、さまざまなことを思い返していた。

（ここに立つのが、わたしの基本だった。これからも、いつでもこの場所に立ちもどるだろう。でも、もとの孤こ独どくなわたしとまったく同じじゃない。東京へ行って、すっかり変わってしまったこともある……）

　もっともっと自分を広げていけると、泉水子は考えた。必要なら自分も海外まで出て行ける。国内に留とどまるとしても、必要なら海を越こえて架かけ橋をわたすことができる。はるかな星々を見つめていると、それもたやすいことに思えてきた。

（けれども、それでも……それがわたしの本当の望みじゃない……）

　ふと、われに返って、泉水子は星空を見上げるのをやめた。何かの気配に気がついたのだ。最初はどうしてそう思うかわからなかったが、やがて、だれかが神社のほうから登ってくるのだとわかった。泉水子が大切にこしらえた、ひとりきりの静せい寂じやくが壊こわれていた。こんなことは今までになく、胸がどきどきしてきた。

（何かあったの？　わたしを呼びにくるほど大変なことが起きた……？）

　すぐには身動きできなかった。大声を出して問いかけるのもはばかられた。眼下の広大な暗闇は、そうさせないものをもっているのだ。登ってくる足音が届くほどになると、若い神官の一人ではと思えた。歩ほ幅はばのある足取りで、ぐんぐんと近づいてくるのだ。泉水子は思い出してハンドライトを点灯したが、まごまごして立ちつくすうちに、相手はあっというまに登り切った。手に持ったライトが輝いた。

「鈴原か？」

「えっ、どうして」

　ジャンパーを着た深行の姿が光に浮うかび上がった。泉水子が立っていることを確かめると、両ひざを手でささえ、疲つかれきった様子で息をあえがせている。だが、泉水子には、深行が異界をわたってきたかのように思えた。

「どうやってここまで来たの。まさか、飛んで来たんじゃないよね」

　ヘリコプターの音はしなかったし、こんな時間に山頂にいれば、駐ちゆう車しや場に車が来ただけでも音には気づくものだった。なぜここに深行がいるのか、さっぱりわからなかった。

「登ってきたんだよ。自分の足で、ふもとからずっと」

　まだ荒あらい息をつきながら、深行は悔しげな口調で言った。

「雪政のヘリに乗ってきて、山のふもとで落っことされた。和宮にお礼参りしろと言いやがったが、半分以上いやがらせだ。途と中ちゆうで暗くなって五時間かかった。あのやろう」

　泉水子はたまげるばかりだった。玉倉神社で育っていながら、泉水子自身は一度も玉倉山をふもとから登ったことがなかったのだ。

「大変だった？」

「車道を歩いてると埒らちがあかないから、近道しようとしたら、遭そう難なんしかけた」

　最初に見て取った以上に、深行は疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているようだった。地面に座りこんだ様子を見つめてから、泉水子は保温ポットを下げていることを思い出した。

「ココアがあるけど、飲む？」

「飲む」

　蓋ふたのカップにそそいだココアをさしだしたとき、泉水子は、受け取る深行が手袋をしていないことに気がついた。この場所にいきなり深行が現れたことに、まだ驚おどろきやまなかったが、だんだん雪政のもくろみがわかったような気がしてきた。

（……プレゼントって、もしかすると、お母さんのことだけじゃなかったのかも……）

　深行は温かいココアがありがたそうだった。一口飲んで、すげえ甘いと言うので、いやなのかと思ったらたちまち飲みほしてしまった。二杯はい目をついでみると、それも飲んでしまった。

　しばらく待ってから、泉水子はたずねた。

「どうして、こんなに早く玉倉山へ来る気になったの。たとえ来られたとしても、お正月になるとばかり思っていたのに」

「事情が変わっただろ。だから、鈴原に言っておこうと思って」

　深行は前まえ髪がみをかき上げ、枯かれ薮やぶで頭にいろいろくっつけてきたことに気がついて、顔をしかめた。

「留学するかもしれないと言ったのは、あれはなしだ。おれが思っていたよりずっと、おまえはものすごく危なっかしい。鳳城学園につくった霊れい的てきな守りなどたかが知れていて、大人たちには簡単にぶちこわせる。だいたい鈴原本人が、ふつうの手口で手軽にだまされやすすぎる」

「もう、あれほどだまされないよ。わたしだって学んだもん」

　最後の一言には口答えしたくなったが、深行が留学を思いなおしたことには、安あん堵どの大波が押し寄せてきた。あまりにうれしく思えるので、かえってよけいな念を押したくなった。

「でも、本当に留学をあきらめていいの？　わたし、行くなとは言えないと思っていたよ」

「おれが行くならいっしょに行くんだろ？　そう言ったよな」

「うん」

　泉水子が、はにかみながらもすなおに肯こう定ていすると、深行は短く笑った。わんぱく坊ぼう主ずが勝ち誇ほこる笑いであって、懐かい柔じゆうの得意な大人びたほほえみではなかった。完全にこちらが地の顔だと、いやでもわかってしまうものだった。

「それなら、おれも新しく考えついたんだ。鈴原、他人の研究材料にされることに怯おびえて暮らすくらいなら、いっそ自分で研究しろよ。どこのやつより自分自身のエキスパートになれば、研究者を恐おそれずにすむ。まずは進学して大学の研究室に入るんだ。おれも手伝うから」

　泉水子は目をまるくした。

「自分で自分を研究するの？」

「できないことじゃない。おれといっしょに大学を目指せよ。学会も自分の味方につけて、守りを固めるんだ。あくどいやつらの手に落ちず、利用されないだけの知識も準備もととのっていれば、海外に出て条件のいい大学で研究してもいい」

　意表を突つく提案だったので、泉水子にはなかなかのみこめなかった。思いつきだけの空くう中ちゆう楼ろう閣かくのような気がした。

「わたしが、深行くんと同じ大学を目指すなんて、そんなこと、本当にできると思う？」

「別に、東大じゃなくてもいいんだ。ふさわしい大学なら他にもたくさんある」

　深行はあっさり言った。こだわりはとうに捨てたと言わんばかりだった。

「鈴原は、三年間じゃなくもっと学生を続けろよ。そうすることで身を守って、そのあいだにもっと強くなるんだ。院に進んでもいい、学生でいるあいだは、まちがいなくおれもおまえのそばにいられる。おれはおれで、猶ゆう予よ期間中にもっと役に立つ人間になる算段をするから」

　ふいに、泉水子にも、その道のりがほんのり光るビジョンとして見えてきた。今まで一度も見たことのなかった、遠くまで続く白い道だった。紫子が、長生きできないと考えるのをやめろと言ったのは、このことだったと気がついた。

「できると思うことから、はじめないといけないよね。望みを持ちたいなら……」

「素質はあるよ。鈴原は、努力することを知っている」

　深行が請うけ合った。スパルタな深行にそう言われては、かえって苦難が予想できてしまったが、それでも、泉水子の胸に新しく生まれた望みは膨ふくらんでいった。けんめいに努力すればかなうと思えてきた。

「じゃあ、今からでも、おじいちゃんや佐和さんに相談しないと。わたし、まだ一度も大学へ行きたいとお願いしたことがなかったの」

　はしゃいだように口をついた言葉に、自分でびっくりしながらも、泉水子は何かをつかんだことをさとった。

（今こそわかる。このためにこそ、わたしはお山を出たんだ。そして、和宮くんは深行くんと一つになったんだ……）

　和宮さとるは、最初、泉水子が玉倉山を出ることを阻そ止ししようと図はかったはずだった。侵しん入にゆう者の深行には強く反発したはずだった。けれども、星明かりの下で、今の深行はお山と一つのものに見えた。山頂のごく近くに来るまで、山の霊れい気きと異なるものを少しも感じさせなかったのだ。

（だから、わたしはこの先も、生きていくことができる。深行くんといっしょに新しい発見をするために。生きていくことの贈おくり物を受け取るために……）

　そう考えたとき、泉水子は、自分の部屋に置いてあるプレゼントの包みを思い出した。この寒さなら、手て袋ぶくろはきっと役立つはずだった。だが、直接口にするのは少しためらいがあったので、遠回しに深行にもちかけた。

「深行くん、おなか空すいてる？　寒いし、もう家にもどる？」

「せっかくだから、もう少し、このすごい星空を見ていこう」

　ハンドライトの明かりを再び消すと、深行の素す手でが、手袋をした泉水子の手を包みこむように握にぎった。そして、二人で肩かたを並べて星を仰ぎながら、小さな声で言った。

「まだ、どうしてここまで会いに来たのか教えてない」

「もう、十分聞いたよ」

　泉水子はささやき返した。深行が口に出さなかったことも、全部受け取っているという気がしたのだ。

「来てくれてありがとうって、今、本当に思っているよ。それに家に──」

「黙だまって」

　深行は命じるように言った。そして、背をかがめて顔を近づけた。

　泉水子がまだ知らないことは、星の数ほどあるのだった。





〈終〉
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　あとがき







　レッドデータガールの物語は、一つの幕引きを迎むかえました。

　泉水いずみ子こも、そして深み行ゆきも、スタート地点の足場を固めたにすぎないのですが、泉水子の「はじめて物語」は、このあたりで終結すると思えるからです。

　第一巻を書いた時点では、続きを書けるかどうかもあやふやでした。最初はシリーズものと明記していなかったこと、ご存じのかたはご存じだと思います。

　発ほつ端たんを思い起こせば、第一巻刊行の二年ほど前にさかのぼります。角川書店編集部の岡おか山やまさんに、長らくお待たせした作品の構想は、「世界遺産になっちゃう女の子の話なんだけど」と切り出したら、カウンターのいすから落ちそうにびっくりされました。

　私自身、そういう話を「ファンタジー」と呼べるかどうか、かなり心もとなかったのですが、本人の感かん触しよくには違い和わ感かんのないものだったのでした。

　どうやら私は、私の中でのファンタジーの概がい念ねんを、「神話・歴史に基もとづく過去の文化遺産に足をつっこみながらも、既き存そんの制約に縛しばられず、個人の空想の自由な羽ばたきを許されるもの」と、とらえているようです。

　レッドデータガール・シリーズで扱あつかった修しゆ験げん道どうも、陰おん陽みよう道どうも、忍にん法ぽうもそのつもりです。

　現代に継けい承しようしようと試みる、真しん摯しな方々がいらっしゃることを肝きもに銘めいじていますが、ここに書いたのは個人の空想であり、史実を離はなれて自由に遊ばせた姿です。

　私の処女作は『空色勾まが玉たま』といい、「古事記」「日本書紀」に見られる日本神話をモチーフにした作品でした。そこで生まれた、カラスに変身をとげる鳥とり彦ひこという登場人物は、神武天皇が熊くま野のから進軍したときの「ヤタガラス」をイメージしていました。

　そのことがここまで尾おを引くとは、私自身も思いがけないものでした。自分の足で和歌山を訪おとずれる以前から結びついていたことを、現地へ行って実感したものです。

　訪れたのは、『風神秘ひ抄しよう』を刊行する前年のことでした。折しも「紀き伊い山地の霊れい場じようと参さん詣けい道」が世界遺産に登録された夏です。（登録は二〇〇四年七月七日）

　現地のたたずまいが私に教えてくれたことは、「神仏習合」の自然さでした。

　それまで、社会科教科書で習っていた「神仏習合」や「本ほん地じ垂すい迹じやく」は、ネガティブにしかとらえることができなかったのです。初めて、いにしえの日本人はそうではなかったと、肌はだにしみ入るように感じました。

「古事記」「日本書紀」から出発した私には意外でもあり、大事に思えることでした。このとき肌でとらえたものは、白しら洲す正まさ子こ著の仏像をめぐるエッセイにも、よく似たことが巧たくみに綴つづられていると感じています。







　第六巻まで刊行するには、たくさんの人の恩おん恵けいにあずかりました。

　カバーイラストを担当してくださった酒さか井い駒こま子こさん、ありがとうございました。酒井さんの描かかれる神秘的な泉水子が、大いなる力を貸してくれたと信じています。

　この表紙が実現したのは、角川書店・岡山智さと子こさんの尽じん力りよくでした。恩恵には感謝の述べようもありません。「銀のさじ」レーベルの生みの親であり、私には見えないところまで、すべてにおいての保護者でした。

　同じく、角川書店・坂さか本もと真まさ樹きさんには、角川文庫でお世話になっています。本当に、私一人の力ではできなかったことばかりでした。

　泉水子にも深行にも宗そう田だきょうだいにも、まだまだ続く未来があります。

　それは、私が続きを書こうと書くまいと、続いていく彼らの道です。

　この世とはどういうものか、何があるのか、まだまだよくわからないから、もうちょっと生きよう……という、とても小さなことがこの物語の要よう諦ていだったのではと、今では思うのでした。

　何より感謝を捧ささげたいのは、ここまでつきあってくださった読者の皆みな様さまに対してです。本当にありがとうございました。





荻おぎ原わら規のり子こ　　









　スニーカー文庫版　あとがき







　スニーカー文庫で「ＲＤＧレッドデータガール」シリーズの刊行ができ、イラストに見る魅み力りよく的な登場人物に出で逢あえたことを、深く感謝しています。

　もしもアニメ化がなかったら、このような、岸きし田だメルさんの手がけるビジュアルも存在しなかったことでしょう。この邂かい逅こうは、P.A.WORKSさんがアニメ制作を引き受けてくださったゆえであり、とても嬉うれしく思っています。

　作者の私自身は、この物語をアニメ作品にするのはいろいろ難しいだろうと考えていました。踏ふみ切ったのは、P.A.WORKS堀ほり川かわ社長の気き性しようと気き概がいあっての決断ではないでしょうか。

　さまざまな苦労があったと推察しますが、私がよく記き憶おくしているのは、アニメスタッフとの初顔合わせのとき、そこですでに篠しの原はら監かん督とくが「一番の難関は、泉水いずみ子この舞まいです」と語っておられたことです。私も深くうなずきました。

　泉水子の神楽かぐら舞は、どの神社の舞を参考にすることもできない、泉水子本人の創作です。だから、見せ方にも型がないのですが、深み行ゆきの目を見はらせる神聖な空気感がなくてはならず、限られた長さの動画で表現することは、少し考えても至難の業わざです。

　泉水子が玉倉山の頂で舞まうシーンは、出来上がった動画を見る私もドキドキものでしたが、たいへん見事な映像化でした。いまだに感動しています。

　アニメの制作進行には、まったくタッチしていませんでした。いくつかの質問に応じた程度であり、かたわらで眺ながめていただけです。それなのに、美術面も音楽面も声の出演も、すばらしいスタッフやキャストに恵めぐまれたと思っています。




　この最終巻『星降る夜に願うこと』では、アニメには入らなかった、学園祭のその後の話が語られています。

　それもそのはず、アニメ制作にゴーサインが出たとき、作者はまだこの巻に手をつけていなかったのでした。

　アニメに盛りこむ内容が、最長でも５巻までになるというのは、初めからの決まりごとでした。それでもなお、メインスタッフが協議する中、「最終巻がどうなるか知りたい。それによって表現のしかたも違ちがってくる」という話になったと伝え聞きました。

　言われてみれば当然だと、原作者として責任を感じました。ただ、６巻刊行は一年後の予定で吞のん気きに構えていたので、制作に間に合わせるには焦あせることになりました。必死で書き進め、二度に分け、出来立てほやほやの草そう稿こうを回したものです。

　そのため『星降る夜に願うこと』は、刊行よりかなり早い時点でアニメスタッフに読まれています。じつにめずらしい体験でした。ちょっと、鉛えん筆ぴつ書きの創作を友人が回し読んだ学生時代をほうふつとしました。

　アニメをご覧になったかたであれば、おわかりだと思いますが、最終話の風景やオープニングの絵コンテのはこびに、すでに読み終えていた監督の意い匠しようが見てとれますね。




　６冊かけて綴つづってきた「ＲＤＧレッドデータガール」シリーズでした。

　それでも、結末は、泉水子と深行に新たな気づきが生まれるという、個人の側面に限ったまとめになっています。決着のつかないものごとが散らばっていることを、私も承知しています。

　いつかそこまで書く日がくるかもしれません。まだまだ未定ですが。

　山奥から出てきて、知らないことが多すぎる引っ込み思案な女の子には、一朝一いつ夕せきで今風の活発な娘むすめに変身することはできないでしょう。その歯がゆい、よちよち歩きを見守る深行のほうも、そうそう簡単に上から目線の態度を改め、女子にとって理想の彼氏に変身することはできないでしょう。

　千里の道も一歩からの「はじめの一歩」を、できるだけ丁てい寧ねいに描えがいてみたいと望んだシリーズでした。もうしばらくは、まだ、そういうダメっぽい二人を愛し続けていたいと思っています。

　ここまでつきあってくださった読者のみなさんには、感謝の限りです。本当にありがとうございました。
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巻頭の『レッドデータ』の用語解説につきましては、ＥＩＣネット「環境用語集」より一部引用させていただきました。
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